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ご の だ び は , シャ ー プ パソ コン テレ ビ X1 turbo シリ ー ズ 用 turbo CP/M 
(CP/M"YV2.2 Word MasterT") を お 買い あげ いた だき まこ と に あり が こと 
う ご ざ いま し た 。 

ご 使用 に な る 前 に この マニ ュ ユア ル を よ ぐ お 読み いた だき, 本 機 を 正しく お 使い 
ぐだ さい 。 ま だ た だ, ソフ トウ エア 使用 権 許諾 契約 書 / マ イフ ロ プ ロ 使 用 者 契約 書 
は か が なら ざ ず お 読み くだ さい 。 


<〈 ご 使用 い を だ ける プリ ンタ >〉 


CZ-800P CZ-80PK 
CZ-8PD2/SP-80 CZ-8PP2 

CZ-8PK2 CZ-8PN1/CZ-8PK3C4) 
MZ-IP06 MZ-1P07 

MZ-1P08 MZ-1P10A 
ESC/P-ext RP-80 1! 

FP-80 UP-130K 
PC-8822/PC-PR201 M-1009X 

M-1009 LPR-24T 

KP-3000 MZ-1P17 


ご 使用 い だ だ ける ディ スプ レイ 〉 
本 機 の ご 使用 に 際 し まし て は , 高 解 優 度 ディ スプ レイ を ご 使用 < だ さい 。 


な お, 商品 構成 は 下記 の 通り で す 。 


※CP/MTWV2.2 は , 米国 デジ タル リサ ー チ 社 の 登録 商標 で す 。 
※WOrd MasterTW は 米国 マイ クロ プロ 社 の 登録 商標 で す 。 
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第 1 章 
turbDo CP/M と は 


tuUFDo CP/M の 特長 


turbo CP/M は 米国 デジ タル リサ ー チ 社 の CP/M の 機能 に 加え て X1 turbo 特有 の ハー ドウ 
エア を サポ ー ト し だ オペ レー ティ ング シス テム で す 。 標準 オ ペ ベレー ティ ンプ シス テム に ビジ ネス ユ 
ー ス に は 欠か せな い 日 本 語 処理 機能 を 付加 レ し まし た 。 こ ご これ に よ の 漢字 アプ リケーション ソフ ト の 開 
発 に も ご 利用 い を だけ ま す 。 


特 長 | ① 現 行 CP/M (CZ-5CPM, CZ-3CPM, CZ-128SF) の 機能 を 包含 し て いま す 。 ※ 
② 日 本 語 処理 機能 を サポ ー ト し て いま す 。( オ プシ ョ ン の シス テム ユー ザー 辞書 の 利用 も 可能 。) 


③ 各 種 デ ィ ス ワク ドラ イブ を サポ ー ト し て いま す 。 (5 イン チ 2DD, 2HD, 8 イン チ 18, 2D, 
ハー ド デ ィ スク ) 


⑨④ 内 蔵 の RS-232C を サポ ー ト し て いま す 。 


⑤ テ キス ト の アト リ ビ ュ ユー ト を コン トロ ー ル で きま す 。 
テキ スト に 色 , 反転 , プリ ンク な ご が つけ られ る ほか が ガ , 倍 文字 , ユー ザー 定義 の キヤ ラフ 
ター ゼネ レー タ も 使用 で きま す 。 


⑮X1turbO の 持つ プラ フィ ッ フ ク 機能 (640X400 ド ツ ッ ト ) を フル に 使用 で きま す 。 プラ フィ ッ 
ク の ドッ ト 提 に 色 ガ 指定 で きる ほ が , パレ ッ ト や プラ イオ リティ の 機能 も 使え ます 。 


②⑦ 内 蔵 の サウ ンド ゼネ レー タ を サポ ー ト し て いま す 。 


@ 別 売 の 320K バイ ト の 外部 RAM を サポ ー ト し て お り , ディ スク と 同様 に 扱え ます 。 
まだ , ブラ フィ ッ ク RAM を 外部 記憶 装置 と し て ファ イル の 一 時 記憶 な ど に 使え ます 。 


(だ だ し , ⑤⑧, ⑧, ② に つい て は エス ケー プシ ー ケ ンス を ご 使用 くだ さい め 

まだ , マイ クロ プロ 社 の スク リー ン エ ディ ター で ある ワー ド マ ス ター Word Master) を 
搭載 し て お り ま す 。 こ ご この ワー ド マ ス ター は 日 本 語 処理 可能 と な つて お り ま す の で 日 本 語 を 合 
お テキ スト ファ イル の 作成 , 編集 を 効率 よく 行なう こと が で きま す 。 


※ て UTDO CP/M で は 別売 の RS-232C カー ド (CZ-8RS, CZ-8BM2) の サポ ー ト は し て 
ずり ませ ん 。 


CP/M の 働き 


CP/M (Control Program for Microcomputer) は , 80 系 CPU (8080, Z80, 8085) 
を 使用 する コン ピュ ー タ の ヾ OS (オペ レー ティ ンプ シス テム )? で す 。 ヾ OS は バハ ー ド ウェ ア を 
より 簡単 に 能率 よく 働 お せる だ め に , アプ リケーション プロ グラ ム と の 間 に 位 置 し , 入出 力 装置 ( キ 
ー ボ ー ド や CRT 画面 な ど ) の 制御 , プロ プラ ム フ ァ イル の 管理 な ど を 行なう 基本 的 な は ソフト ウェ 
ア ” と 言え ます 。CP/M も その OS? の 1 つ で , 8 ビッ トマ イク ロコ ンピュータ の ヾ OS? と し 
て 最も 広く 利用 され て いま す 。〈 近 年 , 16 ビ ッ ト 用 CP/M も 開発 され だ だ め 8 ビッ ト 用 は 特に CP/ 
Mー80 と 呼ば れる こと が 多く な っ て いま す 。) 

マイ クロ コン ビ ピュー タ の ハー ドウ ェ エア 構成 は , 同じ CPU を 使用 し て いて も 製品 に よっ つて 異な る だ 
めそ れ ぞ れ に 対応 し を プロ グラ ム が 必要 と な り ま す 。 し た が つて , ハー ドウ ェ エア の 構成 が 異な る 他 
の 機種 で 実行 する こと は 通常 , 不可 能 で す 。 

し レ か が し, CP/M シス テム 上 で 動作 する アプ リケーション プロ グラ ム は , ハー ドウ ェ ア が 異な っ てい 
て も 基本 的 に は プロ グラ ム の 変更 な し で 利用 する こと が 可能 で す 。( ハ ー ド ウェ エア 特有 の 機能 等 を 利 
用 し て いる 場合 は 利用 で き な い こと も あり ます 。) 

コン ピュ ー タ シス テム へ は, ソフトウェア に より ハー ドウ ェ ア を 制御 し 目的 の 仕事 を 処理 し て いき ま 
す 。CP/M で は , ハー ドウ ェ エア を 直接 制御 する 機能 別 の プロ ブラ ム な が \BIOS(Basic Input Output 
System )“ と いい , それ ら の プロ グラ ム を 呼び 出す 方 法 を 統一 ける こと に より ソフ トウ ェ ア の 互 
損 性 を 大 幅 に 高め る こと に 成功 し まし た 。 

ご の だ め 80 系 CPU を 使用 する マイ コン シス テム で は , ハー ドウ ェ ア の 構成 が 変わ つて も COP/M で 
必要 と する ヾ BIOS? 部 分 の プロ グラ ム を 作る こと に よっ つて, 他 の CP/M シス テム で 作ら れ だ プロ 
グラ ム を 動作 させ る こと が で きる よう に な り の ます 。 
CP/M は 1974 年 米国 デジ タル リサ ー チ 社 で , 8080CPU 
を 使用 する マイ コン シス テム の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ン 用 〇 O | ハー ドウ エア 
S と し て 開発 され まし だが, 移植 が 容易 で あっ だこ と, 
CP/M を ベー ス と する アプ リケーション プロ グラ ム の C P U 
互換 性 が 良 か つ を こと な どか ら 急 速 に 普及 し , その 後 開 | 。 モリ 
発 さ れ だ Z80, 8085 CPU で も 使用 で きだ こと か がら 非常 | 入出 力 装置 
に だ くさ ん の アプ リケーション プロ グラ ム ハ (数 干 と いわ | 外部 記 憎 装置 
れる ) が 開発 され 有効 に 利用 され て いま す 。 
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レ 4 還 ウル py/ 


製品 に よ つ て 異な る 原則 的 に 共通 で 使え る 


し か し ,CP/M は 多く の ハー ドウ エア に 使用 する こと を 
前 提 と し て いる だ め , 基本 的 に プラ フィ ッ ク や 音声 等 の 機能 は な ぐ , 最近 の パソ コン で 強化 され て 
いる これ ら の 機能 を 使 つ を プロ グラ ム は , 他 の 機種 に は 使え ませ ん 。 


turbo CP/M の 利用 方法 


CP/M 上 で 走る ソフ トウ エア と し て は , 各種 高級 言語 , 簡易 言語 . ソフ トウ エア 開発 ツー ル , ユー 
ティ リティ ソフ ト な ど ご 多く の アプ リケーション ソフ ト が あり ます 。 

例え ば , BASIC を は じ め と する FORTRAN, COBOL, PL ルル PASCAL, LISP, FORTH 
な どの 高級 言語 を CP/M 上 で 走ら せる こと が で きま す 。 シ ャ ヤー プ か ガ ら も CP/M シス テム 上 で 走ら 
せる こと の で きる 初 貝 者 向け の 言語 シリ ー ズ を 提供 し て いま す 。 又 , 様々 な 応用 プロ グラ ム を 作成 
する こと も 可能 で す 。 こ の CP/M パッ ケー ジ の 中 に は , スク フク リーン エディ タマ (Word Master), 
8080 ア セン プラ , 8080 デ バッ ガ の ソフ トウ ェ ア 開 発 ツ ー ル を 備え て いま す の で , 8080 ア セン プラ に 
よる ソフ トウ ェ エア の 開発 な ら ば , パッ ケー ジ の み で 行 な つ て い を だ け ま す 。Z80 用 アセ ンプ ラ も 市 
販 さ れ て お り ま す の で , (マイ クロ ソフ ト 社 の MACRO-80 な ど が あり ます ) Z80 用 ソフ トウ エア 
開発 も 行なえ ます 。 

CP/M を 使用 する と , エディ タ で ソー スプ ログ ラム を 作成 し , それ を アセ ン ブ ル ま だ は コン パイ ル 
レレ で 以 ジ 兆 二 寺 じ , デパ バッ ダグ も する と いう ーー 連 の 手順 が 一 台 の / パソ コン 上 で で きる だ め , 大 変 
便利 な 開発 ツー ル と いえ ます 。 


X1 ラン ゲー ジ シ リー ズ 
| 間 導 導 見 移し 生得 言語 の 特 長 
FORTRAN | CZ-115LF 13.800 円 | 科学 披 術 計算 に 適し だ 言語 
GO _ "| CZTWOLF 


| 9 OZ 
リス ト 和 の で きる 人 
上 スラック オ リエ ッ テ ッ ドド 
了 有 人 半 プロ プラ ミン グ 有 
(5.80R 


tuTDO CP/M の 構成 
リー | 、 生還 5 
千 P ム 
(2 


四 了 


BDOS 


BIOS 


辞書 及び BIOS ワー ク 


BIOS ROM ワー ク 


の の が 5 の 
人 民 L ツ ー タ 9) 


C400 
CCOO 


DAO0 


FO00 
F800 


FFO00 
(56K CP/M の 場合 ) 


FFFF 


CP/M の シス テム は 次 の よう に 構成 され て いま す 。 


④CP/M シス テム ワー ク 
CP/M シス テム が 秘 要 と する ワー クエ リア 


TPA (Transient Program Area) 
ディ スク 上 の プロ プラ ム が ガ 入 る と ころ で , メモ リー の フリ ー エ リア で す 。 


③CCP (Console Command Processor) 
コン ソー ル ( キ ー ボ ー ド ) に より の 入力 され だ コマ ンド を 解析 し , その コマ ンド に 対応 し た 処 
理 を する と ころ で す 。 


④BDOS (Basic Disk Operating System) 
CP/M シス テム の ディ スク の ファ イル を 管理 する と ころ で 、 CP/M シス テム の 中 部 と 
いえ ます 。 


⑤BIOS (Basic Input Output System) 
CP/M マシ ン の 入出 力 装 置 の 制御 を 行なう 部 分 で , CP/M シス テム で 唯一 , ハー ドウ エ 
ア に 依存 する と ころ で す 。 


⑥ 辞書 及び BIOS ワー フク 
辞書 及び CP/M の BIOS を 使用 する 際 に 和 め 要 な エリ ア 


②BIOS ROM ワー ク 
X1 turbo の BIOS ROM を 使用 する 際 秒 要 な エリ ア 


1 セク フタ ー バ パッ ファ (IPL ワー ク ) 
ディ スク の 読み 書き に 秒 要 な エリ ア 


※ BIOS と BIOS ROM の 違い 


BIOSeoeennnrrr CP/M ソフ トウ エア の 一 部 で , CP/M の 入出 制御 を 行 な つ 
て いる も の 。 
BIOS ROM …… の mi X1 tUFDO の ハー ドウ エア の 一 部 で , 基本 入出 カル ー チ ン ガ 入 


っ た ROM Read Only Memor\) 


第 草 
turbo CP/M を 使用 する に あ だ つ て 


turbo CP/M の 起動 方 法 


turDo CP/M の 起動 方 法 は DISK BASIC の 起動 と 同じ で す 。 順 番 に 説明 する と 次 の よう に な り 


ます 。 


ロ ゾ イシ ティ スズ スタ 


④X 1 tUrDo の 本 体 と ディ スプ レイ が 正 し ぐ 接続 され て いる が 確認 し , まず ディ スプ レイ の 
電源 を 入れ ます 。 


②@ デ ィ ス フク ドラ イプ の ドラ イブ 0 に turDbo CP/M の マス ター ディ スク を セッ トレ し , コン ピ 
ユー タ 本 体 の 電源 を 入れ ます 。 


③IPL が スタ ー ト し レ , ドラ イブ 0 の アフ セス が ガ 始 まり ます 。 
〇 ②④ し ば ら ぐ する と , 画面 上 に 次 の よう な オー プ ニ ン ブ メ ッ ツ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
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⑤ 次 に , 自動 的 に STARTUP プ ロブ ラム が 起動 し , 画面 上 に 
A ク 時 一 カー ソル 
と ーー2( ウ ツジ ド 
と , プロ ンプ ト ( コ マン ド 入 力 を 受け つけ る と いう 意味 の マー ク ) が 表示 され , tuTDo CP/ 
M の 起動 が ガ 完 了 し ます 。 


プロ ンプ ト ガ A> と 表示 され て いる こと ガ ら , ロ プ イン ディ スク が ガ ド ラ イブ A で ある こと が 
わが おり ます 。 ロ ブイ ン デ ィ ス ク と は ドラ イブ 指定 を 省略 し を と き フ ァイル の 読み 書き が 行 な 
われ る ドラ イブ の こと で す 。 起動 時 は 尿 ず A に 設定 され て いま す 。 


起動 時 の ドラ イブ 内 容 | turbo CP/M 起動 時 の ドラ イブ 内 容 は 下記 の と お り で す 。 


起動 時 の 割り 付け 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イプ (2D)0 
/ 3 


以後 , 特に 指定 の な い 限 り , ドラ イブ 名 と し て A: 一 日 : を 使用 し ます 。 


turbo CP/M | turbo CP/M を 起動 きせ, STARTUP プ ロブ ラム が ガ 自動 的 に 走 つ だ 後 の 画面 は 下 の よ 
起動 時 の 画面 | うに な り ま す 。 
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STARTUP で 定義 きれ だ ファ ンク ショ ン キ ー の 状態 (文字 まで 表示 ) 


1 
[of ]rarl pp ]Lmee [sewmlL om ][srarl[key ]Lsmw Ler ] 


ファ ンク ショ ン キ ー は 全部 で 10 個 で あり , 起動 時 は それ ぞ れ に 上 較 の よう な 内 容 が 定義 さ 
れ て いま す 。 |F6|]-[F10] は [SHIFT | キー と [F1] 一 [F5] キ ー と 組み 合せ て 使い ます 。 だ 
と えば [F6| は [SHIFT | キー を 押し な が ら [F1] キー を 押し ます 。 

[F2| キ ー は *STAT 、*.* と 表示 され て いま す が , 実際 に は \STAT *. *^MCM 
は | 。| と 同じ 動作 を し ます ) と 登録 され て いま す 。 


マス ター ディ スク の バッ フク アップ コピー 


turbo CP/M を ご 使用 に な る 前 に , まず マス ター ディ スク の バッ フカ アッ プ コ ピー を 作成 し ます 。 
大 切な マス ター ディ ス フ を 事故 に より 壊さ な いよ うに , 日 常 は バッ フ ア ッ プレ し だ サブ マス ター ディ 
スク フ を 使用 し , マス ター ディ ス は 安全 な お 場所 に 保管 し て お いて くだ さい 。 

特に , ここ で ご 使用 に な る FORMAT コ マン ド , COPY コ マン ド は フロ ッ ピ ー デ ィ ス の 内 容 を 
消去 し , 書き 込み を する 働き の コマ ンド で す の で , 重要 な フロ ッ ピ ー デ ィ ス の 内 容 を 誤 つ て 消去 
し て し まう こと の な いよ うに 十分 注意 し て 下さ い 。 


田 デ ィ ス フ ド ライ ブ が 2 基 の 場合 


④ ド ライ ブ A に マス ター ディ スク を セッ トレ , turDo CP/M を 起動 し ます 。 この 時 , マス 
ター ディ スク に は ライ ト プ ロ テク フト シー ル を 貼 つ を まま に し て お いて ぐだ さい 。 


②@ ド ライ ブ B に バ パック アッ プ を 作成 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ ます 。 この フロ ッ ピ ー デ 
イス ク に は ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼ら な いよ うに 注意 し て くだ さい >。 


③FORMAT こ , B : ① と 入力 し ます 。 


②⑦② フ ォ ー マ ツ ト コ ユー ティ リティ ガ 起 動 し , 


デバ イス タイ プ は 5 inch 2D(320 氏 ) , デバ イス 番号 は 1 で す 。 
フォ ー マ ッ ト を 開始 し ます か (Yes/No) ? 


と , メッ セー ジ ガ で ます の で , 確認 の 上 [Y] と 入力 し て くだ さい 。 


フォー マッ ト ガ 開始 され ます 。 フ オー マ ッ ツ ト 中 は トラ ッ ク 番 号 と サイ ド 番 号 が 表示 され , 
フォ オー マッ ト の 経過 が わが る よう に な つて いま す 。 


つづ いて ベリ ファ イ (正しく フォ ー マ ツ ト さ れ だ が 検証 する ) ガ 行 お われ ます 。 ベ リフ ア 
イ 中 は トラ ッ ク 番 号 ガ 表示 され て いま す 。 


⑦ フ ォ ー マ ッ ト と ベリ ファ イガ 終了 し , 


ーーーー 終 了 し まし た ーーーー 
フォ ー マ ッ ト を 続け ます か (Yes/No) ? 


と メッ セー ジ が で た だら , [N] と 入力 し ます 。 画面 に プロ ンプ ト が あら われ ます 。 
(フォ ー マ ッ ト を 続け る と き は [Y| と 入力 し て くださ い 。) 
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〈 ご 注意 


次 に , COPY * ゞ と 入力 し ます 。 
⑨ コ ピー ユー ティ リティ ガ が 起動 し , 


ソー ス ド ラ イブ 名 を 入力 し て くだ さい ? 
( 使用 可能 な ドラ イブ 名 は Aー 昌 で す 。) 


と だ ざね て きま す の で , と 指定 し ます 。 


⑩ つ づい て , 


と だ ざね て きま す の で , | 日 | と 指定 し ます 。 
⑬ 


ドラ イブ A か ら ドラ イプ B へ コピ ー し ます 。 
コピ ー を 開始 し ます か (Yes/No) ? 


と メッ セー ジ ガ で ます の で , ドラ イブ 名 を 確認 し [Y] と 入力 し ます 。 


⑲ コ ピー が ガ が 開始 され ます 。 コ ピー の 作業 は , 読み 込み , 書き 込み , ベリ ファ イ と 2 トラ ッ フ 
分 ずつ 行ない ます 。 コ ピー 中 は トラ ッ ツク フク 番号 ガ 表 示さ れ て いま す 。 


⑬ し ば らく する と コピ ー が 終了 レ , 


ーーーー 終 了 し まし た ーーーー 


コピ ビー を 続け ます か (Yes/No) ? 


と メッ セー ジ が 表示 され ます の で , [|N| と 入力 し ます 。 画面 に プロ ンプ ト が 現われ ます 。 
これ で マス ター ディ スク の コピ ー が 完了 し まし だ た 。 
(続け て も う 1 枚 コ ピー する と き は [Y] と 入力 し て くだ さい 。) 


※ な お , FORMAT, COPY コマ ンド に つい て は 第 7 章 の 2, 3 項 で それ ぞ れ 詳し く 説明 
し て いま す の で 参照 し て くだ さい 。 


* 作成 する サブ プ マ スタ ー デ ィ ス フ は 5 枚 以内 と し , 必ず お 客 様 個人 の み で 使用 し て ください 。 

* 作業 中 に エラ ー が 出 を ら , まず フロ ッ ツ ピ ー デ ィ ス ク の 不良 が 考え られ ます 。 別 の フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク を 用 意 し て , も う 1 度 初め お ら 作業 し 直し て こぐ だ さい 。 

・ サ ブ マ スタ ー デ ィ ス ク な ど ご を 使用 し て , 実際 に CP/M シ ステ ム へ を ご 利用 に な る 場合 は , ラ 
イト プロ テク シー ル を 貼ら な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


画 デ ィ ス フ ド ライ ブ が 1 基 の 場合 


④① デ ィ ス フク ドラ イブ に マス ター ディ スク を 入れ , turDO CP/M を 起動 し ます 。 
この 時 , マス ター ディ スク に は ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼 つ を まま に し て お いて ぐだ さ 
い 。 


②FORMAT っ A : “と 入力 し ます 。 


フォー マツ ト ユー ティ リティ ガ 起 動 し , 次 の よう な メ ツ セー ジ が で ます 。 


④② マ スタ ー デ ィ ス ク を ディ スク ドラ イブ ガ ら ぬい て , お わり に バッ フク アップ を 作成 する フロ 
ツ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ , [Y] と 入力 し ます 。 
この フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は , ライ ト プ ロ テク フト シー ル を 貼ら な いよ うに 注意 し て くださ 
KN 


⑤ フ オー マッ ト ガ が 開始 され ます 。 フ オォ ー マ ッ ト 中 は トラ ッ ク 番 号 と サイ ド 番 号 ガ 表示 され , 
フフ オー マッ ト の 経過 び が わが る よう に な つて いま す 。 


⑥ つ づい て ベリ ファ イ (正しく フォ オー マ ツ ト さ れ だ が 検証 する ) が 行なわ れ ま す 。 ベ リフ ァ 
イ 中 は トラ ッ ク 番 号 ガ 表示 され て いま す 。 


②⑦ フ ォ ー マ ツ ト と ベリ ファ イガ 終了 レ , 


と メッ セー ジ が 表示 され だ ら , と 入力 し ます 。 画面 に プロ ンプ ト ガ あら われ ます 。 
(フォ ー マ ッ ト を 続け る と き は [Y] と 入力 し て くだ さい 。) 


⑧ 次 に , マス ター ディ スク を ディ スク ドラ イブ へ 入れ , COPY 。 と 入力 し ます 。 


コピ ー コ ユー ティ リティ ガ 起 動 し , 


と だ ざね て きま す の で , こち ら も | Al と 指定 し ます 。 
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と メッ セー ジ が で ます の で , ドラ イブ 名 を 確認 し [Y | と 入力 し ます 。 
⑲ 


FI 


と メッ セー ジ ガ で だ ら , 』 キ ー を 押し ます 。 する と ドラ イブ ガ ア クセ ス さ れ , マス ター デ 
イス ク の 内 容 が 読み 込ま れ ま す 。 和 王 部 を 1 度 に 処理 する こと は で き な い だ ため , 2 トラ ッ フ 
分 ずつ 読み 込み ます 。 


⑬ 


と メッ セー ジ が で だ ら , マス ター ディ スク を ドラ イブ がら ぬき , バッ クア ッ プ を 作成 する 
だ め に 先程 フォ オー マツ ト し た だ フロッピ ー デ ィ ス ク を 入れ て , 』 キー を 押し ます 。 ド ライ ブ 
が アク セス され , ⑫ で マス ター ディ スク ガ ら 読み 込ん だ 分 が 書き 込ま れ ま す 。 


⑭ ⑯⑱ と ⑬ の 作業 を あと 19 回 繰り 返し て 行ない ます 。 ト ラッ ンク 番 号 38 一 39 の 処理 で 終了 する 
と オー ル ョ 回 三 完 ず で す 。 


と メッ セー ジ が で だ ら , と 入力 し ます 。 画面 に プロ ンプ ト が 現われ ます 。 こ ご れ で マ 
スタ ー デ ィ ス ク の コピ ー が 完了 レ ま し た 。 (続け て も う 1 枚 コ ピー する と き は [Y] と 入力 し 
て ご ぐだ さい 。) 


※ コ ピー は , 2 トラ ッ ク を 1 単位 と し て 行ない ます 。 そ の だ め デ イィ スク 1 枚 40 ト ラッ フク 〈5 
イン チ 2D) を コピ ー す る に は , 20 回 読み 込み を 繰り 返し ます 。 


※ な お , FORMAT, COPY コマ ンド に つい て は 第 7 章 の 2, 3 項 で それ ぞ れ 詳し ご 説明 レ 
て いま す の で 参照 し て くだ さい 。 


・ 作 成す る サブ マス ター ディ ス フ は 5 枚 以 内 と し , 有 め ず お 客 様 個 人 の み で 使用 し て こく だ さい 。 

・ 作 業 中 に エラ ー が ガ 出 だ ら , まげ ず フロッピー ディ スク の 不良 が 考え られ ます 。 別 の フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク を 用 意 し て , も う 1 度 初め か ら 作業 し 直し て ぐだ さい 。 

・ サ ブ マ スタ ー デ ィ ス フク な ど を 使用 し て , 実際 に CP/M シ ステ ム を ご 利用 に な る 場合 は , ラ 
イト プロ テク シー ル を 貼ら な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


〈 ご 注意 〉 


マス ター ディ スク に 含ま れる 各種 ファ イル 


turbo CP/M の マス ター ディ スク に は , 各種 の プロ プラ ム フ ァ イル , ソー ス フ ァ イル , 音 訓 辞 書 
ファ イル な ご ど ガ が 全 ま れ ね て いま す 。 


マス ター ディ スク の ディ レク トリ (ファ イル 一 覧 ) を 表示 させ て み ま し よう 。 
マス ター ディ スク を ドラ イブ A に セッ トレ , DIR ゞ と 入力 する と 下 の よ うな お 画面 が あら われ 


: STARTUP 
ASM 
: DUMP 


: COPY 

: DISKSET 

: HDBACKUP 量り 
KEY : ULPT9 

UE の い H 

WMENGL : WMKANA : WMKANJI 


と ァァァ テテ テテ テー 


ト の 2 


マス ター ディ スク の 中 の 難 ファ イル の 内 容 を 説明 し ます 。 


内 


MOV ど CPM 6@6M | CP/M サイ ズ を 変更 する だ ため の プロ ブラ ム 

STAT.COM ファ イル ・ 周 辺 装置 の 設定 と 状態 確認 プロ プラム 

PIP. COM 周辺 装置 と この デー タ 転 送 プ ロ プ ラム 

ED.COM ASCI| ファ イル の 作成 , 編集 を する プロ ブラ ム 

ASM.COM 86080 用 アセ ン ブ ラ プロ プラム 

LOAD.COM イン テル HEX 形式 の オブ ジ エ フ クト フ ァイル を 実行 可能 な 
トラ ンジ エン ト ・ コ マン ド ・ フ ァイル に 変換 . ディ スク 上 
に セー プ す る ダダ 回 グラ バム 

DDT.COM 8080 用 デバ ッ ガ プロ プラム 

DUMP.COM ファ イル の 内 容 を 16 進 数 で 表示 する プロ プラ ム 

SUBMIT.COM バッ ツチ 処理 プロ プラ ム 

XSUB.COM SUBMIT 拡張 用 プロ プラ ム 
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ア ざ <]L 民 忠 OO OO つと 


FMNHN 唄 潜 ・ 電 St 


STARTUP.COM 


FORMAT.COM 
COPY.COM 


SYSGEN.COM. 
DICCOPY.COM 


DICSET.COM 


DISKSET.COM 
HDMAINT.COM 


HDBACKUP.COM 


HDOFF.COM 
TERM.COM 


CMT.COM 
KEY.COM 
TIME.COM 


CPMS6. SYS 
DUMP. ASM 
ULPTO. ASM 
ULPT 1.ASM 
ULPT2. ASM 
BIOS. MAC 
WM. COM 


WM. HLP 
WMENGL. HLP 
WMKANA. HLP 
WMKANJI. HLP 
ONKUN. DIC 


次 種 パ ラメ ー タ の 設定 お よび turDO CP/M 起動 時 の 初期 
設定 プロ ブラ ム 

フロ ッ ツ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ツ ト を 行なう プロ ブラム 
フロ ッッ ピー ディスク の 内 容 を 別 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ヘ へ オ 
ーー ルピー デー9 あ プログ ラム 

CP/M シス テム の コピ ー を 行なう プロ プラム 

日 本 語 処 理 用 の 辞書 を コピ ー す る プロ グラム 

日 本 語 処 理 用 の 辞書 を 使用 可能 な 状態 に 準備 する プロ ブラ 
ム 

使用 し て いる ドラ イブ の 確認 と 指定 を する プロ ブラ ム 
ハー ド デ ィ スク の 領域 確保 ・ 解 除 を 行なう プロ ブラ ム 
ハー ド デ ィ スク と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と の 間 で ファ イル 転 
送 を する プロ ブラム 

ハー ド デ ィ スク の 使用 を 終了 する だ め の プ ロブ ラム 

ター ミナ ルモード , リモ ー ト モー ド で の 通信 を 行なう プロ 
ラッ 

ディ スク と カセ ツ ト と の 間 で ファ イル 転送 を する プロ プラ ム 
ファ ンク ショ ン キ ー の 設定 , 内 容 表示 プロ グラ ム 

日 付 ・ 時 刻 の 設定 , 内 容 表 示 プ ロブ ラム 


CP/M シス テム プロ プラ ム 

DUMP. COM の ソー スプ ロブ ラム 

プリ ンタ 設定 用 ソー スプ ロ プ ラム 

プリ ンタ 設定 用 ソー スプ ロブ ラム 

プリ ンタ 設定 用 ソー スプ ロブ ラム 
BIOS の ソー スプ ロブ ラム 

ワー ド マ ス ター・ プ ロ プ ラム (テキ スト ファ イル の 作成, 
編集 を 行なう ) 

ば 32 ター の 人 じ ラ 三 ュー ラ ァ イル 

ワード マ スタ ー の 英文 ヘル プ メ ニュ ユー ファ イル 
ワー ド マ ス ター の カナ 文字 ヘル プ メ ニュ ユー ファ イル 
ワー ド マ ス ター の 漢字 へ ヘルプ メニ ュー ファ イル 

音 副 辞書 


田 フ ァイル 名 に つい て 
ファ イル 名 は , プラ イマ リ ・ ネ ー ム と エク ステ ンション (セカ ンダ リ ・ ネ ー ム ) ガ ら 成 つ て 
いま す 。 次 に 例 を 示し ます 。 (ファ イル 名 に 漢字 を 使用 する こと は で きま せん ) 


ASM. COM 
| 生ま | 
プラ イマ リ ・ 1 ・ ネ ー ム ) 
6 3 文字 以内 
8 文字 以内 


プラ イマ リ ・ ネ ー ム が ファ イル の 名 前 を 示し , エフ ステ ンション が ガ フ ァイル の タイ プ を 示し レ 
ます 。 

さて , その “ASM” や COM" な どの エク ステ ンション に は 特別 な 意味 を 持つ も の が あり 
ます 。 そ の 意味 を 下 の 表 に 示し ます 。 


ファ イル 名 の エフ ステ ンション 一 覧 表 
各 エ クス テン ショ ン の 付い た ファ イル の 間 味 


アセ ン ブ ル ・ ソ ー ス ・ フ ァイル (8080 用 アセ ン ブ ラ で ある ASM が 


本 アセ ン ブ ル す る こと が で きる ファ イル ) 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド ・ フ ァイル ( 即 実行 で きる ファ イル )。LOAD 
コマ ンド で , HEX ファ イル を 読み 込む こと に より 作ら れ ま す 。 


イン テル HEX 形 式 の オプ ジ エ フ クト フ ァイル 。 ソ ー ス ・ フ ァイル を ア 
セン ブル する こと に より の 生成 され ます 。 


バッ クア ッ プ ・ フ ァイル 。 エディタ に より の , オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル を 


保存 する た め 自 動 的 に 作ら れ ま す 。 


ソー ス ・ フ ァイル を アセ ン ブ ル し だ た 後 の リ ステ ィング ・ フ ァイル 。 ア 
セン ブル 後 , 自動 的 に 作ら れ ま す 。 


トラ ンジ エン ト ・ コ マン ド に 関す る ヘル プ メ ニュ ユー 


バッ チ 負 理 プロ プラム (SUBMIT プロ ブラ ムー 作業 手順 を 設定 し 自 
動作 業 を させ る ) 用 に ユー ザー が ガ が 作成 。 


テン ポラ リ ・ フ ァイル 。 エディ タ 実 行 時 な ど に , 一 時 生成 され ます 。 


ご の 他 に も , 台 種 プロ ブラ ム に よ つ て , さま ざま な エフ ステ ンション が 使用 きれ て いま す 。 
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ご 注意 〉 


・ プ ライ マリ ・ ネ ー ム は 英 数 字 1 一 8 文字, エフ ステ ンション は 英 数 字 0 3 文字 で 構成 し 


ます 。 ま た だ た, “ .” は プラ イマ リ ・ ネ ー ム と エク ステ ンション を 区 別 す る 記号 で す 。 


・ フ ァイル 名 に , カナ 文字 , 漢字 , お よび 次 の 特殊 記号 は 使用 で きま せん 。 


(10 本 か >:Y 才 1 


・ フ ァイル 名 の 間 に ス ペー ス を 入れ る こと は で きま せん 。 
・ フ ァイル 名 の 英 小文字 は 大 文字 と みな され ます 。 


| 4 | 作業 用 マス ター ディ スク フ の 作成 


turbo CP/M の マス ター ディ ス フ に は , 多く の ファ イル が 含 まれ て いま す が , その 中 に は 普段 は 
あま り の 使わ な い 参 考 プ ロ プ ラム ファ イル な ども あり ます 。 そ こ で , バッ フク アッ プ コ ピー 作成 の 際 に 
は , マス ター ディ スク と 全く 同じ 内 容 の サ プ マ スタ マー ディス フ を 数 枚 作 つ て お こく の と 同時 に , 実際 
に プロ ブラ ミン グ す る 際 に 不 和 必要 と 思わ れる ファ イル を 除い て , 頻繁 に 使用 する ファ イル だ け を コ 
ピー し だ 作業 用 の マス ター ディ ス を 作 つ て お こと 便利 で す 。 


一 作業 用 マス ター ディ スン 作成 手順 

(この 作成 手順 は ディ ス フ ド ライ ブ 2 基 の 場合 に 限り ます 。) 
例 と し て , エフ ステ ンション が COM と HLP 及 び DIC の ファ イル の み も つて いる 作業 用 マス 
ター ディ スク を 作成 し ます 。 


A>SYSGEN』 一 一 一 一 - の 


A>PIP B:=*.、COM コ ーー③ 


COPYING - -- 一 一 一 の 
MOVCPM. COM 

STARTUP. COM 

STAT.COM 


SUBMIT. COM 
XSUB. COM 
FORMAT. COM 
COPY. COM 
SYSGEN. COM 
DICCOPY. COM 
DICSET. COM 
DISKSET.COM 
IIDMATNT. COM 
IDBACKUP. COM 
IDOFF.COM 
TERM. COM 
CMT. COM 
KEY. COM 
TITME.COM 
WM. COM 


A>PIP B:=WM.HLP コ ーー-⑤ 


④ 作 業 用 マス ター ディ スク を 作成 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ツ ト し ます 。 フォ ー マ 
ツ ト の 方法 に つい て は 本 章 の 2 頂 を 参照 し て くだ さい 。 


ドラ イブ A に マス ター ディ スク , ドラ イブ B に フォ ー マ ッ ト 済 み の デ 
ィ ス ク を セッ トレ し , SYSGEN ゞ と 入力 し ます 。 SYSGEN コマ ン 
ドガ 起動 し ます の で , 画面 に で る メッ セー ジ に 従っ て, CP/M シス テ 
ム を コピ ー し ます 。(SYSGEN コ マン ド に つい て は 第 7 章 の 4 頂 を 参 
し て ぐだ さい 。) 

③PIPB : 三 *.COM と 入力 し ます 。 こ れ で .COM と エク ステ ン 
ショ ヨン の つい だ ファ イル が 全て ドラ イブ B へ 転送 され ます 。CPIP コ マ 
ンド に つい て は 第 6 章 の 2 項 を 参照 し て こ だ さ い 。) 


⑨ コ ピー 中 で す 。 全部 を コピ ー し 終え る と プロ ンプ ト が で て , コマ ンド 


待ち こと な り ま す 。 


⑤PIPB : = WM. HLP * と 入力 し ます 。 こ ご れ で ワー ド マ ス ター の 
ヘル プ メ ニュ ユー ファ イル が ドラ イブ へ 転送 され ます 。 
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②⑦DICCOPY と 入力 し ます 。 
A>DECCOPY ココ ーーー の ② この 後 の 処理 は / 章 5 項 を 参照 くだ さい 。 


BRA BiHDBACKUP 0 @ @ 次 に ERA コマ ンド を 使用 し て , 不 和 め 要 と 思わ れる ファ イル を 削除 し 


AERA B:HDOFF.COM ます 。 
4)ERA B:CMT.COM 
(ERA コ マン ド に つい て は 第 5 章 の 4 項 を 参照 し て くだ さい 。) 


DIR_B : ゞ と 入力 し , いま 作成 し だ 作業 用 マス ター ディ スク の 内 容 を 確認 し て み ま す 。 


A>D 

B: : STARTUP 
B: : ASM 

B: : SUBMIT 
B: : SYSGEN 
B: DISKSET : TERM 

B 


※ ご ご こ で いう つめ 要 な フタ イル と いう の は , あく ぐ まで も 一 例 で あり 絶対 的 な も の で は あり ませ 
ん 。 だ と えば , 使用 する ドラ イブ の 種類 , アプ リケーション の 種類 な ど に より , 和 め 要 な フ 
アイ ル は 変わ り ま す 。 臨機 太 変 に 使い 分 ける よう に し て ぐだ さい 。 


プリ ンタ の 設定 
バッ クア ッ プ コピ ー が で きた だ たら , 実際 に プロ グラ ム に 入る 前 に , まず 使用 する プリ ンタ の 設定 を し 
て お きま す 。 プ リン の 設定 は , STARTUP ピ コマ ンド を 使っ て 行ない ます 。 一 度 , 使用 する プリ 


ンタ の デー タ を マス ター ディ ス フ に 登録 し て お け ば , それ 以後 は , turbo CP/M 起動 時 に 自動 
的 に 設定 され ね る よう に な り ま す 。 


④① マ スタ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ A に セッ トレ し , STARTUP こ 」* と 入力 し ます 。 


②STARTUP ユー ティ リティ ガ 起 動 し , メニ ユー 画面 が で ます の で , “プリ ンタ 設定 ” を 
指定 し ます 。 


③`\ プ リン タ 設 定 ” の 画面 に か つた ら , 設定 し た い 機種 を 選択 し ます 。 

②④ プ リン タ 設 定 が 終了 し , メニ ュー 画面 へ 戻 つた ら , | 8 |(CP/M へ 戻る ) を 入力 し ます 。 

@ 画 面 に , 設定 し た デー タ を ディ スク に 登録 し ます が (Yes/No) や " と メッ セー ジ が ガ で る 
の で , を 押し ます 。 ご れ で 再起 動 し だ 際 に は 自動 的 に プリ ンタ ガ 設 定 さ れ ます 。 


※ な お , プリ ンタ 設定 に つい て は , 7 章 の 1 項 を 参照 し て くだ さい 。 


※ ま た , 実際 に プリ ンタ 出力 を 行なう に は 以下 の 方 法 が ありま す 。 
・turbo CP/M 起動 後 , [CTRL|+ [P| を 入力 し ます 。 ご これ 以後 は , CRT に 出力 
され る も の が , 同時 に プリ ンタ へ も 出力 され ます 。 


・PIP コマ ンド を 使用 する 際 に , 論理 デバ イス で ある LST : を 指定 する と , ファ イ 
ル の リス ト な ご ど を 出力 ける こと が で きま す 。 
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使用 可能 プリ ンダ | turDo CP/M で 使用 可能 な プリ ンタ と その 機能 は 下 の 表 の と お り で す 。 


ビッ トイ メー ジ 
ビ ピット イメージ 
ピッ トイ メー ジ 
コー ド 
コー ド 
コー ド 
ピッ トイ メー ジ 
ピッ トイ メー ジ 
ビット イメージ 
コー ド 


ツウ に ドイ メージ 
選 W に レゴ ペー ツジ 
に り ドイ ゴメ ー ジ 
コー ド 


ョ ーー 

ビッ トイ メー ジ 

ッッ ト イメ ー ジ 

コー ド 

Of 炊 ー 
※MZ-|P17 は CZ-8PN1 の モー ド で ご 使用 こ だ さ い 。 


OOxOOOxOOoxoooooxooo 剛 


20 


第 3 章 
tuFbo CP/M の 使い 方 


キー の 使い 方 


turbo CP/M シス テム で 使用 で きる 特殊 キー は , 下記 の 通り で す 


[SHIFT|+[BREAK 


CTRLI+[H| 
まだ は [DEL| 
CTRL|+[J] 
まだ は 


[CTRLI+[M| 
まだ は 


CTRLI|+[ 帳 | 
まだ は 


COPY 


CTRL|+[RI 
まだ は 


[SHiFT]+ INS] 


大 文字 , 小文字 の 切り 換え を し ます 。 
キー が 押さ れ た だ 状態 で 大 文字 入力 , 上 が つた 状 
態 で 小文字 入力 と な り ま す 。 


SHIFT| を 押し な が ら キ ー 入 力 す る と , [CAP 
SLOCK| キー と 逆 の 状態 で 入力 され ます 。 又 , 
同様 に , [F1| 一 [F5|[ キ ー を お す と , [F6|~[F10| 
に な り ま す 。 


[カナ | キー が 押さ れ て いる 状態 で は , 片仮名 入力 
と な り ま す 。 ご の 状態 で , [SHIFTT] を 押し な が 
ら 入力 する と カナ 入力 , カナ 記号 入力 と な り ま 
す 。 


他 の キー と 組み 合わ せ て , コン トロ ー ル コー ド 
を 入力 し ます 。 


CP/M シス テム の CCP, BIOS 部 の 読み 込み 
を 再度 実行 し ます 。 (リブ ー ト ) 


コマ ンド ライ ン の 最初 に 入力 し ます 。 


行 の 終わ り に 入力 し ます 。 カ ー ソ ル は 次 の 行 の 
左端 に 物 動 し ます 


カー ソル の 左側 の 文字 が 抹消 され , 右側 の 文字 
列 が を へ 移り ます 。 


入力 ライ ン の 終了 を 表わし て お り , コマ ンド を 
実行 し ます 。 


現在 割り 当て られ て いる リス ト ・ デ バイ ス に 以後 の 
コン ソー ル 出 力 を プリ ント アウ ト し ます 。 ご これ は 次 
の [CTRL [円 の 入力 が ゆあ る まで ある い は リブ 
ー ト する まで 続け られ ます 。 


入力 ライ ン の 最後 に "#" を 表示 し だ 後 , 行 を 替 
え 入 力 ラ イン を 再び タイ プア ウト し ます 。 
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コン ソー ル 出 力 を 一 時 停止 し ます 。 再 び 出力 さ 

[CTRLI+[8] せる に は , も う 一 度 , [CTRL|+[S| を 入力 し 

まだ は [BREAK] ます 。 ご これ に より , ORT 画面 の 出力 内 容 を 常 
に 確認 で きま す 。 


入力 ライ ン の 最後 に “#" を 表示 し だ 後 , 行 を 替 
え , 入力 ライ ン を すべ て 抹消 し ます 。 


IGTRLI+[UI 


カー ソル を 入力 ライ ン の 最初 まで 戻し , 入力 ラ 


十 
THE イン を すべ て 抹消 し ます 。 


画面 の 背景 色 の 指定 を し ます 。 
1 で 表 , 2 で 赤 、3 で マゼンタ , 4 で 緑 , 5 で 
I@TR 当 て 隔 上 | シ アン , 6 で 慕 。 7 で 白 , 0 で 黒 。 
(キー ボード) | * こ の 設定 後 , パレ ツ ト も 変更 され わる だめ プラ 
フィ ッ ク 画 面 が 表示 され ます (起動 状態 で は 
し まき 模様 が 表示 され ます )。 


文字 の 色 を 指定 し ます 。 
[CTRL|+ ー|7」 
回 1 で 玄 , 2 で 赤 , 3 で マゼンタ , 4 で 緑 , 5 で 


シア ン , 6 で 黄 , / で 白 , 0 で 黒 。 


キャ ヤラ クタ ゼネ レー タ の ROM/RAM を 切り 損 
えま す 。 


点滅 モー ド と ノー マル モー ド の 切り 換え を 行 な 
いま す 。 


反転 モー ド と ノー マル モー ド の 切り 換え を 行 な 
いま す 。 


プリ ンタ に テキ スト 画面 の ハー ドコ ピー を 出力 
し ます 。 


プリ ンタ に プラ フィ ッ ク 画 面 の ハー ドコ ピー を 
出力 し ます 。 


プリ ンタ に テキ スト お よび ブラ フィ ッ ク フク 画面 の 
ハー ドコ ピー を 出力 し ます 。 


コン ソー ルス テー マス を 正常 に 返す モー ド に し , 
キー バッ ファ を クリ ア し ます 。 


GRAF 昌 | 尽 還 国 昌 | リプ ー ト し , ロブ イン ディ スク を ドラ イブ A に レ 
|@TiR 当 寺 | 国 | | ます 。 な お , [F1| は , 最後 に 1 秒間 押し ます 。 


* 十 は キー を 同時 に 押す こと を 表わし て いま す 。 
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日 本 語 入力 の 方 法 

turbo CP/M で は , X1turDo の も つつ 日 本 語 処 理 機能 を サポ ー ト し て いま す 。 (日 本 語 入 力 に 関 レ 
て は , BASIC と 同じ で す の で , BASIC の ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。) 

又 , 音 訓 辞 書 や , シス テム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 の カナ / ロ ー マ 字 入力 に よる 漢字 変換 も や サポート し て いま 
す 。 (シス テム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 は オプ ショ ン ) な お , 辞書 を ご 使用 の 場合 , CP/M フォ ー マ ッ ト デ 
イス フク へ の 辞書 の コピ ー (DICCOPY), 辞書 ドラ イブ の 設定 (DICSET) が 必要 と な り ま す 。 
辞書 コピ ー の 方 法 | の CP/M の フォ ー マ ツ ト を し た ディ スク を 用 意 し ます 。 

②DICCOPY コマ ンド を 使っ つて, コピ ー し だ たい 辞 書 を 指定 し , コピ ー し ます 。 
詳細 は , 第 7 章 の 5 項 を 参照 し て こ だ さ い 。 


辞書 ドラ イブ の 設定 | DICSET コマ ンド を 使 つ て , 辞書 の 入 つ て いる ドラ イブ を 設定 し ます 。 
詳細 は , 第 7 章 の 6 項 を 参照 し て こく だ さい 。 


く 〈 ご 注意 〉 | ・ ロ ブイ ン デ ィ ス ク 上 に 辞書 が ある 場合 で も , 和 め ず DICSET で ドラ イブ 設定 を 行 な つ て が 
ら ご 使用 < ださい 。 
・「 ワ ー ド パワ ー」 お よび 「 レ キシ コン 」 は ご 使用 に な れ ま せん の で ご 注意 こく だ さい 。 
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に ルト ゴン コク トト ラリ 0 エ 2 0 0 


CP/M の コマ ンド は , メモ リ に 常駐 する ビル トイ ンコ マン ド と , 実行 する 際 デ ィ ス フ か ガ ら 呼び 出さ 
れる トラ ンジ ェ エント コマンド の 2 つ に 分 けら れ ま す 。 

ビル トイ ンコ マン ド は , turDo CP/M シス テム の 内 部 , つま り メ モリ の CCP の 部 分 に 常に 存在 
し て お ずり , ディ ス フ か ら 呼 び 出さ れる こと な ぐ 即 実行 され ます 。 一 方 , トラ ンジ エン トコ マン ド は , 
コマ ンド を 実行 する だ を め に , 一 度 デ ィ ス フ か ら プ ログ ラム を TPA の 領域 に 読み 込ん で 実行 し ます 。 
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ご ルト イン コマ ンド 


トラ ンジ ェ ン トコ マン ド 


turboCP/M に は , 7 つの ビル トイ ンコ マン ドガ が あり ます 。 これ ら の コマ ンド は , turbo 
CP/M の 一 部 で あり , ご どの ドラ イブ に どの ディ スク ガセ ッ ト さ れ て いる か と いう こと と は 無 
関係 に いつ で も 使用 する こと が で きま す 。 ビル トイ ンコ マン ド は , turbo CP/M の 一 部 と 
し て , メモ リ に 常駐 し て いる だ め , トラ ンジ エン トコ マン ド よ の 速やか に 実行 する こと が で 
きま す 。 

ビル トイ ンコ マン ド の 詳細 に つい て は , 第 5 章 を 参照 し て くださ い 。 

turDo CP/M に は , 10 個 の トラ ンジ ェ ン トコ マン ドガ が あり ます 。 これ ら の コマ ンド は コー 
ザー が その コマ ンド を 要求 し た と きだ け デ ィ ス ク ガ ら メ モリ ー に ロー ド さ れ ま す 。 で すか ら 
ご れ ら の コマ ンド は turDo CP/M の プロ プラ ム の 領域 を 外 の な いと いつ だ 長所 が あり ます 。 
し が し レト ラン ジエン トコ マン ド を 利用 する だ め に は , 呼び だ す だ ため の デイ スク を 指定 し な け 
れ ば な り ま せん 。 し が も 秒 ら ず そ の 指定 ディ スク に 目的 の コマ ンド ファ イル が 存在 し な いと 
実行 で き な い の で 注意 が 秒 要 で す 。 tUFDO CP/M の トラ ンジ エン トコ マン ド の 詳細 に つい 
て は , 第 6 章 を 参照 し て くだ さい 。 


ーーd : 
トーDIR 
ーーREN 
「ー ビ ルト イン コマ ンド ーーー オ ー ERA 
ーーSAVE 
トー TYPE 
ーー USER 
OCP/M | ェ ーSTAT 
コマ ンド トー DUMP 
トーPP 


ト 一 SUBMIT 

トー MOVOCPM 

トー ユー ティ リティ (強化 コマ ンド ) 
リージ ザー ジロ ララ が 


マニ ユア ル に お ける コマ ンド 表記 の 方 法 に つい て は 以下 の と お り で す 。 


⑨ 大 文字 の 英字 で 書か れ だ も の は , その 英字 どおり に 入力 し て だ さい 。 入力 に 際 し て は , 
大 文字 で 入力 し て も , 小文字 で 入力 し て も ガ ま いま せん 。 


② 小 文字 の 英字 で 書か れ だ も の は , その 意味 を 持つ 言葉 で ある こと を 示し ます 。 ご これ ら も 入 
力 に 際 し て は , 大 文字 で 入力 し て も 小文字 で 入力 し て も ガ ま いま せん 。 


③ 小 文字 の 英字 で 書か れ だ も の の うち , 特に 頻繁 に で る 単語 に つい て 説明 し ます 。 


~d : “は ドラ イブ 名 で , 省略 で きま す 。 省略 し だ 場合 に は ロブ イン ディ スク と な り ま す ( 品 
ブイ ンド ライ ブ に つい て は , 5 章 を 参照 し て くだ さい 。) まだ ドラ イブ 名 は , Aー 昌 で 表現 
され ます 。 


~fllename“" は ファ イル 名 で , その ファ イル の 呼び 名 を 最大 8 文字 まで の 英 数 字 で 表現 し 
ます 。 な お あお , 漢字 は ご 使用 に な れ ま せん 。 


^.@xt” は ファ イル タイ プ (エフ クス テン ション) で , 3 文字 まで の 英 数 字 で ファ イル の 種類 
を 指定 し ます 。 


ファ イル 名 と ファ イル タイ プ に は , 以下 の 様 な 特殊 文字 を 指定 し て , 特定 の 条件 を 満足 す 
る すべ て の ファ イル を 一 括 し て 指定 する こと が で きま す 。 

~*” ファ イル 名 , フラ イル タイ プ に 使用 し , フラ イル 名 , フラ イル タイ プ が 何で も まわ 
な いこ こと を 意味 し ます 。 

~Y 。 ファ アイ ル 宮 , フタ イル タイ プ の 文字 列 の 任意 の 場所 の 1 文字 の 代わ り に 使い , いや? 
の 位置 に ある 文字 が 何で あつ て も ガ ま わな いこ と を 意味 し ます 。 


特殊 な 表記 を する キー 操作 に つい て は 以下 の と お り で す 。 


~ 人 "コントロー ルキ ー を 意味 し ます 。 
\J コ ? リタ ー ン キー (OCR キー) を 意味 し ます 。 
ヽ ” スペース キー を 意味 し ます 。 
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第 2 章 
tuFrbo CP/M に よる プロ グ ブラ ム 作 成 


アセ ンプ ラ に よる プロ グラ ム 作 成 手 順 


CP/M は , 8080 や Z80 な ど を CPU に も つ バ ー ソ ナル コン ビ ピュータ の だ め の デ ィ ス クオ ベレ ー テ ィ ン 
プシ ステ ム (DOS) で す 。 通常 標準 の CP/M に は , アセ ンプ ラプ ロ プ ラミ ング の だ め に ED ( エ デ 
ィ タ ), ASM“*'《 ア セン ブ プラ), LOAD( ロ ー ダ ), DDT (デバ ッ ガ ) の プロ グラ ム が 用 意 さ れ て い 
ます が , turbo CP/M の 場合 これ に 加え て ED より も ソー スプ ログ ラム が 作成 し や すい マイ クロ プ 
ロ 社 の エディ タ ソ フト WM( ワ ー ド マス ター) が つい て いま す 。 


きり ASM は 8080 ア セン プラ ソー スプ ロブ ラム を アセ ン ブ ル す る だ め の も の で , Z80 用 と し て は マイ クロ ソフ ト 社 の 
MACRO 一 80 な ご ど を 利用 する 邊 要 が あり ます 。 


以下 で は , WM, ASM, LOAD, DDT を 用 いた 機械 語 プ ロブ ラム 作成 の 手順 を 説明 し ま 
す 。 


エディ で ソー スプ ログ ラム の 作成 (WM) 


ソー スプ ログ ラム を アセ ンプ ル す る (ASM) 


YES 
COM フ ァイル の 作成 (LOAD) ソー スプ ログ ラム を 修正 


④ エ ディ タマ ま ざ , エディ タ に より 新た を に ソー スプ ロブ ラム を 作成 し ます 。 ま た だ, W 
M で は すでに ディ スク 上 に セー ブ さ れ て いる ソー スプ ログ プラム の 修正 や 
編集 を 行なう こと も 可能 で す 。 


② ア セン プラ 次 に , ASM を 起動 し て ソー スプ ロ プ ラム を 読み 出し アセ ンプ ブル し ます 。 
アセ ンプ ブル に より , イン テル HEX 形 式 (ソー スプ ロ プ ラム と 機械 語 プ ロ 
ブラ ム の 中 間 に あ だ る コー ド で 表わさ れ だ も の ) の ファ イル と リス ト 形 
式 (メモ リ ・ ア ドレ ス や 機械 語 コ ー ド , エラ ー メ ッ ツ セ ー ジ ガ 表 わ さ れ だ 
も の ) の プリ ント ファ イル が 作成 され ます 。 


デバ ッ ツガ アセ ンプ ブラ で 作成 し た フタ イル を ロー ド し , その 修正 , テス ト を 行ない ます 。 


@④⑳ ロ ー ダ アセ ンプ ブラ で 作成 され を イン テル HEX 形 式 の ファ イル を 即 実 行 可能 な 機 
械 語 フ ァイル に 変換 し ます 。 
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それ で は , テキ スト 画面 を フリ ア さ せる 簡単 お プロ ブラ ム を 例 に 実際 の 手順 を 説明 し ます 。 
1. ソー スプ ログ プラ | ワー ド マ ス ター に よる エディ ッ ト 作 業 は , 主 に [CTRLF 一 と 他 の キー を 同時 に 押す こと に 
ム の 作成 | より 行なわ れ ま す 。 ま だ た だ, その キー 操作 は 非常 に 多く の も の ガサ ポー ト さ れ て いま す が , と 
りあ え ざ 次 の 操作 を 覚え る こと で ソー スプ ロブ ラム の 作成 が 行なえ ます 。 
CTRL|+[O] 文字 挿入 て (インサート) モー ド の 切換 え 
CTRLI+[Y] カー ソル 行 の 削除 
カー ソル 位置 の 物 動 
DEL を の 文字 を 削除 


TAB カー ソル を 6 文 守 右 に 移動 


プロ グ ブラ ム 作 成 用 ディ スク を ドラ イブ A に 入れ 災 の よう に タイ プ し ます 。 


A>WM CLS. ASM コ 


※ASM で アセ ン ブ ル す る だ め に は エク ステ ンション を “ASM” に する 邊 
要 が あり ます 。 


リタ ー ン キー を 押す と , ワー ド マ ス ター の プロ プラ ム ガ 起 動 し 。 オー プ ニ ン プ の メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 何 ガキ ー を 1 つ 押 す と 編集 画面 に 変わ り ま す の で , 以下 の プロ プラ ム を 打 
ち 込 ん で くだ さい 。 


CLEAR TEXT 
199H 


C, 2 
E, 1BH 
5 


打ち 終わ り ま し た ら , キー を 押し て こく だ さい 。 画面 の 左下 に *( ア スタ リス ク ) が 表示 
され ワー ド マ ス ター の コマ ンド 待ち に な り ま す 。 ご の 状態 で IE] キー を 押し て リタ ー ン キー を 
押せ ば , ワー ド マ ス ター の プロ プラ ム は 終了 レデ ィ ス ク 上 に ソー ス フ ァ イル が 作成 され ます 。 


28 


間 違 つ て タイ プ し て いな い ガ を 確か が め る だ め に , 次 の 様 に TYPE コマ ンド を 使用 し て リス ト 
を と つて ぐだ さい 。 も し 間違い が あり まし た ら 前 記 の よう に ワー ド マ ス ター を 再起 動 し て 修 
正 を 行 な つ て ぐだ さい (作成 し た ファ イル 名 と 同じ も の を 指定 すれ ば , その 修正 を 行なう こ 
と が で きま す )。 


A>TYPE CLS. ASM 」 


注 2) プ ロブ ラム 作成 用 ディ スク に 関し て は , 第 章 4 項 を 参照 し て ぐだ 
さい 。 1 8 


2. ア セン プル | それ で は , ワー ド マ ス ター で 作成 し た “OLS. ASM" と いう ファ イル を 次 の よう に し て アセ 
ンプ ルレ ます 。 


ファ イル 名 に エク ステ ンション は 
時 EN ニー ニート ーーー キー 

CP/M ASSEMBLER - VER 2.9 al 

E の 199 1E99 MVI E, *ーー エラ ー 行 の 表示 

9111 


999H USE FACTOR 
END 0F ASSEMBLY 


MVI 三 , * と 書 お れ だ 行 に エラ ー が ある こと を 上 記 の メ ツ セー ジ は 示し て いま す 。 ワ ー ド マ 
スタ ー を 再起 動 し て 次 の よう に この 行 を 変更 し 再度 アセ ンプ ブル し て ぐだ さ い 。 


CLEAR TEXT 
199H 
C, 2 
E, 1BH 
5 

C, 2 

3 ra に gp 

9 


ビジ ジリ ジウ 理 9) 
CP/M ASSEMBLER - VER 2.9 
9111 


999H USE FACTOR 
END OF ASSEMBLY 


ご れ で アセ ン ブ ル ガ が 終了 し ます 。 こ ご これ に より エク ステ ンション が ガ “HEX" と “PRN*" の フ 
アイ ル が 作成 され ます 。 


A>DIR CLS.* ゴ コ 
A: CLS ASM : CLS 


3. プ ログ ラム の 動 | BASIC な どの イン ター プリ タ 言 語 プ ロブ ラム と 異な 機械 語 プ ロブ ラム は , 通常 その 実行 
作 確 認 | を 途中 で 止め る こと は で きま せん 。 ご の だ め DDT の よう な ツー ル ガ が 秘 要 と な り ま す 。 

DDT で は L コマ ンド で プロ グラ ムリ スト を 確認 し な が ら 〇 コマ ンド で プロ グ ブラム を 部 分 

的 に 実行 する こと が で きま す 。 ま た だ た , X コマ ンド に より レジ スタ の 内 容 を 表示 する こと も で 


きま す 。 
A>DDT CLS. 押 ニュ ーー に | 
DDT VERS 2.2 
NEXT PC 
9111 9999 
-L199, 119 | 一 一 ーー 一 ーーーー| コマ ンド に より 100H て 110H 番地 まで を 表示 


9 の 199 MVI C,92 
の 9192 MVI E,1B 
9194 CALL 9995 
の 9197 MVI COC,92 
の 9199 MVI E,2A 
の 919 の B CALL 9995 
919E JMP 9999 


=X 一 ーー デーーーーーーーーーーー レ ジス 夕 内 容 を 表示 

C970M の E9T の A=99 B=9999 D=9999 H=9999 S= の 199 P=9999 JMP DA93 
=G199, 194 ーーー 一 ーー 一 ーーーーーーー- 部 分 的 に 実行 

本 eestNt っ ne) SS デュ 10 で 突 生 FE 庄 


に 
C9Z9M9E の 9T の 9 A=9 の 9 B=9992 D=991B H=9999 S=9199 P=9194 CALL 9995 


レジ スタ 内 容 を 表示 する と B に 02H, D に 1BH が 入 つ て いる の が わか り ま す 。 


seezesiaakegt gg よー 


テキ スト 画面 を フリ アレ だ 後 , プロ ンプ ト の 状態 に 戻り ます 。 
ご の よう に DDT を 用 いる こと に より , プロ プラ ム の バブ (プロ グラ ム の 誤り ) が どの 部 分 
に ある ガ を 探し 出す こと が で きま す 。 
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4. マ シン オプ ジェ | DDT に より の 正 し ご 動作 する こと が 確認 で きだ ら , LO 〇 AD コマ ンド を 用 いて マシ ン オ ブ ジ ェ 
ト フ ァイル の | フト ファ イル (COM ファ イル ) を 作成 し ます 。 


作成 と 実行 


A>EOADSOB 12 ニキ ーーー で さこ で ニタ バン ショ ジ 4 の の 
FIRST ADDRESS 9 の 199 
LAST ADDRESS 9119 


BYTES READ  。 9911 
RECORDS WRITTEN の 1 


A>DIR CLS.* 
A: CLS 


ASM : CLS 


ご これ に より “COM" ファ イル が 作成 され て いる の が わか が り の ます 。 
ご の ファ イル は プロ ンプ ト の 後に 直接 入力 する こと に より 実行 で きま す 。 


A>CLS .」- 一 一 一 ーーーーーーーーーーーー エク ステ ンション は つけ な い 


テキ スト 画面 が クリ ア さ れ て プロ ンプ ト ガ 表示 され ます 。 
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アソ セン ノラ フン ラム の フォ オー マ ッ ト 
アセ ンプ リ 言 語 (アセ ンプ ラ で アセ ン ブ ル で きる 言語 ) は , 1 ステ ー ト メン ト が 次 の フォ ー マ ッ ト に 
従っ だ 形 に な つて いる 必要 が あり ます 。 


行 番号 ラベ ルオ ペレ ーション オペラ ンド : コメ ント - 


10 turDo EQU AA * BB: LOOP 


※ り キー で は な ぐ ` ! を 使用 する こと に より の , 1 行 に いこ つも の ステ ー ト メン ト を 書 
ぐ こ ご とも で きま す 。 


1. 行 番号 | 行 番号 は 10 進 数 で 表わさ れ ま す 。tUrDoO CP/M の アセ ン ブ ラ を 使用 する 場合 は , 行 番号 を 
無視 する だ め に 特に つけ る 秘 要 は あり ませ ん 。 


2. ラ ベル | ラベ ル は 特定 の ステ ー ト メン ト に つけ られ る 識別 子 で ,。 ラベ ル に は その 後に つづ こく オペ レー 
ショ ン に よっ つて 次 の よう な お 値 が 与え られ て いま す 。 


・EQU, SET ガ が 次 に ぐる 場合 ……… オペ ラン ド に よ つ て 号 え られ る 値 
・ ニ ー モ ニッ ク な ご ど が 次 に ぐる 場合 …… ラ ベル が 付け られ だ 所 の アド レス 値 


※ ら ET を の ぞい て 1 つの ステ ー ト メン ト に は 1 つの ラベ ル し ガ が 設定 で きず , 他 の 
ステ ー ト メン ト に 同じ ラベ ル を 付け る こと は で きま せん 。 


ラベ ル に は 次 の よう な 条件 が あり ます 。 
・ 英文 字 が 先頭 の 英 数 字 列 で 表わし ます (小文字 は 大 文字 と し て みな され ます )。 
・ 16 文 字 以 内 で 表わし ます 。 
・ 読 の や すぐ する だ め に ~ や "を 任意 に 入れ る こと が で きま す (アセ ンプ ブラ は これ を 無 
視 し ます )。 
・ ラ ベル と オペ レー ショ ン 間 の 区 切り は て し の 他 *:?/ で 表わす こと も 可能 で す 。 


3. オ ペレ ーション | オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド は , 8080 ニ ー モ ニッ クコ ー ド ある い は , 疑似 命令 に よ つ て 構成 さ 
れ ま す 。 
・ ニ ニー モニ ニック ヨ モー ドー…… 何 昧 の デー モニ ッ ク 一 覧 を 参照 し て ぐだ さい 。 
・ 疑似 命令 …… ア セン ブル 作業 の 指定 を する だ け で , 命令 その も の は 機械 語 に 変換 され ま 
せん 。 疑似 命令 に は 次 の 9 つが あり ます 。 
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プロ プラ ム の デー タ や 開始 番地 の 設定 
プロ プラ ム の 終了 。 スタ ー ト アド レス の 設定 (オプ ショ ン ) 
数 値 の 同値 化 
数 値 の セッ ト 
条件 付 ア セン ブル の 開始 
条件 付 ア セン ブル の 終了 
デー タ の 定義 (8 ビッ ト 単 位 ) 
デー タ の 定義 16 ビッ ト 単 位 ) 
メモ リ 領 域 C 大 き さ ) の 定義 


| 


次 に 召 疑 似 命令 に つい て 詳し ご 説明 しま す 。 (な お , 以下 で 用 いら れる 式 は オペ ラン ド に あ だ 


り ま す 。 詳し く は 次 の オペ ラン ド の 説明 を 参照 し て くだ さい の 


人 -2 


ORG 文 ラベ ル ORG 式 


前 に 定義 され て いる オペ ラン ドガ ら な つて いま す 。 


アセ ン ブ ル で は , 式 で 評価 され だ 値 の 番地 ガ ら 機械 語 に 変換 を 始め ます 。 
また , 1 つの プロ プラ ム で , いく こつ も の ORGG 文 を 使用 し て も ガ ま いま せ 
ん が , メモ リリ 領域 が 重なる 場合 の チエ ッ ク は 行ない ませ ん の で 注意 が 秘 


要 で す 。 


な お , COP/M シス テム の 場合 TPA ガ 100H か ら 始 まる だ ため, ほとん ど 


の プロ ブラ ム が 次 の よう に 書か れ ま す 。 
ORG 100H 


END 文 は あつ て も な ぐ て も が まい ませ ん が , も し END 文 が 出 て きだ 


④ の 形式 で END 文 を 設定 する と , その ステ ー ト メン ト で アセ ン ブ ル を ス 
トッ プレ し , プロ ブラ ム に 与え られ る スタ ー ト アド レス は 0000H と な り ま す 。 


② の 形式 で 設定 する と , 式 の 値 が スタ ー ト アド レス の 値 と な り ま す 。 


な お , CP/M アセ ンプ ブリ 言語 の プロ ブラ ム で は , ほとん どの 場合 次 の よ 


うつ に な り ま す 。 
END 100H 


END 文 ③④ 
ラベ ル END と き は , その ステ ー ト メン ト が 最後 の ステ ー ト メン ト と な り の ます 。 
@ 
ラベ ル END 式 END 文 で は ラベ ル は 任意 で す 。 


ラベ ル は 秘 要 で , この ラベ ル を 他 の ステ ー ト メン ト に 付け る こと は で き 
ませ ん 。EQU 文 は , ラベ ル に 数 値 を 割り 当て る 命令 で , この ステ ー ト メ 


EQU 文 ラベ ル EQU 式 
ント 以後 は , その 数 値 を ラベ ル で 表わす こと が で きま す 。 


EQU 文 と 同様 に ラベ ル に 数 値 を 割り 当て る 命令 で ご す 。 こ こ で も ラベ ル は 
秒 要 で す 。 SE ビ T 文 の 場合 は , 同じ ラベ ル を プロ ブラ ム 中 の 他 の SET 文 
で 用 いる こと も 可能 で す 。 し た が つて , EQU 文 の 場合 に は ラベ ル に 単 一 
の 値 し ガ 割 りら 当 て られ ませ ん が , SE T 文 で は 1 つの ラベ ル に 別 の 値 を 何 
度 も 割り 当て る こと が で きま す 。 ラ ベル に 割り 当て られ だ 値 は , 次 の 


回 2 人 ルル SE 1:: 式 
ET 文 で その ラベ ル に 別 の 値 が 割り 当て られ る まで 有効 で す 。 


ご こ で ラベ ル は 任意 で あり , 式 は 16 ビ ツ ト で 評価 され , この ORG 文 の 
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較 較 間 間 昌 間 RBBRINRSSS5SRRRTIIPTT 


條 EX 民 選 間 革 1 F, END 1F は 1F と END | 上 の 間 の ステ ー ト メン ト を 式 の 値 に 
ステ ー ト メン ト # 1 より , アセ ンプ ブル する ガ が どう ガ が を 選択 する も の で す 。 ア セン ブラ は , IF 
ズー ヒメ シト #2 | 文 に お いて 式 の 値 を 求め ます 。 そ の 値 が 0 以外 で あれ ば , ステ ー ト メ 

ント # 1 ガ から ス テー トメ ント #n まで を アセ ン ブ ル し , 0 で あれ ば , プリ ン 
END IF 文 || ス 一 一 ト ヌ ント # | ト フ ァイル に リス ト は し ます が アセ ン ブ ル は し ませ ん 。 
END1F 


メモ リ 内 容 を 1 バイ ト 単 位 で 定義 する 場合 に 用 いま す 。 こ こ で は ラベ ル 
は 任意 に 付け る こと が で きま す 。 e 絢 , G 的 , …… G#n は , 8 ビ ツ ト と み 
な せる 式 の 値 (16 ビ ツ ッ ト で も 上 位 6 ビ ッ ト ガ 0) ガ , 64 文 字 を 越え な い 長 さ 
の アス キー 文字 で す 〈 1 つの 行 に あれ ば ぱ , @e#「 の 数 に 特別 の 制限 は あり ま 
せん )。 式 の 値 は ,。 アセ ンプ ブル され だ プロ ブラ ム ア ド レス に 続け て , HE 
メ フ ァ イル の 順に 記録 され ます 。 文字 も 同様 に 最初 か ら 最 後 の 文 字 ま で 
順に 記録 きれ ます 。 通常 , 他 の プロ ブラ ム 部 分 ひら , ラベ ル に より この 
デー タ 領 域 を 参照 し ます 。 
例 
SGOfRESDB に 0 の 3 
sa) 婦 引 細 IOWG 。 骨 交 に 3 填 2 
3D 選 DA AA 下 臣 内 NN 力 旧 


ラベ ル DB e 絢 , 
こき すす ぅ G# 


Ne 


4. オ ペラ ンド | オペ ラン ド フ ィ ー ル ド は , 定数 , ラベ ル , 算術 式 , 論理 式 に よ つ て 構成 され ます 。 式 の 計算 
は アカ アセンブル の 過程 で アセ ンプ ブラ 自身 に よ つ て 行なわ れ ま す 。 そ の 計算 結果 は 16 ビ ツ ト の 値 
で す が , オペ レー ショ ン に よ つ て は 1 バイ ト の オペ ラン ド 形 式 に な つて いる も の が あり の , そ 
の 場合 , 式 の 上 位 8 ビ ピット は 0 に お な る 邊 要 が あり ます 。 


ラベ ル DW e #, 
6#, …… 上 6# 


メモ リ 内 容 を 2 バイ ト 単 位 で 定義 する 場合 に 用 いま す 。 ご ここ で は ラベ ル 
は 任意 に つけ る こと が で きま す 。 @ 絢 , 6#2, …… , 6G#h は 16 ビ ッ ツ ト に 評価 
され る 式 の 値 が , 2 文字 まで の アス キー 文字 で す 。 デー タ は 式 の 下位 バイ 
ト が ガメ モリ の 前 に 格納 され , その 後に 上 位 バ イト が 格納 され ます 。 
例 
LooK'。DW_ FU' ,.”J 
DW 1986H, sign 


DS 文 は 定義 きれ な い メ モリ 領域 を 確 介 する だめ の も の で す 。 ア セン ブ 
ラ は , この ステ ー ト メン ト の と き の ア ドレ ス に 式 の 値 を 加え だ アド レス 
が ら 次 の ステ ー ト メン ト を 変換 し ます 。 ラ ベル は 任意 に つけ る こと が で 
きま す 。 


[1] 定数 (数値) 

定数 は 16 ビ ツ ト の 値 で , その 値 が 何 進 数 で ある ガ は , 値 の 最後 に つけ る 以下 の アル ファ ベッ 
ト (radix indicator) で 判断 し ます 。 値 は それ ぞ れ の 進数 で 使用 で きる 数 字 で な けれ ば な 
り ま せん 。 
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2 進数 (使用 で きる 数 字 0, 1) 

8 進数 (使用 で きる 数 字 0 一 の 

8 進数 (使用 で きる 数 字 0 一 

10 進 数 (使用 で きる 数 字 0 一 9) 

16 進 数 (使用 で きる 数 字 0--9, AーF : 先頭 の 文字 は 0--9 に な る よう に し レ 

ます 。 ご の と き 16 ビ ツ ト を 越え る 部 分 は 無視 され ます 。) 

〇 と Q は 同じ く 8 進数 を 表現 し ます 。 こ ご これ は 〇 が 数 字 の 0 と 間違い や すい だ め に 用 いら れ だ 
だ めで す 。 ま だ , これ ら の アル ファ ベッ ツ ト が 付い て いな い 数 字 は , すべ て 10 進 数 と し て 判断 
され ます 。 ご の 他 , “お "を 見 や すい よう に 定数 の 中 に 入れ て も お ガ ま いま せん 。 


回 灰 5 や)) 電 00 


例 
123 1411$B0111$1010B 228O 
1FEH 324D 77$44$62Q 
214Q 0A3SEH 32bd 


また , 既に その 値 や 意味 が 定義 され て いる 登録 語 が 次 の よう に 存在 し ます 。 


・8080 レ ジス タ 名 に は 次 の よう な お 値 が ず す で に 定義 きれ て いま す 。 
(レジ スタ 名 ) (定義 きれ だ 値 ) 


の < ビエ mOOQm ァ > 
る 95 CDb CD  《 く 3 お で トウ し nc つの こう 


・ ニ ー モ ニッ ク ・ コ ー ド に は 難 々 の 機械 語 の 値 が 定義 され て いま す 。 


例 
CMA 2FH 
MOV 40H 
DCR 05H 


※MOV な ど ご の よう に オペ ラン ド を 全 め て 機械 語 に な る も の は , オペ ラン ドガ 0 に な 
つ だ 場合 の 機械 語 の 値 が 定義 きれ て いま す 。 


・^ お "ガオ ペラ ンド で 単独 に 用 いら れる 場合 , その と き の ア セン ブル アド レス が 定義 
され ます 。 


例 
place _ JMP $ ゃ 
と いう ステ ー ト メン ト の 場合 Dilace 三 お と な り ま す 。 
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[2] 定数 (文字 ) 

定数 の 中 に は 前 記 の よう に 数 値 を 表わす も の の 他 に , 文字 を 表わす 文字 定数 が あり ます 。 文 
守 定 教 は 。 アポ スト ロフ ィ ー(〈”) で 囲ま れ だ , 文字 長 64 字 以内 の も の で す 。 文字 定数 に アポ 
スト ロフ ィ ー を 使用 する 場合 に は , アポ スト ロフ ィ ー を 2 度 続け て 入力 する こと に より の 表 わ 
し ます 。 

まだ DB 疑似 命 久 以 外 は , 1 文字 か 2 文字 の 文字 長 と な り ま す 。 文字 定数 の 中 で は , 小文字 は 
大 文字 に 変換 され ませ ん の で , 区 別して 使用 する こと が で きま す 。 


例 
"We are Ioving TO DeaC@' 
AB 1 名 BB 
[ 3 」 ラベ ル 


オペ ラン ド フ ィ ー ル ド に ラベ ル が ある 場合 , アセ ンプ ブラ に より その 値 は ラベ ル の 値 に 置き 換 
えら れ ま す 。 ま た だ た, ラベ ル を 他 の 定数 , 式 と 組み 合わ せ て 用 いる こと も で きま す 。 


例 
DO 入 : に EQ ビビ 日 
MVI A , TOPー21H 


[4] 算術 式 , 論理 式 
オペ ラン ド フ ィ ー ル ド で は , 次 の 算術 お よび 論理 演算 子 を 用 いて 式 を 表わす こと が で きま す 。 


g 十 D 符号 な し の 加算 

中 呈 人 符号 な し の 減算 

3 プラ ス (Db と 同じ ) 

5 マイ ナス (0 一 D と 同じ ) 
g*D 符号 な し の 乗算 

/Db 符号 な し の 除算 


MOD D 8 ン /D の 剰余 
NOT _b D の イン バー ト (すべ て の 0 が ガ 1 に 、1 が 0 に な り ま す 。 ま だ, D は 16 


ピット と し て 扱わ ね ます ) 
AND D 論理 積 
OR _D 論理 和 


XOR D 排他 的 論理 和 
SHL . D D で 示す 数 だ けら を 左 に シフ ト し , 残り に 0 を 挿入 
ら HR D D で 示す 数 だ け を 右 に シフ トレ し , 残り の 0 を 挿入 


QO QO O QO 


※ ら と D は 単純 な オペ ラン ド (ラベ ル , 数 値 定数 , 1 文字 か 2 文字 の 文字 定数 ) ガ , 
カッ ツッコ で 囲ま れ だ 式 で す 。 


まだ 演算 子 に は , 相対 的 な 優先 順位 が 号 え られ て お り , カッ コ を 書 ガ な こく て も 良い よう に な 
つて いま す 。 し だ が つて 式 は , その 優先 順位 に よ つ て 計算 が 行わ れ ま す 。 ま だ ただ, カッツ コ で 
囲ま れ だ 式 は , 優先 順位 を 無視 し , カッ コ 内 の 式 を 計算 し ます (カッ コ 内 で は 優先 順位 に レ 
だ が つて 計算 され ます )。 
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・ コメ ント 


演算 子 の 優先 順位 は 以下 ひよ うに な つて いま す 。 左 の 数 字 が 優先 順位 を 示し , 数 の 少な い 亡 
が 優先 順位 が 高く な つて いま す 。 ま た , 同じ 優先 順位 の 演算 子 が 同じ 式 内 に ある 場合 に は , 
右 が ら 左 に 計算 を 行ない ます 。 


.*。 1, MOD, SHL, SHR 
本 7 か 

NOT 

AND 

. OR, XOR 


RON 


^:” に つづ いて 書 ガ れ だ 文字 は コメ ント と し て 扱わ れ ま す 。 コメ ント は プロ ブラ ム を 見 や 
すこ ぐす る だ め に つけ る も の で , 機械 語 に は 変換 され ませ ん 。 ま だ , コメ ント は すべ て の ステ 
ー ト メン ト に つけ る 秘 要 は あり ませ ん 。 
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第 ら 草 
ビ ピル トイ ンコ マン ド 


まま : 


(ログ イン ディ スク 変更 コマ ンド ) 


〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 〉 


d : 
ログ イン ディ スク の 切換 え を 行ない ます 。 
dQ は AーH の 英 記 号 


ログ イン ディ スク と は , プロ グラ ム 上 で CPU と つなが つて いる ディ スン 装置 の こと で , CP/M ユ 
ー ザ ー が 特に ディ スン 装置 を 指定 し な い ガ ぎり ファ イル の 負 理 は ログ イン ディ スク 上 で 行なわ れ ま 


す 。 


・ ロ ブイ ン デ ィ ス ク は CP/M シス テム 入力 待ち の と き の プ ロン プ ト で わか り ま す 。 
だ と えば A> と 表示 され て いる な ら , ロ プ イン ディ スク は ドラ イブ A と いう こと に な り ま 
す 。 


・ ロ ブイ ン デ ィ ス フク の 切換 え は , ディ スク ドラ イブ 名 〈A, B……H) の すぐ 後に コロ ン : を 
つけ て リタ ー ン キー を 入力 し て 行ない ます 。 


A>B: コ ログ イン ディ スク を ドラ イブ A ガ ら ドラ イブ BB に 切換 えま す 。 
B>A: コ ロブ イン ディ スク を ドラ イブ BB ガ ら ドラ イブ A に 切換 えま す 。 
A> 


使用 で きる 物理 | ドラ イブ の AーH に は それ ぞ れ 下記 の よう な ディ スク タイ プ を 割付 ける こと が で きま す 。 割 


プ /Ncft 選 記 
タイ 交 


付け の 記法 に つい て は 7 曹 の / 項 を 参照 し て ぐだ さい 。 


物理 デバ イス 名 0 スタ イア 


両面 倍 密 度 (2D) 
5 イン チラ ロッ ピー デイ ラ ヌ ラク | 両面 倍 密度 倍 ト ラッ フク (2DD) 
両面 高密 度 (2HD) 


両面 倍 密度 (2D-256) 
片面 単 密度 (8S-128) 


5 イン 人 誠 補 生 妥 ポス ベク 10M バイ ト 


8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 


プラ フィ ッ ク RAM 48K バイ ト (MEM0, MEM1) 


EMM0 
320K バ イト 外部 RAM ) 
EMM9 


コー ザー 指定 の ドラ イブ ※ 


※) コ ユー ザー 指定 の ドラ イブ に つい て は 7 章 の 1 項 を 参照 し て ぐだ さい 。 
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ドラ イブ 内 容 の | ドラ イブ 内 容 の 初期 設定 は 次 の こおり で す 。 


初期 設定 
ror2m| wmzras 還 吉 滞 寺 二 


ポー ト 0D00H 一 0D03H 


ポー ト 0D04H 一 0D07H 


ユー ザー 指定 の ドラ イブ ドラ イブ 1 を 使用 


・ ドラ イブ 内 容 の 変更 は , 第 7 章 の 7 項 を 参照 し て くだ さい 。 
・IPL 起 動 は ドラ イブ A ガ ら の み 可 能 で す 。 


DIR (ファ イル 名 出力 コマ ンド ) 


〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 〉 


1. DIRーd : 
ドラ イブ dQ : 上 の すべ て の ファ イル 名 を 表示 し ます 。 


2. DIR dd : filename. ext 
指定 され だ ファ イル を 捜し , 存在 し て いれ ば その ファ イル 名 を 表示 し ます 。 


注 ) ログ イン ディ スク を 取り 扱う 場合 は d : を 省略 で きま す 。 


DIR コ マン ド は , 指定 され ね だ ディ スク フ に ある ファ イル を コン ソー ル ( 通 常 は CRT 画面 ) に リス ト 
アウ ト し ます 。 


例 1 | ログ イン ディ ス フ が ドラ イブ A の 場合 


ロダ イジ シン デイ スタ 
の ファ イル の ? と : STARTUP COM : 
| リストア ウト : : ED : ASM COM : 
: HDBACKUP 
: KEY 
: ULPT2 
: WMENGL 
例 2 
ログ イシ ンジ デ ネス メ 多 
以外 の ファ イル の : STARTUP COM : 
| リストア ウト : ASM COM : 


: WMENGL : WMKANA : WMKANJT HLP : 


の ゆ の ウ ロウ ウロ ウロ ウロ ウロ ウ 


この 例 で は ドラ イブ プロ に ファ イル が 入 つ て いる こと を 示し て いま す 。 
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例 3 | 特定 ファ イル を 指定 し だ 場合 
ファ イル を 指定 


し ゃ り ス ト ア ッ ト | 較 衣 


ファ イル を ブル ー プ で 指定 し だ 場合 


。 を 
COM : DUMP ASM 


・ 上 の 例 で は ファ イル 名 が “DUMP” で ある ファ イル を 指定 し て いま す 。 


Aug SMAsw : ULPT9 ASM : ULPT1 ASM : ULPT2 ASM 
A> 


・ 上 の 例 で は フタ イル の エク ステ ンション が `ASM* で ある ファ イル を 指定 し て いま す 。 


ファ イル の グル ー プ | P1ABC. COM, P2ABC. COM, P1XY. COM, P1XY. ASM, P2Z. ASM と 
指定 の 方 法 | いう フラ イル が ある と き 


A>DIR *.ASM A>DTR P22.ASM 
A: P1XY ASM : P2Z ASM A: P2Z ASM 


PPP.ASM と 指定 する と 
P ど ZZ. AGM が 選ば れ ま す 。 


*. ASM と 指定 する と 
P1XY. ASM と P2Z. ASM が 選ば れ ま す 。 


DIR P2*.* ゴ 
2 P2ABC COM : P2Z ASM 


A>DIR P1XY.* 
A: P1XY COM : P1XY ASM 


P1XY. * と 指定 する と 
P1XY.COM と P1XY. ASM が 選ば れ ま す 。 


P の *. * と 指定 する と 
P ど ABC. COM と P2Z. AGM が 選ば れ ま す 。 


A>DIR P2?2ABC. COM .」 
A: P1ABC COM : P2ABC COM 


PPABC.COM と 指定 する と 
P1ABC.COM と P2ABC. COM が 選ば れ ま す 。 


20 針 Ac" cow : pzAmc cow P1XY COM : P1XY ASM 
A: P2Z ASM 

*.※ ど 指定 する と 

すべ て の ファ イル ガ が 選ば れ ま す 。 


つま り , “P” は, が 位 置 する 文字 が 何で あつ て も よい こと を 意味 し , "*?/ は * が 現われ だ 位置 より ご の よう な 文 
字 が あつ て も よい こと を 意味 し て いま す 。 


REN (ファ イル 名 変更 コマ ンド ) 


〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 
REN_d : 新 filename. ext= 旧 filename. ext 
指定 ディ スク 上 の ファ イル 名 を 変更 し ます 。 


注 1) 同じ ディ スク 上 に すでに 存在 する ファ イル 名 に は 変更 で きま せん 。 
注 2) ファ イル 名 は 1 つの ファ イル を 指定 する も の で な いと いけ ませ ん 。 
注 3) ロブ イン ディ スク を 取り 扱う 場合 は : を 省略 で きま す 。 | 


例 1 | DIR コマ ンド で ディ スク の ファ イル を 確認 し て か ら , REN コマ ンド で DUMP. ASM を 
ファ イル 名 の 変更 | DUMP. XYZ と いう 名 前 の ファ イル に 書き か えま す 。 


P! 
OM *GGM . puwp ASM 
A>REN DUMP. XYZ=DUMP. ASM 


A>DIR DUMP. * .」 
A: DUMP COM : DUMP XYZ 
A> 


例 2 | DUMP. COM を DUMP. XYZ に 書き ひえ よう と し まし だ が 、 すでに ファ イル が 存在 レ 
ファ イル 名 の 変更 | て いる の で FILE EXISTS" と いう エラ ー が で ます 。 
が で き な い 場合 
PP GO . puwp XYZ 
A>REN DUMP. XYZ=DUMP. COM 」 


FILE EXISTS 
A> 


REIN コマ ンド は , ロ プ イン ディ スク 上 以外 の ファ イル で も 実行 で きま す が , 1 度 DIR コマ 
ンド で ファ イル を 確 め て お い だ ほ う が , 重要 な フイ ル を 誤 つて 変更 し た りす る よう な ミス 
を お が し ませ ん 。 
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ERA (ファ イル 削除 コマ ンド ) 
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〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 〉 


ERA ご d : flename. ext 
指定 デイ スク 上 の ファ イル を 削除 レ し ます 。 


注 1) この コマ ンド を 実行 後 , フラ イル は 再生 で きま せん 。 


注 2 ロブ イン ディ スク を 取り 扱う 場合 は d : を 省略 で きま す 。 


例 1 | DIR コマ ンド で ファ イル を 確認 し , WM. HLP の ファ イル を 削除 し た 後 , フラ イル が 削除 さ 
特定 ファ イル | れ た こと を 確認 し ます 。 
の 削除 | ロー 


A>DIR WM.* コ 

A: WM COM : WM HLP 

A>ERA WM. HLP 1 
A>DIR WM.* 2 
A: WM COM で 
A> 


例 2 | ① `*” を 使っ て DUMP.” を 満足 する ファ イル を すべ て 削除 し ます 。 
ブル ー プ 単位 で の 


ファ イル の 削除 A>DIR DUMP.* 
A: DUMP COM : DUMP ASM 
A>ERA DUMP.* 
A>DIR DUMP.* コ 


NO FILE 

上 

⑨ ^*?/ を 使っ つて ^…….COM" を 満足 する ファ イル を すべ て 削除 し ます 。 
A>DIR *.COM つ 
A: MOVCPM COM : STARTUP COM : STAT COM : PIP COM 
A: ED COM : ASM COM : LOAD COM : DDT COM 
A: DUMP COM : SUBMIT COM : XSUB COM : FORMAT COM 
A: COPY COM : SYSGEN COM : DICCOPY COM : DICSET COM 
A: DISKSET COM : HDMAINT COM : HDBACKUP COM : HDOFF COM 
A: TERM COM : CMT COM : KEY COM : TIME COM 
A: WM COM 


A>ERA *.COM 
A>DIR *.COM 
NO FILE 

A> 


③ ^*. *” を 使う こと に よ つ て すべ て の ファ イル を 削除 し ます 。 こ の と き , 本 当 に すべ て 削 
除 す る ガ 人 確認 し て きま す の で , すべ て 削除 する と き は を 入力 し ます 。 


ERA コマ ンド も , ロブ イン ディ スク 以外 の ファ イル に 対し て 実行 で きま す が , 誤 つ て 重要 な 
ファ イル を 削除 し て し まう 恐れ が あり ます の で , DIR コマ ンド で 確認 し レ , みつ, ロ プ インデ 
イス ク 上 の ファ イル に 対し て ERA コマ ンド を 実行 し た ほう が よい で し よう 。 
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TYPE (ファ イル 内 容 出力 コマ ンド ) 


〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 〉 


TYPE_d : fllename. ext 
指定 デイ スク 上 の アス キー ファ イル の 内 容 を 表示 し ます 。 


注 1) ファ イル は アス キー コー ド で 表記 され て いる も の に 限り ます 。 

注 2) ファ イル 名 は 1 つの ファ イル を 指定 する も の で な けれ ば いけ ませ ん 。( フ ァ イ 
ル の ブル ー プ 指定 は で きま せん 。) 

注 3) ロブ インデ ィ ス ク を 取り 扱う 場合 は d : を 省略 で きま す 。 


TYPE コマ ンド は , 指定 され だ ディ スク フ の アス キー ファ イル の 内 容 を コン ソー ル に 出力 し ます 。 


例 1 
DUMP.ASMP A>TYPE DUMP.ASM 
と いう ファ イル の | 還 FILE 50Mp PROCRAM, READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 
タイ プ ァ ウト | | : COPYRIGHT (C) 1975, 1976, 1977, 1978 


BOX 579、 PACIFIC GROVE 


: DIGITAL RESEARCH 
: CALIFORNIA, 93959 


ORG 199H 
BDOS EQU 9995H iDOS ENTRY POINT 
CONS EQU 1 iREAD CONSOLE 
TYPEF EQU 2 iTYPE FUNCTION 
PRINTF EQU 9 : BUFFER PRINT ENTRY 
BRKF EQU 11 : BREAK KEY FUNCTION (TRUE IF CHAR READY) 
0PENF EQU 15 jiFILE OPEN 
READF EQU 2 の : READ FUNCTION 
FCB EQU 5CH :FILE CONTROL BLOCK ADDRESS 
BUFF EQU 89H : INPUT DISK BUFFER ADDRESS 
H NON GRAPHIC CHARACTERS 
CR EQU 9DH :CARRIAGE RETURN 
LF EQU 9AH iLINE FEED 
A> 


・ フ ァイル の 表示 の 途中 で CP/M シス テム に 戻る と き に は 、 何 ら お の キー を 押し て ぐだ さい 。 
・ 表 示 を 一 時 停止 する と き に は ,[CTRL |+[SI([CTRL| キ ー を 押し な が ら |S] を 押す ), 表 示 
を 再開 する と き に は も う 一 度 [CTRL |+[S | を 行ない ます 。 
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| 6 | USER (ユー ザー エリ ア 物 行 コ マン ド ) 


〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 > 


USERLn 
ユー ザー エリ ア に 秘 行 し ます 。 
(n は 0 て 15 の 10 進 数 ) 


USER コマ ンド は , 1 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス を 仮想 の 16 枚 の ディ スケ ッ ト に 分 割 し , あ だ ガ も 16 
枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ を 使用 し て いる が の よう に みせ る も の で す 。 通 常 は この コマ ンド を 使う 必 
要 は あり ませ ん が , 大 容量 の ハー ド デ ィ ス を 使用 する と き な ど 便利 で す 。 

CP/M 起動 時 は , ユー ザー 0 に セット され て いま す 。 


1 橋 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク 


OO 


EE 間 、 十 間 | 


だ と えば , ユー ザー 1 で 登録 し た フタ イル は ユー ザー 1 で の み ゐ 利 用 可能 で ユー ザー 0 や ユー 
ザー2 で は 利用 する こと が で きま せん 。 ま だ た だ, ユー ザー エリ ア の 秘 行 は すべ て の ドラ イブ に 
対し て も 同じ 効果 を 号 え ます 。 ド ライ ブ A が ユー ザー エリ ア 3 な ら ド ライ ブ ビ も 3 に な り ま 
す 。 


PIP.COM 


例 他 の ユー ザー エリ ア へ の PIP. COM の 登録 及び ファ イル の 転送 方 法 
④ ユー ザー 0 に 移り ます 。 


ーー ーー ーーーーーーーーー① | SI に リー に と りこ 
Tpfg_ co 」 | ② DDT コマ ンド (6 章 参 照 ) で PIP. COM を メモ リー に と り の 
DDT VERS 2.2 み ま す 。 
MT 生 ② | ③ コー ザー 0 カ ら ユー ザー 2 に 物 り ます 。 

-^cC CTRLI+[ を 入力 し ます 。 ④ コー ザー 2 の ファ イル を 調べ ます 。 ま だ ファ イル が あり ませ ん 。 
DBBRI2H 証 請 証 二 二 計 請 二 二 計 義 | ⑤ メモリ ー の 29 ペ ー ジ 分 を PP. COM と し て ドラ イブ に セー プレ 
本 PIP. COM ます 。 

A>SAV ーーーーーーーーー 

3 ee ⑥⑤ ユー ザー 2 に PIP. COM が 生成 され だ こと を 確認 し ます 。 

人 DPTP A: =A: sTAT。 COM〔G9]」 @ | ②⑦ コー ザー 2 に 生成 され だ PIP コマ ンド に より , ユー ザー 0 に あ 
ERCTRPRH2 和 0 る STAT.COM フ ァイル を コー ザー2 の ドラ イブ A に 転送 し ます 。 
人 GOM : STAT COM (オプ ショ ン (Gn) は コー ザ n に ある ファ イル を 現在 の ユー ザ に 転 
A>STAT USR:. コ ーーーーー 一 ーーーーーーーー ⑨) 


送 する と いう 意味 で す ) 

人 き ファ イル が 転送 され た こと を 確 認 し ます 。 

2 ③ STAT USR : で 現在 の ユー ザー エリ ア が わか が り ます 。 
例 で は , 現在 ユー ザー 2 に あり , ファ イル ガ コ ユー ザー 0 と コー ザ 
ー 2 に 存在 し て いる こと を 示し て いま す 。 
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SAVE (メモリ 内 容 セ ー プ コマ ンド ) 


< コマ ンド 形式 ・ 機 能 〉 ] 


SAVE__n_.d : fllename. ext 
TPA の 始ま りら メモ リ の 内 容 を n ペー ジ 分 (1 ペー ジ = テ 256 バ イト , n 
は 10 進 数 ) だ け , ファ イル 名 を つけ て 指定 装置 に セー ブ し ます 。 


注 人 NEA (ドラ ンジ エン シト に ・ プ ログ ラム ・ エ リア ) は , ドラ ンジ ェ ン ト プ ロ プラ ム 


が ロー ド さ れる エリ ア で , アド レス 100H ガ ら 始 まり ます 。 
注 2) ロブ イン ディ スク を 取り 扱う 場合 は d : を 省略 で きま す 。 


例 

= A>DIR *.COM 
メモ リー の 2 ペー | | 訪 : MOVCPM 。 COM : STARTUP : STAT COM : 
ミ ウ : COM : ASM : LOAD COM : 
ジ 分 を ディ スク に : COM : SUBMIT : XSUB COM : 


セー プ す る 5 COM : SYSGEN : DICCOPY COM : 

8 COM : HDMAINT : HDBACKUP COM : 
ロ COM : CMT : KEY COM : 
R COM 

A>DDT DUMP. COM .」 

DDT VERS 2.2 

NEXT PC 

9399 9199 


に て の 


A>SAVE 2 DU.COM | 


TR *.COM | 
COM : STARTUP COM : STAT 
COM : ASM COM : LOAD 
COM : SUBMIT COM : XSUB 
COM : SYSGEN COM : DICCOPY 
COM : HDMAINT COM : HDBACKUP 
COM : CMT COM : KEY 
COM : DU COM 

DU. COM 」 


21 99 99 39 22 15 9@2 31 57 92 CD C1 91 FE FF C2 
1B 91 11 F3 91 CD 9C @1 C3 51 91 3E 89 32 13 92 
21 99 99 E5 CD A2 91 E1 DA 51 91 47 7D E6 9F C2 
44 91 CD 72 91 CD 59 91 9F DA 51 91 7C CD 8F 91 


A> DUMP DU。 COM .」 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-( ら ) 


9999 21 99 9 の 39 22 15 92 31 57 92 CD C1 91 FE FF C2 
9919 1B 91 11 F3 91 CD 9C 91 C3 51 91 3E 89 32 13 92 
9929 21 99 99 E5 CD A2 91 E1 DA 51 91 47 7D E6 9 の F C2 
9939 44 91 CD 72 91 CD 59 91 9F DA 51 91 7C CD 8F 91 


全う 
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③④ DIR コマ ンド で ファ イル を 確認 し ます 。 
② DDT コマ ンド (6 章 参照 ) で セー ブ プ し だ い フ ァイル ( 例 で は DUMP. COM) を メモ リ 
ー に と りこ み ま す 。 


③ DDT の メッ セー ジ に より メモ リー の 100H 一 300H ま で , すなわち 2 ペー ジ 分 び こ の ファ 


イル に 使用 され て いる こと が わか り ま す 。 

@ [OTRL]+[CI で CP/M シ ステ ム に 戻り ます 。 

⑥ SAVE コマ ンド で メモ リー の 2 ペー ジ 分 を , \DU. COM" と いう ファ イル 名 で ディ スク に 
SAVE し ます 。 

⑥ DIR コマ ンド で DU. COM” ガザ ゼ ー ブ さ れ て いる こと を 確認 し ます 。 

②:⑧ で DU と DUMP を 実行 し て み ま す 。 こ ご れ に より , DUMP. COM と DU.COM は 
全く 同じ も の と わか り ま す 。 
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第 O 章 
トラ ンジ ェ エント コマ ンド 


TAT 


(ファ イル お よび 周辺 装置 の 


設定 ・ 状 態 確認 コマ ンド ) 


〈 主 な コマ ンド 形式 ・ 機 能 〉 


1. STAT_d : 
ディ スク の 未 使用 領域 を 表示 し ます 。 ド ライ ブ d : を 省略 する と CP/M 起動 後 , 
一 度 で も アク セス され だ すべ て の ディ スク の 未 使用 領域 を 表示 し ます 。 


2. STAT_d : fllename. ext 
指定 し た ファイル に つい て , ファ イル の 使用 領域 の 大 き さ と , フタ イル アク セス 
モー ド を 表示 し ます 。 

BGAGEe 到 選 V ・ 
周辺 装置 の 現在 の 割付 け 状 況 を 表示 し ます 。 


4. STATOVAL ・ 
STAT コマ ンド の 一 服 形 式 を 表示 する 一 種 の HEILP メニ ュー で す 。 


5. STAT_d : DSK : 
指定 し た を ディ スク の 状況 を 示し ます 。 ド ライ ブ d9 : を 省略 する と , 一 度 で も アツ 
セス され だ すべ て の ディ スク の 状況 を 示し ます 。 


注 ) ロブ イン ディ スク を 取扱 う 場合 は ドラ イブ 名 d : を 省略 する こと が で きま す 。 


STAT コマ ンド は , ディ スク の ファ イル の 使用 状況 を 調べ る と き や , ファ イル の 属性 の 確認 お よび 
指定 , 周辺 装置 の 割当 て 確認 を する 場合 に 使用 し ます 。 


例 1 
ディ スク の 空き 
エリ ア の 容量 を 

調べ る 


STAT ゞ を 入力 する こと に より の , ディ スク の 空き エリ ア を 調べ る こと が で きま す 。 


A>STAT < 
A: R/W,。 Space: 79k 
B: R/0, Space: 274k 


A> 


上 の 例 で は , ドラ イブ A ガ 読み 出し , 書き 込み 可能 で 未 使用 領域 が 70K バ イト , ドラ イブ B 
が 読み 出し の み 可 能 で 未 使用 領域 が 274K バイ ト で ある と いう こと を 示し て いま す 。 

まだ , この よう に ドラ イブ 名 を 省略 し だ 場合 , 一 度 で も アク セス され だ ドラ イブ は すべ て 状 
況 ガリ スト アウ ト さ れ ま す 。 
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例 2 | STAT ニ ファ イル 名 を 入力 さる と , 使用 し た レコ ー ド 数 , バイト 数 な どの 状況 を 調べ る 
ファ イル の 状況 を | こと が で きま す 。 


調べ る 
A>STAT *.COM ブ 
Recs Bytes Ext Acc 
64 8k 1 R/W A:ASM. COM 
13 2k 1 R/W A:CMT.COM 
19 2k 1 R/W A:COPY. COM 
38 6k 1 R/W A:DDT. COM 
15 2k 1 R/W A:DICCOPY. COM 
19 2k 1 R/W A:DICSET. COM 
26 4k 1 R/W A:DISKSET. COM 
4 2k 1 R/W A:DUMP. COM 
52 8k 1 R/W A:ED.COM 
35 6k 1 R/W A:FORMAT. COM 
33 6k 1 R/W Az:HDBACKUP. COM 
22 4k 1 R/W A:HDMAINT. COM 
2 2k 1 R/W A:HDOFF. COM 
6 2k 1 R/W A:KEY.COM 
14 2k 1 R/W A:LOAD. COM 
76 19k 1 R/W A:MOVCPM. COM 
58 8k 1 R/W A:PIP.COM 
54 8k 1 R/W A:STARTUP. COM 
41 6k 1 R/W A:STAT. COM 
19 2k 1 R/W A:SUBMIT. COM 
12 2k 1 R/W A:SYSGEN. COM 
28 4k 1 R/W A:TERM. COM 
7 2k 1 R/W A:TIME. COM 
129 16k 1 R/W A:WM.COM 
6 2k 1 R/W A:XSUB. COM 
Bytes Remaining On A: 79k 
A> 


RecS・ : 使用 し た レコ ー ド 数 を 示し て いま す 。1 レ コー ド は 128 バ イト 。 

Byt@S ・ 使用 し た バイ ト 数 を 示し て いま す 。2K バイ ト 単 位 で 増え て いき ます 。 て 5 イチ 
2D) 

Ext エク ステ ント 数 を 示し て いま す 。 CP/M の ファ イル 管理 上 , 32 に バイト 単位 で 1 
エク ステ ント 使用 し ます 。 ( 5 イン チ 2D) 

ACC _ : フタ イル の 状況 を 示し て いま す 。 
R/W…… フ ァイル に 書き 込み 可能 
R/ 〇 …… 書 き 込 み ・ 削 除 禁 止 

Bytes Remaining : ディ スク の 空き エリ ア を 示し て いま す 。 
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例 3 
周辺 装置 の 割付 け 
を 調べ る 


例 4 
STAT コマ ンド 
の メニ ユー 表示 


STAT こ DEV : ゞ を 入力 する と , 現在 の 周辺 装置 の 割付 け 状態 を 調べ る こと が で きま す 。 


く 論理 デバ イス と 物理 デバ イス > 
例 3 は CP/M スタ ー ト 時 の 周辺 装置 の 割付 け を 示し て いま す 。 周 辺 装置 に は , 大 きぐ 分 類 し 
て 4 つの 論理 デバ イス が あり , その 1 つ 1 つ に 対し て さら に 4 つの 物理 デバ イス を 割付 ける 
ごと が で きま す 。 
論理 デバ イス …… 例 3 で 左側 の CON : , RDR : , PUN :, LST : の 4 つ は CP/ 
M シス テム ガ プ ロブ ラム 上 で 取扱 つて いる 周辺 装置 で , 論理 デバ イ 
ス と いい ます 。 
GONEYaam ジヌ メ テ ム コン ツー ル デ パ バズ 


oe リス ト デ バ イス 

物理 デパ イス …… 例 3 で 右側 の CRT : , TTY :, LPT :, の 3 つ は コン ピコ ユー タ 
シス テム に 接続 され て いる 実際 の 装置 で , 物理 デバ イス と いい ます 。 
turboCP/M の 周辺 装置 の 割付 け は CON : に CRT :〈X1turbo 
の 画面 出力 と キー 入力 ), RDR : と PUN : に TTY : 〈X4turbO 
内 蔵 RS232C), LST : に LPT : 〈X1turbo 用 プリ ンタ ) と な つ 
て いる こと が わ ガ りき ます 。 


STATVAL : と 入力 する こと に より の , STAT コマ ンド の メニ ユー と , 吾 論 理 デ バイ 
ス に 対し て 割付 け 可 能 な 物理 デバ イス を 表示 し ます 。 
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IO バイ ト に つい て 


⑨⑳STAT d :=R/O 
ドラ イブ d : を 書き 込み 禁止 に し ます 。 デ ィ ス フク ガリ ブー ト し だ とき に 解 除 さ れ ま 
すず 。 @| 5 に は A 3 て G まで 指定 で きま す 。 


STAT d : flename .ext この 後に お R/O, SR/W, お SYS, SDIR い ずれ か を 指定 
し ます 。 
指定 ファ イル に 属性 を 設定 し ます 。 フ ァイル の 属性 に は 炊 の よう な 種類 が あり ます 。 
$SR/O …… Read Only File 。 指定 ファ イル を 書き 込み 禁止 に し て , フラ イル の 
削除 や , 一 部 の 変更 な ど が で き な ぐ ご なり ます 。 
$SR/W …… Read/Write File。 指定 ファ イル は 書き 込み 可能 と な り , ファ イル 
の 削除 や 変更 が 自由 に で きる よう に な り ま す 。 

GBSYS. プ ボ SyStem File 。 この 属性 を も つ フ ァイル は , DIR コマ ンド に よる 表 
示 に は 現れ ず , PP コマ ンド に よる 転送 も で きま せん 。 
$SDIR_…… Direotory File。“SYS* の 属性 を も つ フ ァイル を , DIR コマ ンド に 

より 表示 され る 通常 の フラ イル に 戻し ます 。 
ご れ ら の 属性 は フラ イル の エク ステ ンション と は 異な り ま す の で ご 注意 こく ださい 。 


③STAT d :DSK : 
指定 ディ スク の 状況 を 調べ ます 。( 例 5 を 参照 し て くださ い 。) 


STAT USR : 
現在 の ユー ザー モー ド を 調べ ます 。 (USER コマ ンド を 参照 し て こ だ さ い 。) 


@STAT CON : =CRT : (TTY :, BAT :, UO1 : ) 
論理 デバ イス に 対し て 物理 デバ イス を 割付 け ます 。 


例 4 の IODyte ASSign が 示 す よ うに , COP/M で は 4 つの 名 論理 デバ イス に 4 種類 の 中 の 
1 つの 物理 デバ イス を 割付 ける こと が で きま す 。 デバ イス の 割付 け は 通常 STAT ヨコ マジ ンド 
で 行ない ます が , 直接 |O バイ ト を 操作 し て 行なう こと も で きま す 。 IO バイ ト は , 物理 デバ 
イス の 割付 け 状況 を し まつ て お こく と ころ で , メモ リー の 93 番地 に あり ます 。 

IO バイ ト の 構成 は 炊 の よう に な つて いま す 。 


MSB LS 


turboCP/M スタ ー ト 時 , 論理 デバ イス の 割付 け は 
CON : 三 CRT : (01) 
RDR : 三 TTY: (OO) 
UNISーf laY2 KU00D 
SN 三 E.⑳0) 
の よう に な つて いま す 。 IO バイ ト の 変更 は STARTUP コマ ンド に よっ て 行なう こと が で 
きま す 。 
まだ , IO バイ ト に つい て の 詳し い 説 明 は 12 章 を 参照 し て こ だ さ い 。 


B 


例 5 


ディ スク の 状況 を 


調べ る 


STATUDSK : 


A>STAT 


DSK: 


: Drive Characteristics 

: 128 Byte 
: Kilobyte 
: 32 Byte 
: Checked 
: Records/ 
: Records/ 
: SectorSs/ 
: Reserved 


ゞ を 入力 する こと に より ディス ク の 状況 を 知る こと が で きま す 。 


Record Capacity 
Drive CapacitY 
Directory Entries 
Directory EntrieSs 
Exten 
Biock 
Track 
Tracks 一 


⑩@Q@@⑳@⑥@Q@ 


④① ド ライ ブ A の 状況 で ある こと を 示し て いま す 。 


②@ デ ィ ス ク に 128 バ イト の レコ ー ド を 2432 個 書け る こと を 示し て いま す 。 


③ 上 の ② を バイ ト 数 に 直し た も の で す 。 
2432X128( バ イト ) テ 1024=304K バイ ト 


④ ディ スク に 書け る ディ レク トリ の 数 を 示し て いま す 。 デ ィ レ クト リ と は どの よう な ファ 
イル が ディ スク の どこ に 入っ て いる ガ が と いう 情報 を た 入れ て お こく と ころ で , この 例 で は 64 
個人 る こと を 示し て いま す 。 


⑮ 1 エク ステ ント の 中 の レコ ー ド 数 を 示し ます 。 
256X128( バ イト ) テ 1024 ニ 32K バイ ト 
つま り の , 1 ディ レク トリ で 指定 され る の が 32K バイ ト ま で で ある こと を 示し て いま す 。 ご の 
だ め , ファ イル の 大 き さ が 32K バイ ト を 超え る 場合 , 32K バイ ト ご と に 1 エク ステ ント を 
使用 し ます の で , ディ レク トリ に 登録 で きる ファ イル の 数 は それ だ け 少 な ぐ な り ま す 。 


② 1 プロ ッ ク 中 の レコ ー ド 数 を 示し ます 。 16X128( バ イト ) テ 1024=2K バイ ト 単 位 で , CP/ 
M シス テム が ディ スク 上 の 領域 (プロ ッ ク ) を 割り 付け て いる こと を 示し て いま す 。 


1 トラ ッ ク に 64 セ フク ター あ る こと を 示し て いま す 。 


⑨③CP/M シス テム 専用 に 2 トラ ッ ク 使 用 し て いる こと を 示し て いま す 。 
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〈《 主 な コマ ンド 形式 ・ 機 能 〉 
人 
PIP プロ プラ ム を 起動 し ます 。 


2.PIP ユ d : 三 S : fllename. ext 
ドラ イブ d : 上 に ドラ イブ s : 上 の ファ イル を コピ ー レ ます 。 フ ァイル の ブル ー プ 指定 も 可能 で 
づら 


3. PIPーd : newname. ext= ニ S : fllename. ext 
ドラ イブ d : 上 に ファ イル 名 を えて ドラ イブ s : 上 の ファ イル を コピ ー し ます 。 


注 ) ロブ イン ディ スク を 取扱 う 場 合 , ドラ イブ 名 d : や S : は 省略 する こと が で きま す 。 


PIP コマ ンド は , CP/M シス テム の 管理 下 に ある 周辺 装置 間 の ファ イル の 転送 操作 を 行なう も の 
で す 。 ディ ス フ か ら デ ィ ス フ へ の ファ イル 転送 だ け で な く , ディ スク か ガ ら CRT ディ スプ レイ や プ 
リン 装置 な ど へ も 転送 する こと が で きま す 。 

まだ , この コマ ンド に は オプ ショ ンコ マン ド も あり の , その 使い 方 に よ つ て さま ざま な 処理 が で きま 
す 。 


例 1 | の PIP コマ ンド の み を 単独 で 起動 する 場合 

PIP コマ ンド の 『 
ーー A>PTP 

実行 法 *B:=ASM. COM 


ゞ ある い は [CTRL|+[C] を 入力 


A> 


PIP コマ ンド の み を 起動 する と , 次 の 処理 を 要求 する "*” が 表示 され ます 。 

秒 要 な 回 数 だ け 繰り 返し 処理 する こと が で きま す 。 ご の 場合 ヾ ** に 続け て IP の コマ ン 
ドラ イン を 入力 し , を 押し ます 。CP/M シス テム に 戻る に は ゞ ある い は [CTRLI+[CI 
を 入力 し ます 。 


⑤PIP コマ ンド の 起動 と 同時 に , 次 の 負 理 の 実行 も 行なう 場合 


A>PTP B:=ASM.COM < 


A> 


PIP に 続け て コマ ンド ライ ン も 入力 する と , PIP プロ ブラ ム の 起動 と 同時 に コマ ンド ライ ン 
も 実行 し て , 実行 が 終わ る と COP/M シス テム に 戻り ます 。 


例 2 | ① フ ァイル 名 を 変え ず に 特定 の ファ イル を コピ ー す る 場合 
ファ イル の コピ ー 


A>PIP B:=ASM.COM ゞ 


A> 


ドラ イブ B に ドラ イブ A の “ASM. COM” を ファ イル 名 を 変え ず に 転送 し ます 。 
② フ ァイル 名 を 変え て コピ ー す る 場合 


A>PTP B:ASM8989. COM=ASM. COM ゞ 


A> 


ドラ イブ A の “ASM. COM” と いう ファ イル を “ASM8080.COM”" と いう ファ イル 名 に 
変え て ドラ イブ に 転送 し ます 。 


③ グ ルー プ を 指定 し て コピ ー す る 場合 


A>PTP B:=*.ASM 


COPYING - 
DUMP. ASM 
ULPT9. ASM 
ULPT1. ASM 
ULPT2.ASM 


A> 


ドラ イブ A の ファ イル の うち , エク ステ ンション が ASM* で ある ファ イル を すべ て ドラ イ 
ブ プ B に 転送 し ます 。 


例 3 | の コン ソー ル デ バ イス に ファ イル を 出力 する 場合 
周辺 装置 へ の 
ファ イル 転送 


N:=DUMP.ASM ゞ 
FILE DUMP PROGRAM. READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 


: COPYRIGHT (C) 1975, 1976, 1977。 1978 
H DIGITAL RESEARCH 


A>PTP CO 


BOX 579, PACIFIC GROVE 
CALIFORNTA, 93959 


0RG 199H 
BDOS EQU 9995H jiDOS ENTRY POTNT 
CONS EQU 1 :READ CONSOLE 
TYPEF EQU 2 iTYPE FUNCTION 
PRINTF EQU 9 : BUFFER PRINT ENTRY 
BRKF EQU 党 ポ : BREAK KEY FUNCTION (TRUE ITF CHAR READY) 
OPENF EQU 15 ij:FILE OPEN 
READF EQU 29 jiREAD FUNCTION 
FCB EQU 5CH :FILE CONTROL BLOCK ADDRESS 


ABORTED: DUMP. ASM 


A> 


初期 設定 で は CON : (コン ソー ル デ バ イス ) に は CRT : (画面 出力 ) が 割付 けら れ て いる の 
で ファ イル の 内 容 が 画面 に 表示 され ます 。( 周 辺 装置 の 割付 け に つい て は STAT を 参照 し て 
ぐだ さい 。) 3 
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オプ ショ ン 機 能 に 
つい て 


② リ スト デバ イス に ファ イル を 出力 する 場合 


初期 設定 で は LST : (リス ト デ バ イス ) に は LPT : (プリ ンタ ) が 割付 けら れ て いる の で , 
ファ イル は プリ ンタ に 出力 され ます 。 ① と 同様 に 何ら か の キー を 入力 すると, PIP 処理 を 中 
止 し ます 。 


③RS-232C に ファ イル を 出力 する 場合 


だ だ し , RS-232C に 出力 する 場合 , あら か じ め 通 信 パ ラメ ー タ の 設定 を 行なう 和 め 要 が あり ま 
す の で , 第 7 章 の STARTUP を 参照 し て くださ い 。 


PIP コマ ンド ライ ン の 最後 に オプ ショ ン を 〔 ) で 囲ん で 入力 する と , 指定 し た オプ ショ ン 
を 行ない な が ら フ ァイル を 転送 し ます 。 次 の 例 で は , 〔V) オ プシ ョ ン を 指定 し て , ドラ イブ 
B に ファ イル を 転送 し だ 後 , 転送 る = れ た ファ イル を 再度 読み こむ こと に より の , 正確 に コピ ー 
され て いる ガ を 確認 し て いま す 。 


オプ ショ ン に は 様々 な も の が あら , 1 回 に 1 つ だ け で な くめ 要 な も の を 組み 合わ せ て 使用 する 
こと も あり ます 。 ま ただ, オプ ショ ン の 中 に は , デー タ を 読み 込ん だ と き に 働く も の と , デー 
を 書き 出す と き に 働く も の と が あり ます 。 オ プシ ョ ン 機 能 を まとめ る と 次 の よう に な り ま 
す 。 


・ 入 力 フタ ァイル より X-off (13H) コー ドガ が ぐる まで バッ ファ に 読 
の み 込 み ま す 。 

・X-off (13H) コー ドガ が ぐる と , バツ ファ の 情報 を 出力 ファ イル 
に 書き 出し ます 。 


・ 1 行 の 字数 を n 字 で 打ち 切り ます 。 


・ 転 送 と た れ て いる デー を コン ソー ル に 表示 し ます 。 


・ 転 送 デ ー タ ガ ら Form-Feed (0CH) コ ー ド を 取り 除き ます 。 


・ コ ユー ザーn に ある ファ イル を 現 ユ コー ザー エリ ア に 転送 し ます 。 

(USR コ マン ド 参 照 ) 

・HEX フ ァイル を 転送 する と き に イン テル 16 進 型式 に な つて いる か が 
を チエ ッ ツク し ます 。 


・HEX フ ァイル を 転送 し て いる と き に ヌル レコ ー ド C〈:00) で 始ま る 
レコ ー ド を 無視 し ます 。 

・ す べ て の 英 大 文字 を 英 小 文字 に 変え て 転送 し ます 。 
(漢字 フラ アイル で は 使用 で きま せん 。) 


・ 新 し い フ ァイル に 行 番号 と : を 付け て 出力 し ます 。 

・N だ け の と き は , 上 位 の 0 は 空白 に な り ま す が , N2 を 指定 する と , 
上 位 の 0 も 出力 され ます 。 
・ASCII フ ァイル 以外 の ファ イル を 転送 する と き に , ファ イル の 終 


り に ある EOF(1AH) コ ー ド を 無視 し ます 。 


・ n 行 ご と に ペー ジ 送 り を 入れ ます 。 n ガ 1 まだ は 指定 され な いと き 
に は , 60 行 ご と に 行なわ れ ま す 。 


・ 転送 デー タ の 中 に 指定 し た 文字 列 と 同じ も の が ある と , ファ イル 
の 転送 を 中 止 し ます 。 文字 列 自身 も 転送 され ます 。 


・ 転 送 さ まれ る デー タ ガ ら 文字 列 を さ が ガレ , 見 つか る と 文字 列 自身 も 

信 め て 以後 の デー タ 転 送 を 開始 し ます 。 

・ 転送 デー タ の 中 に Tab (09H) コー ドガ 見 つる と , n 字 に タブ を 
セツ ト し ます 。 


・ す べ て の 英 小文字 を 英 大 文字 に 変え て 転送 し ます 。 
(漢字 ファ イル で は 使用 で きま せん 。) 
・ フ ァイル の 転送 を 行 な つ だ 後 , フラ イル が 正しく 書 お れ て いる か 
を チエ ッ ク し ます 。 
・ デ ー タ の 受信 時 に ASCll キヤ ラフ クタ の パリ ティ ビッ ト Cbit8) を 0 
に し ます 。 
(漢字 ファ イル で は 使用 で きま せん 。) 
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ED (テキ スト エディ マコ マン ド ) 


〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 〉 


ED ユ d : fename. ext 
アス キー ファ イル の 作成 ・ 修 正 ・ 追 加 ・ 削 除 を し ます 。 


注 ) ロブ イン ディ スク を 取り 扱う 場合 は d : を 省略 する こと が で きま す 。 


ED コマ ンド は , CP/M シス テム の 文 編集 プロ ブラム で , アセ ンプ ブラ や 高級 言語 の ソー スプ ログ ブラ 
ム を 作成 する こと が で きま す 。 だ だ し , ED は ライ ン エ ディ タ で すか ガ ら 通常 は ス フ リ ー ン エディ タ の 
ワー ド マ ス ター を 使 つ て 行なう 訪 が 便利 で す 


例 | この 例 で は 新しく ABC. XYZ と いう ファ イル を 作成 し ます 。 


New Product Information 


* 


Image Input Device for the X1 Series and 
X1 Turbo Series Personal Computer TVs 


ファ イル の 作成 
sa 
全 旧 二 P 生 遇 R 3Ne 1PY eo の 
: wi パーーーーーーーーーーーー ③ 
1: New Product Information 
TImage Input Device for the X1 Series and 
X1 Turbo Series Personal Computer TVs 
: Features 
: (1) High-speed proCeSSing Of imageSs inDut 
(2) New built-in SCRAMBLE circuit for subtle colorSs 
(3) Easy to use 
出 
' を b “ーーーーーーーーーーーーーー の ② 
「 電 も "ーーーーーーーーーーーーー ⑤ 
「 


Features 

(1) High-speed procesSing of imageSs inPput 

(2) New built-in SCRAMBLE circuit for subtle colorSs 
(3) Easy to use 


員 の 作 0PPーーーーーーーーー ーー 

Tmage Input Device for the X1 Series and 
事 K <】 ーーーーーーーーー ーーー ⑦ 
*b## も コーーーーーーーーーーーーー ③ 


New Product Information 
X1 Turbo Series Personal Computer TVs 


Features 

て 1) High-speed PrTOCeSSing Of imageS input 

(2) New built-in SCRAMBLE circuit for subtle colorSs 
No Easy to use 
を 


ーo の ココ の am ょ oh トビ の の の ーー(O の ココ の の ロム よ の いら ビビ SO の ココ の の の いう 


の DEB GR の 00 コキ ーー ニー ニー ャ ーー 0 
A: ABC XYZ 
A> 


60 


④ED で 新しい ファ イル ABC. XYZ を 作成 し ます 。 
⑤@ 新 し い フ タイ ル で ある こと を 示し て いま す 。 


③ | "コマ ンド で イン サー トモ ー ド に 入 の , 文 を 作成 し ます 。 1 行 の 終り は ゞ を 入力 し , イ 
ン サ ー ト モー ドガ ら 出 る に は [COIRL|+ | 有 | を 入力 し ます 。 


②D コ マン ド で キャ ヤラ クタ ポイ ン イ *? を 先頭 (1 : ) まで 戻し ます 。 


⑤【 コ マン ド で キャ ラク タ ポ イン の 位置 が ら 指 定 行 数 だ け 表 示し ます 。 
#t コマ ンド を 指定 する と すべ て の 行 を 表示 し ます 。 


⑥ | コマ ンド で キャ ラク タ ポ イン タ を 進め て , t 上 コマ ンド で キヤ ラク タ ポ イン タイ の 示す 行 を 
表示 し ます 。 ご の 場合 , 2 行進 め て 1 行 表 示し て いま す 。 


②⑦②K コ マン ド で キヤ ラク タ ポ イン タイ の 示す 位置 か ら 指定 行 数 削除 し ます 。 
ご の 場合 , "X1 Turbo Series Personal Computer TVS” の 1 行 が 削除 され ま 
ず 。 


⑧ キ ヤラ クタ ポイ ン を 先頭 に 戻し すべ て の 行 を 表示 し て 1 行 削除 を れ だ こと を 確認 し て 
いま す 。 


6@ コ マン ド で エディ マタ を 終了 し , CP/M シス テム に 戻り ます 。 
⑩ 新 し い フ タイ ル が で きだ こと を 確認 し て いま す 。 
* 1 ) エディ タ 内 で 小文字 を 扱う 場合 , コマ ンド は 小文字 で 入力 し て ぐだ さい 。 
コマ ンド に よっ つて は 編集 文 の 小文字 の 部 分 が 大 文字 に 変換 され て し まう が ら で す 。 


* 2 ) キヤ ラク タ ポ イン タ と は , 編集 文 が び 入 つて いる メモ リー バッ ファ 内 を 秘 動 する 仮想 
の 文字 ポイ ンタ で す 。 ご の ポイ ンタ を 基準 と し て , エディ イタ の オペ レー ショ ン を 行 
な いま す 。 
行 番号 
1 8 先頭 行 


| 後 万 (一 ) 


n : 一 一 上 時 ーーー 更 和 


キャ ラク タ ポ イン タイ 


メモ リー パッ ファ 


| 前 万 (〈 十 ) 


m : 最終 行 
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ED コマ ンド 一 覧 


nS 文 守 列 1 ハ Z 


文字 列 2 


nJ 文字 列 1 
人 Z 文字 列 2 
人 Z 文字 列 3 


テキ スト n 行 を メモ リー バッ ファ に と りこ み ま す 。 
(n=# で 全 テ キス ト , リロ (0 で メモ リー バッ ファ の 半分 ) 


編集 綴 了 。 エディ イツ トバ ッ フ アタ の テキ スト を ディ スク に セー プ ブ し て 
CP/M に 戻り ます 。 


編集 終了 。 テキ スト を セー ブレ し , メモ リー バッ ファ を クリ ア し て 再 
び 同 一 ファ イル 名 で ED を 起動 し ます 。 


編集 中 止 。 一 切 を 中 断 し て , 最初 に ED を 起動 し た 状態 に 戻り ます 。 


編集 中 止 。 オ リ ジ ナ ルフ ァイル は 何 も 変 更 さ れず , CP/M に 戻り ます 。 


ーー 


エディ ツ ト バ ッ ツ フ ァ の テキ スト T 行 を テン ポラ リフ ァイル 
“filename. お お $ お "に セー ブ し ます 。 セ ー ブ し た い n 行 は エディ ツ 
トバ ッ フ ァ ガ ら 削 除 さ れ ま す 。 


CP を テキ スト の 最初 また は 最後 (一 巳 ) に 秘 動 し ます 。 


CP を I 文 字 分 前 進ま た は バッ ツク (一 nC) し ます 。 


CP を 土 行 物 動 し , その 行 の 先頭 に セツ ト し ます 。 


CP を 土 n 行 移動 し , その 行 を タイ プア ウト し ます 。 


CP を ライ ン n の 先頭 に セツ ト し ます 。 


CP 位置 の 行 を タイ プア ウト し ます 。(〈L T と 同じ で す ) 


CP 位置 に テキ スト 挿入 を 開始 し ます 。 (ハン Z で 解除 し ます 。) 


CP 位置 お ら 土 文 字 削 除 し ます 。 


CP 位置 か ら 土 n 行 削除 し ます 。 


CP 以後 の メモ リー バッ ファ に ある テキ スト で , 番目 の 指定 文字 
列 の 最後 に CP を 移動 し ます 


CP 以後 の 全 テ キス ト に 対す る 同上 の 機能 で す 


CP 以後 , 文字 列 1 を 文字 列 2 に 変更 する の を ni 回 繰り 返し ます 。 


CP 以後 , 文字 列 1 ガ ら 文字 列 3 まで を 文 守 列 2 に 変更 する の を 「i 
回 繰り 返し ます 。 


U り コマ ンド 以後 , 入力 する 文字 を すべ て 大 文字 に 変換 し ます 。 
(一 U で 解除 ) 


CP 位置 か ら 土 ロペ ー ジ 分 を コン ソー ル に タイ プ カ アウト し ます 。 


CP 位置 から 土 n 行 を タイ プア ウト し ます 。 


行 番号 を 表示 する モー ド , 表示 し な い モ ー ド (一 V) に し ます 。 


| CP 位置 より n 行 を テン ポラ リフ ァイル X$$SSSSS. LIB" と レ 
て セー プ し ます 。 通常 , この 後 員 コマ ンド を 使用 レ し ます 。 


CP 位置 より , “XS$S$$$$. LIB" フラ イル の 内 容 を 挿入 し ま 
すず 。 


CP 位置 より Command を 回 繰り 返し ます 。 


nMcommand 


(n を 省略 する と バッツ ファ の 最後 まで 繰り 返し ます 。) 


行 番号 n よ り command を 実行 し ます 。 
行 番号 まで Command を 実行 し ます 。 
_n1: :n2 _ 調 1 を 
行 番号 1 から n2 ま で command を 実行 し ます 。 
CoOmmand 


注 )・CP は キヤ ラフ クタ ポイ ンタ の 昭 で す 。 
・ 土 の 十 の 場合 は 十 記 号 を 省略 で きま す 。 
・n が 1 の と き , この 1 は 省略 で きま す 。 
・ 攻 コマ ンド は 並べ て 記述 する こと が で きま す 。 例 B10T 
・ 編集 文 で 小文字 を 使用 する 場合 , コマ ンド は 小文字 で 入力 し て くだ さい 。 


ED は, コマ ンド が 完全 に 実行 で き な ガ つ だ 場合 , 次 の エラ ー メ ツ セ ー ジ を 出力 し ます 。 


BREAK “#? AT 
ーーーー エ ラー 種別 


エラ ー メ ツ セ ー ジ が ガ が 出力 され だ ライ ン に 関し て は , コマ ンド は 実行 され ね ず に も と の まま の 内 
容 を 保つ て いま す 。 
エラ ー メ ツ セ ー ジ に は , 次 の 種類 が あり ます 。 


コマ ンド ガ 間 違 つ て いる 。 


エディ ツ ト ・ バ パッ ファ が いつ ぱい に な つ だ ガ F, N, S コ マン ド の 
文字 列 が 長 す ぎる 。 


指定 回 数 分 の コマ ンド の 実行 が で き な い 。 


R コ マン ド 実 行 で , LIB ファ イル を オー プン で き な い 。 
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ASM (8080 ア セン ブラ ) 


〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 〉 


ASMd : fllename 
アセ ンプ ブリ 言語 で 書 お れ だ ソー ス フ ァ イル (filename. ASM) を アセ ンプ ブ 
ルレ し , 生成 され だ HEX ファ イル と PRN ファ イル を 同じ ディ スク 上 に セー 
プ ブ し ます 。 


d : ASM_ーfilename. Shp 
*s” で 指定 され る ドラ イブ 上 の ソー ス フ ァ イル を アセ ンプ ブ ルレ し , “h" で 指 
定 さ れる ドラ イブ に HEX ファ イル を , “D" で 指定 され ね る ドラ イブ に PRN 
ファ イル を 出力 し ます 。 


注 ) ASM. COM ガロ ブイ ン デ ィ ス ク 上 に ある 場合 , d : は 省略 で きま す 。 


例 1 | この 例 で は , DUMP. ASM と いう ファ イル を アセ ン ブ ル し ます 。 


アセ ンプ ブル の 実行 
4 
PP *GOM :。 DOMp ASM 
A>ASM DUMP @ 
CP/M ASSEMBLER - VER 2.9 
ーーー 
和 科 ー に ーーーーーーーーーーー の 
END OF ASSEMBLY 
PP 
A: DUMP COM : DUMP ASM : DUMP PRN : DOMP HEX 


A> 


④ フ ァイル を 確認 し ます 


②@ ア セン ブル し たい ファ イル 名 (で *……. ASM" に 限り ます 。) を 指定 し て アセ ンプ ブル を 実行 
し ます 。 (この と き , エク ステ ンション の " ASM" は 入力 し ませ ん 。) 


③ ア セン ブル プロ ブラ ム の 最終 番地 より 1 番 高 い ア ドレ ス を 表示 し て いま す 。 
②④ プ ログ ブラ ム で 使用 し て いる シン ボリ ッ ク フク テー ブル *" の 使用 量 を 表示 し て いま す 。 
⑤ ア セン ブル に より の , DUMP. PRN と DUMP. HEX の フタ イル が 生成 され て いま す 。 


* 1) シン ボリ ッ ク テ ー ブ ル と は ソー スプ ロブ ラム 中 で 使用 まれ だ ラベ ル や 記号 と , そ 
れ に 対応 す る アド レス を 示す 表 で す 。00--FF まで の 値 を と り ま す 。 


HEX ファ イル | イン テル HEX 形式 の ファ イル は , 次 の 項 で 解説 する LOAD プロ ブラ ム に よっ つて , 直接 実 
行 可能 な マシ ン 語 コー ド に 変換 する こと が で きま す 。 
例 1 で 生成 され だ た DUMP. HEX ファ イル の 内 容 を , TYPE コマ ンド で 見 る こと が で き 
ます 。 

・DUMP. HEX ファ イル 


④@ ⑨ @ に ) @ 


① レ コー ド マ ー ク …… レ コー ド の 始ま り を 示し ます 


ーー ツ 績 ide デー タ 量 を バイ ト 単 位 で 表わす レコ ー ド 長 を 示し ます 

③ ア ドレ ス ……(…… ロー ド 開 始 ア ドレ ス 

D 間 穫 ………… つ on レコ ー ド の 性 質 を 表わし ます が , 本 CP/M で は 使用 し な い の で 常に 00 
に な り ま す 

本 ああ uteddK メモ リ に ロー ド さ れる デー タ の 部 分 


チエ ツジ が Rssccy レコ ー ド 長 ガ ら デ ー タ の 最後 まで の チエ ッ ク サ ムコ ー ド 
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PRN ファ イル | PRN ファ イル は , ソー ス フ ァ イル の 左 に 名 ステ ー ト メン ト の マシ ンコ ー ド や エラ ー メ ッ セ ー 
ジ な ど ご を 付加 し た リス ト フ ァイル で す 。 
例 1 で 生成 され だ DUMP. PRN ファ イル の 内 容 を TYPE コマ ンド で 見 る こと が で きま す 。 
・DUMP. PRN ファ イル 


A>TYPE DUMP.PRN < 


FTLE DUMP PROGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN 


H COPYRTGHT (C) 1975, 1976, 1977, 1978 
5 DIGITAL RESEARCH 

H BOX 579, PACIFTC GROVE 

H CALIFORNTA, 93959 


9199 ORG 199H 

9995 = BDOS EQU 9995H :DOS ENTRY POINT 

9991 = CONS EQU 店 :READ CONSOLE 

9992 = TYPEF EQU 2 iTYPE FUNCTION 

9999 = PRINTF EQU 9 : BUFFER PRINT ENTRY 

999B = BRKF EQU 直流 : BREAK KEY FUNCTION (TRUE IF CHAR REA 

999F = OPENF EQU 15 :FILE OPEN 

9914 = READF EQU 29 jREAD FUNCTION 

995C = FCB EQU 5CH jiFILE CONTROL BLOCK ADDRESS 

9989 = BUFF EQU 89H : INPUT DISK BUFFER ADDRESS 
H NON GRAPHTC CHARACTERS 

999D = CR EQU 9DH :CARRIAGE RETURN 

999A = LF EQU 9AH jLINE FEED 


PRN フ ァイル 内 の | プロ プラ ム に エラ ー が 存在 する 場合 は , エラ ー メ ッ セ ー ジ が PRIN ファ イル の 左端 に アル フ 
エラ ー メ ツ セ ー ジ | ベット 1 文字 で 表示 され ます 。 エ ラー の ある 行 は , コン ソー ル に も 出力 され ます の で , ソ 
ー ス を リス ト ア ウト し て エラ ー の ある 行 を 探す 秘 要 は あり ませ ん 。 

エラ ー コ ー ド は 次 の と お り で す 。 


デー タス テー トメ ント 中 の デー タ が 定め られ だ デー タ 領 域 に 
な い 場 合 に 表示 され ます 


XpreSSion エラ ー| 式 の 形 が 間違っ つて いる 場合 に 表示 され ます 
LaDe| エラ ー ラベ ル が 定義 S8 れ て いな い 場 合 ま だ は , ラベ ル の 二 重 定義 が 
ある 場合 に 表示 され ます 。 


マク ロア セン ブラ (だ と えば MAO) に 含ま れ ね て いて も , 現 
在 の AGM に 芝 ま れ て いな い 機能 を 使 つ を と き に , メッ セー 
ジ を 表示 し ます 。 


Overflow エラ ー 式 が 複雑 すぎ る (演算 子 ガ 多 す ぎる 場合 な ご ど ) だ め に 計算 で き 
な い 場 合 に 表示 され ます 。 


PRaS6 ポラ デー 1 バス と 2 バス に お いて , 同じ ラベ ル の 値 が 用 いら れ な ガ つ 
だ 場合 に 表示 され ます 。 


RegiSter エラ ー レジ スタ と し て 定義 し た 数 値 が ガオ ペレ ーション コー ド で 許さ 
れ て いな い 場 合 に 表示 され ます 


Syntax エラ ー ステ ー ト メン ト が 定型 外 で ある 場合 に 表示 され ます 


Value エラ ー 式 の 中 の オペ ラン ドガ 適切 な 形 で な い 場 合 に 表示 され ます 


ASM コマ ンド の 
書式 に つい て 


例 1 で は , ロブ イン ディ スク の ファ イル を アセ ン ブ ル し て , HEX ファ イル も PRIN ファ イ 
ル も ロブ イン ディ スク に 生成 し まし た が , 次 の よう な 書式 で 指定 する こと も で きま す 。 


d : ASM っ ファ イル 名 . ShO 


(Oo 盾 SAS ASM. COM の ある ドラ イブ 名 (ロブ イン ディ スク 上 に ある 場合 は 省略 で きま す ) 
に ソー ス フ ァ イル が ガ 入 つて いる ドラ イブ 
ジン HEX ファ イル を 生成 する ドラ イブ 
Z を 指定 する と HEX ファ イル は 生成 され ませ ん 
語 人 3e PRN ファ イル を 生成 する ドラ イブ 
X を 指定 する と PRN フタ ァイル は コン ソー ル に 出力 され ます 
Z を 指定 する と PRN ファ イル は 生成 され ませ ん 
*ShO" が 省略 され る と , すべ て ロブ イン ディ スク ガ 指 定 さ れ ね だ こと に な のり ます 
例え ば , 


A>B : ASMDUMP. ABX 
と 指定 する と , ドラ イブ に ある ASM. COM プロ ブラ ム を 起動 し て , ドラ イブ A に ある 


ソー スプ ログ ラム "DUMP. ASM' を アセ ン ブ ル し レ , HEX ファ イル を ドラ イブ 日 に 生成 , 
PRIN ファ イル を コン ソー ル 出 力 す る と いう 意味 に な り ま す 。 
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LOAD (HEX フラ イル か ら COM ファ イル へ の 変換 コマ ンド ) 


| (コマ ンド 形式 ・ 機能) 
LOADd : flename 


イン テル 形式 の オブ ジ エ ク ト フ ァイル (filenarme. HEX) を 読み 込み 実行 
可能 な マシ ン オ ブ ジ エク フト フ ァイル (filename. COM) を 生成 し ます 。 


注 ) ロブ イン ディ スク を 取り 扱う 場合 は : を 省略 で きま す 。 


ASM で 作成 され だ HEX 形式 の フラ ァイル は その まま で は 実行 され ませ ん 。 
LOAD コマ ンド は HEX ファ イル を 実行 可能 な マシ ン 語 の COM 形式 ファ イル に 変換 し て 同一 デ 
ィ ス フク 上 に セー プ し ます 。 


例 | アビ セン ブ ラ で 作成 され た DUMP. HEX の マシ ン オ ブ ジ エフ クト ファ イル を 生成 し ます 


直接 実行 可能 な 
オプ ジェ エグ クト ラフ 6 9. HEX=DUMP. 1 」 
イル の 作成 6 HEX 


A: D 
A>LOAD D コーーー ーー ーーー ーー ーー ーー の 


ETRST ADDRESS 9199 
LAST ADDRESS 9212 
BYTES READ 9@113| - sa 
RECORDS WRITTEN 93 


高み 朋 ERD 4 ーー モニ ーー トー ーー 
A: D HEX : D COM 
A> | 


① 同 一 ディ スク 上 に すでに DUMP. COM フラ ァイル が ある の で , ファ イル 名 を "D. HEX" 
に 変更 し ます 。 


⑨LOAD コマ ンド を 実行 し ます 。 


③ プ ログ ブラム の 先頭 番地 が , 100H 番地 , 
プロ グラム の 最終 番地 が , 212H 番地 , 
合計 で 113H バイ ト 読 まれ だ こと を 示し , 
最後 に , デ ィ ス ク の 3 レコ ー ド 128X 3 三 384 ニ 180H バイ ト に ファ イル ガ 記 録 さ れ だ こと 
を 示し て いま す 。 ご の と き 残 り , 180 け 一 113H=6DH バイ ト に は 00H ガ 書 きこ まれ て いま 
9 す 。 


④⑧D. COM と いう マシ ン 語 ファ イル が 生成 され た こと を 確認 し て いま す 。 
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| 6 | DDT (8080 テ バッ カ ) 
〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 〉 
人 人 包 恥 起 
DDT プロ ブラ ム を 起動 し ます 。 


2. DDTーd : fllename. ext 
DDT プロ ブラ ム を 起動 し て 指定 ファ イル を メモ リー に ロー ド し ます 。 


注 1) HEX ファ イル は ファ イル に 指定 され ね だ ロー ドア ドレ ス へ , マシ ン オ ブ ジ エク ト に 変換 され て 品 
ー ド され ます 。 
注 2) ロブ インデ ィ ス ク を 取り 扱う 場合 は d : を 省略 で きま す 。 ] 


DDT プロ グラ ム は , プロ グラ ム が 正しく 動く か どう ガ を 調べ る ため の プロ グラ ム で , 次 の よう な 豊 
富 な 機能 で プロ プラ ム を テス ト す る こと が で きま す 。 


コマ ンド 


メモ リー に プロ グラ ム を アセ ンプ ブリ 言 語 で 書き 込み ます 。 


DDT コマ ンド 一 覧 


※) フラ ァイル コン トロ ー ル ・ プ ロッ ク と は , CP/M ガ フ ァイル の 名 種 操作 を する だ め に め 要 
な ファ イル や その ファ イル の ディ スク 上 の 格納 場所 な おど, フラ イル に 関す る すべ て の 情 
報 を も つ を プロ ッ ク の こと で す 。 


な お , コマ ンド の 詳し い 形 式 に つい て は , 付録 の コマ ンド 一 覧 を 参照 し て べく だ さい 。 


69 


70 


コマ ンド 実行 例 | 例 と し て , DUMP. COM ファ イル を テス ト し ます 。 


ie 
A>DDT DUMP.CONM 3 


@④ 

DDT VERS 2.2 
NEYT PC 
9399 9109 
=-L109 < @ 

6100  LXTI H,0099 

9193 DAD SpP 

96104 SHLD 0215 

9107  LX1T  SP,9257 

919A CALL 91C1 

910D CPI FEF 

919F  JNZ 911B 

6112  LXT D,01F3 

9115 CALL 919C 

6118 JMP 9151 

611B MVT 4,86 
吉本 4 ③ 
CO0Z0MOEOTO A=00 B=O090 D=09009 H=9909 S=9109 P=O109 LXT H,99096 
=T5 d 
C9Z9MOEOTO A=09 B=O000 D=0099 H=9090 S=0100 P= の 100 LNI Hoo99 
C0Z9MOEOTO A=09 B=0999 D=O099 H=0009 S=91906 P=9O193 DAD SpP 
C0Z9MOEOTO A=99 B=O000 D=0909 H=O199 S=G190 P=O104 SHLD 0215 
C0Z9MOEOTO A=00 B=O900 D=O000 H=9109 S=O100 P=O197 LXT SP,0257 
C0Z0NMOEOTO A=99 B=O990 D=0990 H=O100 S=9257 P=919A CALL 91C1*91C1 
9109 21 69 d』 
9191 99 』 
@102 6 < 
9193 39 99 
9104 22 90 』 
9105 15 99 』 
9196 92 60 』 
9197 31 99 』 
9198 57 99 
9199 62 99 』 
@619A CD . < 
-D100,12F @ 
の 100 60 99 09 0@ OO 60 00 69 90 90 CD C1 91 FE FE C2 aaaipaeieceiN 近 ani の 
96110 1B の 1 11 F3 01 CD 9C の @1 C3 51 91 3E 8 32 13 02 を Ni 人 
9129 21 99 960 E5 CD 4A2 91 E1 DA 51 91 47 7D E6 9F C2 !・・JO「.b\Q.G】 "(ウツ 
こ A106 ② 
0199  JMP 9909 < 
6193 MVI A,FFd 
61065 TINR A 』 
9106 NOP d』 
9167 
=D199,10F 
6100 C3 0 6 3E FF 3C 00 9@0 00 69 CD C1 91 FE FEF C2 テ ..〉. く <,。.。..^ へ チ は 
-F110,13F ,FF」 に ) 
-D160,13F 』 
9100 C3 00 90 3E FF 3C 60 9 90 60 CD C1 01 FE FF C2 テ ..>.<.. Po 
9110 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FE FE ..。....。 ロー 
0120 FF FF FF FF FF FEF FF FF FF FF FE FF FF FF EF FEF .。.。...... DID < 
の 301JRERG お お EBIRRT REPEEGEE RE EREUPEHRESI 記 仙山 下 0 人 SE IE OU 2 


-GO 」 


④DDT に ファ イル 名 を 入れ て 起動 する と , プロ ブラム が ガ テ ス ト で きる 状態 に な り ま す 。 


②L し コマ ンド で メモ リー の 内 容 を 逆 ア セン ブル し ます 。 この 例 の よう に 最終 アド レス を 指定 
し な い 場 合 は , 11 ラ イン 分 逆 カ アセ ン ブ ル し ます 。 ( 例 で は 100H 番地 ガ ら 行 な つ て いま す 。) 
この 場合 , 例え ば Laaaa, DDDD と する と アド レス gggH 番地 お がら DDDDH 番地 ま 
で 逆 ア セン ブル し ます 。 


③ メ コマ ンド で CPU の 状態 を 調べ ます 。 
内 容 は フラ ブレ ジス タ , 名 レジ スタ , スタ ッ フ ポイ ンタ , プロ ブラム カウンタ の 示す メモ 
リー の 症 令 を 表示 し ます 。 


A=00 Bー0000 D=0000 =0000 | | S=0100 
スタ ッ ウ 


名 レジ スタ 


ポイ ンタ 


④②T コ マン ド で プロ グラ ム を 1 ステ ッ プ ずつ テス ト し ます 。 
表示 内 容 は , X コ マン ド と 同じ で す 。 例 で は プロ ブラ ム を 5 ステ ッ プ 分 テス ト し て いま す 。 


⑤S コ マン ド で メモ リー の 内 容 の 表示 と 変更 を し ます 。 左側 に 表示 され て いる 内 容 を キー 入 
力 し た 値 に 変更 し ます 。 例 で は , メモ リー の 100H 番地 か ら 109H 番地 まで デー タ を 書き 込 
ん で いま す 。 デ ー タ の 入力 は 1 バイ ト 入 力 ご と に 3 を 入力 し , スキ ッ プ する と き は のみ 
入力 し ます 。 
コマ ンド か が ら ぬ け 出 す に は . (ピリ オド ) < を 入力 し ます 。 


⑥⑧D コ マン ド で メモ リー の 内 容 を 表示 し ます 。 表示 は 左側 が 16 進 表示 , 右側 ガ が アスキー 表示 
と な つて いま す 。 例 で は 100H 番地 がら 12FH 番地 まで を 表示 し て いま す 。 
この 場合 , 終了 アド レス を 省略 する と 12 行 分 アン プ し ます 。 


②A コ マン ド で メモ リー に プロ プラ ム を アセ ンプ リ 言 語 で 入力 し ます 。 1 つ 命 令 を 入力 する 
ご と に “を 入力 し , コマ ンド ガ ら ぬけ る に は ゞ の み を 入力 し ます 。 
例 で は 100H 番地 か ら 106H 番地 まで アセ ンプ リ 言 語 で 入力 し , D コ マン ド で 入力 プロ プラ 
ム を 確認 し て いま す 。 


⑧F コ マン ド で メモ リー の ある 領域 を 指定 デー タ で 満た し ます 。 例 で は 110H 番 地 が ら 13FH 
番地 まで を FFH で 満た し , D コ マン ド で 確認 し て いま す 。 


③G コ マン ド で プロ ブラム を 実行 し ます 。 例 の よう に 0 番地 を 実行 する と リブ ー ト し て CP/ 
M シス テム に 戻り ます 。 
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DUMP (ディ スク フフ ァイル の 16 進 出 カ コマ ンド ) 
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〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 〉 


DUMPd : fllename. ext 
ファ イル の 内 容 を 16 進 コマ ンド で コン ソー ル に 出力 し ます 。 


注 ) ログ イン ディ スク を 取り 扱う 場合 は : を 省略 で きま す 。 


COM 形式 の ファ イル な ど は , TYPE や PIP で 内 容 を 表示 させ て も 完全 に は 表示 され ませ ん 。 
DUMP を 使用 すれ ば 次 の 例 の よう に 表示 させ る こと が で きま す 。 


DUMP コマ ンド | 例 で ご は, DUMP. COM, つま り DUMP 自身 の ファ イル を 16 進 コー ド 出 力 し て いま す 。 
で 表示 し だ 例 


A>DUMP DUMP. COM. 


司 1 
アド レス 部 分 デー タ 部 分 


・DUMP コマ ンド の アド レス 部 分 の 表示 は , 0000H か ら 始 まり ます 。 
すべ て の ファ イル 形式 に つい て 使用 可能 と な つて いま す 。 


・ コンソール 出力 の 途中 で 何 ガ キー を 入力 する と CP/M シス テム に 戻り ます 。 


・ 表 示 を 一 時 停止 する に は [CTRL | [|, 表示 を 再開 する に は も う 一 度 [CTRL|+ [S] を 
入力 し ます 。 


(バッ チ 負 理 コマ ンド ) 


| 8 | SUBMIT 


ーー 
〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 〉 
1. SUBMIT filename 
サブ ミッ ツ ト フ ァイル `fllename. SUB” の 内 容 を バッ ツチ 処 理 し ます 。 


P1, P2…… は サブ ミッ ト フ ァイル 中 の 代用 パラ メー タ で S1. S2…… に 代 
入 さ れ て バッ ツチ 処理 が 行なわ む ま す 。 


注 1) バッ チ 処 理 と は , ある 量 の 仕事 を 集め て お いて ガ ら ー 括 し て 負 理 する 亡 法 の こと で す 。 
注 2) サブ ミツ ト フ ァイル は ドラ イブ A に な けれ ば な り ま せん 。 


SUBMIT コマ ンド は , いく つか の CP/M コマ ンド や COM 形式 ファ イル を 実行 順に 並べ て 作業 
手順 を 設定 し て お く こ と で , 自動 的 に 作業 を 行 な つ っ て くれ る コマ ンド で す 。 作業 手順 の 設定 は WM 
(ワー ド マ ス ター) あ る い は ED で サ プ ミ ッ ト フ ァイル (filename. SUB) を 作成 し て 行ない ます 。 


例 1 | あら みじめ サブ ミッ ト フ ァイル を 作成 し て お きま す 。 フ ァイル 名 は 任意 の も の を つけ られ ま 
作業 手順 の 設定 | す が , エフ ステ ンション は ゆめ ず SUB* を 指定 し ます 。 


A>TYPE EX9.SUB コーー① 
DIR DEX.* 

PITP DEX. ASM=DUMP. ASM ④ は あら か が じ め WM (ある い は ED) で 作成 し 
10AD DEX だ 作業 手順 を TYPE コマ ンド で タイ プア ウト レ 
DIR DEX.* だ も の で す 


A> 


例 2 | 作業 手順 EX0.SGUB を SGUBMIT コマ ンド で 自動 処理 し て いる 実行 例 で す 。 


SUBMIT の 
実行 例 A>SUBMITT EX の ゞ 
A>DIR DEX.* 
NO FILE 


A>PIP DEX. ASM=DUMP. ASM 


A>ASM DEX 
CP/M ASSEMBLER - VER 2.9 
257 


991H USE FACTOR 
END OF ASSEMBLY 


A>LOAD DEX 


FIRST ADDRESS 9199 
LAST ADDRESS 9212 
BYTES READ 9113 
RECORDS WRITTEN 93 


A>DIR DEX.* 
A: DEX ASM : DEX PRN : DEX HEX : DEX COM 


A> 
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例 3 
パラ メー タ を 使用 
レ だ 場合 


例 2 で は 特定 の フラ イル に 対し て し が SUBMIT を 実行 する こと が で きま せん で し た が , こ 
の 例 の お 1。 お 2 の よう な お 記号 を 使用 する こと に より 任意 の ファ イル に 対し て 作業 を 行なう ご 
と が で きま す 。 


A>TYPE EX1.SUB < 
DIR $1.* 


1 『 ASM=$2.ASM| 1 と お 2 に は SUBMIT 実行 時 に 指定 する ファ 


LOAD $1 
生生 イル 名 が 入り ます 。 


A> 


お 1 に “DEX1?,。 お 2 に ヾ DUMP" を 指定 し て 実行 する と , 例 2 と 全く 同じ 作業 を 行ない ます 。 


A>SUBMIT EX1 DEX1 DUMP < 


A>DIR DEX1.* 
NO FILE 
A>PIP DEX1.ASM=DUMP. ASM 


A>ASM DEX1 

CP/M ASSEMBLER - VER 2.9 
9257 

991H USE FACTOR 

END OF ASSEMBLY 


A>LOAD DEX1 


FIRST ADDRESS 9199 
LAST ADDRESS 9212 
BYTES READ 9113 
RECORDS WRITTEN 93 


A>DIR DEX1.* 
A: DEX1 ASM : DEX1 PRN : DEX1 HEX : DEX1 COM 
A> 


| 9 | XSUB (拡張 バッ チ 処 理 コ マン ド ) 


〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 
ダイ レク ト 実 行 モ ー ド は あり ませ ん 。 


SUBMIT の 拡張 コマ ンド と し て , サブ ミッ ツ ト フ ァイル の 最初 に 宣言 文 の よう お 形 
式 で 入り ます 。 


XSUB コマ ンド は , トラ ンジ ェ ン トコ マン ド 内 の キー 入力 手順 の 指示 まで も 自動 処理 する こと が で 
きる コマ ンド で , サ プ ミ ッ ト フ ァイル の 最初 に 入れ て お きま す 。 


例 


XSUB の 実行 例 ATYPE EXX.SUB ① は エディ イタ で あら か じ め 作 成 し だ 作業 手順 を 


TYPE コマ ンド で タイ プア ウト し た も の で す 。 


PT 13F ① ご この ファ イル で は 最初 に XSUB を 宣言 し だ こと 

G9 に よ つ っ て, DDT 内 の D, L, G と いつ だ 難 コ 

A> マン ド ま で 指定 で きる よう に な つて いま す 。 ご 
れ ら の コマ ンド も SUBMIT コマ ンド で 自動 的 
に 負 理 され ます 。 


A>SUBMTT EX DUMP.COKM 


A>XSUB 


A>DDT DUMP .COM 


9399 9109 
-D190,13F 


619 の 9 21 99 の 9 39 22 15 92 31 57 02 CD C1 91 FE FF C2 !。.9"..1W.A チ "(ウツ 
9116 1B 61 11 F3 91 CD 9C @1 C3 51 91 3E 8 32 13 92 .。.。"(^"( テ Q.>"(。、 
0129 21 90 0 E5 CD A2 91 E1 DA 51 1 47 7D E6 の F C2 !..JOr.b*Q.G】"( ツ 
9136 44 @1 CD 72 91 CD 59 61 の F DA 51 9@1 7C CD 8F 91 D.^r.^ へ Y。. レ し Q. 1 へ" ( 
-L1099 


0199  LXT H,9099 
9193 DAD = 
0104 SHLD 9215 
9197 LXT SP,9257 
919A CALL 91C1 
616D CPI FF 
910F JNZ 911B 
9112  LXT  D,91F3 
9115 CALL 919C 
9118 JMP の @151 
911B MVI 4A,86 
-G9 


(sub active ) 
A> 
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MOVCPM 
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(CP/M シス テム の メモ リー サイ ズ 変 更 コ マン ド ) 


〈 コ マン ド 形 式 ・ 機 能 〉 


MOVCPM On * 
CP/M シス テム の BIOS サイ ズ を 変更 する 場合 に 使用 する コマ ンド で す 。 
n : CP/M シス テム の メモ リー サイ ズ (20sns56) 


MOVCPM は , アプ リケーション の 開発 に お いて , COP/M の BIOS サイ ズ を 変更 する 必要 が ある 
合 な ど に 使用 する コマ ンド で す 。 

MOVCPM を 使用 する 場合 に は 本 シス テム の BIOS ソー スプ ログ ラム で ある ヾ BIOS. MAC* を 

変更 する 必要 が あり ます 。 こ の BIOS. MAC は Z80 ニ ー モ ニッ フン 表記 の アセ ンプ ラ で 書か れ て お の 

ます の で , これ を アカ アセンブル し レ し, リロ ケー ト す る だ め に は Z80 ニ ー モ ニッ 用 の アセ ンプ ラ , リン 

カ ガ 必 要 と な り ま す 。(turbo CP/M に は イン テル ニー モニ ッ ン 用 アセ ンプ ラバ ASM. COM" の 

の み 付 属し て お り ま す 。) MOVCPM の 具体 的 な 使用 方 法 は 以下 の と お り で す 。 


ワー ド マ ス ター を 使用 し て , BIOS ソー スプ ロブ ラム で ある \BIOS. MAC* の BDOS 
や CCP, BIOS の エン トリ ー ア ドレ ス 及 び CP/M サイ ズ を 変更 し ます 。( フ ー ド マス ター 
の 使用 万 法 に つい て は , 第 13 章 「 ワ ー ド マス ター」 を 参照 し て くだ さい 。) 
変更 ケ所 に つい て は P79 を 参照 し て くだ さい 。 


まず, ワー ド マ ス ター を 起動 し ます 。 
A>WMTBIOS.MAC 
と 入力 し て くだ さい 。 ワ ー ド マス ター の メ ツ セー ジ 画 面 が で て きま す の で , 読み 終え だ ら 


何 ガ キー を 入力 し て ぐだ さい 。 
BIOS. MAC の プロ プラム が 表示 され 編集 可能 な 状態 に な おり ます 。 


② ま ず , Z80 ニ ー モ ニッ ク 用 ア セン ブラ を 使用 し て ④① で 変更 し た BIOS. MAC ファ イル を ア 
セン ブル し , 次 に Z80 ニ ー モ ニッ ク 用 リン カ を 使用 し て , CP/M シス テム で , 実行 可能 な 
BIOS. COM フタ イル を ディ スク に 作成 し ます 。 
ドラ イブ B に 「MACRO 一 80」 (マイ クロ ソフ ト 社 ) を セッ ト し た だ 実行 例 を 示し ます 。 


A>B:M8@ =BTOS * 


A>B:L8 の 9 /P:199, BITOS, BIOS/E/N * 


③MOVCPM コマ ンド を 使用 し て , CP/M シス テム (COP., BDOS 部 分 な ど ) を TPA 
(トラ ンジ ェ エン ト プ ロ グラ ム エ リ ア ) に リロ ケー に し ます 。 ご こ で リロ ケー ト さ れ だ CCOP 
は メイ ン メ モリ 上 の 0980H-117FH に , BDOS は , 1180Hー1F7FH に 配置 され ます 。 ま 
だ, BIOS ( 現 段 階 で は 使用 不可 能 な だ め , ④ の ディ スク セー ブ の 対象 に は な り ま せん 。) に 
つい て は , 1F80H 以降 に 配置 され ます 。 


A>MOVCPM 52 * < 


CONSTRUCTING 52k CP/M vers 2.2 
READY FOR "SYSGEN” OR 
ZSAVE 34 CPM52.COM? 


SAVE コマ ンド を 使用 し て ③ で リロ ケー ト さ れ だ COP/M シス テム を ディ スク に セー プレ 
ます 。 な お , ③ で リロ ケー ト さ れ た だ CP/M シス テム 〈BIOS 部 は 除き ます ) は , メイ ン 
メモ リ の 0100Hー1F7FH( こ の 中 に は CCP, _BDOS の 他 に , SYSGEN コマ ンド 等 の 
プロ ブラム エリ ア も 含ま れ ま す ) に 存在 し て いる の で , セー プ ブ す る ファ イル の ペー ジ 数 は 
34 ペ ー ジ (1 ペー ジ =256 バ イト ) に な り ま す 。 


A>SAVE 34 CPM52.COM + 


⑤ ま ざ ず DDT コマ ンド を 起動 し て , @ で セー プ し た ファ イル を メモ リー に 読み 込み ます 。 次 
に DDT の | コマ ンド で メモ リ 上 の FCB( フ タイ ルコ ント ロー ルプ ブロ ッ ク ) に , @ で 作成 
し た BIOS. COM ファ イル を 登録 し ます 。 そ の 後 , DDT の Rh コマ ンド で メイ ン メ モリ 
上 の 1F80H より BIOS. COM フタ イル を 読み 込み ます 。 

(だ だ し , リン カ を 使用 し て BIOS. COM を 0100H より 実行 で きる よう に し だ 場合 は , 1E80 
H より プロ ブラ ム を 読み 込ま せま す 。) 


以上 で TPA 領域 に メモ リー サイ ズ を 変更 し だ 新しい CP/M シス テム が ガ 生成 され ます 。 
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⑥⑤ で 生成 され だ CP/M シス テム を SAVE コマ ンド で ディ スク に セー ブ し ます 。 な お , 生 
成 さ れ た CP/M シス テム は , CCP, BDOS, BIOS( そ の 他 に , SYSGEN コマ ンド 
等 の プロ プラム エリ ア も 含ま れ ね ます) ガ ら 成 つ て お り , セー プ す る ファ イル の ペー ジ 数 
は 52 ペ ー ジ に な り ま す 。 


⑦ 最 後に SYSGEN コマ ンド で , メモ リー サイ ズ を 変更 し だ 新しい CP/M シス テム を デ 
イス ク に 生成 する こと が で きま す 。 


BIOS. MAC ファ イル は , 次 の 4 ケ所 を 変更 し ます 。 下 の リ スト と 表 を 参照 し て て だ さい 。 


( 


BDOSJP EQU 9CC96H 
CCP EQU 9C4099H 


( 


-PHASE 9DA99H 


TTLMES: DB ^56K CP/M Version 2.2 for SHARP X1 turbo [Rel. 1.9]*, 13,19 
DB 任 g Copyright (C) by Digital Research", 13, 19 


| 。 


テム 


BR ュ eBR9E。| 289 


| 
還 上 ccpu | 0C4od | cox1 | 5 
間 還 9 | 0c4oeH 0BC00H 0D200H 54K 
59| 0cooeH 0B800H 0OE00H 53K 
還 思 tscwn | cmxen | cm | 


変更 が 終わ の り ま し た ら , [ESC] を 押し だ 後 , [EE] を 入力 し て ワー ド マ ス ター を 終了 し ます 。 
※ メ モリ ー サ イズ を n (mn=20ー56 ま で の 整数 ) キ ロバ イト と する と 沖 エ ント リー アド レス は 
炊 の 式 で 計算 で きま す 。 
CCP=nー20) x1024 十 3400H 
BDOSJP=CCP+806H 
BIOS=CCP+1600H 
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第 ノ 章 
turbo CP/M 強 化 コ マン ド 


STARTUP (turbo CP/M 起動 時 の 初期 設定 ) 


STARTUP コマ ンド は , turbo CP/M 起動 時 に 自動 的 に 実行 され る プロ グラ ム で , 下記 の 7 項 
目 の 各 種 バ ラメ ー タ の 初期 設定 を 行ない ます 。 ま ただ, 設定 内 容 の 変更 も 行なえ ます 。 


. ファ ンク ショ ン キ ー の 設定 

. 先行 キー 入力 (GTARTUP 実行 後 , 自動 的 に タイ プ さ れる キー 入力 ) の 設定 
. RS-232C の パラ メー タ 設 定 

. プ リン 設定 

。 コー ザー DPB の パラ メー タダ 設定 

. 初期 IOBYTE の 設定 

/. 非 漢字 モー ド , 漢字 モー ド (KMODE 0, 1 ) の 設定 


ーー STARTUP の コマ ンド は 起動 と 同時 に 実行 ミ され ます が , も し CP/M 使用 中 に も う 1 度 初 
期 設 定 が 必要 に な つ だ 場合 は , STARTUP」 と 入力 すれ ば 実行 され ます 。 
デー タ の 設定 変更 | 設定 デー タ の 変更 は メニ ユー 選択 万 式 に な つて お り , 変更 の 和 め 要 な 項目 だ け を 変更 で きる よ 
うに な っ つて いま す 。 名 項目 に つい て , 変更 方 法 を 説明 し ます 。 


oO QR CO DO HGー 


1.STARTUP* と 入力 し ます 。 


2. ス ター ト ア ツ プ ユー ティ リティ ガ 起 動 し , 下 の よ うに メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 設 定 
・・ 先行 キー 設定 

・RS-232C パ ラメ ー タ 設定 

・ プ リン タ 設 定 

・ ユ ー ザ ーDPB 設 定 


・1O バ イト 設定 
・・ 漢 字 ノ 非 漢字 モー ド 設 定 
・CP/N に 戻る 


変更 し た い 番 号 を 入力 し て くだ さい 。 


3. 設定 変更 を する 項目 を 選び | 1 | 一 | 8 | の キー を 入力 し ます 。 
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3-1 ファ ンク ション キー の 設定 
① メ ニコ ユー 画面 で | 1 | を 入力 する と 現在 の ファ ンク ショ ン キ ー 設 定 内 容 が 表示 され ます 。 


現在 の 設定 


KEY 1= DIR@N 

KEY 2= STAT *.*@M 
KEY 3= PTP 

KEY 4= TYPE 

KEY 5= SUBMIT 


KEY 6= DIR 
KEY 7= STAT 
KEYV 8= KEY 
KEY 9= REN 
KEY 9= DDT 


再 設定 し た い 番号 を 入力 し て くだ さい . (リタ ー ン キー で メニ ュー に 戻り ます ) 


@ 再 設定 し た い キ ー の 番号 を 入力 し ます 。 [ 0 | 一 | 9 | の キー を 入力 し て くだ さい 。 
例 と し て [1] を 入力 し , の 変更 を し ます 。 


KEY1 を 設定 し ます 
| コ 


と , メッ セー ジ ガ で ます 。 
③ 変 更 し だ い 内 容 を 入力 し ます 。 例え ば STARTUP。」 * と 設定 する 場合 は 


KEY1 を 設定 し ます 
>STARTUP *@M 


と 入力 し ます 。 リ ター ン キ ー(〈[OTRL|+ [M] ) の 動作 を 行ない だ い 場 合 は 上 の 例 の よう 
に @M と 入力 し て ぐだ さい 。 


@ 変 更 し た い 内 容 を 入力 し だら. を 押し ます 。 画面 に 表示 され て いる KEY 1 の 定義 内 容 が 
変更 され ます 。 


現在 の 設定 


KEY 1= DIR@WM 

KEY 2= STAT *。*@M 
KEY 3= PIP 

KEY 4= TYPE 

KEY 5= SUBMIT 

KEY 6= STARTUP *@M 
KEY 7= STAT 

KEY 8= KEY 

KEY 9= REN 

KEY @= DDT 


再 設定 し た い 番 号 を 入力 し て くだ さい . (リタ ー ン キー で メニ ュー に 戻り ます ) 


⑤ 他 の キー も 変更 する 場合 は @ の 作業 か ら 行ない ます 。 を 入力 する と メニ コー 画面 へ 戻り 
ます 。 
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3 -2 先行 キー 入力 の 設定 
STARTUP プロ グ ブラ / 実行 後に 。 続け て 実行 され る キー 入力 を 設定 する も の で す 。 
の ④ メ ニュ ー 画 面 で | 2 | を 入力 する と , 


と メッ ツ セ ー ジ が で ます 。 


@ 例 えば DIR コ と する と , STARTUP 実行 後 す ぐに ドラ イブ A の ディ スク の ディ レク ト 
リ が 表示 され る よう に な り ま す 。 


③[CTRL|+ [| で 設定 を 終了 し , メニ ユー 画面 へ 戻り ます 。 


3 -3 RS-232C パラ メー タ 設 定 
④① メ ニュ ー 画 面 で | 3 | を 入力 する と , 下 の よ うな 画面 に な り ま す 。 


1 … オ ー プ ン の 設定 で は RS-232C の DTR, RTS の 信号 が ガ ON の 状態 に な り TTY : 
に 入出 力 が 可能 と な り ま す 。 出荷 時 に は この 状態 に な つて いま す 。 


2… ク ロー ズ の 設定 で は 上 記 の 信号 ガ OFF の 状態 と な り , TTY : に 入出 力 ガ 不可 能 と な 
り ま す 。 な お , TERM コマ ンド を 実行 し だ 場合, この 設定 は 解除 され オー プン の 状 
態 に な り の ます 。 


[1 ] か [2 ] を 入力 し て くだ さい 。 


| 1 | を 選択 後 , ボー レー ト , 通信 制御 , ス トップ ビッ ト , パリ ティ , キヤ ラク タ 長 の 設定 を 行 
な いま す 。 ご これ ら に つい て は 第 7 章 の 11 項 (TERM) を 参照 し て くだ さい 。 

最後 の 項目 まで 設定 を 終え る と メニ コー 画面 に 戻り ます 。 

| 2 | を 選択 し た 場合, メニ コー 画面 に 戻り ます 。 
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ご 注意 


3 -4 プリ ン る 設定 
の ④ メ ニュ ー 画 面 で | 4 | を 入力 する と , 下 の よ うに 表示 され ます 。 


@[Al~[ 和 | の キー を 入力 し て プリ ンタ を 選択 し ます 。 


③[ 選 | を 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


・MZ-IPI/ は CZ-8PN1 に 設定 し て ご 使用 < だ さい 。 

・T の OTHER に は 登録 きれ てい ない プリ ンタ を 1 機種 設定 する こと が で きま す 。 だ だ し , 
登録 する だ め に は アセ ン ブ ラ ソー ス を 変更 する 政 要 が あり ます 。 詳 しく は 付 録 の 3 項 を 参 
照 し て くだ さい 。 


3-5 コー ザー DPB の 設定 
コー ザー DPB は , コー ザー 指定 の ドラ イブ を 設定 する た め の も の で す 。 
④ メ ニュ ー 画 面 で [5 | を 入力 する と , 下 の よ うな 画面 に な り ま す 。 


ユー ザーDPB の 各 パ ラメ ー タ (16 進 ) を 設定 し て くだ さい 。 


リタ ー ン キー で スキ ッ プ し ます 。 


Secter per track =$9949 


② パ ラメ ー タ の 値 を 変更 する 場合 は , 16 進 コー ド で 入力 し .」 を 押し て こ だ さ い 。 (変更 し な 
い 場 合 は その まま .」 を 押す と 次 の パラ メー タ に スキ ッ プ し ます 。) 


③ 下 の 画面 の よう に 10 項 目 設 定 す る と 自動 的 に メニ ユー へ 戻り ます 。 


ユー ザーDPB の 各 バ パラ メー タ (16 進 ) を 設定 し て くだ さい 、. 
リタ ニン キリッ 1 し 2 まま 


Secter per track =$0046 
Block shift facter =$04 
Block mask =$6F 
Extent mask =$01 
Disk size max =$0097 
Directory entries max =$003F 
ALLOC9 =$86 
ALLOC1 =$99 
Check vecter size =$0019 
Track offset =$0092 


※ DPB と は ディ スク ・ パ ラメ ー タ マ ・ ブ プロ ツク の こと で す 。 詳し ぐ は 第 12 章 4 項 を 参照 し て 
ぐだ さい 。 
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3-6 IO バイ ト 設 定 
IO バイト の 設定 は , 周辺 装置 の 割付 け を 行なう も の で す 。 
④ メ ニュ コー 画面 で [6 | を 入力 する と 下 の よ うに 表示 され ます 。 


TO バイ ト 設 定 


LST:=【6)..TTY: ・・CRT: 
PUN:=[9).. PPz 
RDR:= [9)..TTY: 1 
CON:=【9)..TTY: CRT: 


設定 し た い 物理 デバ イス 番号 を 入力 し て くだ さい 。 


turDO CP/M で は , シア ン で 表示 され て いる 物理 デバ イス を サポ ー ト し て いま す 。 
turDbo CP/M 出荷 時 の 設定 は , 


LST : ニ LPT : 

RUN : =TTY : 

FRDR:=TTY: 

CON : =CRT : 
と な つて いま す 。 


⑤ LST : か ら 順 に 設定 し だ い 物 理 デ バイ ス の 番号 を 入力 し ます 。 
(リタ ー ン キー で スキ ッ プ し ます 。) 4 つの デバ イス を 設定 する と , 自動 的 に メニ ュー へ 戻 
り ま す 。 


※ | 〇 バイ に ト に つい て は 第 6 章 1 項 , 第 12 章 3 頂 を 参照 し て くだ さい 。 


3 -7 漢字 / 非 漢字 モー ド 設 定 
④① メ ニュ ユー 画面 で | 7 | を 入力 する と 下 の よ うな 画面 に な り ま す 。 


②@ ど ちら が の モー ド の 番号 を 入力 し ます 。 自 動 的 に メニ ユー 画面 へ も どり ます 。 


※ 漢 字 / 非 漢字 モー ド 設 定 は 表示 文字 の ツタ イプ の 設定 で す 。 漢 字 モ ー ド で は 2 バイ トコ ー ド 文 
字 (全角 文字 ) と , 半角 文字 (セミ ブラ フィ ッ フ 文字 は 除く ) が 表示 可能 で す 。 非 漢字 モ 
ー ド で は 1 バイ トコ ー ド 文字 (半角 文字 ) が 表示 可能 で す 。 


3 -8 CP/M に 戻る 
④ 設 定 を 綴 了 レ し たら, メニ コー 画面 で [8 | を 入力 し ます 。 


と メッ ツ セ ー ジ が 表示 され ます 。 設 定 デ ー タ を セー ブ プ す る と き は |Y] と 押し ます 。 ド ライ ブ A 
が ガ ア クセ ス さ れ , STARTUP の デー タ ガ 書 きび えら れ ま す 。 


@ 書 き 込 み が 終 了 す る と , CP/M シス テム へ 戻り , 画面 上 に に プロ ンプ ト が あら われ ます 。 
な お , 再起 動 し だ 場合 の 初期 設定 は ディ スク 上 に 登録 され た だ, STARTUP の 設定 と な り 
ます 。 
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FORMAT (フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク の フォ ー マ ッ ト ) 


FORMAT コマ ンド は , 指定 ディ ス フ ド ライ ブ の フロ ッ ピ ビー ディス フ の デー タ を すべ て 消去 し 、 フ 
ロッ ピー ディ スン を 初期 状態 に し ます 。 新 し い フ ロッ ビー ディ ス フ を 使用 する 場合 や 他 で 使用 し て 
い だ フ ロッ ピー ディ ス フ を 再 使用 する 場合 に は , まず 最初 に 必ず FORMAT コマ ンド を 実行 し , フ 
ロッ ピー ディ ス フ を 初期 化し て くだ さい 。 


FORMAT の | の FORMAT コ と 入力 し ます 。 
実行 
⑨ 
ッ ト を 行なう ドラ イプ 名 を 入力 し て くだ さい ? 
て 全 用 可能 な ドラ イブ 名 は 4A 一 HH で す 。) 


と だ ざね て きま す の で , ドラ イブ 名 を 入力 し ます 。 


③ 例 えば 5 イン チ 2D の ドラ イブ は で 行なう 場合 , 


デバ イス タイ プ は 51inch 2D(320K) , デバ イス 番号 は 1 で す 。 


フォ ー マ ッ ト を 開始 し ます か (Yes/No) ? 


と 確認 し て きま す の で , 正しけれ ば [Y| を 入力 レフ ォ ー マ ツ ト を 実行 し ます 。 誤 ま り ガ ある 
場合 は IN| と 入力 し , @ の 表示 に も どり ます 。 


⑨⑧ フ オー マッ ト 実 行 中 は トラ ッ ツク 番号 と サイ ド 番 号 が 表示 され て お り , フォ ー マ ッ ト の 経過 
が わか り ま す 。 
⑤ フ オォ オー マツ ト が 完了 する と , 


ーーーー 終 了 し まし た ーーーー 
フォ ー マ ッ ト を 続け ます か (Yes/No) ? 


と 表示 が で ます 。 次 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト す る 場合 は [Y|] と 入力 し て , @ 以 
下 を 同様 に くり 返し て くだ さい 。 フォ オー マット の 作業 を 終了 レ し た いと き は [と 入力 し て 
CP/M シ ステ ム へ 戻り ます 。 


※ コ マン ド 入 力 時 に ドラ イブ 名 を 指定 する 亡 法 

FORMAT コマ ンド で は , コマ ンド 入力 時 に ドラ イブ 名 を 指定 する こと も で きま す 。 
FORMAT ドラ イブ 名 : コ 

と 入力 する と , 上 記 ③ の 状態 と なお り の ます 。 あと は 同じ よう に メッ セー ジ に 従 つ て 操作 し て ご 

だ さい 。 


〈 ご 注意 〉 | ・ フ ォ ー マ ッ ト 中 に エラ ー が で だ 場合 は ,。 フロ ッ ピ ビー ディ スク の 不良 が 考え られ ます の で , 
別 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 交換 し て , も う 一 度 実行 し 直し て くだ さい 。 
・FORMAT コマ ンド 実行 中 に 中 断 す る と き は , 入力 待ち の 状態 で [CTRL| + [CK ある い 
は +† [BREAK|) を 押す と , た だ ち に CP/M シス テム へ 戻す こと が で きま す 。 
・ 誤 つて 重要 な デー タ を 消去 し て し まう こと の な いよ う 丁 分 に 注意 し まし よう 。 
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COPY (オー ルコ ピー) 


COPY コマ ンド は , turbo CP/M 用 に フォ オー マッ ト さ れ だ を フロッピー ディ ス の 内 容 を すべ て 
他 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク に コピ ー す る コマ ンド で す 。 こ ご これ は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の ファ イル だ 
け で な ぐ く , turbo CP/M の シス テム も 信 め て コピ ー レ (turbo CP/M の シス テム が 入 つ て いる 
場合 , オリ ジ ナ ル と 全く 同一 の コピ ー を 作成 する と いう も の で す 。 


3 一 1 ディ スク ドラ イブ が 2 基 の 場合 
COPY の 実行 | の COPY と 入力 し ます 。 


の) 


ソー スズ ドラ イブ 名 を 入力 し て くだ さい ? 
( 使用 可能 な ドラ イブ 名 は A 一 是 で す 。) 


と だ ざね て きま す の で , コピ ー し だい ソー ス デ ィ ス ク (も と に な る ディ スク ) を ディ スク 
ドラ イブ に 入れ , その ドラ イブ を 入力 し ます 。 


ーション ドラ イブ 名 を 入力 し て くだ さい ? 
ドラ イブ 名 は A 一 H で す 。) 


と だ ず ね て きま す の で , コピ ー を と る フロ ツ ピ ー デ イィ ス フク (必ず フォ ー マ ツ ト し た も の を 
使用 する ) を ディ スク ドラ イブ に 入れ , その ドラ イブ 名 を 入力 し ます 。 


②③ 例え ば ソー ス デ ィ ス ク を ドラ イブ A, ディ ステ ィ ネ ーション ディ スク を ドラ イブ プ ビ に セツ 
ト し て ある 場合 , 


ドラ イジ 攻 か ら ドラ イブ BE ペコ ピー し まず 5。 
コピ ー を 開始 し ます か (Yes/No) ? 


と 表示 され ます の で , ドラ イブ 名 を 確認 し , 正しけれ ば [Y| と 入力 レコ ピー を 実行 し ます 。 
誤 ま り が ある 場合 は [N| を 入力 し て , @ の 表示 へ も どり ます 。 


⑤ コ ピー 実行 中 は , 処理 の 経過 が トラ ッ ツク 番号 で 示さ れ て いま す 。 
コピ ー が 終了 する と , 


ーー ーー 終了 し まし た ーーーー 


コピ ー を 続け ます か (Yes/No) ? 


と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 コピ ー を 続け を いと き は [Y| を 入力 し , 別 の フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク フ を セッ ツ ト し て , ② ガ ら の 操作 を 再度 行 な つ て こく だ さい 。 コ ピー の 作業 を 終了 し た いと 
き は [N| を 入力 し て CP/M シス テム へ も どり ます 。 
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3 一 2 ディ スク ドラ イブ が 1 基 の 場合 


④COPY と 入力 し ます 。 


と だ ざね て きま す の で , コピ ー し だ い ソ ー ス ディ スク (も と に な る ディ スク ) を ディ スク 
ドラ イブ に 入れ , その ドラ イブ 名 を 入力 し ます 。 


と だ ざね て きま す の で , @ と 同じ ドラ イブ 名 を 入力 し ます 。 


②③ 本 え ば ドラ イブ A で 行なう 場合 , 


と 表示 され ます の で , ドラ イブ 名 を 確認 し , 正しけれ ば [Y] を 入力 レコ ピー を 実行 し ます 。 
誤 ま り が あつ だ 場合 は [NN| を 入力 し て , @ の 表示 へ も どり ます 。 


と メッ セー ジ ガ が 表示 され だ ら , ソー ス デ ィ ス ク が ドラ イブ に 入っ つて いる こと を 確かめ て , コ 
キー を 押し ます 。 ト ラッ ク 番 号 0 か ら 1 まで の デー タ ガ 読 み 込ま れ ま す 。 


【③ 


と メッ セー ジ ガ が 表示 され だ ら , コピ ー を 作る フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク (〈( 尿 ず フ ォ ー マ ッ ツ ト し だ 
も の ) を ソー ス デ ィ ス ク と 入れ ガ え , を 入力 し ます 。 ト ラッ ク 番 号 0 か ら 1 に デー タ が 
書き 込ま れ ま す 。 


②⑦ 再 び ② の メッ セー ジ に も どり ます 。 2 トラ ッ ク を 1 単位 と し て 処理 を し ます の で , 最終 ト 
ラッ ク 39 トラ ッ ク ) まで 負 理 する ため に は ⑤ こ と の 作業 と 20 回 繰り 返し て 行ない ます 。 
いま す 。 
処理 の 経過 と と も に , トラ ッ ツク 番 号 が 画面 に 表示 され ます 。 
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コピ ー ガ 終了 する と , 


ーーーー 和 了 し まし た ーーーー 


コピ ー を 続け ます か (Yes/No) ? 


と メッ セー ジ が 表示 され ます の で , コピ ー を 続け を いと き は [Y] を 入力 し , 別 の フロ ッ ピ ー 
ディ スク を セツ ト し て ② ガ ら の 操作 を 再度 行か な つて くだ さい 。 コ ピー 作業 を 終了 し た いと 
き は , [N| を 入力 し て CP/M シス テム へ も どり ます 。 
ご 注意 〉 ・ デ ィ ス ティ ネー ショ ン デ ィ ス ク は , 必ず フォ ー マ ッ ツ ト し て ある フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク を 使用 
し て こく ださい 。 


・COPY コマ ンド 実行 中 に 中 断 し た いと き は , 入力 待ち の 状態 で マス ター ディ スク を ドラ イ 


ブ に セッ トレ , [CTRL|+ [C| (ある い は [SHIFT|+ [BREAK]) を 押し て くだ さい 。 
だ だ ち に COP/M シス テム へ も どる こと が で きま す 。 
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| 4 | SYSGEN _(CP/M シ ステ ム の コピ ー) 
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SYSGEN コマ ンド は , CP/M シス テム を あら だ に フロ ッ ピ ビー ディ ス フ に 生成 する コマ ンド で す 。 
CP/M シス テム は , CPM56. SYS と いう ファ イル 名 で 入 つ て いま す 。 


SYSGEN の 実行 | SYSGEN コ と 入力 し , コマ ンド を 起動 し ます 。 


< 実行 例 〉 


シス テム を 読み 込む せ ド ライ ブ 名 を 入力 し て くだ さい 。』 
(リタ ニン キ ェ で スキ ッ プ し ます 。) 


ドラ イブ A か ら 読 み 込 み を 開始 し ます 。 
準備 が で きた な ら , リタ ー ン キー を 入力 し て くだ さい 。 


終了 し まし た 。 


シス テム を 書き 込む ドラ イブ 名 を 入力 し て くだ さい 。B 
(リタ ー ン キー で リプ ブー ト し ます 。) 


ドラ イブ B に 書き 込み を 行い ます 。 
準備 が で きた な ら , リタ ー ン キー を 入力 し て くだ さい 。 


終了 し まし た 。 


シス テム を 書き 込む ドラ イブ 名 を 入力 し て くだ さい 。 
(リタ マシ キ ェ で り ブ プー ト じ ます ず 。) 


9⑳ @ @⑳ @@⑳ @⑯ ら @ 


例 で は ドラ イブ A の シス テム を ドラ イブ に コピ ー し ます 。 
④① シス テム の 入 つ て いる ドラ イブ 名 を きい て きま す の で ドラ イブ 名 を 入力 し ます 。( ド ライ ブ 
名 は AH ま で 指定 で きま す 。) 


⑤ 入力 し を ドラ イブ 名 を 確認 し て きま す 。 準備 ガ で きだ ら を 入力 し ます 。 
③ シス テム の 読み 込み が 終了 し まし た 。 


④ シス テム を 書き 込む ドラ イブ 名 を きい て きま す の で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し て , そ 
の ドラ イブ 名 を 入力 し ます 。 (ドラ イブ 名 は A 一 日 まで 指定 で きま す 。) 


⑤ ドラ イブ 名 を 確認 し て きま す 。 準備 が で きた だら を 入力 し ます 。 
⑥⑯ コピ ー ガ 終了 し た こと を 知ら せ て いま す 。 


⑦ 続け て コピ ー を 行なう 場合 は , フ ロッ ピー ディ スク を 交換 し て 書き 込む ドラ イブ 名 を 入力 し 
て ぐだ さい >。 
終了 する 場合 は を 入力 し て ぐだ さい 。 


※ ロ ブイ ン デ ィ ス ク 上 に CPM56. SYS と いう ファ イル が ある 場合 は , 


SYSGEN_CPM56.SYS 


と 入力 する と SYSGEN コマ ンド を 起動 し て がら 自動 的 に シス テム を 読み 込み , 実行 例 の 
手順 ④ 以 後 ら 行なう こと が で きま す 。 


三 五 刀 
ロロ ズ 


| 5 | DICCOPY (日 本 語 処 理 用 の 辞書 コピ ー) 


DICCOPY コマ ンド は , CP/M で 音 副 辞書 , シス テム 辞書 , ユー ザー 辞書 を 使用 する た め に , 辞 
書 の コピ ビー を 行なう コマ ンド で す 。 


turbo CP/M で 使用 い を だ ける 辞書 は , 音 副 辞書 ., シス テム 辞書 , ユー ザー 辞書 の 3 種類 
で す 。 BASIC 上 で ご 使用 の 辞書 は その まま で は ご 使用 に な れ ま せん 。 CP/M フォ ー マ ッ ト 
を 行 な つ を ディ スク に この コマ ンド を 使っ て コピ ー し た も の を ご 使用 くだ さい 。 

な お , 音 訓 辞 書 は “ONKUN. DIC” と いう ファ イル 獲 で turbo CP/M マス ター ディ スク フ 
に 入 つ て いま す 。 


〈 ご 注意 〉 | ・ こ の コマ ンド は ドラ イブ 1 基 で は ご 使用 いた だ だ け ま せん 。 
・DIC ファ イル は PIP コマ ンド で は な ぐ , ず DICCOPY で 転送 し て こく だ さい 。 


DICCOPY の | ④DICCOPY と 入力 し ます 。 


実行 
② コ ピー し だ い 辞 書 を きい て きま す の で 番号 を 入力 し ます 。 


③ コ ピー の 種類 を きい て きま す 。 


転送 元 が すでに この コマ ンド を 使用 し CP/M フォ ー マ ッ ト で 作成 され だ 辞書 で あれ ば ぱ , 
と 入力 し , BASIC 上 で 使用 し て いる 辞書 で あれ ば [2] と 入力 し て こく だ さい 。 
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@ 辞書 を 読み 込む ドラ イブ と 書き 込む ドラ イブ を 順に きい て きま す 。 それ ぞ れ Aー 昌 の ドラ 
イブ を 入力 し て を 押し ます 。 この 場合 , 転送 元 と 転送 先 を 同じ デバ イス に する こと は で 
きま せん 。 ド ライ ブ 名 を 入力 する と コピ ー を 開始 する か どう きい て きま す の で 設定 の 変 
更 が な けれ ば [Y| と 入力 し て こ だ さ い 。 

[IN| と 入力 する と 手順 の に 戻り ます 。 


上 の 例 で は 転送 先 を ドラ イブ B に 指定 し て いま す 。 ご の 場合 , ドラ イブ A に は , コピ ー レ 
だ い 辞 書 の 入 つ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セツ ト し て ドラ イブ B に は CP/M フォ ー マ ツ 
ト を 行 な つ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セツ ト し て ご だ さい 。 


⑥⑤ コピ ー 中 は 次 の よう に 表示 され ます 。 


⑮ 終了 する と 次 の よう に 表示 され ます 。 


再度 コピ ー を 行なう 場合 は [Y] と 入力 し て くだ さい 。 手順 の か ら 繰 り 返 し ます 。 
終了 する 場合 は [IN| と 入力 し て くだ さい 。 COP/M シス テム に 戻り ます 。 (この 場合 , ドラ イ 
プ ブ A に CP/M の シス テム ディ スク が ガ 入 つて いな いと リブ プー ト エ ラー に な のり ま す の で ご 注意 く 
だ さい 。) 


エラ ー メ ッ セ ー ジ | ※ 転 送 元 に 指定 し だ 辞書 が 入 つ て いな いと 


と 表示 され ます 。 [Y| と 入力 する と 手順 の に , [N| と 入力 する と CP/M シス テム に 戻り ま 
す 。 
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※ 転 送 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク の 容量 が 足り な いと , 


ディ スク の 容量 が た り ま せん 。 


処理 を 続け ます か (Yes/No) ? 


と 表示 され ます 。 (CP/M マス ター ディ スク に は 容量 の 関係 で シス テム 辞書 を コピ ー す る こ 
と は で きま せん 。) 負 理 を 続け る と き は , 別 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 差し か えて [Y| と 入力 レ 
手順 の に , 入力 する と き は [N| と 入力 し て CP/M シス テム に 戻り ま す 。 


※ 転 送 先 に 指定 し だ 辞書 が すでに 存在 し て いる 場合 は , 


辞書 が すでに 存在 し て いま す 。 


処理 を 続け ます か (Yes/No) ? 


と 表示 され ます 。 |Y] と 入力 する と 手順 の に , |NI と 入力 する と COP/M シス テム に 戻り ます 。 
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| 6 | DICSET (辞書 ディ スク フ の 割付 け ) 


DICSET コマ ンド は , CP/M で 音 訓 辞書 , シス テム 辞書 , ユー ザー 辞書 を 使用 する 際 , 辞書 の 入 
つて いる ドラ イブ を 設定 する コマ ンド で す 。 


DICSET の 実行 | の DICSET と 入力 し ます 。 


@ 辞 書 の 入っ つて いる ドラ イブ を 順に きい て きま す 。 
設定 の 和 め 要 の な い 辞 書 に つい て は リタ ー ン キー を 押し , スキ ッ プ し て こ だ さ い 。 最 後に , 
設定 の 確認 を 行ない ます の で 正しけれ ば [Y] と 入力 し て こ だ さ い 。 [NN] と 入力 する と 再度 


設定 する こと が で きま す 。 (|ICTRL| 填 |(C| で CP/M に 戻り ます 。) 


辞書 の 入っ て いる ドラ イブ を 指定 し て くだ さい 。 
(ーー シン キー スキ の し ます 。 う 


音 訓 辞書 の 入っ て いる ドラ イプ...? 
シス テム 辞書 の 入っ て いる ドラ イプ...? 
ユー ザー 辞書 の 入っ て いる ドラ イグ...? 
設定 は よい で すか (Yes/No) ? 


③@ で [Y| と 入力 する と 指定 の ディ スク に 正しい 辞書 が の セット さ れ て いる ガ ど う ガ 調べ 設定 
が ガ 正 し けれ ば 設定 の 終了 を 知ら せま ざ 。 
指定 し た ディ スク に 辞書 が セッ ト さ れ て いな いと , 例え ば 次 の よう に 表示 され ます 。 


音 訓 辞書 (ONKUN.DICO が みつ か り ま せん 。 
再 設定 し ます か (Yes/No) ? 


ご の と き , [|Y| を 入力 する と @ に 戻り , [N| を 入力 する と CP/M に 戻り ます 。 
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DISKSET (使用 ディ スク の 割付 け ) 


DISKSET コマ ンド は , AーH の ドラ イブ に 物理 デバ イス , デバ イス 番号 , デバ イス タイ プ を 割付 
ける コマ ンド で す 。 


turDoCP/M で 使用 で きる 物理 デバ イス と デバ イス タイ プ に つい て は , 第 5 章 の d : (ロブ 
イン ディ スク 変更 コマ ンド ) の 項 で 述べ だ と お り で す が , これ ら の 変更 を 行なう と き は 以下 
の よう な 手順 で 行 な つ て くだ さい 。 


DISKSET の 実行 | の DISKSET と 入力 し ます 。 


メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


更 
CP/M に 戻る 
メニ ュー 番号 を 入力 し て くだ さい 


まず, 現在 の 設定 状況 を 確認 する だ め に | 1 | を 入力 し ます 。 
③ 設 定 状況 の 一 覧 が 表示 され ます 。 


CP/HN ド ライ ブ 物理 デバ イス デバ イス 番号 
作 : 5inch FD 
5inch FD 
5inch FD 
5inch FD 
EMN 
EMH 


デー デー の ロビ 


MEN 
5inch FD 
何 か キ ー を 入力 し て くだ さい 


確認 し だら, 何 ガ キー を 入力 し て ぐだ さい 。 
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②③ 例 で は ドラ イブ A を 5 イン チ の 2 HD に 変更 し ます 。 メニ ユー 画面 で | 2 | を 入力 し ます 。 


設定 変更 し た い ド ライ ブ 名 を 入力 し て くだ さい 4 
(使用 可能 な ドラ イブ 名 は ムーH で す ) 


物理 デバ イス 番号 を 下 の 番 号 よ り 和 所 ん で くだ さい 3 
[1…・MEN 2…・EMN 3…・5inch FD 4…・8inch FD 5・・HARD DISK] 


デバ イス 番号 を 入力 し て くだ さい (0 一 3) ?9 


の 生島 生 二 や で だ さい 9 
…2D ・2DD 3…・2HD 4・…・USER] 


1 宮 生じ 寺 5inchFD の 2HD に 変更 し ます 
変更 よい で すか (Yes / No) ? 


4 一 1 設定 変更 し た い ド ライ ブ 名 を 入力 し ます 。 

4 一 2 物理 デバ イス 番号 を 入力 し ます 。 

4 一 3 デバ イス 番号 を 入力 し ます 。 

4 一 4 デバ イス タイ プ の 番号 を 入力 し ます 。※ 

4 一 5 以上 の 設定 で よけれ ば |Y| を 入力 し ます 。[N| を 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り 
ます 。 

4 一 1 ガ ら 4 一 5 で JJ だ け を 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


⑤ 4 一 5 で [|Y| を 入力 する と 変更 し た 設定 が 表示 され ます 。 


物理 デバ イス デバ イス 番号 
5inch FD 9 

5inch FD 

5inch FD 

5inch FD 

EMN 

EMM 

MEN 

5inch FD 


何 か キ ー を 入力 し て くだ さい 


琴 の コロ m ロ つの ロー 
CODE まつ まで まで 生 し の 


ドラ イブ A の デバ イス タイ プ は 2 HD に 変更 され て いる こと が わか り ま す 。 
何 ガ キー を 入力 する と メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 


⑥ 変更 が 終了 し た ら メ ニコ ユー 画面 で | 3 | を 入力 し ます 。 


※4 一 4 を 入力 し だ 時 点 で 同一 デバ イス が すでに 存在 し て いる 場合 は 


同一 デバ イス が 存在 し て いま す 。 


処理 を 続け ます か (Yes/No) ? 


と 表示 され ます 。 [Y] を 入力 する と , 同一 デバ イス は 削除 され , 設定 が シフ トレ し ます 。 
[N| を 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


② 変 更 デ ー タ を シス テム トラ ッ フ に 登録 する か どう お きい て きま す 。|N] を 入力 する と CP/M 
に 戻り ます 。 [Y] を 入力 さる と 以下 の よう に 確認 し て きま す 。 


変更 デー タ を シス テム トラ ッ ク に 登録 し ます か (Yes / No) “Y 
ドラ イブ 名 を 入力 し て くだ さい 。4 


書き 込み を 開始 し ます か (Yes/No)?Y 
終了 し まし た 。 


ドラ イブ 名 (AーH) を 入力 する と 書き 込み を 開始 する か どう きい て きま す 。 
を 入力 する と ②⑦ の 始め に 戻り ます 。 
を 入力 さる と 書き 込み を 開始 し ます 。 
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(ハー ド デ ィ スク の 領域 確保 ・ 解 除 ) 


HDMAINT コマ ンド は , CP/M シス テム で ハー ド デ ィ ス を 使用 する 場合 , ハー ド デ ィ スク フ の 使 
用 領域 を 設定 する と き に 使い ます 。 
現在 発売 され ね て いる X1 turDo 純正 の ハー ド デ ィ スク と し て , 以下 の 機種 が あり ます 。 


機種 名 | 標準 価格 | 記憶 容量 
CZ-500H 10MB(X ガ バイ ト ) | 5? ウ ィ ン チ エス ター 型 / 上 ド デ ィ スク 


な お , ハー ド デ ィ スク に 付属 し て いる 取扱 説明 書 も 十分 お 読み いた だ いて ガ ら ご 使用 くだ さい 。 


ご 注意 〉 | HDMAINT を 実行 する 前 に 以下 の 事項 に ご 注意 こく だ さい 。 


ハー ド デ ィ スク を 初め て 使用 する 場合 


ハー ド デ ィ スク を 購入 後 , 初め て 使用 する 場合 は HDMAINT を 実行 する 前 に , ディ スク の 
フォ ー マ ツ ト と マッ ピン プ グ (〈 領 域 設定 ) を 行なう 必要 が あり ます 。 ご これ ら の 万 法 に つき まし て 
は , ハー ド デ ィ スク の 取扱 説明 書 と , コン ピュ ユー タ 本 体 に 付属 し て いる バア プリ ケー ショ ン 
ソフ ト の 説明 ? の ディ スク ユー ティ リティ 3. ハー ド デ ィ スク フォ オー マ ツ トコ ユー ティ リティ 
と , 4、 ディ スク マッ プ 設 定 を 参照 し て ください 。 


ディ スマップ 設 定 を 行なう 場合 ,1O0M バイ ト の 容量 を 1 M バイ ト の 領域 10 個 に 分 割 し , それ 
ぞ れ の 領域 を BASIC で 使用 する ガ 他 の OS で 合用 する が 指定 する よう に な つて いま す 。 〇 CP/ 
M で 使用 し だい 領域 は , “ 他 の 〇 OS” で 使用 する よう に 指定 し て こく だ さい 。 


すでに BASIC な ど で ハ ー ド ディ スク を 使用 し て いる 場合 


ハー ド デ ィ スク の 10M バイ ト の 容量 の うち CP/M で 使用 で きる 領域 は 。 ハー ド デ ィ スク に 
付属 し て いる HD MAP. Uty (ディ スク マッ プ 設 定 ) で 指定 し た * 他 の OS* の 領域 に な 
り ま す 。 す で に BASIC で 領域 確保 され て いる 領域 を い 他 の OS” に 指定 し な お ず ざ 場 合 は , 
一 度 使 用 領域 解除 を 行 な つ て ぐだ さい 。 


HDMAINT の | “ 他 の OS" 用 に 確保 し だ 領域 の うち , tUrDO CP/M で 使用 する 領域 の 設定 (領域 確保 と 
実行 | 解除 ) を 行なう の が ガ HDMAINT で す 。 領 域 設 定 は 以下 の 手順 で 行なっ つて こ だ さ い 。 
④CP/M の コマ ンド 待ち の 状態 で 
HDMAINT 
と 入力 し ます 。 


②@ 領 域 設定 を 行なう ドラ イブ 番号 を きい て きま す の で , 0 3 の 数 字 を 入力 し て くだ さい 。( 工 
場 出荷 時 ハードディスク の ドラ イブ 番号 は 0 に 設定 され て いま す 。) 


③ ド ライ ブ 番 号 を 入力 する と , メニ ユー 画面 が 表示 され ます 。 現在 の ハー ド デ ィ スク 使用 状 
況 も 確認 で きま す 。 


CP/M の ハー ド デ ィ スク 使用 状況 
識別 番号 容量 (MY 介 ) ッ ツテ ム トラッ ク 


10WWY 介 
選択 する 項目 の 番号 を 入力 し て くだ さい 。 
CP/M 領 域 の 確保 


CP/M 領 域 の 解除 
CP/N に 戻る 


上 の 例 で は 残り 容量 が 10M バイ ト に な つて いま す 。 HDMAINT の 実行 前 の 注意 事項 で 
述べ まし だ ディ スク マッ プ の 設定 で 10M バイ ト す べ て を ^ 他 の 〇 OS” で 使用 する よう に 
指定 し だ 場合 の 画面 で す 。 


CP/M 領域 の 確保 | メニ ュー 画面 で | 1 | を 入力 する と CP/M 領域 の 確保 を 行ない ます 。 確保 し だ い CP/M 領域 
の 識別 番号 (ID), 容量 , シス テム トラ ッ ク を 設け る ガ ど う ガ を 順に 指定 し て いき ます 。 
識別 番号 0 の 領域 を 2 M バイ ト 確 保 レ し て シス テム トラ ッ ク を 設け る よう に 設定 し た 例 で す 。 


CP/WN の ハー ド デ ィ スク 使用 状況 
識別 番号 容量 (N' 介 ) ッ メ テム トラ 72 


10 MV 介 
確保 し た い CP/M 領 域 の 識別 番号 を 入力 し て くだ さい 。9 
何 M バ イト 確保 し ます か (0--8) 2 
シス テム トラ ッ ク を 設け ます か (Yes/No)?Y 
確保 し て も よい で すか (Yes/No)? 
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④ 鞭 別 番号 ……/\ー ド ディ スク で は 大 容量 の デー タ を 扱う た め , * 他 の OS* で 確保 し だ 領域 
D) の 中 で turbo CP/M で 使用 する 領域 に 識別 番号 を つけ て 使用 レ し ます 。 番号 
を 入力 し だら を 押し ます 。 


@ 容 。 量 …… 1 M バイ ト 単 位 で 指定 する こと が で きま す 。 残 り 容 量 を 考慮 し な が ら 1 つの 
領域 ご 8 M バイ ト ま で 指定 で きま す 。 


③ シ ステ ム ト ラ ッ ク ……IPL, リブ ー ト の 際 に 和 め 要 な シス テム を 格納 する た め の ト ラッ ク で 
す 。 
シス テム トラ ッ ク を 設け る と き は [Y], 秒 要 な いと き は |N] を 入力 し 
ます 。 

〈④~ て ③ の 設定 の 際 に .」』 の み を 入力 する と メニ コ ュー 画面 に 戻り ます 。) 

の ④①ー③ の 設定 が 終了 する と , 領域 を 確 避 し て よい きい て きま す 。 

[Y| を 入力 する と 次 の よう に 表示 され ます 。 


CP/N の ハー ド デ ィ スク 使用 状況 

識別 番号 容量 (MC ?!) ッ メ テト ラッ ク 
0 2 有 

残り 容量 …・・・…・ 8 Mi 介 

選択 する 項目 の 番号 を 入力 し て くだ さい 。 

1・・・・・CP/M 領 域 の 確保 

1 CP/M 領 域 の 解除 

て 人 CP/N に 戻る 


CP/M 領域 の 解除 | 下 の 図 の よう な お 使用 状況 の と き に , 識別 番号 を 解除 する 例 を 説明 レ し ます 。 


CP/M の ハー ド デ ィ スク 使用 状況 


識別 番号 容量 (M" 全 ) ッ ス 27 ラック 
(9) 2 有 
1 1 有 

残り 容量 …・…・…・ 7 MP 介 

選択 する 項目 の 番号 を 入力 し て くだ さい 。 

まい wa CP/M 領 域 の 確保 

ieknas CP/M 領 域 の 解除 

に CP/N に 戻る 


まず, メニ ュー 画面 で | 2 | を 入力 し ます 。 


CP/MW の ハー ド デ ィ スク 使用 状況 
識別 番号 容量 (MC 介 ) 2 メ 7A ト ラッ ク 
O 2 有 
1 1 有 


DCPDCCEED 7 MD 介 


解除 し た い CP/M の 識別 番号 を 入力 し て くだ さい 。1 
解除 し て も よい で すか (Yes/No)? 


④ 解 除 し だ い 識 別 番号 を 入力 し て を 押し ます 。 


② 解 除 し て も よけれ ば [Y] を 入力 し ます 。 [N] を 入力 する と , メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


③@ て で [Y] を 入力 すると, 次 の よう に 表示 され ます 。 
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CP/M に 戻る | メニ ュー 画面 で | 3 | を 入力 する と , COP/M 領域 の 確保 まだ は 解除 を 実行 し て ハー ド デ ィ ス フ 
の 領域 を 変更 し だ 場合 は , その デー タ に 基づい て 実際 に ハー ド デ ィ スク に 領域 設定 を 行 な つ 
て も よい が どう が きい て きま す 。 


変更 し て も よけれ ば [Y, 変更 する 秒 要 が な けれ ば [N] を 入力 し て こ だ さい 。 [N] を 入力 する 
と CP/M に 戻り ます 。 [Y 話 入 力 す る と 処理 終了 後 C 〇 P/M に 戻り ます 。 


変更 後 は ば メ ニュ ユー 画面 で | 3 | を 入力 し て か ら HDMAINT を 終了 し て こ だ さ い 。 
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| 9 | HDBACKUP (ハードディスク フ の バッ フク アップ) 


HDBACKUP コマ ンド は , 不慮 の 事故 に よる デー タ の 破壊 に 備え て , ハー ド デ ィ スク 内 の デー タ 
を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で バッ フク アップ を と る だ め の コ マン ド で す 。 ま だ , 万 一 , ハー ド デ ィ スク 内 
の デー タ が 壊れ だ 場合 に は フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク の バッ フク アッ プ フ ァ イ ル を ハー ド デ ィ ス フ に 戻す こ 
と も で きま す 。 


HDBACKUP で バッ クア ッ プ を と る と , 数 K バ パイ ト の ファ イル で も フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 
枚 分 すべ て を 使用 し ます 。 1 枚 の ディ スケ ッ ツ ト に お さま る ファ イル に 関し て は , PIP コマ ン 
ド (第 6 章 参 照 ) で 行 な つ て くだ さい 。 


首 デ バイ スタ イプ の フロ ッ ツ ピ ー デ ィ ス クノ 1 枚 分 に コピ ー で きる 容量 は 次 の と お り で す 。 


デバ モス タイ プ バッ クア ッ プ 容量 
5inch 2D 300K バ イト 
5inch 2 DD 620K バイ ト 


5inch 2HD 3 960K バ イト 
8inch 2D 960K バ イト 


※HDBACKUP で は DIC フタ イル を 扱う つこ と は で きま せん 。 


HDBACKUP | HDBACKUP 」 と 入力 する と 最初 に 下 の よ うな メニ ユー 画面 が 表示 され ます 。 


の 実行 
バッ クア ッ プ (Hard disk ---> Fl1oppy disk) 
(Floppy disk ---> Hard disk) 

ディ スク の ディ レク トリ 確認 


1. パッ クア ツ プ …… ハ ー ド ディ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク に パッ ツク アッ ツ プ を と る だ め の 
モー ド で す 。 対 象 と な る ファ イル は 300K バイ ト 以 上 の も の で す の で 複 
数 覆 の フロ ッ ピ ー デ イィ スク が 必要 に な り ま す 。 ご の 場合 ,. フ ロッ ピー デ 
ィ イス ク は CP/M の フォ ー マ ッ ツ ト 済 の も の を ご 使用 くだ さい 。 ま た , 別 
の ファ イル ガ が 記録 きれ て いる 場合 , その フタ イル は すべ て 消え て し ま 
いま す の で 注意 し て べく だ さい 。 


2 に 3 So ハー ド デ ィ スク 内 の デー タ が 壊れ だ 場合 な ご ど に, バッ クア ッ プ を と つっ 
て あつ だ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ガ ら ハ ー ド ディ スク に ファ イル を 戻す だ 
め の モ ー ド で す 。 


3. パッ フク アッ プ ・ デ ィ ス ク の ディ レク トリ 確認 
rmt バッ クア ッ プ を と っ つ だ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ディ レク トリ を 確認 する 
だ め の モ ー ド で す 。 
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バッ クア ッ プ | メニ ュー 画面 で | 1] を 入力 する と バッ フ ア ッ プ の モー ド に な り ま す 。 例 で は ドラ イブ F の ハー 
ド デ ィ スク の SAMPLE・FIL” と いう ファ イル を ドラ イブ A の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に バ 
ツク アッ ツ プ し ます 。 


ソー ス ド ラ イブ 名 を 入力 し て くだ さい 。F 
ディ ステ ィ ネ ーション ドラ イブ 名 を 入力 し て くだ さい 。 4 


ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。SAMPLE.FIL 
ファ イル の バッ クア ッ プ を 開始 し ます か (Yes/No)? 


の ④ ソ ー ス ドラ イブ 名 (〈 ハ ハードディスク ドラ イブ 名 ) を 入力 し ます 。 

② デ ィ ス ティ ネー ショ ンド ライ ブ 名 (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 名 ) を 入力 し ます 。 

③ フ ァイル 名 を 入力 し て , を 押し ます 。 

④② バ ッ ク ア ッ プ を 開始 し て も よけれ ば | Y | を 入力 し ます 。([N] を 入力 する と , メニ ュー 画面 
に 戻り ます 。) 

* ①ー③ で 何 も 入力 し な いで .」 を 押す と メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


SAMPLE .FIL の バッ クア ッ プ を 開始 し ます 。 


1 番目 の ディ スク を 入れ て リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 


フフ オー マツ ッ ト 済 の ディ スク を セッ ツ ト し て を 入力 し ます 。 


⑥ 
SANPLE .FII を バッ クア ッ プ し て いま す 。 


バッ クア ッ プ 中 は 上 の よう に 表示 され ます 。 


SAMHPLE .FIL を バッ クア ッ プ し て いま す 。 


2 番目 の ディ スク を 入れ て リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 


1 番目 の ディ スク ガ 一 杯 に な る と 上 の よう に 表示 され ます 。 2 番目 の ディ スク を セッ トレ 
て を 入力 し ます 。 


S) 
SAMPLE .FIL を バッ クア ッ プ し て いま す 。 


バッ クア ッ プ を 続行 し ます 。 


バッ クア ッ プ 中 は 上 の よう に 表示 され ます 。 
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リス ト ア 


9 番目 以後 の ディ スク がめ 要 な 場合 は , ②, ⑧ を 同様 に こり 返し て くだ さい 。 
ご ) 


バッ クア ッ プ が 終了 する と 上 の よう に 表示 され ます 。 何 ガキ ー を 入力 する と , メニ ユー 
画面 に 戻り ます 。 


* バ パッ クア ッ プ を と つた を フロッピ ー デ ィ ス ク は あく ぐ まで も 保存 用 の も の で す 。 単独 で 使用 す 
る こと は で きま せん 。 


メニ ュー 画面 で [2] を 入力 する と リス ト ア の モー ド に な り ま す 。 

リス トカ ア を 行なう 場合 は , バッ フク アッ プ を と つ だ 順番 で ディ スク を セッ ト し て ご だ さい 。 何 枚 
目 の デ ィ ス ク ガ を 確認 する だ め に は , 次 で 説明 する バッ フ ア ッ プ デ ィ ス ク の ディ レク トリ を 
行 な つ て こく だ さい 。 例 で は , ドラ イブ A の パッ フク アッ プ デ ィ ス ク の SAMPLE.FIL*” と いう 
ファ イル を ドラ イブ F の ハー ド デ ィ スク に 戻し ます 。 


⑦④ ソ ー ス ドラ イブ 名 (バッ クア ッ プ ディ スク の 入っ て いる ドラ イブ 名 ) を 入力 し ます 。 

ディ ステ ィ ネ ーション ドラ イブ 名 (ハードディスク ドラ イブ 名 ) を 入力 し ます 。 

リス ト ア を 開始 し て も よけれ ば [Y] を 入力 し ます 。〈[N] を 入力 する と , メニ ュー 画面 に 戻 
り ま す 。) 

*①ー③ で 何 も 入力 し な いで を 押す と メニ ュ ユー 画面 に 戻り ます 。 

る | 


バッ クア カップ の 場合 と 同様 に 1 番目 の ディ スク の リス ト ア が 終了 する と 2 番目 と 差し 損 え 
る よう に メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


@ 


リス ト ア 続行 中 は 上 の よう に 表示 され ます 。 
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リス ト ア が 終了 する と 上 の よう に 表示 され ます 。 何 ガキ ー を 入力 する と , メニ ユー 画面 
に 戻り ます 。 


バッ クア ッ プ | メニ ュー 画面 で [ 3| を 入力 する と , ディ レフ トリ の モー ド に な り ま す 。 
ディ スク の 
ディ レク トリ 


バックアップ ディ スク の 入っ つて いる ドラ イブ 名 を 入力 し て , 準備 が で きだ ら [|Y] を 入力 し ま 
す 。 (⑪N| を 入力 する と メニ コー 画面 に 戻り ます 。 ま た , 何 も 入力 し な いで を 押す と , メニ 
ユー 画面 に 戻り ます 。) 

[Y] を 入力 する と , バッ フク アッ プ デ ィ ス ク の ファ イル 名 , パッ フク ア ッ プ し だ 時 間 , ディ スク 番 
号 ( 何 枚 目 の ディ スク ガ ) を 表示 し ます 。 


何 ガ キー を 押す と , も う 1 度 ド ライ ブ 名 の 入力 に 戻り ます 。 も う 確 認 す る 和 め 要 が な けれ ば , 
その まま を 押し て ぐだ さい 。 メニ コー 画面 に 戻り ます 。 

また だ, ディ レク トリ を 確認 し た フロ ッ ピ ー デ ィ イィ スク フ が 最後 の デイ スク で ある 場合 は 次 の よう 
に 表示 され ます 。 


HDBACKUP を 終了 する と き は メニ ユー 画面 で | 4 | を 入力 し て こく ださい 。 CP/M に 戻り ま 
す 。 
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HDOFF 


HDOFF は , CP/M シス テム で ハー ド デ ィ ス フ の 使用 を 終了 し , ハー ド デ ィ スク の 電源 を 切る 前 
に 必ず 実行 し て い を だ く コ マン ド で す 。 HDOFF を 実行 する こと に より , ハー ド デ ィ スク の ヘッ ド 
を ディ スク 上 の デー タ 領 域外 に 移動 させ , デー タ の 破壊 を 防止 し ます 。 

HDOFF の 実行 に は , 以下 の 3 通り の 入力 方 法 が あり ます 。 


(ハー ド デ ィ スク の 終了 設定 ) 


④HDOFFJ 
ドラ イブ 0 に 対し て HDOFF を 実行 し ます 。 


②⑨HDOFF_.dQJ (d= テ 0, 1 2, 3) 
指定 の ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ 番号 (0-3) に 対し て HDOFF を 実行 し ます 。 


③HDOFF.* コ 
CP/M で アフ セス し だ すべ て の ドラ イブ に 対し て HDOFF を 実行 し ます 。 
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TERM (ターミ ナル ・ リ モー トモ ー ド で の 通信 ) 
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TERM コマ ンド は , X1turbo の RS 一 232C イン ター フェ イス を 使っ つ て, 他 の 機器 と 接続 し 通信 
を 行なう 場合 に 使用 する も の で , RS 一 232C の バラ メー タ の 設定 と 動作 モー ド の 設定 を する 必要 が 
あり ます 。 


RS-22C パ ラー | RS 一 232C パラ メー タ の 設定 は 次 の 8 項目 に つい て 行ない ます 。 


52Nー レ モト 


デー タ 転 送 速 度 の こと で , 1 秒間 に 伝送 で きる ビッ ト 数 を 表わし ます 。turbo COP/M 
で は 150 一 9600 ボ ー ガ 設定 可能 で す 。 


2. 通信 制御 
デー タ 送 受信 時 に 受信 側 の デー タ 受 信 処 理 が 間に合わ な い 場 合 , 送信 側 に 対し て 送信 の 
一 時 停止 を 要求 し , 受信 可能 な 状態 に な る と 送信 を 要求 する こと を いい ます 。 
RSIGON/@FF: RTS 制御 信号 線 を OFF て 送信 一 時 停止 ,ON で 
送信 再開 を 要求 し ます 。 
XON/XOFF_  … 呈 X 〇 OFF コ ー ド (3H) を 送 つ て 送信 一 時 停止 , XON 
コー ド (⑭1H) を 送 つ て 送信 再開 を 要求 し ます 。 


3。 スト ド ツ プ ピ ツ ト 
怠 デ ー タ を 送る と き , 1 文字 分 ずつ の デー の 区 切り を 示す 信号 で , 1 ビット , 1.5 ビ ピッ 
ト , 2 ビッ ト の 3 種類 あり ます 。 


457N リ デ 〒 
苗 デ ー タ が ガ 正 し ぐ 送 られ だ けど ご うか が を チエ ッ ク す る も の で す 。 偶数 / パ パリ ティ と 奇数 / パ パリ 
ティ が ガ あ り の , “な し " を 選択 する と チエ ッ ク を 行ない ませ ん 。 


5. キヤ ラク タ 長 
省 デ ー タ (1 文字 分 ) を 何 ビ ッ ト 使用 し て 送る が の 設定 で , 5ー 8 ビット に 設定 可能 で 
す 。 


6 . カナ 表現 
7 ピット デー タ で カナ を 送る ガ ど ご どう ガ を 選択 し ます 。 

つる ⑨ …/ ピ ツ に ー タ で カナ を 送る こと が で きま ざ 。 
SO( シ アト アウ トコ ー ド 0 EH) が ある と 以後 の デー タ を カナ 
と みな し , SI( シ フト イン コー ド 0FH) が ある と 英 数 字 と みな 
され ます 。 ご れ に より , キャ ヤラ クタ 長 7 ビット で カナ 文字 の 転 
送 が 可能 と な り ま す 。 

な し … 7 ビッ ト デ ー タ で は カナ を 送受 信 で きま せん 。 


動作 モー ド 


設定 廊 法 


7 . 受信 改行 コー ド 
CR……CR コー ド (0 DH) を 受信 し , 復帰 + 改 行 コ ー ド と し て 処理 し ます 。 
CR+LF……CR+LF(OAH) コ ー ド を 復帰 十 改行 コー ド と し て 処理 し ます 。 
8. 送信 改行 コー ド 


CRT+LF……CR コ ー ド (0 DH) 十 LF コー ド て (0 AH) を 復帰 十 改行 コー ド と し て 送信 
し ます 。 
動作 モー ド と は 次 の 2 つの モー ド で す 。 


1。。 ター ミナ ル モ で に < 人 UBS ダー ミチ ナル と レ て 使用 する モー ド 
2 モモ 二 に 人 36c X1tuTboO を ホス トコ ンピュータ と し , 外部 の 機器 か ら 
X1tUTDO を 操作 する モー ド 


④①TERM と 入力 し ます 。 


@ 下 の よう に 表示 され ます 。 


デー タ の 変更 を 行なう 場合 は | Y を 入力 し ます 。 
を 入力 する と ⑧ の 画面 に な り ま す 。 
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瑞 め 


③ デ ー タ の 変更 を 行なう 場合 は まず ボー レイ ト の 変更 を 行ない ます 。 
ボー レイ ト は 150 一 9600BPS の 中 がら 選択 する こと が ガ で きま すき 。 1 一 7 の 番号 を 入力 し て 
ぐだ さい 。 変更 する 和 め 要 が な いと き は を 入力 する と スキ ッ プ し て , 次 の 設定 項目 へ 物 り 
ます 。 (以下 同様 で す 。) 


設定 デー タ の 変更 
ポー レー ト 


二 を 8 9699 BPS 
の に な 4899 BPS 
2 ェ 。 < 2499 BPS 
人 記 を な 1299 BPS 
KS で 1 699 BPS 
sa 390 BPS 
AE 159 BPS 


番号 を 選ん で くだ さい 。 


⑨ 次 に 通信 制御 の 変更 を 行ない ます 。 1 一 3 の 番号 を 入力 し て ぐだ さい 。 


設定 デー タ の 変更 
通信 制御 
な し 
2 RTS ON/OFF 
SH XON/XOFF 
番号 を 選ん で くだ さい 。 


⑤ 以 後 , 馬 項 目 に つい て 同様 に 設定 を 行ない ます 。 


@⑤ 8 項目 全て の 設定 変更 が 終 る と , 自動 的 に ②@ の 画面 に 戻り ます 。 この と き , 設定 状況 は 変 
更 後 の デ ー タ に なつ て いま す 。 


② 設 定 状況 を 確認 し , これ で よけれ ば |N] を 入力 し ます 。 まだ 変更 が 秘 要 な と き に は |Y]| を 
入力 し , も う 1 度 ボ ー レ イト の 設定 か ら 同 じ 操作 を し て くださ い 。 


⑧⑦ で IN] を 選ぶ と 次 の よう な 画面 が 表示 され , 動作 モー ド の 選択 へ 入り ます 。 


モー ド の 選択 を し て 番号 を 入力 し ます 。 名 モー ド へ 入り , 送受 信 待 機 の 状態 と な おり ます 。 
モー ド 選 択 の 時 点 で 送受 信 の め 要 の な いと き は [4] を 入力 し て CP/M へ 戻り ます 。 


ダー ミナ ルモード | 動作 モー ド 設 定 で , ター ミナ ルモード を 指定 する と X 1 turbo を 端末 と し て 他 の コン ピュ 
ー タ と 接続 し , 操作 する こと が で きま す 。 
ダー ミナ ルモード に は , 企 二 重 と 半 二 重 の 2 つの モー ドガ あり の , 次 の よう な ちがい が あり の ま 
す 。 
全 二 重 モ ー ド …… ご の モー ド で は , キー ボー ドガ ら 入 力 さ れ な 文字 は 画面 上 に は 出 
力 さ れず , 受信 し た 内 容 だ けが 画面 に 表示 され ます 。 
半 二 年 モー ド …… ご の モー ド で は , キー ボー ドガ ら 人 入力 さ れ だ 内 容 と , 受信 内 容 の 
両 万 が 画面 に 表示 され ます 。 
相 ま の 通信 万 式 に あわ せ て 変更 し ます 。 


ター ミナ ルモード ガ ら CP/M シス テム の コマ ンド 待ち の 状態 に 戻る に は , 
CTRL|+ [GRAPH]+ [SHIFT]+[F 1] 
の 4 つの キー を 同時 に 押し ます 。 


リモ ー ト モー ド | 動作 モー ド 設 定 で り リモート モー ド を 指定 する と , X1tuFDO を ホス トマ シン と し て 他 の コン ピ 
ユー タ ガ ら X1tUrDO を 操作 する こと が で きま す 。 


リモ ー ト モー ドガ ら CP/IM シス テム の コマ ンド 待ち の 状態 へ 戻る に は 


ICTRLI+IGRAFHI|+ [SHIFT|+[F 1 


の 4 つの キー を 同時 に 押し ます 。 
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CMT (ディ ス フ ・ カ セッ ト 間 の ファ イル 転送 ) 
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CMT コマ ンド は , ディ スク の ファ イル を カセ ツ ト テ ー プ に セー プ し だ たり, カセット テー プ の ファ イ 
ル を ディ スク に セー プ す る ユー ティ リティ プロ ブラム で す 。 


1. ディ スク の ファ イル を カセ ッ ト に セー プ 


CMT ご 装置 名 : ディ ス フ フ ァイル 名 カセ ッ ト フ ァイル 名 


と 入力 する こと に より , ディ スク フ の ファ イル を カセ ツ ッ ト テー プ に セー プ す る こと が で きま す 。 カ セ 
ツ ッ ト ファ イル 名 は , ディ スク ファ イル 名 と 同じ よう に , ファ イル 名 8 文字 以内 , ファ イル の 形式 3 
文字 以内 で か な ら ず 指定 し て くだ さい 。 も し , カセ ツ ト フ ァイル 名 を 指定 し な か つ だ 場合 , カセ ツ 
ト の ファ イル を 読み 込む 動作 に な つて し まい ます 。 な お , ディ スク の ファ イル の 形式 に より , カセ 
ツ ト テ ー プ に セー プ さ れる ファ イル の 形式 が ち が つ て きま す 。 


例 
A>CMT B:GAME.COM GAME.CPM q 


例 は , ドラ イブ プロ に ある GAME. COM ファ イル を , カセ ツ ト テ ー プ に GAME.CPM と い 
う フ ァイル 名 で セー プ し て いま す 。 


※ デ ィ ス ク の ファ イル が ^……, COM" フ ァイル の 場合 
ディ スク の ファ イル は , カセ ツ ト テ ー プ に 機械 語形 式 の フラ イル と し て セー ブ さ れ ま す 。 
すなわち , セー プ さ れ だ ファ イル は, IPL ロー ド に より 直接 実行 可能 に な り ま す 。 し ガ し , 
プロ グラ ん 先頭 アド レス お よび 実行 アド レス は , 100H 番 地 固定 と な り ま す 。 な お ぜ な らい …… 
COM" フ ァイル は , メモ リー の 100H 番 地 ら ロー ド さ れ , 100H 番 地 より 実行 きれ る から 
で す 。 


※ デ ィ イィ ス ク の ファ イル が ^……, COM" フ ァイル 以外 の 場合 
ディ スク の ファ イル は , カセ ツ ト テ ー プ に 1 ブロ ッ ク 256 バ イト の ブロ ッ ク ご と に , アス キ 
ー 形 式 の フラ ァイル と し て セー ブ プ さ れ ま す 。 (1 ブロ ッ ク ご と に , カセ ツ ト の ヘ ツ ド を 上 下さ 
せ , テー プ に 記録 し ます ) 


2 . カセ ッ ト テ ー プ の ファ イル を ディ スク に セー ブ 


CMT ご 装置 名 : ディ スク ファ イル 名 


と 入力 する こと に より , カセ ツ ッ ト テー プ の ファ イル を ディ スク に 指定 ファ イル 名 で セー プレ ます 。 
ディ スク に セー ブ プ で きる カセ ッ ト テ ー プ の ファ イル 形式 は , 機械 語形 式 と アス キー 形式 で , X1 turDO 
付属 の BASIC*① ゆ で 作成 し た プロ グラ ム が , アス キー 形式 で セー プ さ れ て いな い 場 合 , CMT コマ 
ンド で ディ スク に セー ブ プ す る こと は で きま せん 。 


例 


A>CMT TAPE.COM q 
例 は , カセ ッ ト テ ー プ の ファ イル を ロブ イン ディ スク (ご の 場合 , ドラ イブ A) に , TAPE. 
COM と いう ファ イル 名 で セー ブ プ し て いま す 。 


※ カ セツ ト テ ー プ の ファ イル が 機械 語形 式 の 場合 
カセ ッ ト テ ー プ の ファ イル は , ディ スク に 機械 語形 式 の フラ イル と し て セー ブ さ れ ま す 。 
だ だ し , プロ プラ ム 完 頭 ア ドレ ス お よび 実行 アド レス は 無視 され ます の で , ディ スク ファ 
イル 名 を `…….COM" と する 場合 , カセ ツ ト テ ー プ の ファ イル の プロ ブラ ム 先 頭 ア ドレ ス お 
よび 実行 アド レス は 100H 番 地 で な けれ ば な り ま せん 。 


※ 力 セツ ト テ ー プ の ファ イル が アス キー 形式 の 場合 
カセ ッ ト テ ー プ の ファ イル は , ディ スク に アス キー 形式 の フラ イル と し て セー ブ さ れ ま す 。 
な お , 1 行 の 終わ り は , ヾ CR" 十 "し LF*(ODH, 0AH) の コー ド を 送っ つて くだ さい 。X4tUrDO 
付属 の BASIC で は , 1 行 の 終わ り に は “CR” (0ODH) の コー ド の み し が 送ら れ ま せん 。 


※1) 


X1tUurbo 付属 の BASIC と は 
CZ8CB02 CZ8FB02 
の こと を 指し ます 。 
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( 例 1 


CMT コマ ンド 実行 例 ) 

A>CMT DUMP.COM DUMP.COM 」 3 
COMPLETE 

A>CMT B:DEX.COM MS に 】 
FOUND DUMP COM 

COMPLETE 


A>B:DEX DUMP.COM .」 ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー ーー ③ 


9999 
9919 
9929 
9939 
9949 
9959 
9969 
9979 


A> 


ディ スク の DUMP. COM を カセ ツ ト に 同じ ファ イル 名 で セー ブ し ます 。 (この 場合 , カ 
セッ ツ ト テ ー プ に は 機械 語形 式 の フラ ァイル ガセ ー プ され ます 。) 


⑤ カ セット の ファ イル (DUMP.COM) を , ディ スク の ドラ イブ B に DEX.COM と いう 
ファ イル 名 で セー ブ し ます 。 


③DEX.COM を 実行 し , DUMP.OOM ファ イル の 16 進 コー ド 出力 を し ます 。 DEX.COM 
ファ イル は , も と も と ファ イル の 16 進 コー ド 出力 を する DUMP. COM ファ イル を , ディ 
スク ー カ セツ トー ディ スク と ファ イル を うつ し て 作 つ だ た も の で すか ら , DEX. COM と 
DUMP.COM は 同じ と いえ ます 。 ここ で 注意 する こと は , ディ スク フ の ファ イル を カセ ツ 
ト に つつ し て も , ファ イル の 内 容 は 全く 変化 し な いと いう こと で す 。 


( 例 2 CMT コマ ンド 実行 例 〕 


A>TYPE B:ABC.XYZ J 
New Product Information 


Tmage Input Device for the X1 Series and 
X1 Turbo Series Personal Computer TVs 


Features 

(1) High-speed procesSsing of imageSs input 

(2) New built-in SCRAMBLE circuit for subtle colors 
(3) Easy to use 


09 半日 5268 お 0 は 2 の は トー ニニ ーーー ニー の 
COMPLETE 


A> 


④TYPE コマ ンド で ABC. XYZ の 内 容 を ツイ プア ウト し ます 。 


②⑨ ド ライ ブ B ビ に ある ABC.XYZ ファ イル を , カセ ッ ト に 同じ ファ イル 名 で セー ブ プ し ます 。 
(この 場合 , カラ セツ ト テ ー プ に は アス キー 形式 の フラ イル で セー ブ さ れ ま す 。) 


19 WIDTH 89 
29 OPEN 1", #1, 7CAS:? 
39 LINPUT #1,A$ 


49 PRINT MID$ (A$, ITNSTR (A$, CHR$ (&HA) ) +1) 
59 IF INSTR((A$, CHR$ (&H1A) ) <>9 THEN CLOSE #1 ELSE GOT039 


③ こ こ で 一 度 電源 を 切り , 次 に X1 tUrDo 付属 の BASIC を ロー ドレ し , 例 の よう な プロ ブ 
ラム を 作り ます 。 ご ここ で 行 番号 40 は \LF“ コ ー ド を 無視 し て 一 行 を 表示 し , 行 番号 50 は , フ 
ァイル の 終わ り (エン ド オ プ ブフ ァイル ) を 調べ て いま す 。 そ し て 先ほど カセ ッ ト に セー ブ 
し た ファ イル の 先頭 に テー プ を 巻き 戻し プロ ブラ ム を 実行 し ます と , 画面 に 次 の よう に 
表示 され ます 。 


New Produoct Information 


Image Input Device for the X1 Series and 
X1 Turbo Series Personal Computer TVs 


Features 
(1) High-speed procesSsing of imageSs input 
(2) New built-in SCRAMBLE circuit for Subtle colors 


(3) Easy to use 


以上 の よう に し て , CMT コマ ンド で 作成 し た カセ ツ ト の ファ イル を BASIC の プロ ブラム 
で 確認 する こと が で きま す 。 
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( 例 3 CMT コマ ンド 実行 例 ) 


A$=CHR$ (&HD, &HA) 


29 OPEN “0?,#1, 7CAS:TEST? 

39 PRINT #1, "New Product Information”" iA 

49 PRINT #1, AA$: 

59 PRINT #1, Image Input Device for the X1 Series and?:A$: 

69 PRINT #1, 7X1 Turbo Series Personal Computer TVS7:A$: 

79 PRINT #1,A$: 

89 PRINT #1, "Features "iA$i 

99 PRINT #1, "(1) High-speed DroceSsSing Of images input”":A$ も : 

199 PRINT #1, “(2) New built-in SCRAMBLE circuit for subtle colors” iA$j 
119 PRINT #1, "(3) Easy LO uSe”":A$j 

129 CLOSE #1 


HI 
X1 tUrDO 付属 の BASIC で 上 例 の プロ ブラ ム を 作り , プロ プラ ム を 実行 し ます と , カセ ツ 
ト テ ー プ に アス キー 形式 の ファ イル が 作成 され ます 。 こ こ で , CHRS(&HOD, &HOA) は 
CP/M の 1 行 の 終了 を 示し て お り の , CHRS 〈&H1A) は , COP/M の ファ イル の 終わ り ( 工 
ンド オブ ファ イル ) を 示し て いま す 。 


A>CMT _B:TEST qd 


FOUND TEST Ah 
COMPLETE 
し - 41 rtSCHGER5 人 2 


New Product Informakion 


Image Input Device for Ehe X1 Series and 
Xl Turbo Series Personal Computer TVs 


Features 

(1) High-speed procesSsing Of images input 

(2) New built-in SCRAMBLE circuit for subtle colors 
(3) Easy to usSe 


> 


④ セ ー プ し た ファ イル の 先頭 に テー プ を 巻き 戻し , 次 に CP/M を 起動 し , CMT コマ ンド に 
より , 先ほど 作成 し た カセ ツ ト フ ァイル TEST?” を ドラ イブ BB に , 同じ ファ イル 名 で セ 
の じ ま す 。 


⑨TYPE コマ ンド に より , ディ スク に セー プ し だ ファ イル の 内 容 を 確認 し ます 。 以 上 の 作業 
に より , X1 turbo 付属 の BASIC で , CP/M ファ イル を 作る こと が で きま す 。 
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KEY (ファ ン フ ショ ン キ ー の 設定 ) 


KEY コマ ンド は , ファ ンク ショ ン キ ー に 対し て 文字 列 を 定義 し たり , ファ ン フ ショ ン キ ー の 定義 状 
態 を 表示 し だ り し ます 。 ま た だ た , ^…….KEY” ファ イル ガ ら ファ ン フ ション キー に 定義 する こと も で 
きま す 。 


例 1 | KEY 」 と 入力 する と , ファ ン フ ショ ン キ ー の 定義 状態 を 表示 し ます 。 この 例 は , CP/M 起 
ファ ン フ ショ ン キ ー | 動 時 の 定義 状態 で す 。 


の 定義 状態 の 表示 本 
1 DIR@M 
A>KEY 5 3 
1.DIReM は ファ ンク ショ ン キ ー[F 1 ] の 定 義 状 態 を 示し て いま す 。 
2. STAT *.*@M 
は 


@M は , [CTRL|+ [IM|, すなわち の 意味 で す 。 


まだ, 

6, DIR 

は [SHIFT| |F 1 | を 押す 定義 状態 を , 
0, DDT 


は [SHIFT| + [5 | を 押す 定義 状態 を 表わし て いま す 。 


例 2 | KEY_n, 文字 列 (nh=0 一 9) コ 
文字 列 の 定義 | を 入力 する こと に より , フラン フシ ョ ン キ ー に 文字 列 を 定義 する こと が で きま す 。 
例 で は , ファ ンク ショ ン キ ー[F 5 | に TIME@M を 定義 し て いま す 。 な お , 設定 で きる 文字 
数 は 15 文 字 ま で で す 。 


A>KEY 5,TTME@M 


A>KEY 
1,. DIR@M 
2. STAT *. *@M 
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例 3 
先行 キー バッ ファ 
へ の 予約 


例 4 
ファ イル か がら の 
文字 列 の 定義 


KEY_*, 文字 列 」 


と 入力 する こと に より の , 63 文 守 分 の 先行 キー バッ ファ へ の 書き 込み が で きま す 。 


A>KEY *,DIR DUMP. *@M 


A>DIR DUMP.* 
A: DUMP 
A> 


COM : 


この 例 で は , DIR DUMP. * を 先行 キー バッ ファ に 書き 込み , KEY コマ ンド 終了 後 , 


予約 し な 文 守 列 を 出力 し て いま す 。 
KEY IS2RNGGS デイ スン の 間 m 
を 定義 する こと が で きま す 。 


枯 世 Y2 カラ アイ 上 から ジワ ァ 


ンク ショ ン キ ー に 文 守 列 


④ は , ED コマ ンド で 作成 し た EXK. KEY ファ イル の 内 


fg EXK. KEYー① 


す 。) 


A>KEY EXK 


@ 
い だ な 文 守 列 を 出力 し て いま す 。 


容 を TYPE コマ ンド で リス ト ア ウト し だ た も の で す 。 ( フ 
ァイル 卿 の エク ステ ンション は が ガ な ら ず “KEY” と し ま 


ここ で は [F 1 | を TIME, [F 2 | を ED, そし て , 先行 キ 


ー バ パッ ファ に KEY を 定義 し て いま す 。 


EXK. KEY を KEY コマ ンド て で 実行 し た の が ② で きす 。 文 
字 列 の 定義 を 行 な つ て ガ ら , 先行 キー バッ ファ に 予約 し て 


ファ ンク ショ ン キ ー の 状態 は , 画面 の 最 下 行 に 表示 させ だ り の 表示 させ な お ガ つ だ りす る こと が 
で きま す 。 通常 は 表示 させ る モー ド に な つて いま す 。 (第 8 章 「 コン トロ ー ル コー ド と エス ケ 


ー プ シー ケン ス 」 を 参照 し て くだ さい 。) 


TIME (日 付 ・ 時 序 の 設定 ) 


TIME コマ ンド は , X1 turbo 内 蔵 の 時 計 の 内 容 を コン ソー ル 画 面 に 表示 し たり , デー タ を 設定 す 
る と き に 使い ます 。 


TIME の 実行 | TIME -」 と 入力 する と , 年 , 月 , 日 , 曜日 , 時 , 分 , 秒 の 順に 表示 され ます 。 


A>TIME <j 


86/93/91 SAT 11:39:15 
A> 


例 で は , 86 年 3 月 1 日 土曜 日 , 11 時 30 分 15 秒 を 表わし て いま す 。 


デー タタ 設定 方 法 | デー タ の 設定 万 法 と し て 3 通り の 方 法 が あり ます 。 
それ ぞ れ , TIME と 入力 し て , 1 つ ス ペー ス を あけ て か ガ ら 


① 年 , 月 , 日 , 時 , 分 , 秒 を 入力 し て | を 押し ます 。 (曜日 は 自動 的 に 設定 され ます 。) 
②③ 年 , 月 , 日 を 入力 し て 」 を 押し ます 。 (曜日 は 自動 的 に 設定 され ます 。) 
③ 時 , 分 , 秒 を 入力 し -」 を 押し ます 。 


デー タ は “YY/MM/DDーHH : MM : SS の 書式 で 入力 し ます 。 
例え ば , 86 年 3 月 1 日 土曜 日 , 11 時 30 分 15 秒 は , 86/03/01 コ 11 : 30 : 15 と な り ま す 。 


上 の 設定 方 法 の うち の と ③ は 時 間 設定 の タイ ミン グ を 測る だ め に , 
| を 押す こと 


Hit any key to set time 


と 表示 され ます 。 ご ここ で 何 ガ キー を 押し だ た 瞬間 に 指定 し だ 時 間 が 設定 され ます 。 
キー を 入力 する と , 


と 表示 され ます 。 
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① 年 , 月 , 日 , 時 , 分 , 秒 を 設定 する 例 


A>TIME 86/93/91 11:49:39 


Hit any key to set kime 


Data set OK 
A> 


② 年 , 月 , 日 を 設定 する 例 


A>TIME 86/93/91 .」 
Data set OK 
A> 


③ 時 , 分 , 秒 を 設定 する 例 


A>TIME 11:59:29 .」 


Hit any key to set time 
Data set OK 


A> 


秒 デ ー タ の 入力 は 省略 する こと が で きま す 。 ご の 場合 , 秒 デ ー タ は 00 に セツ に ト され ます 。 


A>TIME 12:91 <j 


Hit any key to set ime 
Data set OK 


A> 


設定 デー ツタ が まち が えて いる と , 次 の よう に エラ ー 表 示さ れ ま す 。 再度, 正しい デー タ を 入 
力 し て くだ さい 。 


A>TIME 86/3/1 < 
左 の 例 で は , 86/03/01 と 入力 する と ころ を 86/ 3 / 1 


Tnvaild format or parameter 2 
と 入力 し て いる だ め に , エラ ー と な つて いま す 。 


A> 
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1 ) 電 
コン トロ ー ル コー ド と エス ケー プシ ー ケ ンス 


ョ フト し リー ルコ で に と 上 スー ノシ ー リ ん 0 0 
コン トロ ー ル コー ド あ る い は エス ケー プシ ー ケ ンス を 画面 に 対し て 出力 する こと に より 画面 の 制御 
を 行なう こと が で きま す (通常 プロ プラ ム 中 で の み 使 用 可能 で す )。 


選 ま に 円 亡 劇 唐人 RSeooogs・ アス キー コー ド の うち , 文字 を 表わす コー ド 以 外 に 吾 種 コ ント ロ 
ー ル を 割り つけ だ も の 。 


エス ケー プシ ー ケ ンス …… 名 種 の コン トロ ー ル を エス ケー プ コ ー ド (1⑬BH) と 他 の 文字 を 組 
み 合 わせ る こと に よ つ て 表わし た も の 。 


コン トロ ー ル コー ド と エス ケー プシ ー ケ ンス を 利用 する に は , 各 コ ー ド を CRT : の デバ イス 
に 出力 する が, コン ソー ル に 直接 出力 する 政 要 が あり ます 。 

使用 例 | シス テム コー ル を 使用 し て コン ソー ル に 各 コ ー ド を 出力 する 例 を 以下 に あげ ます 。 
(シス テム コー ル に つい て は 第 9 章 を 参照 し て こ だ さ い 、。) 


(1) コ ント ロー ルコ ー ド で ビー プ 音 を 出す 場合 


ORG 100H 

MVI_ CGC 2 コン ソー ル に コン トロ ー ル コー ド の /7H を 
MVI 互 07H 30 

CALL 5H 

MVI CO 本 
CALL 5H に 戻り ます 
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ぢ エス ケー プシ ー ケ ンス で ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 を 消す 場合 


ORG 100H 

MVI_ G2 | コン ソー ル に エス ケー プ コ ー ド BH) を 
MVI 。 巨 1BH| [uu 

CALL 5H 

MVI _ C,2 

MVMI 古平 + コン ソー ル に fC66H) を 出力 し ます 
CALL 5H 

MVI GO | シス テム リセ ッ ト を 行ない プロ ンプ ト 表 示 
CALL 5H に 戻り ます 
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ロン トロ ー 引 コッ ド 


コン トロ ー ル コー ド を 使用 し て , カー ソル を 移動 し た り ビ ー プ 音 を 出し た りす る こと が で きま す 。 
こ ご これら の コー ド を ディ スプ レイ 装置 に 出力 すれ ば , 画面 制御 等 を 行なえ ます 。 


改行 し ます 
カー ソル を 画面 上端 へ 移し ます 
テキ スト 画面 を クリ ア し ます 


復帰 し ます (リタ ー ン キー と 同じ 機能 ) 0DH 


プラ フィ ッ ク 画 面 を フク リア し ます 

プラ フィ ッ ク フク 画面 と テキ スト 画面 を フリ ア し ます 
SA デー ジン ンー の 2 クミ は 

カー ソル を 次 へ 秘 動 し ます 

カー ソル を 1 つ 前 に も ど ご しま す 


カー ソル を 上 へ 移動 し ます 1EH 


カー ソル を 下 へ 移動 し ます 1FH 


※ 注 工 ス ケー プシ ー ケ ンス は , エス ケー プ コ ー ド (1BH) の 後に 続け て コー ド を 送る こと 
に よ つ て 様々 な 機能 を 実行 きせ る こと が で きま す 。 
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エス ケー プシ ー ケ ンス 一 覧 


turbo CP/M で は , エス ケー プシ ー ケ ンス で 以下 の よう な 特有 の 機能 が サポ ー ト され て いま す 。 


ESC に 続 ぐ 文字 
2 3 2 


1 
テキ スト 画面 の フリ ア * 
カー ソル 以下 の 一 行 ク リア 中 
カー ソル 以下 の 画面 クリ ア 他 
カー ソル を 表示 させ る モー ド B 
カ D 
カ 


に 


ー ソ ル を 表示 し な い モ ー ド 


ョ | 
。 敵 ー ソ ル の ダイ レク ト 指 定 =| Y X 
現在 の カー ソル 位置 を ひえ し ます ゃ 
| 8 | 文字 の 反転 ON ( 


| 9 | 文字 の 反転 OFF ) 


10 | 文字 の プリ ンク ON 
文字 の ブリ ンク OFF 
12 | 横 千 ON < 
13 | 横 何 OFF > 
14 | 縮 価 ON 人 
終 倍 OFF 
| 6 | カラ ー 
| 7 | 
| 2 | 
2 
6 ( 貞 ) 


15 

16 

17 

20 

21 

23 

24 | パレ ッ ト の 設定 
25 | ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 させ る モー ド 記 
26 

2/ 

28 

30 

31 

32 


0 (県 ) 0 
KN 間 り 1 
2 ( 恋 ) 

9《 マ ゼ シ タ ) 
4 

5 


( 緑 ) 


し みこ 、、 
W 
装 
/ 
ヽ ン 
1 SG 1 の | GO TnS 


キー の 先行 入力 不可 の モー ド 本 
キー の 先行 入力 可 の モー ド 叶 
| 29 | 双 送 字 モ ー ド 6) 


U 
| 30 | 池 モー ド U| 1 
] 
[ 


123 | 
124 
回 
| 26 | ファ ンク ション キ ー を 表示 し な い モー ド f 
12 | 
12 | 


| 31 | ROM キャ ラフ ター ゼネ レー タモ ー ド 
| 32 | RAM キャ ラフ ター ゼネ レー タモ ー ド 
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FROM キヤ ラク ター ゼネ レー タ の 内 容 を お え し ます (8X8 フ ォ ン ト ) 
RAM キヤ ラク ター ゼネ レー タ の 内 容 を ガ え し ます 


33 
34 
35 | HIOM キヤ ラフ ター ゼネ レー マタ の 内 容 を が え し ます (16X8 フ ォ ン ト ) 


36 | ユー ザー キヤ ラク ター の 定義 


37 | 画面 モー ド の 初期 化 


て とら 
回 


0 


38 | 行 , 解 優 度 の 設定 (25 行 ・200 ラ イン ) 
CI2 行 S!192 ラ イジ ) 
1 


(10 行 ・ プ ラフ ィ ッ フク 表示 不可 ) 
(25 行 ・400 ラ イン ) 
3 (12 行 ・384 ラ イン ) 


(20 行 ・ プ ラフ ィ ッ ク 表 示 不 可 ) 


2 
IS こ 】 


4 
4 
4 


指定 され た プラ フィ ッ ク フク 位 置 に 点 を 表示 . 


プラ イオ リティ の 設定 


(GRAM1 : 表示 用 , GRAMO : 書き 込み 用 ) 
KEY クリ ッ ク ON 
KEY クリ ッ ク ' OFF 
サウ ンド ゼネ レー タダ に デー タ を 書き ます 
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サウ ンド ゼネ レー タ の レジ スタ の 内 容 を が え し ます RR 


45 | 指定 され だ ブラ フィ ッ ク 位 置 の 色 デ ー ツ を か え し ます 


スク フリ ー ン モー ド の 変更 (GRAMO : 表示 用 ・ 書 き 込み 用 ) v 千 一 オー 
GRAMO : 表示 用 , GRAM1 : 書き 込み 用 ) | v も SN SM0】 
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| 4| エス ケー プシ ー ケ ンス 詳細 
エス ケー プシ ー ケ ンス と は , エス ケー プ コ ー ド (1BH) の 後に 続く ある コー ド を コン ソー ル に 送る 
こと に より の , 特定 の 機能 を 実行 させ る こと を いい ます 。 


turDo CP/M に は 様々 な エス ケー プシ ー ケ ンス が ガ が 用意 し て あり の , X1 turDo の 機能 を 十分 に 活 
用 する こと が で きま す 。 以下 , 各 エ スケ ー プ シー ケン ス に つい て 説明 し ます 。 


〈 表 の 見 亡 〉 
HH は 0~F まで の 16 進 数 を 表わし て お り の , h は その 数 字 に 対す る ASCI| コー ド を 表現 し て いま す 。 な 
お , この 部 分 は 洗 種 コン トロ ー ル を 行なう 際 に 使わ れる 数 値 変数 を 表わし て いま す 。 


対応 表 


本 立 隊 計時 相 906333E2 TOWER AA 朋 に OH RS 析 0 二 
| アス キー コー ド | 30H 31H 32H 33H 34H 35H 36H 37H 38H 39H 41H 42H 43H 44H 45H 46H 


例 日 が 数 字 の 9 で あれ ば それ に 対応 する h は 39H で 表わさ れ ま す 。 


ー 了 半 和 RNESRRIITE 


MESO WE 玉 1BH 2AH @ 画面 を すべ て クリ ア し ます 。 カ ー ソ ル は 画面 友 上 隅 に 移動 し ます 。 
も e カー ソル の 位置 か ら 右 1 行 を フリ ア し ます 。 
@ カー ソル の 位置 は 変化 し ませ ん 。 
ESGFY 4BH 59H @ カー ソル の 位置 がら 画面 右 下 端 ま で フク リア し ます 。 
@ カー ソル の 位置 は 変化 し ませ ん 。 
ESC 日 1BH 42H e カー ソル を 表示 させ る モー ド に し ます 。 
ESC b 1BH 62H e カー ソル を 表示 し な い モー ド に し ます 。 


ESC = Y Xd 1BH 3DR @ カー ソル を Y 行 X 桁 の 位置 まで 秘 動 し ます 。 
9 e@ 一 番 上 の 行 を 第 0 行 , 左端 の 桁 を 第 0 桁 と こし ます 。 
@X, に は , 実際 の 行 数 , 桁 数 に 20H を 加え だ 値 を 設定 し ます 。 
だ と えば , カー ソル を Y テ 5 行 , メニ 13 桁 へ と 秘 動 を な せる に は 
y デ 05H 十 20H=25H, x 三 0DH 十 20H=2DH と し ます 。 


1BH 3FH @ キー 入力 バッ ファ を クリ ア し だ 後 , 現在 の カー ソル 位置 を , キー 入力 
バッ ファ の 最初 の 2 バイ ト に 書き 込み ます 。 

@ 1 バイ ト 目 が 行 数 , 2 バイ ト 目 が 桁 数 を 表わし , デー タ は 実際 の 行 数 , 
桁 数 に 20H を 加え だ 値 と な つて いま す 。 だ と えば , カー ソル が 10 行 , 
25 桁 に あめ る と き , この コー ド を 出力 けれ ば , キー 入力 バッ ファ に は , 
0AH 十 20H=2AH, 19H 十 20H= ニ 39H が 書き 込ま れ ま す 。 

(ヅダ イレ クト カー ソル アド レシ ング の 座標 の 項 を 参照 し て くだ さい 。) 


1BH 28H @ 文 守 表 示 モ ー ド を , リバ ー ス モー ド に し ます 。 
@ ご の コー ドガ 出力 され だ 後 の 表示 文字 は 反転 文字 で 表示 され ます 。 


1BH 29H @ | リバ パー スモ ー ド を ノー マル モー ド に し ます 。 
@ ご の コー ドガ 出力 され だ 後 の 表 示 文 字 は 標準 文字 で 表示 され ます 。 


128 


@ 文 守 表 示 モ ー ド を フラ ッ ツ シ ング モー ド (標準 文字 と 反転 文字 を 交互 に 


繰り 返す ) に し ます 。 
e ご の コー ドガ が 出力 され だ あと の 表示 文字 は フラ ッ シ ン グ し ます 。 


@ フラ ッ シ ン プ モ ー ド を ノー マル モー ド に し ます 。 

@ ご の コー ドガ 出力 され だ あと の 表示 文字 は フラ ッ シ ン プ し な お い 文 字 で す 。 

e 表示 文字 の 大 き さ を 水平 2 倍 文字 に し ます 。 

* ご の コー ドガ 出力 され だ 後 の 文 守 は 水平 2 倍 文字 と な り ま す 。 

e 表示 文字 は が な ら ざ 偶数 桁 か ら 出力 し , 次 の 桁 も 同じ 文字 に し て ぐだ 
さい 。 一 行 中 に ノー マル 文字 が あつ て も が ま い ませ ん 。 


< 横 倍 文字 の 表示 方 法 


ESC く の コー ド を 出力 し だ 後 , 


テキ スト メモ リ 表示 画面 


本 


テキ スト テキ スト 
偶数 桁 。 奇数 桁 


@ 水平 2 倍 文字 モー ド を ノー マル 文字 モー ド に し ます 。 
*$ ご の コー ドガ 出力 され だ 後 の 表示 文字 は 標準 文字 と な り ま す 。 
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| | エス ケー コー ド | 16 着 コード | 


4BHID5E 財 


@ 表示 文字 の 大 き さ を 垂直 2 倍 文字 に し ます 。 

* ご の コー ドガ 出力 され だ 後 , 同じ 桁 2 行 に 同じ 文字 を 出力 けれ ば , 垂 
直 2 倍 文字 と な り ま す 。 

@ 表示 文字 の 2 行 中 に , ノー マル 文字 お よび 水平 2 倍 文 字 が あっ て は な 
り ま せん 。 
し だ が つて , 垂直 2 倍 文字 を 表示 する に あ た つ て, ESC 人 へ の コー ド を 
送 つ だ 後 , 文字 を 表示 する 2 行 全体 に わた つて あら ガ じ め ス ペー スコ 
ー ド を 書 ぐ 入 要 が あり ます 。 

e 表示 で き な い 文字 の 組み 合せ 


(⑭) 
垂直 2 倍 文 字 表示 杵 に ノー マル 文字 が ある 場合 。 


直 2 倍 文 守 表示 桁 に 水平 2 倍 文字 が ある 場 


垂直 2 倍 文字 を 1 行 ず らし て 表示 する 場合 。 


e 縦 倍 文字 の 表示 方 法 
ESC 人 の コー ド を 出力 し だ 後 
0 桁 テキ バド メモ リー 79 桁 


! 3 ! 
|splsplsp|-|-|-(《( - | - |sp|sp |-nf5 
sp | sp|sp|- | - | ー ブ - | - |sp|sp |-n+1 生 


※ 垂 直 2 倍 文字 を 表示 する 行 全体 に スペ ー ス (SGP) コー ド を 書き ます 。 
ペド リー 表示 画面 


As エ 
人 AA (n +1) 行 


1BH 5FH 


@ 算 上 直 2 倍 文字 モー ド を ノー マル 文字 モー ド に し ます 。 
@ ご の コー ドガ 出力 され だ 後 の 表示 文字 は 標準 文字 こと なり ま す 。 


| | エス ターフ コー ド | 16 進 コー ド 


16 | ESC 0^/ BRH30H32H | * キ ヤラ クタ ー カ ラー を セツ ト し ます 。 
) 
23 


@ ご の コー ドガ が 出力 され だ 後 の 表示 文字 は 指定 し た カラ ー で 表示 され ま 
ESC P Hi | BH 50Hh hi 


の 5 カラ ー コ ー ド さ は 次 の 通り で す 。 
ESC F 1BH 46H 
26 | ESCf 1BH 66H e 画面 最 下 行 に , ファ ン フ ショ ン キ ー の 状態 を 表示 しない モー ド に し ま 
。 
2 本 SG 4BH 2BH @ キー 先行 入力 〈 他 の 処理 を 行 な つ て いる 間 に キ ー 入 力 す る こと ) を 
受け つけ な い モ ー ド に し ます 。 
ESC - 1BH 2DH @ キー 先行 入力 を 受け つけ る モー ド に し ます 。 
※ 初 期 設 定 で は , ESC 十 の モー ド に な っ て いま す 。 ESG 〇 ー の モー ド 
は , 先行 キー 入力 を 正しく 保つ て いだい と き に 使用 し ます 。 だ だ し 
画面 出力 の 一 時 停止 機能 は 動作 し ませ ん 。 


ES U 0 前 5 30 思 | * 表示 文字 の タイ プ を 設定 し ます 。 BASIC の KMODE0) 


@ パ レツ トコ ー ド 日 , (0 一 で 指定 され る パレ ツ ト に , カラ ー コ ー ド Hs 
(0 一 /) で 指定 され る カラ ー を 設定 し ます 。 すなわち , 基本 色 の 番号 
が 口 , 実際 に 表示 し だ い 色 の 番号 ガ Hz と な り ま す 。 


@ 画面 最 下 行 に , フラ シン フクシ ョ ン キ ー の 状態 を 表示 する モー ビ に し ます 。 


@ 1 バイ トコ ー ド 文字 (半角 文 字 ) が 表示 可能 に な り ま す 。 


90 中 ESCU 1 上 還 55H31 旧 | * 表示 文 の タイプ を 設定 し ます 。 て BASIC の KMODE1) 
se 2 バイ トコ ー ド 文字 (全角 文字 ) と 半角 文字 て セミ プラ フィ ッ ク 文 字 
を 除 こ ) が 表示 可能 に な のり ま す 。 
31 選 S@⑥' ] 4BH 5DH e@ 文字 表示 モー ド を RIOM キヤ ラク ター ゼネ レー タモ ー ド に し ます 。 
s この モー ドガ 出力 され だ 後 の 表示 文 字 は 。 通常 の 文字 (ROM キャ ラ 
ESC [ 


クタ ー ゼ ネ レ ー タ の 文字 ) に な り ま す 。 


1BH 5BH @ 文 守 表 示 モ ー ド を RAM キャ ラク ター ゼネ レー タダ に し ます 。 
ゅ ご の コー ドガ が 出力 され だ 後 の 表示 文字 は , あら が じ め 定 義 き され だ ユー 
ザー 定義 キヤ ラク ター と な り ま す 。 
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| | エス ケー ブフ コード | 16 進 コー ド 
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ESC C 0 HHi 


ESC C 1 


ESC C 2'HiHh 


ESC DB 
HH HiHi-Hz4Hs 


1BH 43H 30H 


@ キー 入 力 バ ッ ツ フ ァ を クリ ア し だ 後 , キヤ ラフ ター コー ド HiHi の ROM 
キヤ ラク ター ゼネ レー タダ の デー タマ 8 バイ ト (8X8 フ ォ ン ト ) を , キー 
入力 バッ ファ の 最初 か ら 16 バ イト に 書き 込み ます 。 デ ー タ は すべ て 16 
進数 字 で 与え られ ます 。 


1BH 43H 31H 
hihi 


@ キー 入力 ガバ ッ フ を クリ ア し だ 後 , キヤ マラ クタ ー コ ー ド HH の RAM 
キヤ ラク ター ゼネ レー タ の デー タ 24 バ イト を , キー 入力 バッ ファ の 最 
初 か ら 48 バ イト に 書き 込み ます 。 

@ 再 の デー タ が 最初 の 16 バ イト , 次 の 16 バ イト が ガ 赤 の デー タ , 最後 の 16 
バイ ト が ガ 緑 の デー タ と な つて お り , デー マタ は すべ て 16 進 数 字 で 与え ら 
れ ま す 。 


1BH 43H 32H 
hihi 


@ キー 入力 バッ ファ を クリ ア し だ 後 , キヤ ラク ター コー ド HiHi の ROM 
キヤ ラク ター ゼネ レー タ の デー タ 16 バ イト (16X 8 フォ ント ) を , キ 
ーー 入力 バッ ファ の 最初 か ら 32 バ イト に 書き 込み ます 。 デ ー タ は すべ て 
16 進 数 字 で 号 え られ ます 。 


1BH 44H 
hh hihr…hshs 


RAM キヤ ラク ター ゼネ レー タ の キャ ラクター コー ド HH に , ユー ザ 
ー キ ヤラ クタ ー を 定義 し ます 。 デ ー 入 力 は 次 の よう に し ます 。 


L 


ト 


赤 
キヤ ラク ター コー ド HH 


@ ぐ Q@@@@Q9@ 


例え ば , 図 の よう な お 昨 色 の 文 守 を キヤ ラク ター コー ド 41H に 
定義 ける に は , 
ESC D 41 42 42 42 00 
42 42 42 00 


42 42 42 00 


16 24 42 7 
16 24 42 7/ 
16 24 42 7 


と いつ 文字 を 出力 し ます 。 


| 3 


37 | ESC | 1BH 49H e X1 tUrDO を 初期 状態 に 戻し ます 。 す な わ ち , 次 の こと を 行ない ます 。 
COLOR7 ( 白 ) に 設定 し ます 。 
38 | ESC V 0^5 | 1BH 56H 
( 30H-35H 
43 
4 


⑯ ③ 


サウ ンド を OFF に し ます 。 

キー の クリ ッ ク を ON に し ます 。 

カー ソル を 表示 させ ます 。 

ファ ンク ショ ン キ ー の 状態 を 最 下 行 に 表示 し ます 。 


@ ぐ Q@⑳@⑳@@⑳ 


@ テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の 行 数 と , プラ フィ ッ ツク 画面 の 解像度 を 
設定 し ます 。 


続 ぐ 文字 | テキ スト 画面 | プラ フィ ッ ノ 画面 


0 200 ラ イン 
1 192 ラ イン 
2 表示 不可 能 
3 ( 表示 不可 能 
4 

5 


400 ラ イン 


テキ スト 画面 を 10 行 が 20 行 に 設定 し た 場合 , ブラ フィ ッ ク 画 面 を 使用 
する こと は で きま せん 。 ま だ 10 行 の 指定 は 標準 ディ スプ レイ モー ド の 

合 の み 使 用 可能 で す 。 解像度 は その 時 の RESOLUTION スイ ッ 
チ の 状態 に より ます 。 


アト リ ビ ュ ユー ト を 07 (ROM キヤ ラク ター ゼネ レー タ , 標準 サ 
イズ ) に 設定 し ます 。 
パレ ツ ト コ ー ド を すべ て 黒 に 設定 し ます 。 
テキ スト 画面 を プラ フィ ッ ク フク 画面 に 対し , 最 優先 に 設定 し ます 。 
1BH 53H 
hihihi 
hihzh: 
hi 


プラ フィ ッ ク 画 面 に 点 を 表示 し ます 。 

X 座 標 を ロ iHiH」, Y 座標 を HzHzHz, パレ ツ ト コ ー ド を H。 の 16 進 数 

字 で 号 え ます 。 

値 の と りう る 範囲 は , 

HiHiHi が 000Hー27FH (0 一 639〉 

HsHzHz が 000H 一 18FH (0399) 

半 さ 20M7 回 (0 の 

と な り ま す 。 

注 ) 初期 状態 で は , パレ ツ ト が すべ て 黒 に 設定 され ブラ フィ ッ ツク 画 面 
が 表示 され ませ ん 。 表 示 の だめ に は パレ ッ ト (ESC P Hi Hz) 

を 設定 する め 要 が あり ます 。 


1BH 47H 
hihih 
hzhzh: 


キー 入力 バッ ファ を クリ ア し た 後 , 座標 (HiHiH, HzHzH。) に あ 
る 画面 の 点 の パレ ツ ト コ ー ド を 最初 の 1 バイ ト に 書き 込み ます 。 デ ー 
タダ は すべ て 16 進 数 字 で 号 え られ ます 。 
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| 1 325- カ =R | 1 コー ド 


ES@⑥』p HH | (B 曲 0H im| テキ スト 画面 の プラ フィ ッ ク 画 面 に 対す る 優先 順位 を 設定 し ます 。H に 
は , ASCI| 文字 の 0 一 9 お よび AF が 入り の, 16 進数 字 を 構成 し ます 。 

47 | ESC v 0^3 

) 

. 欄 軸 


よっ つ て, HH の 2 バイ ト で 00HーFFH まで の 数 字 で 表わし ます 。 
ESC に 


e@ 優先 順位 の 設定 は , 炊 の ビッツ ッ ト パ ター ン に 従っ つて 行ない ます 。 
ESC k 


9 Se な 、 箇 導 5 人 、 1 30 
ラ 2 
に y | 
ダ 


0 の と き テキ スト 優先 
1 の と き グラ フィ ッ フ 優先 


1BH 56H * プラ フィ ツク 画面 の 解 依 度 が 200 ラ イン ガ 192 ラ イン の 場合 の み , 2 
30H 一 33H つの ブラ フィ ッ ク RAM (GRAM 0 と 1 ) を 表示 用 ガ , 書き 込み 用 が 
に 指定 で きま す 。 


例え ば , V 1 の 場合 , 画面 に は , GRAM0 の 内 容 が 表示 され , プラ フ 
イッ ツク に 対し て 書き 込み を 行 な つ だ 場合 , GRAM1 に 書き 込ま れ ま す 。 


1BH 4BH る キー の クリ ッ ク 音 を 出す モー ド に し ます 。 
@ ご の コー ドガ 出力 され だ 後 , キー ボー ド の キー を 押す と 「 フ リッ 」 と 


いう 音 が 出 ま す 。 


1BH 6BH @ キー の クリ ッ ク 音 を 出さ な い モ ー ド に し ます 。 
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MIIOIOIOIOWIOWWIWOIOMIO 
53|ES6 WINE 間 B 上 5 に 記 サウ ンド ゼネ レー タ に , デー タ を 書き 込み , 音 を 出し ます 。 ビレ ジス 
番号 , HH に デー タツ を 、16 進数 で 書き ます 。 
サウ ンド ゼネ レー タダ 用 LSICAY 38910) へ 直接 デー を 送り こ お こと に 
よっ て 音 を 出し ます 。 


下 の 図 で レジ スタ ー と デー タ と の 関係 を 示し ます 。 


チ ヤ ン ネ ル A の 周波 数 

(音程) 4 ビッ ト OTA 
チャ ン ネ ル B の 財 波 数 FTB 

(音程 4 ピッ ト OTB 
チャ ン ネル 〇 の 周波数 

(音程) 
ノイ ズ の 周波 数 
チャ ン ネ ル の 設定 上 OTTOAT で 
チャ ヤン ネル A の 音量 
チャ ン ネ ル 日 の 音量 
チャ ン ネ ル 〇 の 音量 


エン ベロ ー プ 周期 


エン ベロ ー プ 形状 
|/ 〇 ポー トム A※ 8 ビット (ジョ イス ティ ッ ク 1 ) 
IO ポー ト B※ | 8 ビット (ジョ イス ティ ッ ク 2 ) 


0 
1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
A 
BB 
C 
D 
E 
に 


レジ スタ ー/ の D7 | レジ スタ ー/ の D6 内 容 

0 ポー ト A, ポー ト 日 共に 出力 
1 ポー ト A は 出力 , ポー ト 日 は 入力 
0 
1 


ポー ト A は 入力 , ポー トド 日 は 出力 
ポー ト A, ポー ト 昌 共 に 出力 


54| ESCRHi | 1BH 52H hi @ キー 入力 バッ ファ を クリ ア し た だ 後 , サウ ンド ゼネ レー タ の レジ スタ Hi 
の デー タ 内 容 を キー 入力 バッ ファ の 最初 おら 2 バイ ト に 書き 込み ます 。 
デー タ は すべ て 16 進 数 字 で 号 え られ ます 。 
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田 ダ イレ クト カー ソル アド レシ ング の 座標 


(ESC=, ESC 使用 時 ) 
| Ni コ ー 
アス キー 文字 | 16 進 コー アス キー コード li ド | | アス キー 文学 | 16 進 コー ド | 


GDP スペ ー ス ) 


CO~ ヽ JO 員 Co OO 
> RES 次) 


"ララ 大 で 三 、005 に O' GNG 6 で の 


・Goocuoom 上 cr つい ヽ へ ・ 
(de (009250UaGDCIONGDUZSS べべ (6 か (5 6) RDGO。 克 00 WIIE 人 六 。 
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第 9 草 
シス テム コー ル 


シス テム コー ル の 使い 方 


シス テム コー ル と は , ファ ンク ショ ンコ ー ル と も 呼ば れ , CP/M シス テム が サブ プルー チ ン と し て も 
つて いる 交 周 辺 機器 と の 入出 力 や , ディ ス フ 上 に ある ファ イル 操作 な どの 機能 を , ユー ザー プロ グ ブ 
ラム で 利用 し て 行なう こと で す 。 こ の シス テム コー ル を 利用 する と CP/M シス テム を 利用 し て の プ 
ログ ラム 作成 の 負担 が 軽 こ な り , 各 プ ログ ラム 間 の 互換 性 が 保てる よう に な り ま す 。 

本 CP/M シス テム で は 39 個 の シス テム コー ル が 使用 で きま す 。 


シス テム コー ル の 
基本 的 な 使用 方 法 MVI _C, ファ ンク ショ ン No. 
(ファ ンク ショ ン No. を 〇 レジ スタ に ロー ド ) 
MVI 三 , 入力 パラ メー タ 
(入力 パラ メー タ を ビレ ジス タ に ロー ド ) 
CALL 0005H 
(BDOS ジャ ヤン プ ベ クト ル が 格納 され て いる 
0005H を コー ル ) 


入力 パラ メー タ ガ 
1 バイ ト の と き 


MVI_C, ファ ンク ショ ン No. 


カ 』 用 カラ ヌー ニタ 大 | LX| D, 入力 パラ メー マタ 
2 バイ ト の と き (入力 パラ メー タ を DE レジ スタ に ロー ド ) 
CALL 0005H 


出力 パラ メー タ が 
ジス マタ に ご 
出 1 パイ ト の と き A レ ジ 格納 され ます 
出力 パラ メー タ が 
RS 力 パ ラ 


レジ スタ に 格納 され ます . 
” ia 


※ 出 力 に 際 し て は , 他 の レジ スタ が 破壊 され る こと が あり ます 。 

サン プル プロ グラ ム | 具体 的 お シス テム コー ル の 利用 方 法 と し て シス テム コー ル No. 6 ヒシ ステ ムコ ー ル No. 15 に 
つい て サン プル プロ プラ ム を 示し ます 。 
④① シ ステ ムコ ー ル No. 6 


コン ソー ル (CON : ) か ら の 入力 指定 


CTRL| +[Y] が 入力 され る と 終了 し て CP/M 
シス テム に 戻り ます 。 
A レ ジス タ に 格納 され て いる 文字 を コン ソー ル 
CON : ) へ 出力 指定 


ルー プ 


この プロ プラ ム を 実行 する と キー ボー ドガ ら 入 力 さ れ だ 文字 が CRT ディ スプ レイ 上 に 出 
カ さ れ , [CTRL|+ [Y] を 入力 する と 終了 し ます 。 
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②@ シ ステ ムコ ー ル No. 15 
まず, DIR を 実行 する と 次 の よう に 画面 上 に リス ト ア ウト され ます 。 


A>DIR 

A: MOVCPM と SYS : STARTUP COM : 
PTP は COM : COM : 
DDT け COM : ASM : 
XSUB 9 COM : COM : 


DICCOPY 。 COM : COM : 
HDBACKUP い COM : COM : 
KEY は COM : ASM : 
ULPT2 MAC : COM : 
WMENGL : WMKANA HLP : WMKANJTI HLP : 


ュ 


シテ テテ テテ 


ディ レク トリ コー ド 0 ディ レフ トリ コー ド 1 ディ レク トリ コー ド 2 ディ レク トリ コー ド 3 


次 に DDT を 起動 し , シ ステ ムコ ー ル No. 15 を 実行 する た め に 以下 の よう な お 形 で 入力 し て い 
きま す と , その ファ イル に 応じ た ディ レク トリ コー ドガ A レ ジス タマ に 格納 され て いき ます 。 


A>DDT 

DDT VERS 2.2 

-A2999 

2999 MVI C,@FJ シス テ /、 コ ー 

ヒット 無し 1 きも 995- | シス テム コ ル No 15 の 設定 

2995 CALL 9995」 (FCB の 先頭 アド レス は 005CH) 

2998 NOPJ」 

2999 … 

-IPIP. COM- PIP. COM の FCB を セッ ト 

-G2999, 2998- シス テム コー ル No. 15 の 実行 
A レ ジス タ の 内 容 確認 


ディ レク トリ コー ド 0 
ABC. XYZ の FOB を セッ ト 
シス テム コー ル No. 15 の 実行 


A レ ジス タ の 内 容 確認 
ディ レク トリ コー ド 0FFH( 該 当 フ ァイル な お し) 


※ デ ィ レ クト リコ ー ド に つい て は , 後述 の シス テム コー ル 詳 細 の ファ イル の オー プン (シス 
テム コー ル 15) を 参照 し て くだ さい 。 


シス テム コー ル 一 覧 


PMS 証人 


で ウン 出力 パラ メー タダ 
(C レ ダス?) (レジ スタ ) 
シス テム リセ ッ ト 


コン ソー ル (CON : うお ガ ら の 入力 
ー キ ー ボ ー ド か ら の 入力 


コン ソー ル (CON : う へ の 出力 
=ーCRT ディ スプ レイ へ の 出力 


リー ダ (RDR : ) か ら の 入力 
パン チ (PUN : ) へ の 出力 圧 田 2 多 
リス ト (LST : ) へ の 出力 三 三 出入 デー タ 


コン ソー ル (CON : う へ の 直接 入 | ビニ FFH( 入 力 指定 ) A テ 入力 文字 (入力 指定 ) 
出力 E = 出力 文字 (出力 指定 


IO パ バイト の デー タ 取 り 出 し AーIO バイ ト の デー タ 


IO バイ ト の デー タ セ ッ ト Eー テ IO 〇 バイ ト の データ 


文字 列 の プリ ント アウ ト DE ニー 文字 列 の 格納 先頭 アド レス 


コン ソー ル バ ッ ファ へ の 読み こみ | DE= コ シン ソー ルリ パ ッ フ ア 先 頭 カ アド レス 


コン ソー ル (CON : ) A=FFH( 入 力 あり ) 
ペデ se ダス チェ エッ A=00HK( 入 力 な し ) 


パー ジョ ン 番 号 の 取り 出し H=00H(CP/M) 
H=01H(MP/M) 
L=00HCVersion2.0 以 下 ) 
し =20HCVersion2.0) 

し =22HCVersion2.2 


ディ スク シス テム の リセ ッ ト 


ディ スク ドラ イブ の 選択 ビデ ド ライ ブ プ 番 号 
(0 デ A :, 1 =B > の 7 : ) 


ファ イル の オー プン DE=FCB (ファ イル コン トロ | A= ニ ディ レフ トリ コー ド (O3) 
ー ル プ ブ ロック) 格納 先頭 アドレス (正常 な オー プン 〕 
A= テ FF H( フ ァイル の オー プ 
ン 不 可 ) 
FCB デ オー プン され だ ファ イル 
の ディ レク トリ 
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| フタ アイル の クロ ー ズ 


最初 の フラ イル サー チ 


次 の ファ イル サー チ 


ファ イル の 削除 


ファ イル の 作成 


ファ イル 名 の 変更 


ログ イン ベク トル の 取り 出し 
ロブ インデ ィ ス ク 番 号 の 取り 出し 


DMA アド レス の セッ ト 


アロ ケー ショ ン ア ドレ ス の 取り 出し 


ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト 


リー ド オ ン リ ー ベ クト ル の 取り 出し 
ファ イル の 属性 セッ ト 


DE= テ FCB 檜 納 先 頭 ア ドレ ス 


DE= テ FCB 格納 先頭 アド レス 


DE=FCB 格納 先頭 アド レス 


DE= テ DMA 先頭 アド レス 


DE=FCB 格納 先頭 アド レス 


A= ニ ディ レク トリ コー ド (0⑩~3) 

(正常 な フロ ー ズ ) 

A=FF H(〈 フ ァイル の フロ ー ズ 
不可 ) 


A= ニ ディ レク トリ コー ド (〈0O3) 
(正常 な フラ イル サー チ 〕 
AFF H( フ ァイル サー チ 不 可 ) 
DMA (ダイ レク トメ モリ アド 
レス ) = 該当 ファ イル が 含ま れる 
4 つの ディ レク トリ 
A= テ = ディレク トリ コー ド 〈03) 
(正常 な フタ イル サー チ 〕 
AFF H( フ ァイル サー ナチ 不可 ) 


A= ニ ディ レク トリ コー ド (0O3) 
(正常 な フタ イル 削除 ) 
A ニ FF H( フ ァイル 削除 不可 ) 


A=00HCEF 常 な リー ド ) 
A=00H 以外 (ファ イル の 終了 ) 


A=00HCF 常 な お ラ イト ) 
A=00H 以外 
(書き こみ 動作 不可 ) 


A= デ ィ レ クト リコ ー ド (0^3) 
(GE 常 な フタ イル 作成 
A=FF H( フ ァイル の 作成 不可 ) 


A= デ ィ レ クト リコ ー ド 03) 
(GE 常 な フタ イル 名 変更 

A=FFH (ファ イル 名 の 変更 

可 ) 


ワイ シベ クト 


A= テ ロ プ イン ディ スク 番号 
(0=A :,1= モ Bi …7=H 5) 


HL ニア ロケ ー シ ョ シ ベク ドル の 
格納 先頭 アドレス 


HL= テ リー ド オ ン リ ー ベ バグ トル 


A= テ ディ レク トリ コー ド (O3) 
(GEF 常 な 属性 セッ ト 〕 
A テ FFHK 属 性 セッ ト 不 可 ) 


| ディ ス フ パ ラメ ー タ アド レス の 取 


り の 出 し 


ユー ザー コー ド の セツ ト ま だ は 取 
り 出 し 


ラン ダム お 読み 出し 


ラン ダム な お 書き こみ 
ファ イル の 大 き さ の 計算 


ラン ダム レコ ー ド の セッ ト 
ディ スク ドラ イブ の リセ ッ ト 


0 ゼロ) 書き こみ を 伴う ラン ダム 
な 書き こみ 


ニョ ミー ザー コー に ビ 

(ユー ザー コー ド の セッ ト ) 
(ビー00H の と き USER0, 
…。 ビー0FH の と き USE 
R15) 

E テ FF H (ユー ザー コー ド の 

取り 出し ) 

DE= テ FCB 格納 先頭 アド レス 
(FCB の rO, r1, F2 は アフ クセ 
スレ コー ド 番 号 セ ツ ト ) 

同上 

DE= テ FCB 格納 先頭 ジ ド レス 


DE= テ FCB 格納 先頭 アド レス 


DE デー ドラ イプ ベク トル 
DE= テ FCB 格納 先頭 アジ ド レス 


HL=DPB 
(ディ スク パラ メー タブ ロッ ク ) 
の 格納 先頭 アドレス 


AO00HCE 常 な 読み 出し ) 

AO00H 以外 (読み 出し 不可 ) 
(エラ ー コ ー ド 〕) 

同上 

FCB の FrO, 1 Fr2 に ファ イル 

の 大 き さ ( レ コー ド 数 ) を セツ ト 

FCB. の FO, T F2 に ラジ ダ が 

レコ ー ド 番号 を セツ ト 


A ム =00H( 正 常 な 書き こみ ) 
AO00H 以外 (書き こみ 不可 ) 
(エラ ー コ ー ド 〕 


※ シ ステ ムコ ー ル No.12 の 「MP/M」 は , デジ タル リサ ー チ 社 の OS( オ ペレ ー テ ィ ン プ ブシ ステム) で す 。 
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シス テム コー ル 詳 細 
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デム 00 に シス テム セツ トド 
入力 パラ メー タ 

C レ ジス タ : 00H 
機 能 

CP/M シス テム の リブ プー ト を 行ない ます 。 


シベ バテ 5 ョ 5 ルル コシ ツジ 上 引 の 次 力 
入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 01H 
リ ダ ター ン 時 の 値 
A レジ スタ : 入力 文字 
機 能 
コン ソー ル (キー ボー ド ) ガ ら の 入力 を A レジ スタ に 格納 する と 同時 に コン ソー ル ( 画 
面 ) へ エコ ー バ ツク し ます 。 
入力 が ぜ あ る まで 内 部 で ルー プ し ます 。 


シズ デム ヨー ルル 2 コジ シッ ー ル ペペ の 出力 
入力 パラ メー タ 
C レジスタ : 02H 
E レジ スタ : 出力 文字 
機 能 
E レジ スタ に 格納 され て いる 文字 を コン ソー ル (画面 ) に 出力 し ます 。 


シベ テム ヨー ルル 3 5 リー デ ダ ガ ぢ の 浴 力 
入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 03H 
リ ダ ター ン 時 の 値 
A レジ スタ : 入力 デー タ 
機 能 
リー ダ CRDR : ) か ら の 入力 デー タ を , A レジ スタ に 格納 し ます 。 入 力 ぜ ある まで 内 部 
で ルー プ し ます 。 
シス テム ヨー ル 4 : パシ ジ チ へ の 出 カ 
入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 04H 
回 ラク 炊 98 還 久 デー タ 
機 能 
E レ ジス タ に 格納 され て いる デー タ を パン チ (PUN : ) に 出力 し ます 。 


6 | シス テム コー ル 5 : リス ト へ の 出力 
入力 パラメータ 
C レ ジス タ : 05H 
E レジ スタ : 出 カ デー タ 
機 能 
E レ ジス タ に 格納 され て いる デー タ を リス ト (LST : ) に 出力 し ます 。 


7 | シス テム コー ル 6 : コン ソー ル へ の 直接 入出 力 

入力 バ パラメータ 
C レ ジス タ : 06H 
E レ ジス タ :FF H (入力 を 指定 する 場合 ) 

: 出力 文字 (出力 を 指定 する 場合 ) 

リタ ー ン 時 の 値 
A レ ジス タ : 入力 文字 (入力 を 指定 し だ 場合 ) 

機 能 
E レジ スタ に FF H を 格納 し , この シス テム コー ル を 実行 し だ 場合 は , コン ソー ル 入 力 
と な り の , FF 日 以外 の 文字 を 格納 し だ 場合 は , その 文字 が コン ソー ル に 出力 され ます 。 
A レ ジス タ に は コン ソー ル ガ ら の 入力 文字 を 入れ て 戻し , も し 入力 が ヴ な いと き は , 00H 
を 入れ て 戻 つ て きま す 。 
この シス テム コー ル で は , 内 部 で ルー プ せ ざ ず , さら に +IPl, +|8] な 
どの コン トロ ー ル 機能 は 無視 され ます 。 


6 | シス テム コー ル 7 : IO バイ ト の デー タ 取 り 出 レ 
入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 07H 
リターン 時 の 値 
A レ ジス タ : IO バイ ト の デー タイ 
機 能 
メモ リ 上 の 0003H 番地 に ある IO バイ ト の デー タ を A レジ スタ に 格納 し ます 。 


9 | シス テム コー ル 8 : IO バイ ト の デー タ セ ッ ト 
入力 バラ メー タ 
C レ ジス タ : 08H 
ピル レジ スタ : ( 許 ド の デー タ 
機 能 
E レジ スタ に 入 つ て いる IO バイ ト に の デー タ を メモ リ 上 の 0003H 番地 に 書き 込み ます 。 
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10 | シス テム コー ル 9 : 文字 列 の プリ ント アウ ト 


入力 パラ メー タ 

C レ ジス タ : 09H 

DE レジ スタ : 文 守 列 の 格納 され て いる 先頭 番地 
機 能 


DE レジ スタ で 示さ れ だ 先頭 番地 より 格納 され な 文 守 列 を , 文字 列 の 最後 を 志す ^ や "(24 
H) の 文字 が 来る まで , コン ソー ル に 出力 じ ま す 。 


11 | シス テム コー ル 10 : コン ソー ル バ ッ ファ へ の 読み 込み 

入力 バ パラメータ 
C レ ジス タ : 0AH 
DE レジ スタ : コン ソー ル 入 力 バ ッ フ ァ の 先頭 番地 

リ ダ ター ン 時 の 値 
コン ソー ル ガ ら の 入力 が 入力 バッ ファ に 格納 

機 能 
コン ソー ル ガ ら の 入力 を , (DE レジ スタ で 示さ れ だ 入力 バッ ファ の 先頭 番地 十 2 ) 番 地 
より 読み 込み ます 。 ご の ファ ン フ クション コー ル ガ ら 戻る の は , .」( キ ヤリ ジ ・ リ ター ン ) 
が ガ 入 力 さ れる ガ が, 入力 バッ ファ が オー バー フロ ー (256 文 字 以 上 の 入力 ) し だ 時 で す 。 入 
カカ バッファ は , 次 の よう お 構成 と な つて いま す 。 


mxlnelCil 1 トー トー トー|nー ト ー ーー|ICelICe 


†+ 
DE レジ スタ で 示さ れる 番地 


mx : あら が じ め セ ッ ト し た , 人 力 バッ ファ に 保持 で きる 最大 文字 数 (1 文字 (01H〕) 一 255 
文字 (FFH)〕) が ガ 入 り ま す 。 

ncC : シス テム コー ル ガ ら 戻 つ を と き , 実際 に 入力 され な 文 守 数 ガセ ツ ト さ れ ま す 。 

〇 て Csss : コン ソー ル ガ ら の 入力 文字 


2 ドジ シズ デム コル 17 2 ヨシ ツー テル スズ テー タス チェ エック 

入力 パラメータ 
C レ ジス タ : 0BH 

リターン 時 の 値 
人 ウジ スタ コシ ツー デル ヌス デー タス 

機 能 
コン ソー ル ガ ら の 入力 の 有無 を チエ ツク し ます 。 
入力 が あつ だ 場合 に は , A レジ スタ に FF H を 格納 し , 入力 が ぜ な い 場 合 に は , 00H を 
格納 し ます 。 
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13 | シス テム コー ル 12 : バー ジョ ン 番 号 の 取り 出し 
入力 パラ メー タ 


C レ ジス タ : 0CH 


リ ダ ター ン 時 の 値 


HL レジ スタ : バー ジョ ン 番 号 
能 
オペ レー ティ ン ブ シ ステ ム が , CP/IM で ある ガ MP/M で ある ガ , まだ CP/M で ある 
場合 の バー ジョ ン 番 号 を HL レジ スタ に 格納 し ます 。 
H レ ジス タテ 00H の と き CP/M 
H レ ジス タテ 01H の と き MP/M 
L レジ スタ = テ 00H の と き バ ー ジ ョ ン 2.0 以 前 
L レジ スタ 20H の と き バ ー ジ ョ ン 2.0 
L レジ スタ =22H の と き バ ーション 2.2 


※ MP/M と は デジ タル ・ リ サーチ 社 が 出し て いる OS (オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム ) 
で す 。 


14 | シス テム コー ル 13 : ディ スク シス テム の リセ ッ ト 
入力 パラメータ 


C レ ジス タ : 0DH 
能 
すべ て の ディ スク シス テム を 初期 状態 に セツ ト し ます 。 
すべ て の ドラ イブ は “R/W" (リー ド ・ ラ イト 可能 ) と な り , そし て , ドラ イブ A を オン 
ライ ン 状 態 に し , ロブ インディ スク に 戻り ます 。 まだ, DMA 先頭 番地 は , 0080H に セ 
ツ ト さ れ ま す 。 
※ オ ン ラ イン に つい て 
オン ライ ン 状 態 と は , ロブ イン ディ スク の チェ ンジ な ど に より , ディ スク の ディ レク フ 
トリ 情報 が , CP/M シス テム に 取り 込ま れ だ 状態 の こと で す 。 


15 | シス テム コー ル 14 : ディ ス フ ド ライ ブ の 選択 
入力 パラ メー タ 


C レ ジス タ : 0EH 

E レジ スタ : ドラ イブ 番号 (0 ニ A :, 1 三 B :」…… >/ーH:) 

能 

癌 種 フ ラ ァイル 操作 を , ヒヒ レジ スタ に より 指定 され ね た ディ スク ドラ イブ 上 で 行ない ます 。 
し ガ が し, FCB の Qr フィ ー ル ド の 値 が 00H 以外 の 場合 は , 直接 選択 され だ ドラ イブ で , 
ファ イル 操作 が 行なわ れ ま す 。 


145 


16 | シス テム コー ル 15 : ファ イル の オー プン 

入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : OFH 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 

リリ ター ン 時 の 値 
A レ ジス タ : ディ レク トリ コー ド 

機 能 
先頭 番地 ガ D ヒ レジ スタ で 示さ れる FCB に 格納 され て いる ファ イル を , 該当 ディ スク 
上 の ディ レク トリ ガ ら 探し , 同じ フタ イル が ある と , その ディ レク トリ の ディ スク アロ 
ケー ショ ンマ ッ ツ プ の デー タ を FCB の Q0 ガ ら d15 フ ィ ー ル ド に コピ ー し レ , 今後 の ファ イ 
ル の 読み 出し , 書き 込み 機能 ガザ で きる よう に し ます 。 な お , ファ イル の オー プン が 正常 
に で きる と , A レジ スタ に は , 0 ガ ら 3 まで の ディ レク トリ コー ドガ が 入り , ファ イル の 
オー プン が で き な か つた だ と き は , A レ ジス タ に FF H の ディ レク トリ コー ドガ が 入り ます 。 


※ デ イィ レ クト リコ ー ド 

BDOS は , 4 つの ディ レク トリ を 1 単位 と し て , フラ イル を 探し て いき ます 。 そ し て , 
ファ イル が みつ けら れる と 4 つの ディ レク トリ の 何 番目 に フシ イル が ある ガ と いう こ 
と , すなわち , 0 ガ ら 3 まで の 値 を A レジ スタ に 格納 し ます 。 一 万 , フラ イル が みつ 
お がら な いと き は , FFH を A レ ジス タ に 格納 し ます 。 こ ご の よう に し て , A レジ スタ 
に 格納 され る 値 を デイ レク トリ コー ド と 呼び ます 。 一般 に , ディ レク トリ コー ド は , 
前 述 の サン プル プロ ブラ ム @ で 示し だ よう に DIR - で リス ト ア ウト され る ファ イル 
の 順番 に 関係 し て いま す 。 


17 | シス テム コー ル 16 : ファ イル の クロ ー ズ 

入力 バラ メー タマ 
C レ ジス タ : 10H 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 

リタ ー ン 時 の 値 
A レジスタ : ディ レク トリ コー ド 

機 能 
ディ スク 上 の ディ レク トリ に 最新 の FCB の 内 容 を 記録 し ディ スク 上 の ディ レク トリ 
の デー タ を 更新 し ます 。 だ だ し , ファ イル の 読み 出し の み 行 な つ だ 場合 は , フタ イル の 
クロ ー ズ の 秘 要 は あり ませ ん 。 まだ た , フタ イル の クロ ー ズ が 正常 に で きだ 時 は A レジ ス 
タダ に は , 0 ガ ら 3 まで の ディ レク トリ コー ドガ 入り, フラ イル の クロ ー ズ が で き な ガ つ 
だ と き は , A レジ スタ に は , FF H の ディ レク トリ コー ドガ が 入り ます 。 
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18 


19 


シス テム コー ル 17 : 最初 の ファ イル サー チ 

入力 パラメータ 
C レ ジス タ : 14H 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 

リ ダ ター ン 時 の 値 
AI レジ スタ デイ レツ ウタ に ビラ 時 二 記 

機 能 
DE レジ スタ で 示さ れる FCB に ある ファ イル と 一 致す る ファ イル を ディ スク 上 の ディ 
レク トリ ガ ら 探し ます 。 フタ ァイル が 見 つか ら な いと き は , A レ ジス タ に FF H の ディ レ 
クト リコ ー ド が 入り の , ファ イル が 見 つか つ だ と き は , A レジ スタ に 0 ガ ら 3 まで の ディ 
レク トリ コー ドガ が 入り ます 。 ま ただ, ファ イル が 見 つか つ だ と き は , DMA バッ ファ に , 
該当 ファ イル が 含ま れる 4 つの ディ レク トリ (128 バ イト ) が 格納 され ます 。 
この 場合 該当 ファイ ル の ディ レク トリ 部 の 先頭 番地 は , 

DMA の 先頭 番地 十 ディ レク トリ コー ド X32 
で 求め られ ます 。 
た と えば , DMA の 先頭 番地 が 0080H( リ ブー ト し た と き の 設 定 値 )) ディ レフ トリ コー 
ドガ 2 の と き , 該当 フラ アイ ル の ディ レク トリ 部 の 先頭 番地 は , 
0080H 十 20HX 2 =00C0OH 

と な り ま す 。 すなわち , 4 つの ディ レク トリ の 名 ディ レク トリ 部 の 先頭 番地 は , 0080H, 
00A0H, 00C0H, 00EOH の 値 を と る こと に な り ま す 。 ご の こと は , 1 つの ディ レク ト 
リ が , 32 バ イト で 構成 これ て いる こと を 示し ます 。 


シス テム コー ル 18 : 次 の ファ イル サー チ 

入力 パラ メー タ 
CO レジ スタ : 12H 

リ ダ ター ン 時 の 値 
バレ ジス タラ デポ レラ レツ ドリ ミニド 

機 能 
シス テム コー ル 17 で は , ディ スク 上 の ディ レク トリ の 最初 の まう がら ファ イル を サー チ 
し ます が , シス テム コー ル 18 で は , 前 回 の フラ ァイル の サー チ で 一 致し た ファ イル の 後 の 
ディ レク トリ を 対象 に ファ イル を サー チ し ます 。 (だ と えば , ファ イル を ブル ー プ で 指定 
し だ 場合 な ど に 使い ます 。) な お , ディ レク トリ コー ド の 意味 は , シス テム コー ル 17 と 同 
じ で す 。 
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20 


21 


シス テム コー ル 19 : ファ イル の 削除 
入力 バラ メー タ 


C レ ジス タ : 13H 
DE レジ スタ : FOB の 先頭 番地 


リタ ー ン 時 の 値 


A レ ジス タ : ディ レク トリ コー ド 

能 

先頭 番地 ガ D ヒ レジ スタ で 示さ れる FCB に ある ファ イル と 一 致し た ディ スク 上 の ファ 
イル を 削除 し ます 。 該当 ファ イル が 削除 され だ 場合 は , A レジ スタ に 0 ガ ら 3 まで の デ 
イレ クト リコ ー ド が 入り , 削除 され な ガ つ だ 場合 に は , A レ ジス タ に FF H の ディ レク 
トリ コー ドガ 入り ます 。 


ジン な コー ルル 0 : ウー ケシ シャ ルリ ー ド 
入力 パラ メー タ 


C レ ジス タ : 14H 
DE レジ スタ : FOB の 先頭 番地 


リタ ー ン 時 の 値 


A レジ スタ : 00H まだ は 00H 以外 の 値 

能 

先頭 番地 が DE レジ スタ で 示さ れる FOB 内 の Cr フィ ー ル ドガ 示す 1 レコ ー ド を DMA 
パッ ツ フ ァ に 格納 し ます 。 その 後 , Cr の 値 を 1 だ け 増 や し , 次 の レコ ー ド を 示す よう に し レ 
ます 。 も し , Cr ガオ ー バ ー フ ロー する と き は , つぎ の ロジ カル エフ ステ ント を オー プン 
レ , Cr を 00H に セツ ト し ます 。 

読み 出し 動作 が 正常 に 行なわ れ だ と き は , A レ ジス タ に 00H の 値 が 入り , 炊 の レコ ー ド 位 
置 に デー タ ガ な いと き は , A レジ スタ に 0OH 以外 の 値 が 入り, ファ イル の 終了 を 知ら せ 
ます 。 な お , この シス テム コー ル を 行なう 前 に , ファ イル の オー プン を し て お か な けれ 
ば な り ま せん 。 


※ ロ ロジ カル エク ステ ント に つい て 
turDoCP/M で は , 1 つの ディ レク トリ で 32K バイ ト ま で の 領域 を 。 ディ スク 上 で 
指定 する こと が で きま す 。 ロ ジ カ ル エ クス テン ト と は , 1 つの ディ レク トリ で 指定 で 
きる 32K バイ ト の 領域 を 示し て お り , 1 つの ファ イル 容量 が 32K バイ ト を 越え る 場合 , 
32K バイ ト ご と に 1 ロジ カル エク ステ ント (ディ レク トリ ) を 使用 し ます 。 


221 シス テム コー ル 203 シ ー ケ シシ ャ ル ラ ザ ド ト 

入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 45H 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 

リ ダ ター ン 時 の 値 
A レジ スタ : 00H 又は 00H 以外 の 仁 

機 能 
先頭 番地 が DE レジ スタ で 示さ れる FCB 内 の Cr フィ ー ル ドガ が 示す レコ ー ド に , DMA 
バッ ファ の 128 バ イト の デー タ を 書き 込み ます 。Cr の 値 は 自動 的 に 1 だ け 増 え , 次 の レ 
コー ド を 示し ます 。 まだ , Cr が オー バー フロ ー し た と き は , 自動 的 に 次 の ロジ カル エク 
ステ ント を オー プン し , Cr を 00H に セツ ト し ます 。 書き 込み 動作 が 正常 に 行なわ れ だ と 
き は , A レジ スタ に 00H の 値 が 入り , 書き 込み 動作 が で き な ガ つ だ と き は , A レジ スタ 
に 00H 以外 の 値 が 入り ます 。 
な お , この シス テム コー ル を 行なう 前 に , フタ イル の オー プン を し て お が な けれ ば な り 
ませ ん 。 


23 | シス テム コー ル 22 : ファ イル の 作成 

入力 パラ メー タ 
C レジスタ : 16H 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 

リタ ー ン 時 の 値 
バ パレ ジス タウ レツ に り 有紀 時 人 

機 能 
先頭 番地 が ガ DE レジ スタ で 示さ れる FOB の ファ イル を ディ スク 上 の ディ レク トリ に 登 
録 し ます 。 登 録 フ ァイル 名 は , 同一 ディス ク 上 に ある ファ イル と 同じ ファ イル 名 で あつ 
て は いけ ませ ん 。 フ ァイル が 作成 され ます と , その ファ イル は オー プン され て お り の , 読 
み 出 し , 書き 込み 動作 が 可能 に な つて いま す 。 な お , ファ イル の 作成 が 正常 に 行なわ れ 
だ と き に は, A レジ スタ に 0 ガ ら 3 まで の ディ レフ トリ コー ドガ が 入り, ファ イル の 作成 
が で き な お な ガ が つ だ と き は , A レジ スタ に FF H の ディ レク トリ コー ドガ が 入り ます 。 


24 | シス テム コー ル 23 : ファ イル 名 の 変更 

入力 バラ メー タイ 
C レ ジス タ : 17H 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 

リターン 時 の 値 
A レ ジス タ : ディ レク トリ コー ド 

機 能 
FCB 内 で の , 最初 の 16 バ イト で 示さ れる ディ スク 上 の ファ イル 名 を 次 の 16 バ イト で 示さ 
れる ファ イル 名 に 変更 し ます 。 フ ァイル 名 が 正常 に 変更 され だ な ら , A レジ スタ に 0 が 
ら 3 まで の ディ レク トリ コー ドガ が 入り, ファ イル 名 が 変更 され な いと き は , A レジ スタ 
に FFH の ディ レク トリ コー ドガ が 入り ます 。 
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25 


26 


27 


シス テム コー ル 24 : ログ イン ベク トル の 取り の 出し 


入力 パラ メー タ 

C レ ジス タ : 18H 
リタ ダーン 時 の 値 

HL レジ スタ : ロ プ イン ベ ク トル 
機 能 


ロ プ イン ベク トル を HL レジ スタ に 取り 込み ます 。 各 ドラ イブ CA : 一 H : ) に 対す る オ 
ン ラ イン , オフ ライ ン の ビッ ト 対 応 は 次 の よう に な つて いま す 。 


トーーーーーーー H 


ilwlwlclklulilalej ElplollAl 


Dit 7 bit0 Dit7 bt0 
0 0 の と き オ フラ イン 
1 の と き オ ン ラ イン 
※ X 1 tUTDO で は ドラ イブ A か がら ドラ イブ H まで , サポ ー ト し て お り ま す 。 


シス テム コー ル 25 : ログ イン ディ スク フク 番号 の 取り 出し 
入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 19H 
リタ ー ン 時 の 値 
A レジ スタ : ロブ イン ディ スク 番号 
機 能 
現在 の ロブ イン ディ スク 番号 を A レジ スタ に 格納 し ます 。 A= ニ 00H の と き ド ライ ブ ん ム , 
A=01H の と き ド ライ ブ BB と いう よう に な り ま す 。 


シス テム コー ル 26 : DMA アド レス の セッ ト 


入力 パラ メー タ 

C レ ジス タ : 1AH 

DE レジ スタ : DMA 先頭 番地 
機 能 


DE レジ スタ で 示さ れる 先頭 番地 より DMA を 設定 し ます 。 DMA アド レス は , リブ ー 
ト も し ぐ は デ ィ ス クシ ステ ム の リセ ッ ト (シス テム コー ル 13) を 行なう と , DMA 先頭 
番地 は , 0080H に セツ ント され ます 。 


28 


29 


30 


シス テム コー ル 27 : アロ ケー ショ ン ア ドレ ス の 取り 出し 

入力 バ パラメータ 
〇 レジ スタ 河和 装 

リ ダ ター ン 時 の 値 
HL レジ スタ : アロ ケー ショ ン ベ ク トル 先頭 番地 

機 能 
ロ プ イン され て いる ディ スク の アロ ケー ショ ン ベ ク トル の 先頭 番地 を HL レジ スタ に 格 
納 し ます 。 ア ロケ ーション ベク トル と は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク の 使用 , 未 使用 エリ ア を 
示す も の で , メモ リ の BIOS 部 に アロ ケー ショ ン ベ ク トル の デー タ ガ 鹿 し て あり ます 。 
な お , turbo CP/M で は , 1 バイ ト の デー タ で 2 K バ イト の デー タブ ロッ ク 8 個 の 使 
用 , 未 使用 状況 を 表わす こと が で きま す 。 


HL レジ スタ に 格納 
され て いる 番地 


19 バ イト 
(ドラ イブ Aー ド ライ ブヒ 
の 場合 ) 


アロ ケー ショ ン ・ ベ フト ル の バッ ファ エリ ア 
0 の と き 未 使用 の エリ ア 


メモ リー の それ ぞ れ の ピッ ト ガ が { っ まわ じ ま り 。 


シス テム コー ル 28 : ディ スク フ の ライ ト プ ロ テク フト 
入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 4CH 
機 能 
現在 の ロブ イン ディ スク を , 書き 込み 禁止 に し ます 。 
書き 込み 禁止 の 状態 は | リブ ー ト も し こく は ディ スク シス テム の リセ ッ ト (シス テム コー 
ル 13) を 行なう と , 解除 を れ ます 。 


シス テム コー ル 29 : リー ド オ ン リ ー ベ クト ル の 取り 出し 


入力 パラ メー タ 

C レ ジス タ : 1DH 
リ ダ ター ン 時 の 値 

HL レジ スタ リード オシ リリ 人 負 層 誠 
機 能 


書き 込み 禁止 と なお つ を ディ スク ドラ イブ を HL レジ スタ に 取り 込み ます 。 形式 は , シス 
テム コー ル 24 の 形式 と 同じ で す 。 す な わ ち 各 ビ ッ ト ガ 0 の と き , /W( 読 み 出し , 書き 
込み 可 ), 1 の と き R/ 〇 (書き 込み 禁止 ) と な り ま す 。 
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31 | シス テム コー ル 30 : ファ イル の 属性 セッ ト 

入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 1EH 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 

リタ ー ン 時 の 値 
A レ ジス タ : ディ レフ トリ コー ド 

機 能 
FCB で 示さ れる ディ スク ファ イル の 属性 を セット し ます 。 属 性 の セッ ト は , FOB の 1, 
t2 の ビッ ト 7 に より 行なわ れ ま す 。 


t1 の Dit/ ガ 0 の と き $ R/WC リ ー ド / ラ イト ) を 与え ます 。 
t1 の Dit/ ガ 1 の と き $ R/O( リ ー ド / オ ン リ ー) を 与え ます 。 
t2 の Dit7 ガ 0 の と き $ DIR を 与え ます 。 

t2 の DIt/ ガ 1 の と き $ SYS を 与え ます 。 


属性 の セツ ト が 正常 に 行なえ だ 場合 , A レジ スタ に 0 ガ ら 3 まで の ディ レク トリ コー ド 
が 入り , で き な ガ つ だ 場合 に は , A レジ スタ に FF H の ディ レフ トリ コー ドガ が 入り ます 。 


※ /W は 自由 に ファ イル の 削除 や 一 部 の 変更 び で きま す 。 
や R/ 〇 O は ファ イル の 削除 や 一 部 変更 び で きま せん 。 
や DIR は DIR コマ ンド に より 表示 され る 通常 の フラ ァイル で す 。 
や SYS は DIR コマ ンド に よる 表示 に は 現われ ませ ん 。 ま た だ た, PP コマ ンド に よる 
転送 も で きま せん 。 


32 | シス テム コー ル 31 : ディ スク パラ メー タ ア ドレ ス の 取り の 出し 


入力 パラ メー タ 

C レ ジス タ : 1FH 
リタ ー ン 時 の 値 

HL レジ スタ : ディ スク パラ メー タプ ロッ フク の 先頭 番地 
機 能 


BIOS 部 分 に ある ディ スク パラ メー タブ ロッ フク の 先頭 番地 を , H- レジ スタ に 格納 し ま 
す 。 デ ィ ス ク の 諸 元 を 知る こき や , パラ メー タ を 変更 する と き に 使用 し ます 。 


33 | シス テム コー ル 32 : ユー ザー コー ド の セッ ト ま だ は 取り の 出し 

入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 20H 
紀 必 2S/A2h コ ー ザ ニー コー ば ド ー ザ 和 を 所 尽 の セツ ド ) 

: ョ ビビ 日 (ユー ザー コー ド の 取り の 旭 2) 

リタ ー ン 時 の 値 
A レジ スタ : 現 コ ユー ザー コー ド 

機 能 
E レジ スタ に 示さ れる ユー ザー エリ アビ 00H の と き USER0, ビー01H の と き USE 
R1, …, ビー0FH の と き USER15) へ 移り ます 。 ま だ , ヒレ ジス タ に FFH を セツ ト 
し だ た 場合 は , 現 コ ユー ザー コー ド を A レ ジス タ に 格納 し ます 。 
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34 | シス テム コー ル 33 : ラン ダム な お 読み 出し 
入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 21H 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 
リ ダ ター ン 時 の 値 
A レジ スタ 名作 キ ショー ド 
機 能 
FCB で 示さ れる ディ スク の ファ イル の 任意 の 指定 レコ ー ド を , DMA バツ フ ァ に 取り 込 
み ま す 。 指定 する レコ ー ド 番号 は , FCB の r0, Tr1, Fr2 フ ィ ー ル ド に 入れ ます 。 通常 , 
Tr2 フ ィ ー ル ド に は 00H を 入れ , r0, Fr1 で 0 か ガ ら 65535 ま で の 数 値 を 表わし ます 。 ご この レ 
コー ド 番 号 を セッ ト す る に は r0 に 下位 デー タ , Tr1 に 上 位 デ ー タ を 号 え ます 。 だ と えば ぱ , 
レコ ー ド 番号 511 (10 進 ) を セッ ト す る 場合 , TO0 に FFH, 「1 に 01H, T2 に 00H を 号 え ま 
す 。 まだ, ご の シス テム コー ル を 行ない ます と , A レジ スタ に は 0 ガ が ら 6 まで の リタ ー 
ンコ ー ド が 入り の , 次 の よう お 意味 を 表わし ます 。 
A=00H 読み 出し 正常 終了 
A= テ 01H 書き 込ま れ て いな い レ コー ド を 読み 出 そ う と し た だ 
A=02H ラン ダム モー ド に な ら な い 
A=03H 現在 の ロジ カル エク ステ ント を クロ ー ズ で き な い 
A 三 04H 書き 込ま れ ね て いな い ロ ジ カ ル エ クス テン ト へ 読み 出し を 行 な つ だ 
AO5H 読み 出し モー ド に な ら な い 
A=06H ディ スク の 物理 的 限界 を 越え て 読み 出し を 行 な つ だ 


35 | シス テム コー ル 34 : ラン ダム な 書き 込み 

入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 22H 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 

リタ ー ン 時 の 値 
人 レジ ズ タク リタ シコ デ ド 

機 能 
DMA パッ ファ に ある デー タ を FCB の r1, Fr2 フ ィ ー ル ド で 示さ れ て いる ディ スク の レ 
コー ド に 書き 込み ます 。 すなわち, シス テム コー ル 33 と 逆 の 働き を し ます 。 だ だ し , リ 
ター ンコ ー ド が 5 の と き は , ディ レク トリ ガオ ー バ ー フ ロー し レ だ こと を 表わし て いま す 。 
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36 | シス テム コー ル 35 : ファ イル の 大 き さ の 計算 

入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 23H 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 

リ ダ ター ン 時 の 値 
FCB の FrO, Fr1, Fr2 に ファ イル の 大 き さ を セッ ト 

機 能 
先頭 番地 ガ DE レジ スタ で 示さ れる FOB に ある ファ イル の 大 き さ を 計算 し ます 。 す な 
わ ち , 最終 レコ ー ド 番号 まで に ある レコ ー ド 数 を , r0, r1, 2 に 格納 し ます 。 例えば, 
最終 レコ ー ド 番号 が 511 (10 進 ) の と き , レコ ー ド 数 は 512 (10 進 ) レコ ー ド あり ます の 
で , Fr0 三 00H, 1 三 02H, F2 三 00H と な り ま す 。 な お , ラン ダム ファ イル の 場合 , デー 
タ を 書き 込ん で いな い 場 所 が ある の で , 実際 に 書き 込ま れ だ レコ ー ド 数 より この シス テ 
ムコ ー ル で 求め られ だ レコ ー ド 数 の ほう が 大 き な 値 と なか つて いま す 。 


37 | シス テム コー ル 36 : ラン ダム レコ ー ド の セッ ト 

入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 24H 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 

リタ ー ン 時 の 値 
FCB の r0, r1, 2 に , ラン ダム レコ ー ド 番号 を セッ ト 

機 能 
シー ケン シャ ヤル に , リー ド ノ ラ イト し だ レコ ー ド 番号 に 1 を 加え だ レコ ー ド 番号 を FCB 
の FrO, r1, r2 フ ィ ー ル ド に セッ トレ し , ラン ダム な リー ドン ノラ イト を 可能 に し ます 。 


38 | シス テム コー ル 37 : ディ スク フ ド ライ ブ の リセ ッ ト 


入力 パラメータ 
C レ ジス タ : 25H 
DE レジ スタ : ドラ イプ ベタ ドル 
機 能 
DE レジ スタ の 16 ビ ピッ ト の ビッ ツ ト パ ター ン に よっ つて 任意 の ディ スク ド ライ ブ を リセ ッ ト レ 
ます 。 


ト D ニニ ーー ター トー ニー ニー テー 


IPIOINIMILIKlulilnlelFlelplclelAl 


bit 7 bit0 bit7 bit0 


ビ ピット が ガ 1 の と き , その ディ スク ドラ イブ ガリ セツ ト さ れ ま す 。 
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39 


シス テム コー ル 40 : ゼロ 書き 込み を 伴う ラン ダム な お 書き 込み 
入力 パラ メー タ 
C レ ジス タ : 28H 
DE レジ スタ : FCB の 先頭 番地 
リタ ー ン 時 の 値 
作 レ ジス ダン ルウ 多 代 少 昭三 
機 能 
シス テム コー ル 34 と 同じ で す が , 書き 込み を 行なう プロ ッ ク を すべ て 0 で 満た し て ガ ら , 
指定 レコ ー ド に デー タ を 書き 込み ます 。 
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第 10 章 
CP/M BIOS コ ー ル 


CP/M BIOS コー ル の 方 法 


CP/M の ディ スク 等 の 入出 力 は , CP/M BDOS に より 、 CP/M BIOS を と お し て 行わ れ ま す 。 
ご の BIOS の 先頭 に は 目的 の 機能 を 実行 する を た め の サ ブ プルー チン へ 導く 17 個 の ジャ ンプ ベク トル ( 飛 
び 先 番地 ) が 並ん る で お り , この ジャ ヤン プ ベ クト ル は , 同じ CP/M サイ ズ で あれ ば , その アド レス , 
順序 共 , すでに 決め られ て いま す 。 

特に , CP/M BIOS コー ル は シス テム コー ル と 違い , CP/M BDOS 内 で の ルー チン 処理 が 省 か 
れる の で , その 分 高速 こ に な る ほ ガ , 任意 の セ フ タ の リー ド / ラ イト が 可能 で ある と いう メリ ツ ト が あ 
り の ます 。 

具体 的 な CP/M BIOS コー ル の 方 法 と し て は , 入力 バラ メー タ の 必要 な も の は , それ ぞ れ の レジ 
スタ に 入力 パラメータ を セッ ト し て , それ ぞ れ の ジャ ヤン プ ベ フト ル の 絶対 シド レス を コー ルレ ます 。 


例 、 サ ブル ー チ ン 「CONOUT」 コ ー ル に つい て の サン プル プロ プラム を 示し ます 。 


ORG 100H 

MVI C, 41H 
CALL 0XX0 CH 
JMP 0000H 
END 


turbo CP/M は 標準 56K CP/M で す の で , x x に は DA が 入り ます 。 この プロ ブラム 
を 実行 する こと A と いう 文字 ガ 表 示さ れ ま す 。 
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CP/M BIOS コー ル の 種類 
エン トリー アド レス | ジャップ パ 2 トル |  。 。。 機能 。  。 | 入力 パラ メー タ | 出力 パラ メー タ | 


BOOT 
WBOOT 


CONST 


CONIN 
CONOUT 
LIST 
PUNCH 
READER 
HOME 


SELDSK 


SETTRK 
SETSEC 
SETDMA 


READ 


WRITE 


LISTST 


SECTRAN 


コー ルド ブー ト (IPL 起 動 ) 
2 間 三 の 誠志 所 


コン ソー ル の 状態 チエ ッ ク 


コン ソー ル ガ ら の 入力 
コン ソー ル へ の 出力 
リス ト へ の 出力 
パン チ へ の 出力 

リー ダ ガ ら の 読み こみ 


セレ クト され て いる ディ スク の ヘッ ツ ド を トラ 
ッ ク 00 の 位置 へ 戻す 


ディ スク ドラ イブ の 選択 


トラ ッ ク 番 号 の セッ ツ ト 
セク タタ 番号 の セッ ト 


DMA アド レス の セツ ト 


指定 セ フ タ ガ ら の 読み こみ 


指定 セ フ タ へ の 書き こみ 


リス ト 装 置 の 状態 チエ ツノ 


論理 セク フタ ガ ら 物 理 セ フタ へ の 変換 


BC= ト ラッ フク No 
BC= セ クタ No 


BC=DMA ア 
ドレ ス 


BC= 論 理 セ フタ 

DE= セ クタ 変 損 
テー ブル ア 
ドレ ス 


158 ※turbo CP/M は , 標準 で 56KCP/M で す の で , XX に は , DA ガ 入 り ま す 。 


C=00H 
C= ド ライ ブ No 


A=0FFH 
(読み こみ 可 ) 
A=00H 
(読み こみ 不可 ) 


A= テ 入力 文 字 


HL= ニ ディ スク 
パラ メー ウタ 
ヘッ ツ ダ アド 
レス 


A=00H 
(エラ ー 無 し ) 
A=01H 
(6 時 
同 ボ 


A=FFH 
(出力 可能 ) 
A= 00H 

(出力 不可 ) 


HL = 物理 セク タ 


直接 BIOS コー ル (BIOS ROM コー ル ) 


turbo CP/M で は 、X1turbo の BIOS ROM を 有効 に 使用 する 目的 で , BIOS ROM コー ル 
ルー チン を F600H に 用 意 し て いま す 。 ご この BIOS ROM コー ルル ー チ ン は , CP/M BIOS の 
WBOOT サブ ルー チン を 実行 する こと に より , メイ ン メ モリ 上 の F600H の アド レス か ガ ら 生成 され 
ます 。 

特に , ご の BIOS ROM に は 、 シス テム 本 体 の 基本 的 な 入出 力 ル ー チ ン が 集 ま つ て お り の, IPL, キ 
ー 入 力 , 画面 表示 , プリ ンタ 出力 , カセ ッ ト 入 出力 , ディ スク フ の リー ド / ラ イト , プ グラフィック ルー 
チン , 浮動 小数 点 演算 , 関数 , モニ タ 機 能 な どの ルー チン も , も っ つて いま す 。 

具体 的 な BIOS ROM コー ル の 方 法 と し て は , まず , 各 レ ジス タ , ワー ク 等 に 必要 な 入力 パラ メー 
を セッ ト し , 次 に BC レジ スタ に コー ル し だ たい BIOS FROM の エン トリ ー ア ドレ ス を 入れ , F600 
H を コー ルレ ます 。 (もし, BIOS ROM 内 で エラ ー が 発生 し だ 場合 , キャ リー フラ グ が 1 , エラ 
ー が 発生 し な か つ だ 場合 , キヤ リー フラ グ が 0 で サブ ルー チン より の 戻 つ て きま す 。) 

但し , キヤ リー フラ グ ブ を 判断 材料 と する よう な BIOS ROM サブ ルー チン を 利用 する 場合 は , 使用 


で きま せん 。 
例 . BIOS ROM 内 の サブルーチン BEEP」 コ ー ル に つい て の サン プル プロ グラ ム を 示し ます 。 
ORG 100H 
LXI B, 1B41H 
CALL 0F600H 
JMP 0000H 
END 


・ こ の プロ グ ブラム を 実行 する と , BEEP 音 が な り ま す 。 


159 


第 11 章 
BASIC と の リン ク に つい て 


BASIC と の リン ク 方 法 


X1 turbo BASIC を 使用 し て プロ ブラム を 組 お 時 に , 実行 速度 を さら に 高速 化 さ せ だ り の , BASIC 
に は な い 独 自 の 処理 ルー チン を つけ る 必要 が 生じ だ 場合 に は , その 部 分 を マシ ン 語 の サブ ルー チン 
プロ グラ ム と し て 組ま な けれ ば な り ま せん 。 ご の 場合 , BASIC の モニ タ 機 能 を 利用 し て マシ ン 語 
を 直接 入力 する こと も 可能 で す が , 数 K バ イト 以上 の 大 き な プ ログ ラム に な る と あま のり 効 率 の よい 
記法 と は いえ ませ ん 。 そ こ で , 次 の よう な フロ ー チ ャ ヤー ト で , まず turbo CP ン M を 用 いて マシ 
ン 語 プ ログ ラム を 作成 し , BASIC と リン フ す る こと が で きま す 。 


TS で 
ソー ス フ ァ イル 作成 


ASM を 使用 し て の 
アセ ンプ ル 


DDT に よる テバ ッ グ 
一 王 し 動作 = (NO) 


(YES) 
BASIC で 動作 する よう 
に 実行 開始 番地 を 変更 し 
て 再 ア セン ブル 


2 項 の サン プル プロ グラ ム 
(READHEX) を 用 いて 
BASIC ファ イル に 変換 


BASIC と リン し 実行 


(NO) 


ワー ド マ ス ター で プロ グラム 修正 
(YES) 


※CP/M 上 で は , マシ ン 語 プロ ブラ ム は 通常 100H か ら 実 行 さ れ ま す が , turbo BASIC で 
は ご の 番地 お ら マ シン 語 を 配置 する こと が で きま せん 。 ご の だ め , ソー スプ ロブ ラム 中 の 
"ORG 100H” の 部 分 を WM を 再起 動 し て 番地 変更 し , 再 ア セン ブル し だ た HEX ファ イル を 
作成 する 必要 が あり ます 。 具体 的 に は , X1 turbo BASIC (CZ-8FB02) の CLEAR 文 
で 宣言 し た ド レス ガ ら F3FFH の 間 の 任意 の アド レス に 変更 する 必要 が あり ます 。 な お , 
READHEX プロ プラ ム で 扱え る CP/M 上 の HEX ファ イル は 32K バイ ト ま で で す 。 
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READHEX 
プロ グラ ム デ ィ ス フ 
の 作成 


READHEX 
プロ グラ ム 
の 使い 方 


本 章 2 頂 の サン プル プロ グラム (READHEX) は ディ レク トリ で は 表示 され ませ ん が , 
turbo CP/M の マス ター ディ スク の 空き エリ ア に デー タ と し て 記録 きれ て お り の , 直接 入力 
し な ぐ て も ご 使用 いた だ け ま す 。 


り X1 turbo BASIC (CZ-8FB02) を 起動 後 , 下記 の プロ プラ ム を 入力 し て ぐだ さい 。 
READHEX 取り 出し レプ ログ ブラ ムリ スト 


199 SCREEN: 0PTIONSCREEN4 : INIT*MEM: ヶ 
119 OPENYR?, #1, "MEM: READHEX*:FIELD #1,128 AS A$,128 AS B$ 
129 の FOR 1T=@ TO 21 

139 DEVI$?9:?, 1279-T, Z1$, 72$:LSET A$=Z1$:LSET B$=Z2$:PUT #1,1 
149 NEXT:CLOSE 


@turbo CP/M の マス ター ディ スク を ドラ イブ 0 に 入れ ます 。 


③RUN-』 
と 入力 レプ ロブ ラム を 実行 し ます 。 ご これ に より の , READHEX プロ ブラ ム が ガブ ラフ ィ ッ ク 
RAM (MEMO0 : ) に 転送 され ま す 。 


②③ ドラ イブ 0 に BASIC で フォ オー マツ ト し た ディ スク を 入れ ます 。 
COPY “MEM0 : READHEX” AS “0: READHEX” と 入力 する ご と に より , ド 
ライ ブ 0 の ディ スク に セー ブ プ さ れ ま す 。 


2 項 の READHEX プロ ブラ ム は , 実行 開始 番地 を 変更 し た HEX ファ イル を 次 の 手 順 で 
BASIC ファ イル に 変換 し ます 。 


X1 turbo BASIC(CZー8FB02) を NEWON4 以 上 で 起動 し , READHEX を ロー ド し ま 
す 。 プ ログ ラム を RUN する と , 


CP/M の ディ スケ ッ ト を ドラ イブ 1 に セッ トレ し て くだ さい 
セッ ト が 終わ つ だ ら 何 ガキ ー を 押し て くだ さい 


と いう メッ セー ジ が 出 ま す の で , ドラ イブ 1 に 実行 開始 番地 を 変更 し た HEX フラ イル の 入 
つた CP/M ディ スク を 入れ , 適当 な キー を 押し ます 。 す る と 画面 上 に , 


エーーー 


< HEX ファ イル リス ト >〉>〉 


10 : PROGRAM.HEX 12 : PAINT .HEX 
20 : CEE EX 4 LINE .HEX 
| | 
ファ イル 番号 を 指定 し て くだ さい …… 


と ディ スク に 含ま れる HEX ファ イル が ガ 表 示さ れ て キー 待ち に な り ま す 。 


ロー ド し た い HEX ファ イル の 左 に 表示 され だ 番号 を 入力 し , リターン す る と , 


HEX ファ イル を ディ スガ ら 読 み 込ん で いま す 


と いう コメ ント が ガ が 出 て HEX ファ イル を 読み , ファ イル に 指定 され て いる アド レス の メモ リ 
番地 へ その 内 容 を 書き 込ん で いき ます 。 終了 する と 指定 し た ファ イル 名 に “.COM" を 付け , 
例え ば , 


PROGRAM. COM を セー プレ て いい で すか が (Y/N) 


と 表示 され ます 。 [Y| コ を 入力 する と , ドラ イプ 0 に PROGRAM, COM と いう 前 で , 
LOAD し だ デー タ を SAVE し , 


PROGRAM. COM を ディ スク に 書き 込み まし だ 


アド レス は &HXXXX か ら &HYYYY で す 


と いう コメ ント ガ 出 て 終了 し ます 

な お , ドラ イブ が 1 基 し が な い 場 合 に は , リリ スト の 1030 行 め を 
DR= 0 

と 書き 直し , ディ スク を 差し 換え な が ら ご 利用 くだ さい 。 


BASIC か ら | E000 番 地 か ら マ シン 語 プ ロブ ラム を 実行 する 場合 の 例 を 示し ます 。 


の 利用 方 法 
10 CLEAR &HE000 マシ ン 語 領域 の 確保 
20 LOADM PROGRAM. COM” 一 ーーーーーー マシ ン 語 ルー チン を メイ ン メ 
夫 N ど 析 


100 CALL &HE000 一 一 一 マシ ン 和 一 ルー チン の 呼び 出し 


100 行 目 の コ ー ル 文 の 番地 は , ソー スプ ロブ ラム で 変更 し た “ORG" の 番地 を 指定 し ます 。 
マシ ン 語 サブ ルー チン の 豆 び 出 し は , CALL 文 で な ぐ , USR 関数 を 用 いて も 行なえ ます 。 
BASIC で マシ ン 語 を 利用 する 方 法 の 詳細 は , 本 体 付属 の ユー ザー ズ マ ニ ユ アル を 参照 し て 


163 


BASIC サン プル プロ グラ ム 


以下 に READHEX プ ロ プ ラム の リス ト を 示し ます 。 使用 方 法 は 前 項 を 参照 し て くだ さい 。 


1999 "**** X1 turbo 漢字 CP/M HEX File Read Program **** 


1919 ” * 

1929 INIT:CLEAR &HA7FF:DEFTINT A-Z:OPTTON SCREEN 9:WIDTH 89,25,9,2:CLS4:SCREEN 
1039 DR=1 

1949 GOSUB "SETMACHTNE” 

1959 ” 


1960 GOSUB”CPMIN”:GOSUB "FTLESP 

1979 IF FLAG=9 THEN 1749 

1980 PRINT:PRTINT SPC(18)::INPUT "アフ ァイル 番号 を 指定 し て くだ さい ... ”,A :PRINT 
1999 

1109 GOSUB”LOADINITP 

1110 IFNN2$(〈) "HEX”THEN1750 

1129 CLS:COLOR4:CFLASHI:LOCATE 16,10 

1139 PRINT ?HEX フ ァイル を ディ スク か ら 読 み 込ん で いま す ”:CFLASH0:COLOR 7 


1149 

1159 POKE &HE999,dr, 9 7drive 

1169 POKE &HE996,&HFF,&HA7,&HFF,&HF3 *store address 
1170 MEM$(&HE99A,17)=GA$+CHR$(0) 7directory 
1189 CALL &HE199 

1199 

1299 A=PEEK(&HE991) *error code 


1219 IF A=1 THEN 1759 

1229 IF A=2 THEN 1769 

1230 IF A()〉9 THEN 1789 

1249 GOSUB "HEXSAVEZ: TNIT:END 

1259 / 

1269 LABEL”LOADTNTT” 

1279 BT=(A MOD 4)*32+1:T=((A MOD 8)AND 4)/4 

1280 REC=64+TNT(A/8) :DEVT$ STR$(DR)+”:” ア ,REC,R$(0) ,R$(1) 

1299 GA$=MTD$(R$(I) ,BT+16,16) 

1399 NM1$=MTD$(R$(1) ,BT+1,8) :NM2$=MTD$(R$(T) ,BT+9,3) 
1319 RETURN 

1329 / 

1339 LABEL”FILES” 

1349 CLS:COLOR5:PRTNT SPC(29)j?(( EEXEn ジ テイ 5 ドア 
1359 PRINT:COLOR7:FCNT=9:LTN=9:REC=64:FLAG=9 

1369 DEVT$ STR$(DR)+”:”,REC,R$(0) ,R$(1) 

1379 1=9 

1389 BT=1 

1399 CPM$=MTD$(R$(T) ,BT,13) 

1499 IFLEFT$(CPM$,1) 〈)》CHR$(9) THEN1460 

1419 IFMID$(CPM ま ,19,3) 〈) HEX” THEN 1460 

1420 A$=RIGHT$(CPM$,1):IF A$()CHR$(9) AND A$O①CHR$(1) THEN 1469 
1430 FLAG=1:PRTNT SPC(9) ::PRINTUSTNG "7:FCNT: 

1449 PRINT ”: ヶ :MTD ま (CPM まき ,2.8) 7。7:MID ま (CPMNW,10,3)j ヶ 訂 
1459 IF LIN=1 THEN LIN=9:PRINT ELSE LIN=1 

1469 FCNT=FCNT+1:BT=BT+32 

1479 IF BT〉127 THEN 1=T+1 ELSE 1399 

1489 IF T〉1 THEN REC=REC+1 ELSE 1389 

1499 IF REC〉71 THEN PRINT:RETURN ELSE 1369 

1599 ” 

1519 LABEL”CPMIN” 

1529 CLS :COLOR4:CFLASH1 :LOCATE15,10 

1539 PRITNTYCP ン M の ディ スケ ッ ト を ドラ イブ ”:AKCNV$(STR$(DR)): 
1549 PRINTP に セッ ト し て 下さ い ”:COLOR7:CFLASH9 

1550 LOCATE 15,12:PRTNT ア セット が 終わ っ た ら 何 か キー を 押し て 下さ い ” 
1569 A$=INKEY$:TF A$=”” THEN 1569 

1579 CLS :RETURN 

1589 

1599 LABEL”HEXSAVE” 

1699 LOCATE 5,10:PRINT AKCNV&(NM1$) : 

1619 INPUT? シ .COM を セー ブ プ し て いい で すか ( Y/N ) ウ 5 4 も 
1629 IF A$〈)”Y” AND A$7y ツ THEN END 

1639 SADR=CVI(CHR$(PEEK(&HE902) ,PEEK (&HE003) ) ) 
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1649 EADR=CVI (CHR$(PEEK (&HE904) ,PEEK (&HE995) ) ) 

1659 KADR=VARPTR (MOVE$) 

1669 CALL STRPTR+CVI(CHR$(PEEK(KADR+1) ,PEEK (KADR+2) ) ) 

1670 SAVEM NNI+”.COM”,SADR,EADR 

1689 CLS:LOCATE 15,19:PRINT AKCNV$(NM1$):". COM を ディ スク に 書き 込み まし た ” 
1699 LOCATE 15,12:PRINTY ア ドレ ス は &H”:AKCNV ま (HEX$(SADR) ) : 

1799 PRINT”Z か ら & 是 5AKCNVS(HEX$(EADR) ) : ケ で す ” 

1719 CLS 9:RETURN 

1729 ” 

1739 "ERROR MESSAGE 

1749 PRINTSPC(29):”HEX フ ァイル が あり ませ ん ”:BEEP:CLS 9:END 

1759 PRINT:PRINT SPC(14):?HEX フ ァイル 以外 は ロー ド で きま せん ”:BEEP:CLS9:END 
1769 LOCATE 13,19 

1779 PRINTYBAS ITC で は ロー ド で き な い アド レス が 指定 され て いま す ”:BEEP:CLS9:END 
1789 LOCATE 13,10:PRINTPHEX フ ァイル が 正しく あり ませ ん ”:BEEP:CLS9:END 
1799 / 

1809 LABEL "SETMACHTNE” 

1819 "SUB MACHTINE CODE 

1829 NM1$=CHR$(&HED,&H4B,2,&HE9,&H2A,4,&HE0,&HB7,&HED,&H42,&H23,&HEB,8H2A) 
1830 M2$=CHR$(2,&HE0,&HED,&H78,&H77,&H23,3,&H1B,&H7B,&HB2,&H29,&HF6,&HC9) 
1840 MOVE$=M1$+M2$ 

1859 ” 

1869 FOR I=9 TO &H184 

1879 READ A:POKE &HE190+1,A 

1889 NEXT 

1899 RETURN 

1999 " 

1910 "MAIN MACHINE CODE 

1920 DATA &HED,&H73,&H29,&HE1,&H31,&H95,&HEB,&H21,&HFF,&HFF,&H22,&H02 
1939 DATA &HE0,&H23,&H22,&H04,&HE9,&HAF,&H32,&H91,&HE9,&H21,&HO0A,&HE 
1949 DATA &H22,&HE5,&HE1,&H91,&H85,&HE2,&HCD,&H2B,&HE1,&H32,&H01.&HE0 
1959 DATA &HED,&H7B,&H29,&HE1,&HC9,&H00,&H99,&HCD,&HF9,&HE1,&H96,&H80 
1969 DATA &HCD,&H8C,&HE1,&H29,&H92,&H10,&H03,&H3E,&H91,&HC9,&HFE,&H3A 
1979 DATA &H29,&HF2.&HCD,&HE7,&HE1,&HCD,&HFF,&HE1,&H38,&H3D,&HB7,&HC8 
1989 DATA &H47,&HCD,&HE7,&HE1,&HCD,&HFF,&HE1,&H38,&H32,&HC5,&H47,&HCD 
1999 DATA &HE7,&HE1.&HCD,&HFF,&HE1,&H38,&H27,&H6F,&H60,&HC1,&H22,&H8A 
2099 DATA &HE1,&HCD,&HE7,&HE1,&HCD,&HE7,&HE1,&HCD,&HFF,&HE1,&H38,&H17 
2910 DATA &HC5,&HED,&H4B,&H8A,&HE1,&HCD,&H57,&HE2,&H38,&H10,&HED,&H79 
2920 DATA &H93,&HED,&H43,&H8A,&HE1,&HC1,&H109,&HE4,&H18,&HAC,&HC1,&H3E 
2939 DATA &H93.&HC9,&HC1,&H3E.&H02,&HC9,&H90,&H909,&H3A,&HE4,&HE1,&HB7 
2949 DATA &H3E,&H1A,&HC9,&HE5,&HD5,&HC5,&H2A,&HE2,&HE1,&H2B,&H22,&HE2 
2059 DATA &HE1,&H7D,&HB4,&H28,&H16,&H2A,&HDC,&HE1,&H7E,&HFE,&H1A,&H28 
2969 DATA &H99,&H23,&H22,&HDC,&HE1,&H4F,&HAF,&H79,&H18,&H91,&HB7,&HC1 
2970 DATA &HD1,&HE1,&HC9,&H21,&H09.&H98,&H22,&HE2,&HE1,&H2A,&HDE,&HE1 
2089 DATA &H22,&HDC,&HE1。&HED,&H5B,&HE9,&HE1,&HCD,&HD2,&HE1,&H39,&HD5 
2099 DATA &H3E,&H91,&H32,&HE4,&HE1,&HC9,&HC5,&HE5,&HD5,&HCD,&HIE,&HE2 
2199 DATA &HD1,&HE1,&HC1,&HC9,&H09,&H01,&H90,&H09,&H99,&H99,&H01,&H09 
2110 DATA &H90,&H90,&H99,&HCD,&H8C,&HE1,&H67,&HCD,&H8C,&HE1,&H6F,&HC9 
2129 DATA &HED,&H43,&HDE,&HE1,&HAF,&H32,&HE4,&HE1,&H21,&H91,&H90,&H22 
2136 DATA &HE2,&HE1,&HC9,&H7C,&HCD,&HOE,&HE2,&H97,&H97,&H07,&H07,&H4F 
2149 DATA &H7D,&HCD,&H9E,&HE2,&HB1,&HC9,&HD6,&H30,&HD8,&HFE,&H9A,&H38 
2159 DATA &H97,&HD6.&H97,&HFE,&H9A,&HD8,&HFE,&H10,&H3F,&HC9.。&H3E,&H07 
2169 DATA &H32,&HDD,&HFA,&H3A,&H90,&HE0,&H32,&HDE,&HFA,&H21,&HB4,&HFA 
2179 DATA &H85,&H6F,&H36,&H90,&H2A,&HE5,&HE1,&H7E,&HB7,&H37,&HC8,&HC6 
2189 DATA &H08,&H6F,&H26,&H00,&H29,&H29,&H29,&HEB,&H21,&HE5,&HE1,&H34 
2199 DATA &H2A,&HDE,&HE1,&H91,&H99,&HID,&HED,&H79,&H3E,&H98,&HCD,&H9D 
2290 DATA &H73,&H91,&H99,&HIE,&HED,&H79,&HC9,&HE5,&H2A,&H96,&HE9,&HB7 
2219 DATA &HED,&H42,&H3F,&H38,&H22,&H2A,&H08,&HE9,&HB7,&HED,。&H42,&H38 
2229 DATA &H1A,&H2A,&H92,&HE0,&HB7,&HED,&H42,&H38,&H04,&HED,&H43,&H62 
2230 DATA &HE0,&H2A,&H94,&HE9,&HB7,&HED,&H42,&HE1,&HD9,&HED,&H43,&H04 
2249 DATA &HE9,&HB7,&HC9,&HE1,&HC9 
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第 12 章 
tuUuFDO CP/M シ ステ ム 


tUFDO CP/M デイ スン 構成 


turDo CP/M の ディ ス フ は , 標準 で 5 インチ 両 面 倍 密度 (256 バ イト / セ フタ ) の フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク を 使用 し て いま す 。 


tUFDO CP/M の | ディ スク の 割り あて は 次 の よう に な つて いま す 。 


、 | 


Information Block 
ア 
アァ / 


(⑯ 


5 イン チ 両 面 何 密度 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 , 物理 的 に は 1 ドラ イプ あ だ り 40 ト ラッ フク 
(1 セク タテ 256 バ イト , 1 トラ ッ ク =32 セ フタ ) の フォ ー マ ツ ト に な つて いま す が , CP/M 
シス テム で 使用 する 場合 , 論理 的 に 1 ドラ イブ あたり 40 ト ラッ ク ( 1 セク タ = テ 128 バ イト , 1 
トラ ッ ク = テ 64 セ クタ ) と し て 扱い ます 。 


167 


シス テム スク フラ ッ チ エリ ア の 内 容 お よび メモ リ 構 成 
turbo CP/M の TPA (トラ ンジ エント プロ プラム エ リア ) 領域 は メイ ン メ モリ 上 の 0100 昌 か 
ら 始 まつ て お の , 特に 0000H 一 00FFH まで の 256 バ イト の 領域 は シス テム スク フラ ッ チ エリ ア と 呼ば 
れ , CP/M シス テム が 働く た め の ワ ー フ エリ ア (ジャ ンプ ベク フト ル の エン トリ ー や 各 バ ッ フ ァ に 利 
用 され て いる ) に 使用 され て いま す 。 


turbo CP/M シス テム スク ラッ ツチ エリ ア (0000Hー00FFH) の 内 容 


メイ ン メ モリ の アド レス 
0000H~0002H CP/M BIOS の ウォ ー ム ブー ト CWBOOT) へ の ジャ ンプ 


ーー 
DD で 


IO バイ ト 


上 位 4 ピ ッ ト !USER No. | 下位 ピッ ト | 現在 使用 中 の ログ 
| | イン ディ スク No. 


0005H 一 0007H CP/M BDOS を コー ル す る だ め の ジ ャ ンプ 病 令 (シス テム コ 
ー ル , エス ケー プシ ー ケ ンス に て 利用 ) 


0008H 一 0037H 
0038H-003AH 


未 使用 (RST 1-6) 


RST7 (DDT コマ ンド の リス ター ト と し て 使用 ) 


未 使用 


005CH 一 007FH FCB (ファ イル コン トロ ー ル プロ ッ ツク) デフ ォ ル ト 値 
だ だ し , 007CH に は シー ケン シヤ ルフ ァイル の レコ ー ド No. 
が , 007DH-007FH に は ラン ダム アク セス ファ イル の ラン 


ダム レコ ー ド No. が 格 納 さ れ ま す 。 


0080Hー00FFH DMA (ダイ レク トメ モリ アド レス ) デフ オル ト 値 


(ディ スク と メモ リ 間 の 128 バイ ト の 入出 力 エ リア ) 


※FCB 及び DMA は , ユー ザー ガ 特 に 指定 し な い 限 り , この 値 に 設定 され て いま す 。 


turbo CP/M メモ リ 構 成 Cturbo CP/M の 標準 56K シ ステ ム の 場合 ) 


メイ ン メ モリ の アド レス 


0000H 一 00FFH @P/M ウ ステ デム ラー クタ (ウス テム スク ラッ チエ リ ジ の ) 


0100HーC3FFH TPA (トラ ンジ ェ エント プ ロ プ ラム エリ ア ) 


C400H<CBFFH CCP (Console Command Processor) 


CC00H<D9FFH BDOS Basic Disk Operating System) 


DA00HーEFFFH BIOS CBasic Input 〇 utput Gystem) 


F000HーF7FFH CP/M シ ステ ム 〈BIOS) ワー ク お よび 辞書 ワー ク 
F800HーFEFFH BIOS FROM ワー ク 
本 玉 8 団 所 占 IPL ワー ク あ る い は CP/M の 1 セク フタ バッツ フ ァ 
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辺 機器 の 割り あて (|O バ イト の 設定 ) 


CP/M で は , ディ スク フ ド ライ プ の ほか に , キー ボー ド , CRT ディ スプ レイ , プリ ンタ な どの 各 
種 周辺 機器 (物理 デバ イス ) を 接続 する こと が で きま す 。 turbo CP/M で は , これ ら の 周辺 機器 と 
CP/M シス テム と の 間 で デー タ の や り の とり の を 行なう 場合 4 つの 論理 デバ イス を 使用 し ます 。 


CON : (CONSOLE) | キー ボー ド ( 入 力 ), CRT デ ィ ス プレ イ (〈 出 力 ) の よう に ユー 


論理 デバ イス 


ザー が ガ CP/M シス テム と 対話 する た め の 入 出力 機器 


RDR : (READER) 紙テープ ・ リ ー ダ や テレ タイ プ な どの 入力 機器 
PUN : (PUNCH) 紙テープ ・ パ ンチ ャ な どの 出力 機器 
LST:(LIST) プリ ンタ な ど リ スト 類 を 出力 する 出力 機器 


ご れ ら の 語 理 デ バイ ス に は , それ ね ぞ れ に つい て 2 種類 の 周辺 機器 (物理 デバ イス ) を 割り つけ 
る こと が で きま す 。 


論理 デバ イス と 物理 デバ イス の 割り つけ 


CON : 人 入出 力 〕 ] 二 較 00 内 蔵 RG-232C( 受 信 , 送信 ) 
IO バイ ト の キー ボー ド ( 入 力 ), CRT( 出 力 ) 
1 


RDR : (入力 ) 


IO バイ ト の 
ビッ ト 2, 3 に 該当 


PUN : (出力 


01 未 使用 

間 量 3 半 に 8 1 半 
ピット 4, 5 に 該当 : 10 

CUP2 : ) 1 未 使用 


内 蔵 RS-232C( 送 信 ) 


LST : (出力 ) 


| 
CE 01 CRT デ ィ ス プレ イ 

了 ! 6 き な ーー 

ビッ ト 6, 7 に 該当 ーー リン (セン トロ ニク ス 社 準拠 
UE 3 11 未 使用 


・ 上 記 の 表 で 物理 デバ イス が ) で 囲ま れ だ も の は , turbo 〇 P/M で は 使用 し て いま せん 。 
・CP/M 起 動 時 の 設定 は , 各論 理 デ バイ ス に 対し て , CON : =CRT : , RDR : =TTY : (受信 ), 
PUN : TTY: (送信 ), LST : PT : と な つて いま す の で , 1 〇 バイ ト の 値 は , 10000001B (81H) と 
な り ま す 。 
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| 41 ディ スク パラ メー タテ ー プ ル 
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CP/M の BIOS 内 に お いて は , 第 10 章 「CP/M BIOS コー ル 」 て で 説明 し まし だ 17 個 の ジャ ン 
プ ベ クト ル の 他 に , ディ スク フ パ ラメ ー タ テー ブル と いう 各 デ ィ ス フク ドラ イブ ご と の 情報 管理 と , CP/ 
M の BDOS オペ レー ショ ン に 対す る ス フ ラ ッ チ パッ ド 領 域 を 写 え る だ め の エ リア ガ が 設け られ て い 
ます 。 

ご 0 ディ スズ フリ パン メ エー タチ テープ DPFHI (ディ スク パラ メー タツ ヘ ッ ダ ) と DPB (ティス フ バ 
ラメ ー タ プ ブロック) な どか ら 構 成 さ れ て いま す 。 だ だ し , スキ ユー 等 の よう に 論理 セタ と 物理 セ 
フタ の 変換 が 必要 な 場合 は , その 変換 テー ブル が 追加 され ます 。 

以下 に , DPH と DPB に つい て の 詳細 を 説明 し ます 。 


③ 和 PH て チイ 末 ウパ バラ メー タダ ペダ か …… マ 16 バ イト て で 構成 され て いま す 。 
XLT | OOOOH | 0000H | 0000H IDIRBUF| DPB | CSV | ALV 
(2 バイト) 2 パイ ト )|〈 2 バイト) 2 バイト)|( 2 バイト)|〈2 バイ ト )|C2 バ イト )|C2 バイ ト ) 
@ ⑤ @ (@) (③ (② (@ ぐ ⑧ 


②⑳ セ クタ トラ ンス レー ト テ ー ブ ル 
省 デ イィ スク ドラ イブ に お ける 論理 セ フ タ と 物理 セ ウ フタ の セク 変換 テー ブル の 格納 先頭 アド レス を 示 
し ます 。 だ だ し , セク 変換 の 秒 要 の な いと き は , 0000H が 入り ます 。 ま だ 同一 ドラ イブ の 場合 は 共 
用 可能 で す 。 


や 


CP/M の BDOS 内 で 使う スク ラッツ チ パ ッ ド 値 が 入り ます 。 初期 値 は , それ ぞ れ 0000H が 入り ます 。 


ディ レク トリ パッ ファ 
CP/M の BDOS 内 の ディ レク トリ 操作 に 使用 され る 128 バ イト の スク ラ ツ チ パッ ド 領 域 の 先頭 アド 
レス を 示し ます 。 


ディ スズ スク パラ メー タプ ロッ ク 
省 デ イィ イス ク ド ラ イブ の DPB( デ ィ ス クノ パラメータ ブロ ッ ク ) の 格納 先頭 アド レス を 示し ます 。 同 一 ドラ 
イブ の 場合 は 共用 可能 で す 。 


チエ ッ ツク ベク トル 
ディ スケ ッ ツ ト を 変え る と き に , ディ レク トリ 情報 を ソフ トウ エア チエ ッ ク す る だ め の ス クラ ツチ パッ 
ド 領 域 の 先頭 アド レス を 示し ます 。 た だ ただし, 難 ド ライ ブ に よ つ て 異な り の ます 。 


アロ ケー ジョ ン ベ ク トル 
ディ スク の 使用 状況 を 管理 する だ め に , CP/M の BDOS に よ つ て 使わ れる スク ラッツ チ パ ッ ド 領域 の 
先頭 アド レス を 示し ます 。 だ だ し , 洗 ドラ イブ に よ つ て 異な り ま す 。 


②@DPB (ディ ス フ パ ラメ ー タ ブロ ッ フ ) 
SPT | BSH | BLM | EXM | DSM | DRM | ALO | AL1 OKSS 9 必 愉 
(2 バイ ト )|(1 バ イト )|(1 バ イト )|(1 バ イト)|(2 バ イト )|(2 パ イト )|(1 バ イト )|(1 バ イト )|C2 バ イト )|C2 バ イト ) 
@ ⑮ @ ⑥ (③ ⑥ KG ⑧ 〇 ⑨ 


ぐ @SecotOors Der track 
1 トラ ッ ク あ だ り の の 全 論 理 セ フタ 数 ( 1 セ フ タ ニテ 128 バ イト ) を 示し ます 。 


@ BlocK shift factor 
デー タブ ロック の アロ ケー ショ ン サ イズ に よっ つて 決定 され る 値 を 示し ます 。 
BLS=128X 2" 
※ ローBSH (Block shift faotor) 
BLS= テ デー タブ ロッ クア ロケ ーション サイ ズ (CP/M が 管理 する ディ スク 上 の ファ イ 
ル の 最小 単位 ) 


⑥ Block mask 
デー タプ ロッ ク の アロ ケー ショ ン サ イズ に よっ て 決定 され る 値 を 示し ます 。 
BILLM= (デー タプ ロッ ツク の セク 数 ) 一 1 


⑥Extent mask 
デー タブ ロッ ク の アロ ケー ショ ン サ イズ と ディ スク の ブロ ッ ク 数 に よ つ て 決め られ る 値 を 示 し ます 。 


⑥DIiSK size max 
DSM= (ディ スク の デー タブ ロッ フク の 最大 数 ) 一 1 


BLS と BSH, BLM, EXM と の 対応 表 


⑥Direoctory entries max 
DRM= (ディ スク に 収容 可能 な ディ レク トリ エン トリ ー の 数 ) 一 1 
※ 難 ファイル は , その ファ イル に 関す る 情報 を も つた FCB (ファ イル コン トロ ー ル プロ ッ ク フ ) 
を メイ ン メ モリ 上 に も つて お り , 通常 これ は , その ファ イル が 存在 する ディ スク 上 の ディ レ 
クト リエ リア に 格納 され て いま す 。 すなわち , ディ スク 上 の ディ レク トリ と は FOB の 一 部 を 
意味 し , フラ イル ご と に 32 バ イト 単位 で 構成 され て いま す 。 (だ だ し , 実際 に メイ ン メ モリ 上 
に 存在 し て いる FCB は , 36 バ イト 単位 で 構成 これ て いま す 。) 


171 


ALLOC0 


⑥ALLOC1 
AL0 と AL 1 の 各 ビ ピッ ツ ト は , ディ レク トリ エン トリ ー に 使用 する デー タプ ロッ ク を 示し ます 。 


AL 0 と AL 1 の 構成 


(ビット)0 1 234567891011121314 15 


BLS と ディ レク トリ エン トリ ー の 総数 


〇 ①Cheok vector Size 
CKS= (DRM+ 1) 4 
※ だ だ し , ご これ は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ドラ イブ の よう に , ディ スク が ガメ ディ ア 交 換 可 能 な 場合 の 
算出 式 で , ハー ド デ ィ スク の よう に ディ スク が ガ が 固定 式 の 場合 は , 0000H に セツ ッ ト さ れ ま す 。 


① TTacK Offset 
シス テム トラ ッ ク を スキ ッ プ する だ め の 値 を 示し ます 。 


X1 turbo の 標準 5 両面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クワ の DPB (ディ スク パラ メー タプ ブ ロック) を 次 の 表 に 示し レ 


ます 。 
X 1 turbo の 標準 5 両面 倍 密 度 フ ロッ ピー ディ スク の DPB 


0040H (1 トラ ッ フ 64 セ クタ ) 
| 04H(2048( バ イト )=128( パ イト)X 2" ゆえ に n =4)〕 
0FH(2048( バ イト ) ニ 16C セ フタ) ゆえに 16 1 15) 
0H 
0097HCIC128( パ イト )x64( セ フタ ))x(40( ト ラッ ク ) 一 (2( ト 
| ラッ フク ))/2048! 一 1・ ニ 151) 
| 003FH(64- 1 =63) 
80H 
0OH 
| 0010H(G63+ 1)/4=16) 
0002H 
2048〈 バ イト ) 
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|5| FCB( フ ァイル コン トロ ー ル ブロ ッ ク ) 


FCB (File Control Block) と は , CP/M シス テム ガザ ディ スク 上 の ファ イル を 負 理 する の に 必 
要 な 情報 が 入 つ て いる プロ ッ フ の こと を いい ます 。FCB は , 通常 ディ スク フ の ディ レフト リエ リア 
に 格納 され て お り , 一 つの ディ レフ トリ に 対 レ ー つ の FCB が 対 記し て いま す 。 し か し , 実際 は デ 
イィ レフ トリ ガ が 32 バ イト 単位 で 扱わ れる の に 対し , FCB は 36 バ イト 単位 で 構成 され て いま す 。 
CP/M シス テム が ファ イル 負 理 を 行なう と き の 過 程 と し て は , まず , ディ スク の ディ レフ トリ を 
FCB と し て メイ ン メ モリ に 取り こみ , さら に , ファ イル の 負 理 を 行なう た びに FCB を 更新 し て 
いき ます 。 そし て , ファ イル の 負 理 後 は , メイ ン メ モリ の FCB を 再び ディ スク の ディ レク トリ エ 
リア に 戻し ます 。 


以下 に , この FCB の 詳細 に つい て 説明 し ます 。 


FCB( フ ァイル コン トロ ー ル プロ ソック)……… 36 バ イト で 構成 され , 通常 メイ ン メ モリ 上 の 005CH 一 007FH に 
格納 され ます 。 


0 ONI 才 全う > 4 . 員 と 人 な ュ み るー 0_ 11 12 3 14 15 16 1 
② (⑨ ⑥ (③ @⑥ 


の ィ ト )_18 19 20 21 22 24 25 26 2 28 29 30 8 32 33 34 85. 
⑥ ⑧ 〇 ① ⑥⑨) 


ぐ ⑳⑯ デ ィ ス ク ド ラ イブ コー ド 
00H= ロ ブイ ン デ ィ ス フク ドラ イブ 05H= ド ライ ブ E : 


01H= ド ライ ブ A : 06H= ニ ドライブ F : 
02H = ドラ イブ B : 0/H= ド ライ ブ G : 
03H = ドラ イブ C : 08H= ド ライ ブ H : 
04H = ドラ イブ D : 


8 ファ イル 名 (8 文字 ) 
ファ アイ ル 名 を 格納 し ます 。 名 バイ ト と も ビッ ト 7 が 0 の だ め , 文字 と し て は アル ファ ベッ ト (て A 一 
Z) と 数 字 (0 -9 ) の み 使 用 で きま す 。 


⑥ ぐ ファ イル エク ステ ンション 名 〔 フ ァイル タイ プ 名 〕) 3 文字 ) 
COM, ASMI, HEX, PRN, BAK な どの ファ イル マイ プ を 格納 し ます 。 使用 で きる 文字 は , 
の ファ イル 名 で 扱え る 文字 と 同様 で す 。 特 に , t1--t3 の うち , t1, t2 の ビッ ト 7 は 次 の よう な 意 
味 を も ち ま す 。 
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自由 に ファ イル の 削除 や 一 部 の 変更 が 可能 


_ ビット ダ =1)。 ファ イル の 削除 や ー 部 の 変更 が 不可 


_t2 (ピッ ト フ =0) D 1 R コ マン ド に より 表示 され る 通常 の ファ イル 


_t2 (ピット 7=1) D | R コ マン ド に よる 表示 に は あら われ な いし , ま 
だ P | P コ マン ド に よる 転送 も 不可 。 


⑥ ロ ジ カ ル エ クス テン ト 番 号 (00Hー3FH) 
現 F 上 CB の ロジ カル エク ステ ント 番号 (フラ イル が 複数 個 の ディ レフ トリ を も つ 場 合 , お の お の の 
ディ レク トリ に つけ る 番号 ) を 示し ます 。 初期 値 は , 00H が 入り ます 。 


⑥CP/M シ ステ ム が 使用 し ます 。 


⑥ ロ ジ カ ル エ クス テン ト の 総 レ コー ド 数 (00H 一 80H) 
現 ロ ジ カ ル エ フス テン ト の 総 レ コー ド 数 (128 バ イト 単位 の デー タ の 集まり ) を 示し ます 。 


ディ スク アロ ケー ショ ンマ ッ プ 
CP/M シ ステ ム が 使用 する も の で , dg 0 おら d15 ま で の それ ぞ れ の 値 が , ディ スク 上 の 1 デー タブ 
ロッ ク の 位置 示し, d0 dd15 で 16 個 の デー タブ ロッ ク を 表 わ せ ます 。 


シー ケン シャ ルフ ァイル の リー ドブ ノラ イト 負 理 が 行なわ れ て いる 場合 , その 時 点 で の レコ ー ド 番号 を 示 レ 
ます 。 


〇 ① 〇 ラン ダム アク セス ファ イル を 使用 する 場合 の ラン ダム レコ ー ド 番号 を 示し , 0000HーFFFFH (0 一 65535) 
の 範囲 の 値 を と り , 0 が 下位 の 桁 , 「1 が 上位 の 杵 に な り ま す 。 


〇 通常 は , 00H が 入り ます が , ラン ダム レコ ー ド 番号 が オー バー フロ ー す る と , 00H 以 外 の 値 が び 入 り ま す 。 


※ だ だ し , ご の CB は , メイ ン メ モリ 上 で は 36 バ イト の 構成 に な つて いま す が , ディ スク 上 の ディ 
レク トリ エリ ア で 使用 きま れる と き は , 上 述 の ①, 〇 , - 〇 を 除く 32 バ イト の ディ レク トリ と し て 扱わ 
れ ま す 。 

※turbo CP/M で は , 1 レコ ー ド =128 バ イト , 1 デー タブ ロッ フク = テ 16 レ コー ド =2048 バ イト , 1 ロ 
ジ カ ル エ クス テン ト = テ 16 デ ー タ プロ ッ ク = テ 32768 バ イト と し て 扱わ れ ま す 。 
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| 6| DMA( ダ イレ フト メモ リア ドレ ス ) に つい て 


DMA (Direct Memory Adqdress) と は , ディ スク へ の リー ド / ラ イト 操作 を 行なう 時 に 必要 な 
128 バ イト の メモ リバ ッ フ ァ (通常 は , メイ ン メ モリ 上 の 0080Hー00FFH に 配置 され て いま す ) の こ 
と を いい ます 。CP/M シス テム の BD 〇 OS は この DMA バ ッ フ ァ を 通し て ディ スク へ の リー ド / ラ 
イト 操作 を 行ない ます 。 
CP/M シ ステ ム の BDOS は , 論理 的 に 1 セ フ タ を 128 バ イト と し て 扱 つ て いま す が , X 1 turbo 
の ら イ ンチ 2 ク D タ イプ の ディ スク フク フォー マツ ト と し て は , 1 セク タ = テ 256 バ イト に な っ て いま す 。 す 
な わ ち , ディ スク フ へ の リー ド / ラ イト 操作 を 行なう 時 に , DMA と ディ スク の 1 セク フタ が , 直接 デー 
ダ の や り の と り の を 行なう の は , セク フタ サイ ズ の 違い か ら 不 可能 で あり , メイ ン メ モリ 上 に ディ スク の 
1 セク タ と DMA と の 仲介 を する だ め の RAM バ ッ フ ァ を 設け る 必要 が 生じ て きま す 。CP/M シ ス 
テム は , この RAM バ ッ フ ァ を DMA と ディ スク と の 間 に 配置 し プロ ッ キ ンプ と デブ ロッ キン グ 
と いう 廊 法 を 使 つ て , ディ スク の リー ド / ラ イト 操作 を 行ない ます 。 

以下 で , プロ ッ キ ング と デ プ ロ ッ キン グ の 方 法 に つい て 説明 し レ ます 。 


⑯ プ ロッ キン グ (DMA ガ ら RAM バッ ファ を 経由 レ し て ディ スク の 1 セ フ タ に 書き こ お む 場 合 ) 


ディ スク の 1 セク タ (256 バ イト ) 


RAM  ! パッ ファ 
128 バ イト ) (28 パイ ト ) 


256 バ イト の RAM バ パッ フタ の デー タ を まとめ て , 
ディ スク の 1 セク タ に 書き こ お 。 


(メイ ン メ モリ EE) 


DMA よ り RAM バ パッ ファ に 128 バ イト 単位 で デー タ 
転送 


DMA 


は ) 
(428 バ イト ) 


0080Hー00FFH 


@ デ プロ ッ キ ング (ディ スク の 1 セクタ ガ ら RAM パッ ファ を 経由 レ し て DMA に 読み こむ 場合 ) 


ディ スク の 1 セク タ (256 バ イト ) 


RAM 
(428 バ イト ) 


ディ スク の 1 セク タ の 256 バ イト の デー タ を RAM 
バッ ファ に 読み こむ お 。 


パッ ファ 


(メイ ン メ モリ 上 ) (428 バ イト ) 


RAM バ パッ ファ より DMA に 128 バ イト 単位 で デー タ 
転送 


DMA 


か ) 
(428 バ イト ) 


0080H 一 00FFH 


革 、 
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第 13 章 
ワー ド マ ス ターCWORD MASTER) 


ワー ド マ ス ター は , テキ スト (アス キー ファ イル ) の 編集 , 作成 に 大 き な 力 を 発揮 し ます 。 本 CP/ 
M の ED コマ ンド が ガラ イン ご と の 編集 機能 し か 持た な い の に 対し て , ワー ド マ ス ター は BASIC の 
編集 機能 と 同様 に カー ソル を 移動 し て ス フ リ ー ン 編集 を 行なう こと が で きま す 。 

ワー ド マ ス ター は , ビデ オモ ー ド と コマ ンド モー ド と いう 2 種類 の 動作 モー ド を 備え て いま す 。 ビ 
デオ モー ド で は , カー ソル を 4 方 向 に 移動 させ , ファ イル を 作成 , 編集 する こと が で きま す 。 一 方, 
コマ ンド モー ド で は , コマ ンド を 入力 する こと に より の , 検索 ・ 置 き 換え ・ ル ー プ ・ テ キス ト の 移動 
な ど を 行なう こと が で きま す 。 

ワー ド マ ス ター の 起動 時 は 常に ビデ オモ ー ド で 始ま り , ビデ オモ ー ド か ら コ マン ドモ ー ド へ は [ESC| 
キー を 押す こと に より , まだ コマ ンド モー ドガ ら ビ デオ モー ド へ は V 。 と 入力 する こと に より の , 物 
の ます 。 

この 2 つの モー ド を 使用 する こと に よっ つて , 文書 の 編集 , 作成 を 容易 に カー 能率 的 に 行なう こと が 
で きま す 。 

さら に , turbo CP/M は , すぐ れ だ 日 本 語 処 理 機能 を も つて いま す の で , ワー ド マ ス ター で も 簡 
単に 漢字 を 入力 する こと が で きま す 。 入力 方 法 は BASIC と 同様 で す の で , 詳し く は BASIC マ 
ニュ アル 」 及び 第 3 章 の 2 頂 を 参照 し て くだ さい 。 


な お , ワー ド マ ス ター を 使用 する を め に は ログ イン ディ スク に 次 の ファ イル が 必要 で す 。 
WM. COM 
WM. HLP 
WMENGL. HLP 
WMKANA. HLP { ヘル プ メ ニュ ユー 変更 時 の み 必 要 
WMKANJI. HLP 
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ご 使用 に な る 前 に 
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ワー ド マ ス ター の ヘル プ メ ニュ ユー ファ イル に は , 英文 ・ カ ナ 文 字 ・ 漢 字 の 3 種類 の ファ イル が あり 
ます 。 ヘ ルプ メニ ュー ファ イル に は , ビデ オモ ー ド ・ コ マン ドモ ー ド の 説明 が 入 つ て いま す が , ワ 
ー ド マス ター を 使用 する 前 に , 3 種類 の メニ ュー ファ イル の 中 か ら ど れ か 1 つ を 選 記 必要 が あり ま 
す 。 そ の だ め に は , 使用 し だ を い ヘ ルプ メニ ュー ファ イル を WM・HLP と いう ファ イル 名 に 変更 し 
ます 。 出荷 時 に は 漢字 ヘル プ メ ニュ ー フ ァイル が WM・HLP と な つて お り の, 変更 し だ い 場 合 に は 
PIP コマ ンド を 使用 し ます 。 

例え ば , 英文 メニ ュー ファ イル を 使用 し た い 場 合 に は , 次 の よう に 入力 し ます 。 


A>PIP_JWM. HLP=WMENGL. HLP 』 


以下 に ヘル プ メ ニュ ー フ ァイル を 示し ます 。 


> ワー ド マ ス ター の ヘル プ メ ニュ ユー ファ イル 
WMENGL. HLP の ms ワー ド マ ス ター の 英文 ヘル プ メ ニュ ユー フ ァ イル 
WMKANA. HLP 。 … の の ワー ド マ ス ター の カナ 文字 ヘル プ メ ニュ ー フ ァイル 
WMKANJIL HLP。 ……i ワー ド マ ス ター の 漢字 ヘル プ メ ニュ ユー ファ イル 


ヘル プ メ ニュ ユー の 呼び 出し 方 法 に つい て は , 本 章 6 頂 を 参照 し て くだ さい 。 


ワー ド マ ス マー の 起動 


と , 入力 する と ワー ド マ ス ター ガ 起 動 し ます 。 

ご ご こ で , d1 に ご は オリ ジ ナ ルフ ァイル (編集 する フタ イル) の ある ディ スク ドラ イブ を 指定 し 
て , 省略 され だ 場合 に は ロブ イン ディ スク に な り ま す 。 

d2 に は , 編集 を れ を た フラ イル を セー ブ す る だ め の ド ライ ブ を 指定 し , 省略 する と d1 と 同じ ド 
ライ ブ に な り の ます 。 

起動 後 , ワー ド マ ス ター は 入力 され だ `filename. ext” と 同じ ファ イル を d1 で 指定 し だ 
ドラ イブ へ さがし に 行き ます 。 そ の ファ イル が 見 つ お ら な いと , ワー ド マ ス ター は NEW FILE 
を つぐ り ま す 。 

オリ ジ ナ ルフ ァイル が あつ だ 場合 (つま り NEW FILE で な い 場 合 ) は , ヒ コマ ンド (編集 
終了 コマ ンド ) で 編集 を 終え た だ とき, 新た に 編集 し た テキ スト は ここ で 入力 し た `filename. 
ext”" と な り , も と の オリ ジ ナ ルフ ァイル は filename. BAK” と な り ま す 。 
編集 する ファ イル が NEW FILE の 場合 は , 編集 が 終了 し て も BAK” ファ イル は あり の ま 
せん 。 

な お , ワー ド マ ス ター 起動 時 は ビデ オモ ー ド に な つて いま す 。 


注 1) フタ イル 名 に は 日 本 語 は 使用 で きま せん 。 
注 2) 編集 し を フラ イル を セー プ ブ す る ディ スク に は プロ テク フト シー ル を 貼ら な いで くだ 
さい 。 


それ で は 例文 を 作成 し な が ら 学ん で いき まし よう 。 画面 を 見 な が ら , まず 次 の よう に 入力 し 
ます 。 


A>WM_EXAMPLE. ASM 』 


ご これ は , ワー ド マ ス ター を 呼び 出し , “EXAMPLE. ASM” と いう ファ イル を 編集 する こ 
と を 宣言 し て いま す 。 ワ ー ド マス ター ガ 起 動 す る と , オー プ ニ ン ブ メ ッ セ ー ジ が 表示 され 學 
に ご の ファ イル が NEW FILE で ある こと を 知ら せ て きま す ざ 。 次 に 画面 は クリ アフ され カー ソ 
ル ガ が 画面 上 に 秘 動 し , テキ スト ( 文 ) が 入力 で きる 状態 に な り ま す 。 (ワー ド マ ス ター を 起 
動 し て すぐ 編集 に 入り だ いと き は , 画面 に メッ セー ジ ガ 表示 され だ と き に 何 ガ キー を 押し て 
ぐだ さい 。 だ だ ち に 画面 が 変わ り , 編集 を 行なう こと が で きま す 。) 
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BASIC の 日 本 語 処 理 と 同様 に , |SHIFT| 十 |XFERI] で 日 本 語 入 力 モー ド に 入り の, 次 の 例文 
を 入力 し て ぐだ さい 。 


入力 が 終了 し た ら | SHIFT| + | XFER| で 日 本 語 入 カ モー ド を ぬけ て こく ださい 。 
ご れ お が ら は , この 例文 を 使用 し て 編集 の 練習 を 行ない ます の で ま ざ こ の 例文 を いつ で も よび 


- だ せる よう に ディ スク に セー ブ し て お きま し よう 。 


セー ブ す る に は を 入力 し て ガ ら |H| を 入力 し ます 。|ESC| を 入力 する と 画面 の 左下 に 
* が 表示 され ます 。 続 いて [日 | を 入力 し た ら * を 押し ます 。 


以上 の よう お 負 理 を 以後 


と 表記 し ます 。*? は キー の 意味 で す 。 


入力 する と , 2, 3 秒 後に 画面 が フリ ア さ れ , 先ほど の 文章 が 再び 現われ ます 。 

今 の 作業 は , 例文 を メモ リ に 入れ だ 後 , や で コマ ンド モー ド に 変え , HH コマ ンド で メモ リ 内 の 
例文 を ディ スク に セー ブ プ し だ も の で す 。 現 在 , この ディ スク の 中 に は 先ほど の 例文 が *EXAM- 
PLE. ASM” と いう ファ イル 名 で セー プ さ れ て いま す 。 


ご で , キー 入力 指示 の 表記 ※ の 見 亡 に つい て 説明 し て お きま す 。 
と と えば , ビデ オモ ー ド の 説明 で 


合 (! 


AD AD AS 人 ハ X AX AE 1 


と な つて いる 場合 , 

\ 人 “は [CTRL| キー を 意味 し て いま す の で [CTRL| キ ー を 押し な が ら 「D] を 2 回 入力 し 炊 
に いっ” は カー ソル キー の | 一 | を 意味 し て いま す の で | 呈 ] を 1 回 入力 し ます 。 以後 同様 に 行 
な いま す 。 て“ は [一 | キー, 1 は [キー, 1? は [1 ] キー を それ ぞ れ 表わし て いま 
す 。) こ こ で は | | の 部 分 を その 通り に 入力 し て いこ こと に よっ つて カー ソル 物 動 の 方 
法 が わか る よう に な っ て いま す 。 ご の よう に , 画面 で の カー ソル の 動き 等 を 確認 し な が ら 指 
示 通 り に 入力 を 行なっ て くださ い 。 


※ キ ー 入 力 指示 の 表記 に は , 日 本 語 変換 フィ ー ル ド 内 で の キー 操作 は 記述 し て いま せん 。 


4 | ワー ド マ ス ター の ビデ オモ ー ド 


ビデ オモ ー ド で は , カー ソル を 移動 し て テキ スト (アス キー ファ イル ) を 作成 , 編集 する こと が で 
きま す 。 ワ ー ド マス ター ガ が 起動 し だ 直後 は 。 この ビデ オモ ー ド に な つて いま す 。 
まず, 先ほど の 例文 を 画面 に 出し て くだ さい 。 出 て いな い 場 合 は 


と 入力 し て , ディ スク フ か ら フ ァイル を 呼び だ し ます 。 
④ カ ー ソ ル の 移動 | A. 4 方 向 の カー ソル 移動 


NOD NR も ャ  R 閥 = パ 天 も AE ) 


と 入力 し て て だ さい 。 カ ー ソ ル ガ 4 亡 向 に 移動 し まし た 。 現在 カー ソル は 2 行 目 の “ つ ” の 
位置 に あり ます 。 

ー (まだ は 人 ハ D) は , カー ソル を 1 桁 右 へ 移動 さ な せ る 働き を が あり ます 。 

ー (まだ は 人 ハハ S) は , カー ソル を 1 桁 万 へ 移動 きせ る 働き が ありま す 。 

1 (まだ は 人 ハビ ) は , カー ソル を 1 行 上 へ 秘 動 きせ る 働き が あり ます 。 

! (まだ は ハ X) は , カー ソル を 1 行 下 へ 秘 動 さ な せ る 働き を ザ びあ り ま す 


B。 ワー ドウ 


AF 人 ハ F ハ F 和信 A 和信 A 


と 入力 し て くだ さい 。 現在 カー ソル は 2 行 目 の “ 動 ” の 位置 に あり ます 。 人 ハビ を 押す と , カ 
ー ソ ル は 次 の ワー ド の 先頭 へ 飛び ます 。 ま だ た 八 人 を 押す と , カー ソル は 逆 方 向 の ワー ド の 先 
頭 へ 飛び ます 。 

人 F は , ワー ド 単 位 に カー ソル を 右 に 秘 動 きせ, 信人 は , ワー ド 単 位 に カー ソル を 左 に 秘 動 
させ ます 。 


以下 に ワー ド の 定義 に つい て の 説明 を し ます 。 

ワー ド マ ス ター で は 扱う 文字 は すべ て 4 段階 の レベ ル に わけ て いま す 。 テ キス ト 中 で レベ ル 
・ が 同じ 文字 か ある い は 低い 文字 が 続い て いる 場合 は 1 つの ワー ド の 続き と みな し , 前 の 文字 
より 高い レベ ル の 文字 が あら われ だ と き に これ を 新しい ワー ド の 始ま り と みな し ます 。 

首 文 字 の レベ ル は 次 の 通り で す 。 

2 バリ ルル (0 っ co リターン コー ド , スペ ー ス , 制御 文字 (AN, 人 し な ど ) 
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例 を あげ て み ま し よう 。 


turDo CP/M の 使用 記法 「tUTDO CP/M の 使用 方 法 」 の 名 文字 の レベ ル は 
左 の よう に な り ま す 。 
レベ ル 2 レベ ル 2 し た が っ て ワー ド は \turbo CP/”, \M の ? 使用 
ウ 人 放任 レ ペル 3 万 法 ′ の 3 種 に な り ま す 。 
の TS 
AB 人 ハ B 人 BB 


と 入力 し て ぐだ さい 。 カ ー ソ ル は 同じ 行 の 左端 と 右端 の 間 を 秘 動 し ます 。 現在 カー ソル は 2 
行 目 の 先頭 に きま て いま す 。 

人 和信 B は 行 タ プ ブ で す 。 最 初 の 入力 で カー ソル は 行 の 左端 へ 動き , 次 の 入力 で カー ソル は 行 の 右 
端 へ 動き ます 。 


けけ, 和え フリ ー シ ウ プ 
AV AV AV 


と 入力 し て ぐだ さい 。 最初 に 人 V を 入力 する と カー ソル は 表示 ファ イル の 左上 端 へ 秘 動 し , 

2 度目 の 入力 で は 表示 フラ イル の 最終 行 の 最初 の 文字 へ 秘 動 し ます 。 現在 カー ソル は ファ イ 
ル の 先頭 へ き て いま す 。 

人 ハ V は スク リー ンタ ブ で す 。 カ ー ソ ル を 画面 の ファ イル の 左上 端 と 左下 端 へ 動 び す 働 き が あ 
り ま す 。 


E. カー ソル が ガ が 秘 動 する 場所 
それ で は , カー ソル を 3 行 目 の 行 の 終端 に” に 移動 させ て , 次 の よう に 入力 し て ださい 。 


カー ソル は すぐ 下 の 位置 で は な ぐ , 次 の 行 の 終端 に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル ガ 物 動 す る こと が 
で きる の は , 行 の 最後 の 文字 の 右 (リタ ー ン コー ド の 位置 ) まで で す 。 以下 に , カー ソル が 
移動 し な い 場 所 に つい て まとめ ます 。 

1. 行 の 最後 の 文字 の 右 (リタ ー ン コー ド ) 以降 

2. コン トロ ー ル 文字 ( 八 ) 記号 の 位置 

3. タブ で スキ ッ プ し だ 位置 


② テ キス ト の 挿入 | A. 文字 の 挿入 


と 削除 
人 ハ V 人 ハ O 文字 を 挿入 し ます 。 人 ハ O 


と 入力 し て くださ い 。 最初 の 〇 で 画面 下 の [INSERT ON| の 文字 が [INSERT OFF| 
に 変わ り , カー ソル の 前 の 文字 を 挿入 で きる 状態 に な り ま す 。 日 本 語 処 理 モ ー ド に し て 文 
字 を 挿入 し ます 。” と 入力 し て こ だ さ い 。 さら に 2 回 目 の 人 〇 で 再び [INSERT _OFFI| に 変 
わり , も と の 状態 に も どり ます 。 

人 へ 〇 は 挿入 モー ド を ON/OFF に する 働き を を も つて いま す 。 


BB. 行 の 挿入 
AV : バ N NMN ウー ド マ ス ター Xp アデ ー プ 1 


と 入力 し て ぐだ さい 。 最初 の AN 人 AN で 2 つの 空白 行 が 挿 入 さ れ , その 挿入 し た 1 行 目 と 
2 行 目 に "ワー ド マ ス ター” と シャープ” が それ ぞ れ 書か れ ま す 。 カ ー ソ ル は “ワー ド マ 
スタ ー” の “ ス " の 位置 に あり ます 。 


と 入力 し て ぐだ さい 。 “ワー ド マ ス ター” の “ マ ” の 右側 の 文字 が 全て 1 行 下 の 左端 へ 移動 し , 
それ 以下 の 行 も それ ぞ れ 1 行 ず つ 下 に さがり まし た 。 ま だ , 


AV 、 人 GO で AO 


と 入力 する と , 画面 の 一 番 上 に 1 行 挿入 され ます 。 挿 入 モ ー ド が ガ ON の と き * を 入力 する と 
人 へ ハ N と 似 だ 働き を し ます 。 だ だ し , 和信 N の と き に は カー ソル の 位置 は ひけ わり ませ ん が , 挿入 
モー ドガ が ON の と き に * を 入力 する と カー ソル は その 行 の 最初 の 文字 へ 移動 し ます 。 


C. 文字 の 削除 
PR AS! や ー と 


と 入力 づる と , 4 行 目 の い 文字 を 挿入 し ます ” の 文字 の 部 分 を 消す こと が で きま す 。 削 
除 し 文字 の 右側 の 文字 は すべ て 左 へ ずれ ます 。 カ ー ソ ル は * を * の 位置 に あり ます 。 

人 へ G は , カー ソル 位置 に ある 文字 を 削除 し 。 

IDEL| は , カー ソル の 左 出 の 文字 を 削除 し ます 。 


旨 物 0 導い だ 


と 入力 し て ぐだ さい 。 “ワー ド マ ” と “スタ ー” の 2 つの 行 ガ 1 つの 行 に つなが の り ま し た 。 ご 
れ は , “ワー ド マ ” の 後 の リ ター ンコ ー ド を 削除 し た だ だめ です 。 
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D. ワー ド の 削除 


と 入力 し て ぐだ さい 。 カ ー ソ ル は 4 行 目 の “ 挿 ” に 移動 し , 人 征 を 入力 する と “挿入 し ます ? 
が 削除 され , 次 に し を 入力 する と “を " の 文字 が 削除 され まし た 。 

人 AT「 は , カー ソル 以下 右 の ワー ド を 削除 し , 

人 し は , カー ソル 以下 在 の ワー ド を 削除 し ます 。 

だ だ し , ワー ド の 中 間 に カ ー ソ ル が ある 場合 に は , その ワー ド の 右側 (へ 丁 ) ある い は 左側 
(し L) の み が 削 除き れ ます 。 ま だ カー ソル と 削除 し よう と する ワー ド と の 間 に リ ター ンコ 
ー ド が ある 場合 に は , ! リ ター ンコ ー ド も 削除 され その 行 と 次 の 行 が つなが り ま す 。 


E. 行 の 削除 


と 入力 し て ぐだ さい 。 1 番 上 の 空白 行 が な こく な り , 以下 の 行 が それぞれ 1 行 ず つ 上 に あがり の 


人 へ ハ Y は , カー ソル の 位置 する 行 (リタ ー ン コー ド を 含む ) を すべ て 削除 し ます 。 続 いて, 
と 入力 し て ぐだ さい 。 “ワー ド " の 文字 , つま り カ ー ソ ル の 左側 が すべ て 消え まし だ た 。 


と 入力 する と , カー ソル の 右 の 文字 (カー ソル を 含む ) ガ す べ て 消え , その 行 に は 何 も 残 つ 
て いま せん 。 

人 人 U は , カー ソル の 左側 の 行 を 削除 し ます 。 

人 ハ 人 K は , カー ソル の 右側 の 行 (カー ソル を 含む ) を 削除 し ます 。 


と 入力 し て ぐだ さい 。 最初 に 入力 し な 通り の 画面 に も ご どり まし た 。 


( 注 〉 フ ァイル 1 行 の 長 さ は , 画面 の 幅 よ り 長 こ て も まい ませ ん 。 画面 の 幅 よ り も 長い 場合 
に は , 複数 行 に わた つて 表示 し ます 。 そ の 際 , ">>/ が 継続 し て いる 行 の 左端 に 表示 さ 
れ , この 行 が 継続 行 で ある こと を 示し ます 。 ご この と き , 画面 の 左端 の 桁 は 使用 され て い 
ませ ん 。 


③ 画 面 の ス フ ロ ー ル 


コマ ンド モー ド 


と 入力 し て ぐだ さい 。 まず カー ソル は 画面 の 左上 端 へ 移動 し , そし て 右 に 4 文字 動き まま し た 。 
人 へ ハ @ を 使用 する と , その 後 の 一 が 4 回 繰り 返し 実行 され ます 。 さ ら に 


と 入力 する と , 騙 度 は カー ソル が 16 文 字 分 右 へ 秘 動 し まし た 。 つま り , 人 ハ @ 人 ハ @ っ で 
ー つ を 16 回 繰り 返し た こと が わか り ま す 。 

人 へ @ は , 次 の 文字 入力 を 4 回 繰り 返す 働き が あり ます 。 だ だ し , 作 @ を 続け て 入力 で きる の 
は 3 回 まで で す 。 


GO あつ の ONI2RG 火 の 文字 入力 を 4 回 繰り 返し ます 。 
NO (の 7 rki7ie< 次 の 文字 入力 を 4 X 4 三 16 回 繰り 返し ます 。 
A@ 人 ハ @ 人 ハ @ …… 災 の 文字 を 4 X 4 X 4 三 64 回 繰り 返し ます 。 


と 入力 し て ぐだ さい 。 1 画面 に は 23 行 分 の テキ スト を 表示 する こと が で きま す 。 そ し て 2 ペ 
ー ジ 目 , 3 ペー ジ 目 の 最初 の 行 に ペー ジ 番 号 を 示す 文字 を 入力 し まし た 。 


と 入力 する と , テキ スト が ガ 2 ペー ジ 分 ファ イル の 初め 亡 向 に 動き まま し た 。 さ ら に 


と 入力 する と , テキ スト ガ 2 ペー ジ 分 ファ イル の 終り 方 向 に 動き まま し た 。 


と 入力 する と , 人 ハン を 入力 する だ びに ファ イル が ガ 1 行 上 に 移動 し ます 。 


と 入力 する と , ファ イル は 4 行 下 に 秘 動 し , も と の 状態 に も どり まし た 。 
人 ハ R は , ファ イル を 画面 上 で 1 ペー ジ も ど し ま す 。 

人 ハ C は , ファ イル を 画面 上 で 1 ペー ジ 次 へ 動 ひ お し ます 。 

人 へ ハ W は , ファ イル を 画面 上 で 1 行 下 へ 動 ガ し ます 。 

人 ハン は , ファ イル を 画面 上 で 1 行 上 へ 動 お し ます 。 


IESC| キ ー を 押し て こく だ さい 。 画面 上 左下 端 に * ガ 表示 され ます 。 現在 の 動作 モー ド は , コ 


へ の 移行 | マン ドモ ー ド で , コマ ンド の 受け 付け 状態 に な つて いま す 。 
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ワー ド マ ス ツー の コマ ンド モー ビ 
コマ ンド モー ド で は , コマ ンド を 入力 し 文字 列 の 検索 , 置き 換え , ルー プ , ファ イル へ の 入出 力 を 
行なう こと が で きま す 。 ワ ー ド マス ター の コマ ンド モー ド に お ける コマ ンド は , エディ タマ (ED) コ 
マン ド と 非常 に 似 て いま す 。 

な お , コマ ンド 名 は , 大 文字 , 小文字 どちら で も 実行 で きま す 。 
さて , 現在 コマ ンド モー ド に な つて いる ガ が 確認 し て くだ さい 。 コ マン ドモ ー ド の と き は , 画面 の 左 
下端 に ヾ *? が 表示 され て いま す 。 表 示さ れ て いな い 場 合 は , [ESC | キー を 押し て くだ さい 。 


④ 文 字 コ マン ド お 


と 入力 し て ぐだ さい 。 画面 上 で は 見 えま せん が , 文字 ポイ ンタ が ファ イル の 先頭 へ 秘 動 し 
ます 。 ピ ビデ オモ ー ド で 確認 し て み ま し よう 。 


* 文 字 ポ イン タ と は , 編集 し て いる 文字 の 位置 を 示す も の で , ビデ オモ ー ド の 場合 カー ソル 
と カー ソル の 前 の 文字 と の 間 に 文字 ポイ ンタ が あり ます 。 


隊 間 


ビデ オモ ー ド に も どり の , カー ソル ガ フ ァイル の 先頭 に ある こと が 確認 で きま す 。 


re 表 


と 入力 する と , 依 度 は 文字 ポイ ンタ ガ ファ イル の 終り (3 ページ の 後 ) に 物 動 し , ビデ オモ 
ー ド に な り ま す 。 二 一 己 は , 文字 ポイ ンタ を ファ イル の 先頭 (一 の 場合 は フラ イル の 終り ) に 
動 お し ます 。 で は , 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


SB6CV * 


文字 ポイ ンタ ガ 6 文字 分 (半角 ) 動き まし た 。 
キーnC は , 文字 ポイ ンタ を 文字 分 (半角 ) 動 お すす コマ ンド で す 。 十 は ファ イル の 終り 方 向 
を , 一 は ファ イル の 先頭 方 向 を 表わし て いま す (省略 し だ 場合 は 十 )。 


と 入力 し て ぐだ さい 。 文字 ポイ ンタ ガ 2 行動 きま まし た 。 
+ーnL は , 文字 ポイ ンタ を Ti 行動 が の す コ マン ド で す 。 ポ イン は 行 の 先頭 へ 惣 動 し ます 。 
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$B6C2T。 


と 入力 する と , 画面 下 側 に “マス ター に は ……… を 使用 する ” と いう 2 行 が 表示 され ます 。 
これ は , 6 C で 文字 ポイ ンタ を “ マ " の 位置 に 物 動 さ きせ, 2 で ポイ ンタ 以降 の 2 行 分 を 表 
示さ せ だ も の で す 。 

一 nT は , 文字 ポイ ン 夕 以降 の n 行 を 表示 させ る 働き を びあ り ま す 。 


と 入力 する と , 3 行 目 の テキ スト が 表示 され ます 。 
オー は , 文字 ポイ ンタ を n へ 動 ガ し, その 1 行 を 表示 させ る 働き が あり ます 。 


B14DV 』 


と 入力 し て くだ さい 。 “ワード マス ター の 文字 が 削除 され まし た 。 
+ キ 一 nD は , 文字 分 (半角 ) を 削除 する 働き が あり ます 。 


お の 必 WS コ 


と 入力 する と , 上 の 2 行 が 削除 され まし た 。 
一 nK は , 行 を 削除 する 働き が あり ます 。 


ご こ で , 新しく ファ イル を 作り ます 。 一旦 , ワー ド マ ス ター を 終了 し , 再び ワー ド マ ス ター 
を 起動 し まし よう 。 


Q は “Quit” の 略 で す 。 ワー ド マ ス ター が ガ が 終了 し まし た 。 Q を 入力 し だ 場合 , それ まで 編集 
ざれ だ テキ スト は セー ブ プ さ れ ま せん 。Q を 入力 する と , ^ ADort (Y/N) や? と 確認 し て き 
ます 。 (詳し ぐ は , ファ イル の 入出 力 の 頂 を 参照 し て て だ さい 。) 


A>WM_EXAMPLE2. ASM 。 


と 入力 し て ぐだ さい 。 ワー ド マ ス ター が 再起 動 さ れ , EXAMPLE 2 ? と いう ファ イル が 新 
し ぐつ ぐら れ ま し だ 。 現 在 は ビデ オモ ー ド で す 。 以 下 の よ うに テキ スト を 打ち 込ん で くださ 
い 。 


The Iittle girl takeSs a walk in he Dark every morning-. 


The boy with a dog is her brother. 
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スクラッチ パッ 
ドコ マン ド 


と 入力 し て くだ さい 。 ビデ オモ ー ド ガ ら 最初 の 1 行 が 消え まし た 。 これ は QP コマ ンド で , 
最初 の 1 行 (文字 ポイ ンタ の ある 位置 か ら 1 行 ) を フラ イル ガ ら 削除 し , スク ラ ツ チ パッ ツ ド 
に 格納 し ただ めで す 。 ス フク ラッチ パッ ド と は , ファ イル を 一 時 的 に 格納 する メモ ! リ の よう な 
も の で す 。 

nQP は , 文字 ポイ ンタ より ファ イル の 終り 亡 向 に n 行 の テキ スト を スク ラ ツ チ パッ ド メ モ リリ 
に 入れ , テキ スト を 削除 する コマ ンド で す 。 そ れ で は 次 の よう に 入力 し て ぐだ さい 。 


3 SEt6 隊 SE73 


先ほど スク ラッ チ パ ッ ツ ド に 入れ た だ 1 行 が 表示 され まし た 。 QT は , スク ラッ チ パ ッ ド の 内 容 
を 表示 する 働き が あり ます 。 


スク ラッ ツチ パッ ツ ド の 内 容 が , 5 回 ファ イル に コピ ー さ れ て いま す 。 
これ は , 文字 ポイ ンタ を ファ イル の 先頭 へ 移し , 5 Q つ 〇 と いう コマ ンド で スク ラッ チ パ ッ ド 
の 内 容 を ポイ ンタ の 位置 に 5 回 コピ ー レ , 最後 に ビデ オモ ー ド に も ど し た も の で きす 。 

nhQG は , スク ラッ ツチ パッ ツ ド の 内 容 を 回 文字 ポイ ンタ の 位置 に 搬 入 し ます 。 


と 入力 し て ぐだ さい 。 
n/QP は , ファ イル ガ ら 「 行 削除 し , スク ラッ チ パ ッ ド に 追加 ける コマ ンド で す 。 


と 入力 し て 内 容 を 確認 し て み ま す と , “The DOV……… her brother." の 文 が , 最後 に 追 
加 さ れ て いる は ず で す 。 さ て , 次 の よう に 入力 し て ぐだ さい 。 


画面 に は * し ガ 表 示さ れ て いま せん 。 
QK は , スク ラッ チ パ ツ ド メモ リ の 内 容 を 消去 し ます 。 現在 , スク フラ ッ チ パッ ド の 中 に は 何 
も 入 つ て いま せん 。 そ れ で は 次 の よう に 入力 し て ぐだ さい 。 


QL テキ スト お は テキ スト を スク ラッツ チ パ ッ ド の 中 に 入れ , 現在 の スク ラッ チ パ ッ ド の 内 容 
と 書き ガ え る 働き びあ り ま す 。 テ キス ト の 終り の 人 へ N は , この テキ スト の 最後 の の リ ターン コ 
ー ド を 追加 する だ め の も の で す 。 


と 入力 し て ぐだ さい 。 今 入力 し た テキ スト が 表示 され る は ざ で す 。 さ ら に , 


| 


と 入力 し て みて ぐだ さい 。 今 の テキ スト が 4 回 ファ イル に コピ ー さ れ て いる は ざ ず で す 。 


と 入力 し て ぐだ さい 。 文字 ポイ ンタ は , 最初 の DIue" の すぐ 後に あり ます 。 
キー 文 守 列 は, 文字 ポイ ンタ 以降 の ファ イル ガ ら n 番 目 の 文字 列 を 捜し , 見 つけ な 文字 
列 の 直前 に 文字 ポイ ンタ を お きま す 。 


| 


| 


と 入力 する と , 先ほど の ポイ ンタ 位置 か ら 数 えて 3 番目 の eyes” の 後に 文字 ポイ ンタ が ガ あ 
る は ざ ず で す 。 そ れ で は 次 の よう に 入力 し て みて 下さ い 。 


~##FBTGen お " と いう メッ セー ジ が 出 て きま す 。 ご これ は *green*” と いう 文字 列 が 見 つ 
がら な が つ だ だ め に , 検索 の 失敗 を 知ら せる メッ セー ジ が ガ 出 て きた の で す 。 


検索 コマ ンド に は , F コ マン ド の ほ ガ に N コ マン ドガ あり ます 。F コ マン ド は 「 短 い 検 索 . 
N コ マン ド は 「 長 い 検索 」 を 行ない ます 。 短い 検索 と は , 文字 インタ か ガ ら 2000 文 字 以 内 あ 
る い は , RAN 内 で 検索 を し ます 。 長 い 検 索 と は , 文字 ポイ ンタ ガ ら ファ イル の 終端 ある い は , 
先頭 まで の 検索 を し ます 。 

F と N は 非常 に 似 だ 機能 を も つて いま す が , 文字 列 が 見 つ ひ か ら な ガ つ だ 場合 , F で は 文字 ポ 
イン ツタ の 位置 が 変化 し ませ ん 。 一 万 , N で は 文字 ポイ ンタ が ガ フ ァイル の 終り ガ 初 め に 秘 動 レ 
ます 。 


④ テ キス ト の 検索 | ワー ド マ ス ター で は , 文字 列 を 捜し 出す だ け で な ご それ を 文字 列 に 置換 え る こと も で きま 
と 置き 換え | す 。 次 の よう に 入力 し て みて こ だ さ い 。 


ファイ ル の 最初 の “brOwn*” ガ `DIaCK” に 置き 換え られ て いま す 。 文字 ポイ ンタ は , その 
後に あり ます 。 


189 


190 


ルー プ 


一 n ら 文字 列 お 新しい 文字 列 や は , 現在 の 文字 ポイ ンタ 位置 より 文 守 列 を 検索 し , 新しい 文 
字 列 で 置き 換え る こと を 回 繰り 返し ます 。 文字 ポイ ンタ は , が 正 数 の 場合 置き 換え だ 文 
字 列 の 直後 に 移動 し , が 負数 の 場合 置換 えた 文 字 列 の 直前 に 物 動 し ます 。 

また , 検索 コマ ンド と 同様 , 検索 置換 コマ ンド も 短い 検索 置換 と 長い 検索 置換 びあ り ま す 。 
は 短い 検索 置換 を , R は 長い 検索 置換 を 行ない ます 。 

さら に , 検索 置換 コマ ンド で , 検索 , 削除 する こと も で きま す 。 


ーS blue お お V < 


ファ イル の 最初 の DIu@” が 削除 る され て いま す 。 検索 置換 コマ ンド に お いて , 新しい 文 守 列 
の 部 分 を 省略 する と 文字 列 が 文字 ポイ ンタ より n 個 削 除 さ れ ま す 。 


※ 検 索 (置換 ) コマ ンド (F, N, 8, R) の 中 の 文字 列 (G, R で は 最初 の 文字 列 ) 内 の 
特殊 文字 の 意味 は , 以下 の 通り で す 。 


AA ……… 任意 の 文字 
洋 5 セパ レー タ (文字 や 数 字 以 外 の 任意 の 文字 ) 
AO X……… X 以 外 の 文字 


や < く Sblue お green お > 


BV * 


と 入力 し て くだ さい 。 フ ァイル 中 の “Dlue” の 文字 列 ガ すべ て “^green” に お ガ わ り ま し た 。 
* く ? と >” の 間 に 検索 置換 コマ ンド ガ が あり ます 。 

n< く コマ ンド 列 > で , <>" 内 の コマ ンド 列 を 回 繰り 返し ます 。 ご ここ で は 注意 し だ たい の は 
今 ま で が 省略 され だ 場合 ロニ 1 で し た が , ルー プ コ マン ド の 場合 に は ロー65,535 に な り ま 
す 。 実際 に は , n を 省略 し だ 場合 に は ルー プ 内 の コマ ンド 列 は フタ イル の 終り まで 実行 され 
る と 考え る こと が でき ます 。 で は 次 の よう に 入力 し て ぐだ さい 。 


や <Slittle お pretty お お V> < 


\jttle” を pretty*” に 置き 換え る と 画面 は ビデ オモ ー ド に わり ます 。 文字 ポイ ンタ は 
\pretty” の すぐ 後に ある は ざ ず で す 。 [ESC| キー を 入力 する と , 入力 する ご と に , 続き が 
実行 され ます 。 す べ て の \IIttle* を pretty* に 置き 換え る と い \##SIIttleSpretty 
ソ >′ と いう メッ セー ジ ガ 出 て , も う 検 索 で き な い こと を 知ら せ て きま す 。 


⑥ フ ァイル の 入出 力 


の ウー ビ マ スタ ー 
の 編集 終了 と 更新 


BYEXAMPLE.ASMS * 


V d 


と 入力 し て ぐだ さい 。 フ ァイル の 先頭 に EXAMPLE” の ファ イル が すべ て 挿入 され て い 
ます 。Y コ マン ド に よっ つて , 指定 し た フタ イル すべ て を 編集 し て いる ファ イル の 文字 ポイ ン 
位置 に 挿入 し ます 。 文 字 ポ イン は , 挿入 し を ファ イル の すぐ 後に 移 動 し ます 。 


や 8 WTESTS 。 


と 入力 し て ぐだ さい 。 こ れ は , 今 文 字 ポ インタ が あつ な 位置 か ら 8 行 を 新しい TEST と いう 
ファ イル に 書き 込ん だ も の で す 。 それ で は , ワー ド マ ス ター の 編集 操作 を 中 止 し , TEST と 
いう ファ イル を 呼び 出し て み ま し よう 。 


( 注 )〉Y, W コ マン ド を 使用 する と き , ファ イル 名 の あと に ピリ オド (. ) と エク ステ ン シ ョ 
ン を 入力 し な い 場 合 に は ファ イル 名 の 最後 に は 自動 的 に `.LIB が 付き ます 。 
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WM_LTEST. LIB * 


TEST と いう ファ イル に 先ほど の 8 行 が 書き 込ま れ て いる は ざ で す 。 

TnW コマ ンド は , 文字 ポイ ンタ ガ ら 行 を 指定 され だ ファ イル に 書き 込み ます 。 文 字 ポ イン マタ 
は , 書き 込み され た テキ スト の 最後 の 文字 の 次 に きま す 。 

W. コマ ンド を 使用 する こと よっ て , ファ イル の 分 割 , 併合 を する こと が で きま す 。 


と 入力 し て ぐだ さい 。 画面 は , CP/M に も ど つ て いま す 。 テキ スト は TEST と いう ファ イ 
ルネ ー バ で ディ スク に 書き 込ま れ ま し だ た 。 


ワー ド マ ス ター の 編集 終了 コマ ンド に は 以下 の よう な も の が あり ます 。 
上 還 Mtoct28 ディ スク に 書き 込み , CP/M へ も どる 

LIU ディ スク に 書き 込ま ず 編 集 を 終了 し , 〇 P/M へ も どる 
JIC ディ スク に 書き 込み , 編集 を 再開 

の)xtcxs3 編集 し た テキ スト を 無効 に し , 編集 を 継続 


以上 の 編集 コマ ンド は , 単独 で 使用 し て くださ い 。 他 の コマ ンド と 組み 合わ せ て , 例え ば 昌 V 
の よう に 使用 する こと は で きま せん 。 
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6 | ワー ド マ ス ター の ヘル プ メ ニュ ー 
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メニ ュー ファ イル WM. HLP は , 人 ハ J を 押す こと に よっ つて いつ で も 画面 に 呼び 出す こと が で きま 
す 。 メ ニュ ユー ファ イル の 中 に は , ビデ オモ ー ド , コマ ンド モー ド で 使用 で きる コマ ンド の 説明 が 入 
つて いま す 。 

ビデ オモ ー ド で は , 八 J を 入力 する と いつ で も メニ ュー ファ イル を 見 る こと が で きま す 。 人 ハリ を 押 
す だ び に 画面 が わり の , 合計 で 5 回 ハ J を 入力 する と 編集 画面 に も どり ます 。 コ マン ドモ ー ド の と 


き は , 人 ハ Q を 入力 し だ 後 , ハ J を 押し ます 。 途 中 で も と の モー ド に 戻る と き は , を 押し て くだ 
さい 。 


ワー ド マ ス ター の まとめ 
1 . ビデ オ 編 集 の まとめ 
個 コー ド | 1 遅 コー ド | 提 
0FHI 挿入 モー ド を ON/OFF に し ます 。 
13H, 1DH カー ソル を 1 文字 詳 へ 動 ガ お し ます 。 カー ソル が 左端 に ある と き は 前 の 行 の 右端 に 動か 
し ます 。 
カー ソル を 1 文字 右 へ 動 み し ます 。 カー ソル が 行 の 右端 に あめ る と き は 次 の 行 の 左端 に 
動 び し ます 。 
カー ソル を 1 行 下 へ 動 サ し ます 。 
カー ソル を 1 行 上 へ 動 ひ し ます 。 
カー ソル を 次 の ワー ド の 先頭 に 動 サ けし ます 。 
カー ソル を 1 つ 前 の ワー ド の 先頭 に 動 ひ みしま す 。 
カー ソル を 次 の タブ プ ストップ へ 動 サ しま す 。 タブ スト ッ プ は 8 桁 ご と に あり ます 。 
カー ソル を 画面 の 左上 端 へ , 次 に 左下 端 に 動 サ みしま す 。 
カー ソル を 行 の 左端 へ , 行 の 右端 に 動 み し ます 。 
画面 上 で ファ イル を 1 行 上 端 に 追加 し ます 。 
画面 上 で ファ イル を 1 行 下端 に 追加 し ます 。 
ファ イル を 画面 上 で 1 ペー ジ 分 戻し ます 。 
ファ イル を 画面 上 で 1 ペー ジ 分 次 へ 動 ひ みしま す 。 
カー ソル 位置 の 文字 を 削除 し ます 。 
カー ソル の 左側 の 文字 を 削除 し ます 。 


カー ソル の 左 の ワー ド を 削除 し ます 。 

カー ソル の 右 の ワー ド を 削除 し ます 。 

カー ソル ガ ら 行 の 左側 を 削除 し ます 。 (だ だ し 復帰 は 削除 し ませ ん 。) 
カー ソル ガ か ら 行 の 右側 を 削除 し ます 。 (だ だ し 復帰 は 削除 し ませ ん 。) 
カー ソル の ある 行 を 復帰 を 含め て 削除 し ます 。 

タブ 。 フ ァイル 文字 と し て 扱わ れ ま す 。 

リタ ダー ンコ ー ド を 挿入 し , カー ソル を その 前 に 置き まま す 。 
リターン だ 58 

挿入 モー ドガ ON の と き , 復帰 を フラ イル に 挿入 し ます 。 

挿入 モー ドガ OFF の と き , カー ソル を 次 の 行 の 先頭 に 動 み し ます 。 
ファ イル の 終わ り の と き , ファ イル に 追加 し ます 。 

次 の コマ ンド 文字 を 4 回 繰り 返し ます 。 

次 の 文字 (制御 文字 を 含 お ) を フラ イル に 挿入 し ます 。 

ビデ オモ ー ド か ら コ マン ドモ ー ド に 物 り ます 。 
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2. ワー ド マ ス ター コマ ンド の まとめ 


= 
| 


十 ま だ は ー。 省 略し だ 場合 は 十 。 一般 に 十 は ファ イル の 終端 亡 向 , 一 は 先端 万 向 を 表わし て 
いま す 。 

ESC|, 人 Z ま だ は 復帰 。 

(0 から 65535 ま で の 整数 。 省略 し だ 場合 は 1, # は 65535。 

ポイ ンマ を 文字 動 ガ し ます 。 

ポイ ンタ を ファ イル の 先頭 ( 十 ) 終端 (一 ) に 動 ひ し ます 。 

文字 削 除 し ます 。 

ポイ ンタ を 行動 か みしま す 。 

n 行 削 除 し ます 。 

n 行 表示 し ます 。 

n ペ ー ジ ( 1 ペー ジ 23 行 ) ポイ ンタ を 動か し , 表示 し ます 。 

ポイ ンタ を 行動 か し , 1 行 表 示し ます 。 

n | テキ スト $ ポイ ンタ 位置 に テキ スト を 回 挿入 し ます 。 

nA テキ スト $ 回 1 し を 実行 する ご と に テキ スト を 挿入 し ます 。 

+ーnF キー$ 回 , キー で 短い 検索 を し ます 。 

+ーnN キ ー$ 回 , キー で 長い 検索 を し ます 。 

+ーnS キー$ 新 し い テ キス ト $ | n 回 キー で 短い 検索 を し , 見 つ ひ か つっ たら それ を 新しい テキ スト で 置き 換え ます 。 
+ーnR キー$ 新 し い テ キス ト $ | n 回 キー で 長い 検索 を し , 見 つ ひ か つ だ ら そ れ を 新しい テキ スト で 置き 換え ます 。 
/F, /N, /S, /R それ ぞ れ , F, N, S, 中 と 同様 で す 。 た だ し , 検索 が 失敗 し た と き は , ルー プ や QX コ 
マン ド の 負 理 を 終え , 実行 を 続け ます 。 

n く …> ルー プ 。 回 … を 繰り 返し ます 。 を 省略 し だ と き は , 中 を 65535 と みな し ます 。 
Y (d : ) ファ イル 名 。 タ イプ $ | 指定 され た ファ イル 全て を , ポイ ン 々 位置 に 挿入 し ます 。 

nW (d : ) ファ イル 名 タイプ $ | ポイ ンタ ツガ ら n 行 を 指定 し た ファ イル に 書き 込み ます 。 

nQP ポイ ンタ ガ ら n 行 の テキ スト を ファ イル ガ ら 削除 し , ス フ ラ ッ チ パ ツ ド に 入れ ます 。 
mQP ポイ ンタ か ガ ら ni 行 の テキ スト を ファ イル ガ ら 削除 し , ス フ ラ ッ チ パパ ツ ド に 追加 し ます 。 
nQG ス フ ラ ッ チ パ ツ ド の 内 容 を 回 ファ イル の ポイ ンタ 位置 に 挿入 し ます 。 

QT スク フラ ツチ パッ ド の 内 容 を 表示 し ます 。 

QK スク ラッチ パ ツ ド の 内 容 を 消去 し ます 。 

QX スク フラ ツチ パッ ツ ド の 内 容 を 実行 し ます 。 

QL テキ スト $ テキ スト を スク ラッ ツチ パッ ド に 入れ ます 。 

mWQL テキ スト $ テキ スト を n 回 スク フ ラッチ パッ ツ ド に 追加 しま す 。 

n 秒 待ち ます 。 

ビデ オモ ー ド に な り ま す 。 

文字 コー ドロ を ポイ ン 々 位置 に 挿入 し ます 。 

これ に 続く 文字 を 注釈 と みな し ます 。 

ファ イル を セー ブレ し , 編集 を 終了 し ます 。 

ファ イル を セー ブレ し , 編集 を 継続 し ます 。 

それ まで の 編集 を 無効 に し , 編集 を 終了 し ます 。 

それ まで の 編集 を 無効 に し , 編集 を 継続 し ます 。 
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* パテ キス ト ” と キー の 中 に は 以下 の 特殊 文字 を 含む こと が で きま す 。 
ヾ テキ スト 中 の 特殊 文字 : 人 N (復帰 改行 )) 和信 Y (IESCI])・ 

ヾ キー 中 の 特殊 文字 ": 人 S (セパ レー マター), 人 A (任意 の 文字 ) 

人 ハ O x 〈X 以 外 の 文字 ), 人 N (復帰 改行 ) 


人 AY (IESCI) 
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| 8 | エラ ー メ ッ セ ー ジ と 情報 メ ツ セー ジ 


則 下 エバ ッ セ ー ジ 
次 の エラ ー は 回 復 可 能 で す 。 コ マン ド 行 待ち の 状態 と な り ま す 。 


_ エラ ー メ ッ セ ー ジ 


## コ マン ド 行 


PPp コ マン ド 行 


QX や コマ ンド 行 


DISK FULL 


DIRECTORY FULL 
Q-BUF FULL 


MEMORY SHORTAGE, 
TRY CLEARING QBUF 


FILE LINE LONGER 
THAN ENTIRE SCREEN 


PUTOUR ERR 


A <〈CR〉 AND 1 <CR〉 ARE 
NO_LONGER_SUPPORTED 
USE VIDEO MODE 


F, N, R, S コマ ンド に よる 検索 失敗 。 失敗 し た コマ ンド と コマ ン 
ド 行 の 残り が # # の あと に 表示 され ます 。 


コマ ンド 行 の 中 に 未定 義 コ マン ド 。 該当 コマ ンド と コマ ンド 行 の 残 
り の 部 分 が ザヤ PP の 後に 表示 され ます 。 下 の メッ セー ジ と 共に 表示 
され る こと も あり ます 。 


QX コ マン ド 実 行 中 , スク ラ ツ チ バッ ツ ド に 未定 義 コ マン ド 。 ス クラ 
ツチ パッ ツ ド の 忠 り の 部 分 が 表示 され ます 。 


ディ スケ ッ ト の 空 領域 不足 

回 復 : ポイ ンタ を 後退 万 向 に 動 み し た だ め DISK FULL エラ ー が 
起こ る こと が ガ あ り ま す 。 そ の と き は , カー ソル を 前 万 に 動 び す が , 
E コマ ンド を 使う こと に よ つ て 回 復 し ます 。 フ ァイル の 不要 な 行 を 
削除 し て セー プレ し な お すこ と も 可能 で す 。 

DISK FULL エラ ー の 防止 : 編集 を 始め る 前 に , 新しい ファ イル の 
入る 十分 な 領域 が め る ガ 確 かめ て こく だ さい 。 


ディ スケ ツ ト の ファ イル ディ レク トリ ー 領 域 不 足 。 


スク ラッ チ パ ッ ド の 領域 不足 。 QL, QP, QA コマ ンド は 中 断 し ま 
す 。 


スク ラッツ チ パ ツ ド が ガ フル の と き , この メッ セー ジ が で ます 。QK コ 
マン ド を タイ プ し て ガ ら 処理 を 続け て くだ さい 。 


画面 上 に 改行 の な い テ キス ト を ビデ オ 編 集 し よう と し だ と き 出 ます 。 
ビデ オ 編 集 の 前 に | コマ ンド で 復帰 を 挿入 し て こく だ さい 。 


内 部 エラ ー。 


A 改行 , | 改行 は WM2.0K バー ジョ ン ガ ら は サポ ー ト され て いま せ 
ん 。 ビ デオ モー ド を ご 使用 下さ い 。 


_ 
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次 の エラ ー は 回 復 不能 で す 。 ワ ー ド マス ター の 開始 時 に 発生 し , 〇 SG に すぐ 戻り ます 。 


| ソー ス デ ィ ス ク と 宛先 ディ スク が ガ 異 なり, 与え られ だ 名 前 の ファ イ 
ル が 宛先 ディ スク に すでに ある と き に で ます 。 デ ィ ス ク の ファ イル 
を 削除 する ガ が , リネ ー ム し て ぐだ さい 。 


OS の コマ ンド と し て WM * を タイ プレ た と き に で ます 。 

WM* の 災 に ファ イル 名 が あり ませ ん 。 ワ ー ド マス ター を 開始 する 

に は , コン ソー ル で 編集 し た り の , 作成 し た りす る ファ イル の 名 前 が 
| 和 め 要 で す 。 


画 情 報 メ ツ ッ セ ー ジ 


ワー ド マ ス ター で 指定 し た ファ イル が 存在 し な いと き タ イプ され ま 
す 。 


人 ハ C コマ ンド を アボ ー ト し た と き タ イプ され ます 。 


コマ ンド モー ド や 人 ハ P ハ Z (ビデ オモ ー ド ) で end Of-file の 識 
| 別 子 を 挿入 し だ と き 表 示さ れ ま す 。 特別 の 意図 ヴ な けれ ば 削除 し だ 
| 万 が よい で し よう 。 


197 


第 14 章 
付 銀 


コマ ンド 一 覧 
ビル トイ ンコ マン ド , トラ ンジ エン トコ マン ド , お よび turbo CP/M 強 化 コ マン ド を , ABC 順 に 
一 覧 表 に し て あり ます 。 


4 形 に アシ コマンド 
1 


DIR d: 指定 デイ スク の ファ イル の リス ト ア ウト 
DIR d : filename. ext 


指定 ファ イル の リス ト ア ウト (ブル ー プ 指定 可能 ) 
4 ERA d: filename. ext 


REN d : newfilename. 
ext ニ olQfilename. @xt 


指定 ファ イル の 削除 


ファ イル 名 の 変更 


メモ リー100H 番 地 お ら n ペ ー ジ 分 の 内 容 を ディ スク に セー ブ 。 
(1 ペー ジ =256 バ イト , n は 10 進 ) 


SAVE n d : fllename. 
6xt 


アス キー ファ イル の 内 容 表示 


ユー ザー 番号 n を 指定 (n は 10 進 の 0 一 15) 


ASM d : filename ファ イル 釧 filename. ASM の アセ ン ブ ル 
ASM filename. Sol ファ イル 名 filename. ASM の アセ ン ブ ル 
S fillename. ASM の ある ドラ イブ 
O HE ファ イル の で きる ドラ イブ (Z で 生成 せ ず ) 
| PRN フ ァイル の で きる ドラ イブ 
(X で コン ソー ル 出 力 , Z で 生成 せ ず ) 


DDT DDT 起 動 
DDT d: fillename. ext DDT 起 動 後 , 指定 ファ アイ ル を メモ リー に ロー ド し ます 。 


Aa8a88a アド レス 8888H 地 お ら , 1 ステ ッ プ ずつ ライ ン ア セン ブル し まる す 。 
Daaa8, DDDbD アド レス 8g888 昌 番地 お ら DDDDH 電 地 まで , メモ リー ダン プ し ます 
(DDbDD を 省略 する と 1 行 16 バ イト を 12 行 表示 ) 
Faaaa,DbbD.CC アド レス aaagH 番 地 お がら DDDDH 番 地 ま で , デー タ OCH で 満た し ます 。 
Gaa88,D5iDiDiDiiDzDzb2Dz | プロ ブラム を アド レス aaagaH 番 地 か ら 実 行 し ます 。 

DiDiDiDr DzDzDzDz は ブレ ー ク ポイ ント 。 

Haa8a8, DDbDb 16 進 計算 aaaaH 十 DDDDH, aaa8H 一 DDDDH を 表示 し ます 。 

| filename. ext ファ イル filename. ext を ファ イル コン トロ ー ル プロ ッ ツク に 登録 し ます 
Laa8gg, DDDD アド レス gg8g8H 番 地 ら DDDDH 番 地 ま で , 逆 ア セン ブル し まる 。 
(DDDD を 省略 する と 11 行 分 逆 ア セン ブル >) 
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200 


DUMP 


My DDDD, CCCC 


Raaaga 


に fc に に に | 
Tn 


{ 文字 列 
主 nD 
nK 


アド レス ggg8H 番 地 お ら DDDbH 番 地 ま で の デー タ を , アド レス 
CCCCH 番 地 お ら プ ブロック 転送 し ます 。 

ファ イル コン トロ ー ル プロ ッ ク に 登録 きれ ね を ファ イル を , メモ リー 
に ロー ド し ます 。8ggggH は , 正 の オフ セッ ト 値 (省略 可能 )。 
アド レス ggggH 番 地 ガ ら の メモ リー 内 容 表 示 を 変更 し ます 。 
現 プ ロ プ ラム カウ ンタ ー ガ ら , プロ プラ ム を n〈10 進 ) ス テッ プ ト レ 
ー ス 表示 し ます 。 

現 プ ロ プ ラム カウ ンタ ー ガ ら , プロ プラ ム を n ス テッ プ 実 行 , 最終 
ステ ッ プ を トレ ー ス 表示 し ます 。 

CPU の 状態 を 表示 し ます 。 

指定 レジ スタ , も し ぐ は フ ラグ ブ の 内 容 表 示 と 変更 を 行ない ます 。 


BC 

選民 

EE 偶数 パリ ティ HL 
aux キ ヤリ ー らら ( ス タッ ツク ポイ ンタ 1) 
P'( プ ログ ラム カウル 9) 


指定 ファ イル の 内 容 を 16 進 表示 し ます 。 


ファ イル の 作成 , 編集 開始 


テキ スト n 行 を , メモ リー バツ ファ に 取り 込み ます 。 
(n# で 公 テ キス ト , n ロ = 0 で メモ リバ ッ フ ァ の 半分 ) 

編集 終了 , テキ スト を セー プ し CP/M に 戻り ます 。 

編集 終了 , テキ スト を セー プレ , メモ リー バッ ファ を クリ ア し ます 。 

編集 中 止 , メモ リー バッ ファ を クリ ア し ます 。 

編集 中 止 , ファ イル の 変更 な し に CP/M に 戻り ます 。 

バッ ファ 先頭 より n 行 を , テン ポラ リフ ァイル に セー プ し ます 。 


CP を テキ スト の 最初 まだ は 最後 (一 巳 ) に 移動 し ます 。 
CP を + リ 文字 物 動 し ます 。 

〇 CP を ロ 行 物 動 し , その 行 の 先頭 に セット し ます 。 

キ nLT と 同じ 

CP を ライ ン n の 先頭 に セツ ト し ます 。 

LT と 同じ 機能 で す 。 

CP 位 置 に , テキ スト 挿入 開始 し ます 。CTRL で 解除 ) 
CF 位 置 に , 文字 列 挿 入 し ます 。 

CFP 位置 か ら , エロ 文字 削 除 し ます 。 

CFP 位置 か ら , n 行 削除 し ます 。 


1 OP 以 後 の メ モリ ー パ パッ ファ に ある テキ スト で , n 番 目 の 指定 文字 


列 の 最後 に , CP 秘 動 し ます 。 
nN 文 守 列 OF 以後 の 全 テ キス ト に 対す る 同上 の 機能 で す 。 


nS 文 守 列 1 CF 以 後 , 文字 列 1 を 文字 列 2 に 変更 する の を n 回 , 繰り 返し ます 。 
人 AZ 文 守 列 2 


nJ 文 字 列 1 CF 以 後 , 文字 列 1 ガ ら 文字 列 3 ま で を 文字 列 2 に 変更 する の を n 
人 文字 列 2 回 繰り 返し ます 。 
人 ZZ 文 字 列 3 


5ai 閉 いり コマ ンド 以後 , 入力 する 文字 を すべ て 大 文字 に 変換 し ます 。 
(一 U り で 解除 ) 


nP CF 位 置 お ら , キロ ペー ジ (1 ペ ー ジ 23 行 ) を タイ プア ウト し まみ 

ま nT CPP 位置 ら , よ n 行 を タイ プア ウト し まき 。 

キ V 行 番号 を 表示 する モー ド , 表示 し な い モ ー ド (一 V) に し ます 。 
メモ リー パッ ファ 容量 を , 空き エリ ア 数 / 全 エリ ア 数 で 表示 し ます 。 
コン ソー ル 出 力 デ ィ レ イ (n= 1 で 約 1/4 秒 ) 

CP 位 置 より , n 行 を X や お お お SS. LIB フ ァイル に セー ブ し まる 。 
X$SS$S や SS お . LIB フ ァイル を 空 に し ます 。 

CF 位 置 よ り X$SS$S$$$. LIB フ ァイル の 内 容 を 挿入 し ます 。 
Rfilename CF 位 置 よ り filename. LIB フ ァイル の 内 容 を 挿入 し ます 。 


nMsubocommand CF 位 置 よ り Subcommand を n 回 , 繰り 返し ます 。 
(n を 省略 する と バッ ファ の 最後 まで ) 
hn : Suboommand 行 番号 nm よ り SubcommanQd を 実行 し ます 。 


: TSuDCommand 行 番号 まで Subcommand を 実行 し ます 。 
n4: n2Subcommand 行 番号 n1 ガ ら n2 ま で subcommand を 実行 し ます 。 


土 の + は 省略 可能 


且 は キヤ ラク ター ポイ ンタ 
n= ニ 1 の と き 1 は 省略 可能 


filename. HEX フラ イル ガ ら filename. COM ファ イル を 作成 し 


LOAD d : filename 二 


MOVCPM n * サイ ズ nK CP/M シ ステ ム を 生成 し ます 。 
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PIP command line 


: 三 S : fllename. ext 

:・ newfilename. ext 
S : fllename. ext 

:・ newfilename. @xt 

- 三 S : fllename1. ext 
, filenarme2. ext 


Qevice:=S:filename. ext 
d:fllename. ext=devICe: 
devloe 0:=devioe 1: 


田口 避 特 別 デ バイ ス 


PIP を 起動 し ます 。 
PIP を 起動 し , コマ ンド を 実行 し だ 後 CP/M に 戻り ます 。 


8S: か ら d: へ の ファ イル の 転送 (ブル ー プ 指定 可能 ) 
8S: か ら d: へ ファ イル 名 を 変更 し て 転送 


S の filename1. ext と filenarme2. ext を 連結 し て 転送 


ファ イル を 指定 デバ イス へ 出力 
デバ イス の デー タ を ファ イル と し て 転送 
デバ イス 1 がら デバ イス 0 へ の デー タ 転 送 


EOF : 
NUL : 
PRN : 
INPE_ OUT: 


〔B〕 

(Dr) 

(E) 

(F〕 

〔Gn〕 

〔H】 

較 拓 

〔L〕 

〔N〕 

( 〇 } 

〔Pn) 

〔Q 文 字 列 和 へ 2 の 
(GS 文 守 列 2 
〔R〕 

(Trm) 

〔U〕 

〔V) 

〔W) 

〔Z〕 
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エン ド オ プ ブフ ァイル デバ イス , 1AH CTRL 十 2 を 出力 する 。 

ヌル コー ド デ バ イス , 40 個 の 00H (NULL) を 出力 する 。 

LST : デ バイ ス に , 行 番号 , 8 文字 タブ , 60 行 ご この ペー ジ 送 機能 を つけ だ も の 
ユー ザー が ガ PIP 内 で 新た に 定義 し た 入力 プ 出 カ デバ イス 


X-Off(13H) ガ 入力 され る まで ブロ ッ ク 受 信 を 行ない , その 後 デ ー タ 転送 を し ます 。 
1 行 の 宇 数 を n 字 で 打ち 切り ます 。 

転送 内 容 を コン ソー ル に 出力 し ます 。 

転送 デー タ ガ ら , フォ ー ム フィ ー ド コー ド (OCH) を 削除 し ます 。 
ユー ザーn ガ がら の ファ イル 転送 を し ます 。 

HEX フ ァイル の イン テル フ オ ー マ ツ トチ エッ です 。 

〔H〕 の 機能 お よび ヌル コー ド (O0H) を 無視 し ます 。 

大 文字 を 小文字 に 変換 し て 転送 を し ます 。 

行 番号 : を 付け て 転送 を し ます 。(N2 と し だ 場合 , 空白 桁 に 0 表示 ) 
ファ イル の EOF コ ー ド (1⑪AH) を 無視 し ます 。 

n 行 ご と に ペー ジ を 送り ます 。(m 1 , まだ は 省略 し た と き は 60 行 ) 
デー タタ 転送 中 に , 指定 文字 列 ぴ お ある と 転送 終了 し ます 。( 文 字 列 を 含む ) 
指定 文字 列 が 見 つか る と , デー タ 転 送 開始 し ます 。( 文 字 列 を 含む ) 

お SYS の 属性 の つい た ファ イル の 転送 を し ます 。 

タブ を n 文 守 に 設定 し ます 。 

小文字 を 大 文字 に 変換 し て 転送 を し ます 。 

転送 ファ イル の 確認 を し ます 。 

転送 先 の R/ 〇 属性 無視 を し ます 。 

入力 デー タ の ビッ ト 7 を 0 に し ます 。 


アク セス され だ ディ スク フ の 未 使用 エリ リア と 属性 の 表示 


指定 ディ スク の 未 便 用 エエ! リア の 表示 


指定 ディ スク の 語 元 の 表示 


ら STAT コ マン ド の メニ ュ ユー の 表示 


入出 力 装置 の 割付 け の 表示 
現在 の ユー ザー 番号 と 使用 され て いる ユー ザー 番号 の 表示 


SA に VS 
STAT USR: 
STAT d:fillename. ext お S 


指定 ファ イル の 大 き さ の 表示 (ブル ー プ 指定 可能 ) 
お S は サイ ズ 表 示 指示 (省略 可能 ) 


STAT d:=R/O 指定 ドラ イブ を R/O (読み 出し 専用 ) に 設定 


(d : 省略 不可 ) 


STAT d:filename. ext 指定 フラ イル の 属性 変更 (ブル ー プ 指定 可能 ) 
$atr お atT……$R/O 読み 出し 専用 お SYS シス テム ファ イル 
$ お R/W 書き 込み 可能 お DIR ディ レク トリ 表示 可能 ファ イレ 


STAT logiCal: 三 DhV8iCal: | 入出 力 半 置 の 着付 け の 変更 


SUBMIT SuDfile SuDfile6. GUB フ アイ ル の 内 容 を 連続 実行 し ます 。 
SUBMIT Subfile Pi Pz… 代用 パラ メー タ を , 実 パ ラメ ー タ Pi, PP …… ) に 替え て , 
Subfile6. GUB フ ァイル の 内 容 を 連続 実行 し ます 。 


SUBMIT 


*XSUB に よ つ て , トラ ンジ ェ エント コマンド 内 の キー 入力 手順 を 


指示 で きま す 。 


3. turbo CP/M 強 化 コ マン ド 


ディ スク の ファ イル を カセ ツ ト テ ー プ に セー プ し た り , カセ ツ ッ ト テー プ の ファ イル を ディ 
ズ ク に セー プ し ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク の 内 容 す べ て を 他 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー し ます 。 
DICGOPY 辞書 の コピ ー を し ます 。 


DICSET 音 串 ・ シ ステ ム ・ コ ユー ザー 辞書 の 入 つ て いる ドラ イブ を 指定 し ます 。 


DISKSET デバ イス の 設定 , 確認 お よび 設定 の 変更 を 行ない ます 。 


FORMAT フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 初期 状態 に し ます 。 


HDBACKUP ハードディスク と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 間 で , フラ イル の バッ フク アッ プ を 行ない ます 。 
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HOMAINT 


STARTUP 


ファ ンク ショ ン キ ー 
先行 キー 入力 
RS-232C パ ラメ ー タ 
CP/M 起 動 時 に 種々 の 設定 ? プリ ンタ を 行ない ます 。 
ユー ザー 指定 の ドラ イブ パラ メー タマ 
初期 |O バ イト 
漢字 ・ 非 漢字 モー ド 


SYSGEN 
TERM 


CP/M シ ステ ム を コピ ー し ます 。 


RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス を 介し て , 他 の 機器 と デー タ 通 信 を 行ない ます 。 


内 蔵 し て いる タイ マー の 時 間 設 定 を 行ない ます 。 
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8080 命 令 セ ツ ッ ト を , それ に 対応 する 16 進 コー ド , 及び Z-80 命 令 セッ 
ト と と も に , ABC 順に 一 覧 表 に し て あり ます 。 
turbo ビビ ンプ M の ASM は , 8080 ニ ー モ ニッ ク を アセ ンプ ル し ます 。 
nn 8 ビッ ト 9 数 
nnnn =16 ビ ピット 5 数 


8080 命 令 セ ッ ト -80⑳ 令 セッ ト 

ニー モニ ッ ク  。 オペ ラン ド HEX (16 進 ) 思 寺 ツウ ニオ ペラ ンド 
ACI nn 世 g TU ADC A, nn 
ADC A 8 F ADO A, A 
ADO B 8 8 ADC A, 日 
ADC C 8 9 ADC Ai 
ADO D 8 A ADC A,D 
ADC E 8 ADO A, 
ADO H 8C ADC A, 日 
ADC z 8 D ADC AL 
ADOC M に 地 三 ADC A, (HL) 
ADD A 8 7 ADD A, A 
ADD 記 8 0 ADD A, 日 
ADD C 8 1 ADD A, C 
ADD D 8 2 ADD A,D 
ADD 呂 8 3 ADD A, 
ADD H 8 4 ADD A, 日 
ADD 因 8 5 ADD AL 
ADD M 8 6 ADD A, (HL) 
ADI nn C6 mn ADD A, nn 
ANA A A 7 AND A 
ANA BB A0 AND 記 
ANA C A 1 AND C 
ANA D A 2 AND D 
ANA 必 A 3 AND 世 
ANA 日 A 4 AND H 
ANA A 5 AND に 
ANA M A 6 AND (HL) 
ANI nn E6 nn AND nn 
CALL nnmn CD nnnn CALL nnmn 
CC nnnn DC nnnn CALL  C,nnnn 
CM nnnn FC nnnn CALL Mnnnn 
CMA の 笠 G 選 上 
CMC に CCFE 
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8080 病 令 セ ッ ト HEX (16 進 ) 〆-80 令 セツ ト 


CMP  A BF @ 選 A 

CMP B B 8 CP BB 

@MW 恨 。 B 9 CP (9 

CMP D BA ⑥⑯ 握 D 

CMP 居 BB CP E 

CMP 昌 BC ⑥ 刀 H 

CMP 区 BD GP だ 

CMP M BE CP (HL) 
CNC nnnn D 4 CALL NNC,. nnnn 
CNZ nnnn C 4 CALL NZ, nnnmn 
CP nnnn F 4 CALL  P,nnmn 
CPFE nnnn 品 @ CALL PE. nnnn 
CFI 選対 CP nn 
CPO E 4 nnnn CALL PO,nnnn 
CZ CO nnnn CALL Znnnn 
DAA の DAA 

DAD BB 0 9 ADD HL, BO 
DAD D 1 9 ADD HL, DE 
DAD H 2 9 ADD HL, HL 
DAD ご P 3 9 ADD HL, SP 
DCR A 3 人 W DEC A 

DCR 避 05S DEC B 
DCR C 0D DEC CO 

DCR D 3 DEC D 

DCR 回 人 了 D DEC 因 

DOCR H 224D DEC H 
DOR 央 2D DEC 條 

DCR M 3s5 DEC (HL) 
DCX BB 0B DEC BC 
DCX D 還 ら : DEC DE 
DCX H 2B DEC HL 
DCX S 刀 3B DEC お 刀 

DI 記 交 DI 

回 F 8 回 

韻 層 居 7: 6 HALT 

N nn DB nn IN A, (nm) 
INR A (@⑳ INC A 

INR 0 4 INC B 

NR C INC (W 

INR D 人 INC D 

NR 居 INC E 

INR 昌 2 4 INC H 

NR 旧 INC し 
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86080 命令 セツ ト HEX (46 進 ) ン -80 証 令 セ ツ ト 


INR M 3 4 INC (HL) 

INX B 0 3 INC BC 

INX D 人 8 INC DE 

INX H 2 INC HL 

INX SP BS INC S 旭 

JC nnnn DA nnnn JP C, nnnn 
JM nnnn FA nnnn JP M, nnnn 
JMP nnnn C3 nnnn JP nnnn 
JNC nnnn D2 nnnn JP NC,nnnn 
JNZ nnnn C2 nnnn JP NZ, nnnn 
JP nnnn F2 nnnn JP P.nnnn 
間隔 区 nnnn EA nnnn JP PE, nnnn 
JPO nnnn E2 nnnn JP PO, nnnn 
J ン nnnn CA nnnn JP の , nnnn 
LDA nnnn 3A nnnn LD A, (nnnn) 
LDAX B 0 A LD A, (BC) 
LDAX _D 1 A LD A, (DE) 
LHLD nnmn 2A nnnn LD HL.,(nnnn) 
LXI B, nnnn 0 1 nnmn LD BC, nnnn 
LXI D, nnnn 1 1 nnnn LD DE, nnnn 
L 和 | H, nnnn 224 全 MT LD HL, nnnn 
LXI SP, nnnn 3 1 nnrn LD SP, nnnn 
MOV _A,A 人 王 LD A, A 
MOV AB 7 8 LD A, 日 
MOV  A,C 7 9 LD AO 
MOV AD 7 A LD A,D 
MOV ん AE 7 BB LD ん , 
MOV AH 7 LD A, 日 
MOV AL 3) に AL 
MOV AL,M 7 傘 世 LD A, (HL) 
MOV  B, A 527 LD BB, A 
MOV B.B 4 0 LD B.B 
WW BOO 4 LD 婦 @ 
MOV  B,D 4 2 LD B, D 
MOV  ,E 4 3 LD 母 沖 
MOV 日 4 4 LD B, H 
MOV BB, し 4 5 LD 恨 
MOV  B, M 4 6 LD B, (HL) 
MOV 。 C,.A 4 F LD @⑥7 パ 
MV  G,B 4 8 LD C,B 
MV .68O 4 9 LD @ 湖 
MOV CD 4 A LD C,D 
MM 6G 尋 4 日 LD 8 回 
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8080⑯ 令 セッ ツ ト HEX (16 進 ) 〆-60⑯ 令 セッ ト 


MGNAsisi@ 間 骨 4O 同 ぺ の Gi 
MOV _ CuL 4D LD (の 
MOV  C,M 4E LD C.HL) 
MOV _ D,A 7 LD D, A 
MOV DB 5 0 剛 D, BB 
MOV DD,C 5 1 LD D,C 
MOV  D,D 3 LD D 麗 ) 
NN | Bi 所 5i3 LD 島 当 加 
MOV DD,H 5 4 国 包 計 
MV 。.- 間 5'5 国 W Di 
MOV  D,M 5 6 国人 D, (HL) 
MOV  , A 5F LD 臣 3 
MGV 。 B 5 8 LD に 間 
MOV 古 ,C 5 9 LD 選 4⑯ 
MOV ED 5A LD 語 D 
MOWI、 ) 七 攻 5B LD 世 
MOV  ,H 5C 園 公 E, H 
MOV 互選 5D LD 司 記 ほ 
MOV  E.M 5 世 LD E, (HL) 
MOV H,A 6 7 LD H, A 
MOV HB 6 0 LD H, 日 
MOV HLC 6 1 LD H,C 
MOV  H.D 6 2 LD H, D 
MOV HE 6 3 LD 還 同 思 
MOV HH 6 4 同 陣 H, 日 
MOV 操 限 賠 6 5 LD HH, し 
MOV HL M 6 6 LD H, (HL) 
MOV L.A 6F 較 際 L, A 
M@W 。 世 到 6 8 較 湯 
MOV LC 6 9 LD 人 ⑲ 
MOV  L.D 6A LD し 
IM⑥WS 人 居 6B LD 固 
MOV 回 選 避 6C 半 馬 し 。 同 
M@⑧N し 選 6D LD AR 
MOV LM 6E 園 , に SR 間 居 ) 
MOV M, A 7A/ LD HL), A 
MOV  M.B 7 0 LD (HL). BB 
MOV M.C の 園 記 帳 回 G 
MOV  M,D 2 LD (HL), D 
MOV ME 7 3 LD HL), 
MOV  M,H 7 4 選 信 (HL), H 
MOV M, し 7 5 LD (HL)L 
MVI A, nn SE nn LD A, nn 
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6080 命 令 セ ッ ト HEX (46 進 ) 〆-60 病 令 セ ッ ツ ト 


MVI B, nn 06 nn LD B, nn 
MVI C, nn 0E nn LD いび, nn 
MVI D, nn PBDE RIN LD D, nn 
MVI E, nn 向 世 3 回) E, nn 
MVI H, nn 26 nn LD H, nn 
MVI L, nn 2 区 和則 LD L, nn 
MVI M. nn 36 Prn LD (HL), nn 
NOP 0 0 NOP 

ORA A B 7 OR A 
ORA B 0 OR 選 
ORA C B 1 OR C 
ORA D B 2 OR D 
ORA 大 B 3 OR 民 
ORA H B 4 OR H 
ORA 還 B 5 OR 隅 
ORA M B 6 OR (HL) 
ORI nn だ 6 OR nn 
OUT nn D3 nn OUT (nn), A 
戸 GHL E 9 JP (HL) 
POP BB C 1 9 記 BC 
POP D D 1 49) ピッ DE 
人) H 双 細 に @ 玉 HL 
ii@] PSW 詩 ! POP AF 
PUSH BB 5 ESHI BB ら 
PUSH_ D D5 選 き 計 [9 丘 
PUSH HH 巨 5 PUSH _ HL 
PUSH PSW 想 2 PUSH AF 
RAL 1 陸 み RLA 

RAR 1F RRR 

RC D8 恨 屋 ② 

妥 ほ | C9 只 世 下 

RLC 0 時 / RLCA 

RM F 8 RET M 
RNOC D0 RET NO 
RNZ C0 同居 NZ 
RP 本 0 RET 選 
RPE 記 油 jp 1 紀 医 
RPO 選 0 RET PO 
RRC 0F RROCA 

RST 0 が RST 0 
RST 1 CF RST 8 
RST 2 D7 RST 10H 
RST 3 DF RST 18H 


209 


6080⑯ 令 セッ ト HEX (46 進 ) -80 令 セッ ト 


RST 4 因 久 RST 20H 
RST 5 議 枝 RST 28H 
RST 6 ( 緒 / RST 30H 
ss フ 回 呈 RST 38H 

RZ C8 RET の 

SBB A 9 F SBC A, 人 A 
SBB BB 9 8 SBO A, 日 
SBB C 9 9 SBC A, C 
SBB D 9 A SBC A,D 
SBB 還 9 BB SBC ん , EE 
SBB H 9C SBO A, 日 
SBB 紅 9D SBO A, し 
SBB M 9 SBO A, (HL) 
SBI nn 短 選 和議 SBC A, nn 
SHLD nnnn 2 2 nnnn LD (nnnm), HL 
SPHL F 9 LD SP, HL 
ら STA nnnn 2 LD (nnnm, A 
STAX 日 0 2 LD (BO). A 
STAX D 2 LD (DE),A 
STO 3 が SCF 

SUB A 9 7 SUB A 

お SUB BB 9 0 SUB 避 

SUB C 9 1 SUB C 

SUB D 9 2 SUB D 

SUB 思 9 3 SUB E 
SUB H 9 4 SUB H 
SUB 和 9 5 SUB 旧 

SUB M 9 6 SUB (HL) 
おい | nn D6 nn SUB nn 
XCHG EB EX 怪し 
XRA A AF XOR A 

XRA BB A 8 XOR BB 

XR ロ A C A9 XO 〇 OR C 

XRA D AA XOR D 

XRA に AB XOR 避 

XRA H AC XOR H 

XRA 民 AD XOR に 

XRA M AE XOR (HL) 
XRI nn 太 編 *wh XOR N 
XTHL 居 3 EX (SP), HL 
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プリ ンタ の 登録 


以下 の 操作 を 行なう こと に より 登録 プリ ンタ 以外 に 一 機種 プリ ンタ を 登録 する こと が で きま す 。 


くど 注意 > | * 使 用 し て いる プリ ンタ に ビッ トイ メー ジ 印 字 コ ー ド が 無い 場合 は 画面 コピ ビー は で きま せん 。 
まだ , ビッ トイ メー ジ 印 字 コ ー ド と 漢字 モー ド の どちら も 無い 場合 は , 漢字 印字 は 行なえ 
ませ ん 。 その 他 , プリ ンタ に 関す る 制限 事項 に つい て は , X1 turbo BASICCOZ-8FB 
02) の プリ ンタ ユー ティ リティ と 同様 に な り ま す 。 


* プ リン 登録 の た め に は , 次 の ファ イル が 入 つ て いる ディ スク が 秘 要 で す 。 
STARTUP.COM, ASM. COM, DDT.COM, WM. COM, WM. HELP と 
ULPTO0.ASM, ULPT1.ASM, ULPT2.ASM の いずれ ガ 。 


画 登 録 手順 | 1. WM に よる アセ ン ブ ラ ソー ス フ ァ イル の 変更 
登録 する プリ ンタ が ガ ビ ッ トイ メー ジ 印 字 , 漢字 モー ド を 持つ て いる どう か に よっ て WM で 
変更 する ファ イル を 下記 の 3 つの 中 か ら 選 択 し ます 。 WM を 使っ つて ソー ス フ ァ イル に 書き こ 
まれ だ コメ ント に 従い デー タ を 変更 し て くだ さい 。 変 更 内 容 に 関し て は X1 turbo BASIC 
*\ ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 説明 ′ の プリ ンタ ユー ティ リ イ テ ィ を 参照 し て くだ さい 。 * 


デー タタ 変更 用 の ソー ス フ ァ イル 


ULPT0.ASM ……… ビッ トイ メー ジ 印 字 あ り , 漢字 モー ド あ り 
ULPT1.ASM ……… ビ ツ トイ メー ジ 印 字 あ り , 漢字 モー ド な レ 
ULPT2.ASM ……… ビッ ツ ト イ メー ジ 印 字 な し , 漢字 モー ド あ り 


な お , 変更 は 次 の よう に 擬似 命令 EQU の 難 デ ー タ に 対し て 行 な つ て ぐだ さい 。 


SGK ペ 9 に 


FFCODE EQU 00CH 
し L ょ この デー タ を 変更 


* プ リン タコ ユー ティ リティ で 変更 内 容 が 省略 され て いる 場合 、 デ ー タ 長 は 0 に し て くだ さい 。 
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2. STARTUP に 登録 

次 に 変更 し を ソー ス フ ァ イル を アセ ンプ ブル し だ 後 , DDT を 使用 し て 次 の よう に STARTUP 
に 変更 デー タ を 登録 し て て だ さい 。 

* 以 下 の 例 は ULPT 0 .ASM で 変更 し な 場合 を 示し て いま す 。 


た >ASM UEPP の コロ エーーー テーーーーーー ① 
CP/M ASSEMBLER - VER 2.9 
9134 

993H USE FACTOR 

END OF ASSEMBLY 


A>DDT STARTUP. COM.」 
DDT VERS 2.2 

NEXT PC 

1F89 9199 

-ITULPT9. ea 

ーR コ 

NEXT PC 

1F89 9999 

ー-G9. 


に) 


A>SAVE 32 STARTUP. COM- コ 一 ③ 
前 aaeaifN5L 75ea sf 


④ ま ざ 変 更 し た を ソー ス フ ァ イル を アセ ンプ ブ ル し ます 。 
②STARTUP を 変更 し ます 。 

*NEXT, PC の 値 は その 時 の 状態 に より 変化 し ます 。 
③ 変 更 し た STARTUP を ディ スク に セー プ し ます 。 


以上 の 作業 に より , STARTUP に 新しい プリ ンタ ガ が 登録 きれ プリ ンタ の 選択 画面 で 〇 TH 
ER を 選択 する こと で プリ ンタ 設定 を 行なう こと が で きま す 。 (7 章 の STARTUP を 参照 
し て ぐだ さい 。) 
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turbo CP/M の エラ ー メ ッ セ ー ジ に は , CP/M に 共通 お も の と , 各 コ マン ド や プロ ブラ ム に 特有 な も の が あり ます 。 
通常 起こ りや すい エラ ー の 原因 は 次 の よう な も の が 考え られ ます 。 


o 未 フォ オー マツ ト の ディ スケ ッ ト を 使用 し た 場合 。 

oO ディスケット を 交換 し だ 後 , 十 |C| を 実行 せ ず に 書き 込み を 行 お お うと し だ 場合 。 
o リ ー ド オン 状態 の ディ スケ ッ ト に 書き 込み や 削除 を 行 お お うと し た 場合 。 

o デ ィ ス ク の 全 メ モリ 容量 を オー バー し て 書き 込み を 行 な お うと し だ 場合 。 

o フ ァイル 名 や ドラ イブ 名 を 誤 ま つて 指定 し だ 場 合 。 

o デ ィ ス ケッ ト が 損傷 し だ 場合 。 


エラ ー に よっ つて 負 理 ガザ スト ツ プ し だ 場合 , 通常 は |CTRL| 十 |C| を 実行 し て リブ ー ト し レ , CP/M に 戻す の が 最も 安全 
で す 。 エ ラー の 種類 に よ つ て は , |CTRL| 二 |CI 以 外 の キー イン を 行 な つ て も 負 理 を 続行 で きる も の も あり ます が , 
その 場合 は 後 で めげ デー タ の チエ ッ ツク を する 政 要 が あり ます 。 


具体 的 に BDOS エラ ー メ ッ セ ー ジ と , BIOS エラ ー メ ッ セ ー ジ の 原因 と 対策 を 一 覧 に し ます 。 


e BDOS エラ ー メ ッ セ ー ジ 
Pa と 2 


ディ スク の 読み 書き 中 に 起こ る エラ ー で す 。 
ディ スク ・ コ ント ロー ラ や ディ スケ ッ ト の 状態 を チエ ツク する 邊 要 が あり ます 。 


BAD SECTOR 回 復 させ る に は [CTRL] + [C] を キー イン し て リブ ー ト レ し て くだ さい 。 リ ター ン キ 
と 8 ー を 入力 する と , それ ガザ デ ィ レ フト リ ・ ラ イト 時 の エラ ー で あつ だ 場合 , その ディ 
スケ ッ ト を 震 す 玖 れ が あり ます 。 


規定 外 の ドラ イブ を 指定 し た 場合 に 表示 され ます 。 


rr 回 復 さ せる に は 何 か ひか キー イン し て くだ さい 。 自動 的 に リブ ー ト され ます 。 
lmeooer リー ド ・ オ ン レ 状態 の ディ スケ ッ ト に 書き 込み を 行 な お うと し た と き 表 示さ れ ま す 。 


ae 回 復 さ せる に は 何 か サキ ー イ ン し て ご だ さい 。 自動 的 に リブ ー ト され ます 。 


e BIOS エラ ー メ ッ セ ー ジ 
エラ ーッ セー ジ 
3 リブ ー ト し て 〇 OP/M シス テム に 戻す こと が で き な い 状態 で す 。 


Mt ディ スク ・ コ ント ロー ラ や ディ スケ ッ ツ ト の 状態 を チェ ッ フ クレ て ご だ さい 。 


DP WOTKISVePfIOW | ワー フエ リア が 足り な こなつ だ 場合 に 表示 され ます 。 
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MEMO 


MEMO 


MEMO 


MEMO 


MEMO 
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